
    
      
        
      
    

  















































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　今の練れん介すけに与えられた力は、その手で硬い地面を穿うがつことも容易に可能にする。

　そうして土を抉えぐり、穴を掘って──

　死体を埋めれば。




　そこは、墓だ。




　それを見ながら、いるぜ、と彼女は言った。

　弄ぶように、愛あい撫ぶするように、存在を確かめるように──褐色の掌てのひらを、そっと練れん介すけの身体からだに這はわせながら。

　墓を作ったことで顕在化したのは、暗き彼ら。彼女と共にある、世界の陰の構成要素。




「《墓の精霊に命ずる／地の静廟にて命脈を回せグレイヴスピリツト・アンダーリウエイク》」




　彼らが果たした仕事は些さ細さいなものだ。

　事後処理。証拠隠滅。新たな証拠の作成。

　墓は死を受け止めるもの。その概念は穏やかに変転し、彼女の命めいで迎え入れた死者の肉体を新たな形に組み替える。

　樹きだ。

　埋められた死体は根本から細胞構成を変化させ、樹きとなって地面から伸び上がり、自ら墓石の代わりとなった。たとえ誰もそれと気付かなくても。

　だが練れん介すけは知っている。

　吐息を漏らせぬ身体からだで、ああ、と見つめた。




　その樹きの形は──
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　朝あさ倉くら練れん介すけは、生まれて初めて『心に余裕のある人生』というものを送っていたのかもしれなかった。既にその人生が終わってしまっているのだとしても。

　それを補って余りあるほどの幸奇運跡が、今はいつも側にあった。

　油断できない状況ながらも、その時間には嬉うれしさがあって、楽しさがあって──平静を維持していたつもりではあったが、多分、心の奥底、無意識の領域で練れん介すけは『浮かれていた』のだろう。

　だからかもしれなかった。

　そのとき、つい足を止めて、そんな言葉を発してしまったのは。




「事情はわかんないけど、やりすぎじゃないか？」




　新しん仁じん陽よう市し・西日本管区第13騎士校敷しき地ち内──実習区域の一角にある、ＲリボＶルヴの格納庫や整備倉庫を内包する整備棟。正確にはそこを出て少し脇に歩いたところ。

　実習を済ませ、さらに格納庫内外での細々とした用事を終えて校舎に戻ろうとしていた練れん介すけは、ふと第一棟と第二棟の間にある路地のような細い空間に何人かの人影を認めた。

　男もいれば女もいて、全員が揃そろいの整ツ備ナ服ギを着ている。それは練れん介すけたちに支給されている品より少しだけ本格的なもので、すなわちこの騎士校に存在するもう一つの学科、整備科専攻コースに所属する生徒たちのようだった。縁取りの色から判断するに、下級生……一年生だろう。

　整備棟なのだから、彼らがいるのは何も不思議なことではない。比率からすれば数は少ない（騎士科が６クラスに対して整備科は各学年１クラスだ）が、学内ですれ違ったり実習のときに彼らと言葉を交わしたりすることは普通にある。

　ただ、こういうのは初めてだった。

　怒りに顔を歪ゆがめた一人の女子生徒が、別の女子の襟元を摑つかんでねじり上げ、倉庫の外壁に押しつけるまさにその瞬間が見えた。どん、と衝撃を感じる音が小さく響く。

　それ以外の生徒たちの表情は様々だが、少なくともその行動を止めようとしている者はいない。一人に集団で詰め寄っているような形。

「ご、ごめん、って……マジでさ……」

　その女子は苦しそうに身じろぎしつつ、途切れ途切れに謝罪の言葉を発していた。

「謝ればいいってものじゃないでしょ！　いい加減にしてよね、我慢の限界だわ！」

「頼むからちゃんとしてくれよ。いつも同じようなミスばっかり！」

「あんたが失敗すると、あたしたちの班全体の評価が下がるんだけど。わかってる!?」

　整備科も騎士科と同じく、実技に多くの比重が置かれている。そのため学内にいるプロのＲリボＶルグ整備士と連携しつつ、訓練騎の整備なども可能な限り行うのが常だ。

　その整備実技で何か問題があったのか。感情の昂たかぶりのままに、リーダー格の女子がさらにその手に力を込め、壁の女子が苦しそうに嘔え吐ずいて──

　そこで思わず練れん介すけが口にした言葉が、先程のものである。

　はっとした視線の全てがこちらに集積し、

「騎士科の、朝あさ倉くら先輩」

　自分の名字を呟つぶやかれたが、その女子の──というかその場にいる誰の名前も、練れん介すけにはわからなかった。一方的に名前を知られているのは正直よくある話だ。それはこれまでの学校生活で、いかに自分が上手に優等生の噓うそをつけていたかを示している。

「反省会か？　整備科がそんだけ真剣にやってくれるのは、騎士科の人間としてはマジでありがたいな。安心できる。ただ……本気で話し合うのはいいけど、乱暴はよくないと思うぞ」

「いや、これは、その」

　襟元から手を離した彼女は、後ろめたそうに横の仲間たちと視線を交わらせた。

「違い……ます。これは、何でもないので。行きましょ、みんな」

　そうしてそそくさと立ち去っていく。あとにはその場にずるりと座り込み、何度か咳せき込んでいた女子だけが残された。

　練れん介すけは無音の嘆息を漏らした。

　余計なことをしてしまったな、と心底思う。今の自分にとっては、彼女に関わること以外のほとんどはどうでもいい物事だ。これだって、気付かないふりをして立ち去ってもよかった。一声かけるという労カロ力リーすら本来ならば無駄にせず彼女に捧ささげたかった。

　なのにこんな、普段はやらないようなことをしてしまったのは──やはり、気が緩んでいたのだろう。不幸と絶望が人を狂わせるように、幸福と余裕も人のペースを乱すものだ。

　とはいえ、やってしまったものは仕方がない。アフターサービスくらいはしよう。

　軽く手を伸ばす……が、眼前の女子は怪け訝げんな涙目で見上げてくるだけだったので、いささか強引にその手を摑つかんで立ち上がらせた。

「あ……」

　改めてその女子を見やる。ツナギは無骨で実務的に見えるものだが、不思議とそれだけではない印象だった。華きや奢しやでありながら女の子らしい柔らかさを充分に湛たたえた体たい軀く、色白の肌。軽くウェーブがかかった髪はシュシュを使って片側でまとめられており、軽やかな可愛かわいげを全体的な雰囲気に添えている。

　シーナとはまた違う──アウトロー寄りではない、普通のギャルっぽさがある、という感じだろうか。黒ギャルには相反する白ギャルという存在もいると聞く。

「整備科ってのは、意外に熱い奴やつらの集まりだったんだな」

　時間繫つなぎに言うと、彼女は照れたようにへらりと口元を緩めて、

「いやー、マジそうみたいっすね。みんな気合い入りまくりっていうかさ？」

「一応言っとくけど、皮肉だぞ。どんな真面目で勉強熱心なグループだって、女子一人囲んで苛いじめるみたいな構図になるのが正しいはずがない」

　彼女の目が小さく見開かれる。

　それから──微かすかに瞳が揺れて、柔らかく、目尻が緩んだ。

「……ありがと、センパイ。やっぱいい人だね」

　その台詞せりふにはどこか「初対面ではない」というようなニュアンスが込められていたように思えた。

「悪い、どこかで会ったかな？」

「こないだの実習事故のとき、私の班が整備担当でさ。もち、先輩たち第一整備班の補助みたいな立ち位置だったけど、関わってたのは確かで。だからみんなで謝りに行ったし、再発防止ミーティングもしたから、そんときに」

「ああ……」

　そう言えばいたかもしれない。いささか申し訳ない気分になった。あれは整備不良ではなく、一般の騎士校の生徒には全く関係ない、魔マ術ギ種スたちの戦争の余波でしかなかった。なので謝罪を受けたときもミーティングのときも、さすがに後ろめたさがあって練れん介すけはあまり真摯には整備班と向き合わなかったのだ。

「あのときは本当に、申し訳なかったっす」

「あれは原因不明だ。プロのＲリボＶルヴ整備士も見抜けなかったし、実際に乗った俺の搭乗前点検でも何も気付かなかった。誰にも予測できない何かだったんだ。君のせいじゃない」

　彼女は妙に達観した雰囲気で、またへらりと力のない笑みを浮かべる。

「でも……私はいっつも失敗ばかりで、出来の悪い人間なんで。今日もやっちゃいけないミスして、みんなに怒られちゃったカンジだし」

「それがさっきのか」

「いや、あれは、悪いのは私だからトーゼンみたいなとこもあって。いつものコトだし、むしろ怒るぐらい本気で指摘してくれてありがたいっつーか……私はマジで愚図で駄目な人間なんだけど、いちおー、こんなでも頑張ろうとは思ってるんで！　駄目だけどその頑張りをみんなに見てもらいたい、的な立ち位置なんすよ！」

　いきなりの大おお袈げ裟さな主張だったが、少なくとも噓うそを言っている様子ではない。

　やる気のある下級生。成績は悪いが向上心は高い頑張り屋。とりあえずはそういう認識でよさそうだ。──さて、無能な働き者が一番タチが悪い、と言ったのは誰だったか。

　それでも、

「だから力で痛みを与えていいっていう理屈にはなんないと思うけどな。自分でミスがわかってて、反省してるんなら尚なお更さらだ。仲間ならそのへんもしっかり見て理解してやるべきだろ」

　毒にも薬にもならない、当たり前で薄っぺらい慰めだとは自分でも思った。でも仕方ないだろう？　元々が気の緩みから始まった人助けだ。いや、人助けですらない、落ちている空き缶を気まぐれで拾って進路上のゴミ箱に入れてみた程度の気き紛まぐれだ。

　なのに。その程度の、アリバイ工作のような、ただの台詞せりふでしかなかったというのに。

　眼前の下級生は、それが何かの大いなる転換点だったかのように。

　呆ほうけたようにこちらを見つめたまま、唐突に──ほろりと大きな涙を零こぼした。

　それから、顔を歪ゆがめるようにして、どこか懸命さの伝わる様子で、微笑ほほえみのようなかたちを浮かべて言った。

「やっぱり……優しいひとなんすね、朝あさ倉くらセンパイは。だから」

　声は微かすかに震えていたが、澱よどみはなかった。

　しかしその小さな手は、滲にじみ出でる緊張を表すように、自分の作業服の腿もものあたりをぎゅっと摑つかんで皺しわを作っていた。

　つまるところ、総合的に判断すると──

　どうやら、冗談では、なかったらしい。




「好きです。私と付き合ってください」




[image: ]

「私、整備科１年Ａ組の及おい川かわ万ばん離りっす。返事はいつでも大丈夫なんで」との言葉を残し、彼女が小走りに立ち去っていくのを見て。

　誰もいなくなった空間に、休み時間の終わりを告げるチャイムが響くのを聞いて──

　ようやく練れん介すけは、その台詞せりふに対して唯一許された反応を返すことができた。




「…………………は？」
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　　　　　　　　　†




　シーナはジト目で言った。

「へぇーえ。つまり……浮気うわきの報告ってことか？」

「違う。全然違う。むしろ俺にやましいことは何もないっていう報告だ」

　マンションで夕食をとりながら、包み隠さず今日あった出来事を話した結果がコレである。

　食後のタピオカミルクティーを殊更に音を立てて啜すすってから、彼女は首をこきこき回しながら伸びをした。今は神が設定したという例のギャル制服ではなく、サイズの合わない練れん介すけのＴシャツを部屋着にしているだけなので、そんな動きだけで色々な部分がずれたり隙間が覗のぞいたりして素晴らしく危険だ。

　それから特に今の話題には興味なさげな感じで食卓のローテーブルに肘をつき、その手で頰を支えて視線をテレビに向ける。だが聞いてきたのはやはりその話題の続きだった。

「そういうの、よくあることなのか」

「吊つり橋ばし効果って名前がついてる。流れとしてはわかんなくもないけど、それにしても急すぎだ、って感じだな」

「そーいうんじゃねーよ。世間知らずの姫様がなんか騎士に命救われて求婚したみたいな話っしょ？　スピードはその姫の頭がどんだけお花畑だったかってだけじゃん。その場だろうが数日後だろうがキョーミなし。聞きたいのは」

　尖とがり気味の耳がぴこりと動いた。口も尖とがっていたかもしれない。

「……お前にとって、よくあることなのかどうかってこと」

　練れん介すけは食卓上の空き皿をシーナのぶんまで纏まとめて重ねつつ、

「まあ、なくはない。優等生のふりに騙だまされたって理由なら去年は三、四回……吊つり橋ばし効果ならそれとは別に一回あったかな。だから、そこから面倒臭くなってあんまり厄介事に首は突っ込まないようにしてたんだよ」

「ほーん」

　皿を片付けるついでに、さりげなく彼女とテレビとの間に割り込むことに成功した。その顔を覗のぞき込むようにしながら言う。

「一応言っとくけどさ。そんなことが昔に何回あっても関係ない。安心してくれ、俺はシーナ以外のものにはならないよ」

「は、はぁ？　あたしは別に、ンなこと気にしてたわけじゃ」

　もごもごと口ごもって、視線を逸そらして、また戻して。

　肩を揺らして嘆息、そして苦笑い……あるいは、照れ笑い。

「──ばーか」

　人差し指を伸ばして、邪魔だと言わんばかりに練れん介すけの鼻をぷにりと押してくる。

　それだけで練れん介すけの胸には幸福が満ち、何も気にせず夕食の後片付けに入ることができた。

　水音とテレビの遠い声、そして皿の触れ合う音をＢＧＭにしながら台所で手を動かし、洗い物を速やかに完了。

「で……今夜はこれからどうする？　悪メ人シ探しや魔マ術ギ種ス探しの予定は？」

　ダークエルフたるシーナはその活動源たる魔力を補給しなくてはならない。それは人間ならば誰もが持っている生命力のようなものだが、特に腹の足しになるような濃くて栄養価の高い魔力はいわゆる「悪人」が持っている。だからさっき食べた食事とは別に、街に出て悪人からそれをいただくという食事を行う必要があるのだ。

　そしてその行為は──シーナと同じようにこの世界へ転生してきた他の魔マ術ギ種スを殺し、その種族の根幹たる根源魔力を奪い集めるという最終目的に繫つながっている。

「悪メ人シ探しは昨日行ったから、なんだ、腹八分目っつーの？　浪費しなきゃまだまだ保つぞ」

「でも、出るのか」

　そう判断した理由は、いつのまにかシーナがギャル制服姿に戻っていたからだ。ベッドに足をかけ、そこに脱ぎ散らかしていたショートソックスを履いているところ。持ち上げられた褐色の太ふと股ももに思わず目が行ってしまう。ちなみにこの制服一式はどうも魔力で紡つむがれた疑似繊維……みたいなものらしく、汚れなどは自動的に分解されるという。普通に脱ぐ以外にもゲームのアイテムセットのようにぱっと消したり装着したりもできるようだが、やはりそのときには魔力を消費するため、いつもそうするわけではないのだ。侘わび寂さび的にもそれがいいと思う。

「うん。ちょっとカンっつーかなんつーか。おっと、練れん介すけクン、ムッツリモードかな？　見たいって言ったら見せてやんよ？」

　視線に気付いたシーナが意地悪げに唇を曲げ、スカートの端を摘まんでひらひらさせた。練れん介すけは平静を装よそおって視線を逸そらしつつ、

「一方的に与えられるものに慣れすぎるのは、あまり良くないと思うんだ……もう少し俺に自分を鍛える時間をくれ。で、その、カンって？」

「そろそろ新しい魔マ術ギ種スと出くわしそうだなってカン。スライムの野郎とやりあってしばらく経たつしさ。いやまぁ今この瞬間に何匹の魔マ術ギ種スがこの街にいんのか知らんけど。とにかく、もーそろそろ何か起きそうな臭いがするんだよ」

　説明になっているようでなっていなかったが、

「わかった、それなら行こう。……よく考えれば、一度に二体とか、三みつ巴どもえで魔マ術ギ種スとやりあう可能性だってあるんだよな」

「そりゃあな。一気に二個も根源魔力がゲットできたらラッキーだよなー」

　楽観的なことだけを考えているのはとても彼女らしい。

　練れん介すけも手早く外出の準備を済ませた。買い置きしているペットボトルの水も忘れないように持っていく。樹人ツリーマン──ダークエルフの眷けん属ぞくである自分にとっての大事な燃料だ。

「よっし、それじゃあまた深夜デートと行くか。腹八分目とは言ったけど、ついでに美味そうな悪魔人力見つけたら喰くっちまうからな」

「了解。最近は街にある『誰かを襲うのにピッタリな人ひと気けなしポイント』がなんか自然と頭に入ってきててさ。すぐにでも犯罪者に転職できそうな気分だ」

「ひひ、まだそうじゃないと思ってたのか？」

　部屋を出てマンションのエレベーターに乗ったところで、何かを思い出したようにシーナが首に手を回してくる。

「な、なに？」

　彼女はにやにやと、いつもの悪いた戯ずらな笑みを浮かべていた。

「いやー。そう言えば、いいのか？　告白されたばかりだろ。返事もしないで、あたしみたいなやつと街を歩いてるのをそいつに見られたら……好きどころか、嫌われちゃうぜ？」

　なんて無意味な冗談だ。

「いいんだよ。シーナ以外の誰に何を思われたって」

　多分これが最後だろうなと思いながら、練れん介すけは昼間の下級生のことを頭に思い浮かべた。

　世間一般では告白というものは一世一代の重要事で、されたほうもそれなりに思い悩むべきもので、きっと夕食時の話題の一つとして終わらせていいものではないのだろう。それでも、彼女には悪いが、それはその程度の重みでしかなかった。

　シーナがいるという大前提は、それほどまでに問答無用だ。

　奇跡のような出会いと、悪夢のような間違いと、誓約のような決意を経て、自分たちは今ここにいる。その歴史の前では全てが色いろ褪あせる。

　彼女は全く悪くない。ただ当人には知る由よしもない理由で不運なミスを犯したというだけだ。モデルの存在しない、架空の肖像画の人物に恋をしたような類の。

　なぜなら──この朝あさ倉くら練れん介すけという人間は、あらゆる意味で、とっくの昔に人間であることを止めてしまっているからだった。

（悪いな。本当の俺は、君に好きになってもらえるような人間じゃないんだよ）

　自嘲気味に頭の中だけで呟つぶやいて、それを、及おい川かわ万ばん離りという後輩の恋心に対する墓標にした。
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　そのおよそ十数時間後──残念ながらシーナのカンが外れた夜回りを何事もなく終え、いつものようにアリバイ工作として登校していた翌日の午後。

　練れん介すけは自分も予想を外したことを知った。何が『多分これが最後だろうな』だ。

「えーと、これが整備報告書。今回の実習の、朝あさ倉くらセンパイのＲリボＶルヴ、私が足回り付近を担当させてもらったんで。……頑張ったんで、できれば見てほしいっす」

　敬語の苦手さが感じられる喋しやべりでバインダーを手渡してきたのが誰かは言うまでもない。

　整備棟内のＲリボＶルヴ格納庫である。騎士科が行う実習の際、その騎体の整備やチェックは基本的に駆操者本人が勉強のためにやるのが常だったが、何回かに一回は整備科と合同の実習となることもあった。整備科で決められた班がＲリボＶルヴ一騎を担当し、実習前に整備やカスタマイズを騎士科の生徒と話し合って行う。もちろん安全性などに関わるクリティカルな部分はプロの整備士がチェックをするので、（特に下級生の場合は）それ以外の部分が主だ。

　しかしその班の中に、つい昨日自分に告白してきたばかりの人間が混じっていようとは。

「あ、ああ。貰もらいます」

　バインダーを受け取って目を走らせる。ニュートラルを装よそおいつつ、ちらちらと控えめに様子を窺うかがってくる視線を感じた。努めて練れん介すけは記されている内容に集中する。問題はない気がした。

「ＥＦ補給機構担当です。それが終わったんなら次はこっちを」「俺は装備系を」「上半身のチェックをよろしくです」

　続いて、名前は知らないが昨日見た顔の生徒たち。どことなく居心地の悪さが伝わってくる。練れん介すけとしても面倒は嫌なので何も覚えていない顔で接することにした。

「胴体席ボデイスペース担当です。俺たちは特に問題ないと思いますけど、一応……」

　含むところのあるイントネーションで、最後の一人。これはさぞや彼女も班の中で孤立しているのだろうな、まあ関係はないが……と思ったとき、万ばん離りがへらりと言った。

「あは、マジそうだよね。私は駄目駄目かもだけど、班のみんなは優秀なんで安心っしょ」

「っ……！」

　練れん介すけの立場からしても、それは余計な台詞せりふであったような気がした。

　こちらに安心してほしいという意味での言葉ではあったのだろうが、リーダー格の女生徒はその瞬間に激しく苛いら立だった様子でキッと万ばん離りを睨にらむ。万ばん離りはそれに気付いているのかいないのか、特に意味のない笑みをこちらに向け続けているだけだ。誰かが歯は軋ぎしりをしたかもしれない。舌打ちをしたかもしれない。そしておそらく怒号に使われるであろう空気が、誰かの喉にすうと吸い込まれる音を聞いて──

「確認しました。特に問題はないと思います。実習、頑張りましょう」

　練れん介すけはそう言って全ての流れを遮断した。

「……どうも。では連絡チャンネルは五番、待機ハンガーは西Ｂで。よろしくお願いします」

　やり場のない不機嫌さが込められた口調で言い、女生徒は踵きびすを返かえし、万ばん離り以外が続く。

　残された彼女は少しきょとんとしていたが、遅れて──ひょっとしたらまた自分は助けられたのかも、ということに気付いたらしい。

　困ったように視線を彷徨さまよわせてから、はにかむように笑って、

「またかぁ……ありがと、ごめんね、センパイ。それじゃ、また」

　走り去る足音が消えてから、練れん介すけは軽く頭を横に振る。

　考えるまでもない結論が出ているから何も考えないでいいと、いや、何もしないでいいとすら思っていたが……こんな流れでは、誤解を生んでさらなる面倒事が引き起こされる可能性もある気がした。それは避けられるなら避けておくべきだろう。

　ならば仕方ない。

（どこかで機会を作って、はっきりと断るしかないか）

　練れん介すけは溜ため息いき一つでこの新しい必要経費を払う覚悟を決め、しかしとりあえず目先の支払いを無事に済ませるべく、面倒臭い実習の準備へと戻っていった。
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　実習開始までの最後の空き時間。

　騎士科２年４組の学級委員長である女子生徒、穿せん崎ざき陽ようは実習場にほど近い場所にあるベンチに見知った顔が座っているのに気付いた。小学校の頃からの付き合いである、一つ下の幼おさな馴染なじみ──及おい川かわ万ばん離りの顔である。

「へへ。えへへ……」

　様子がおかしかった。ぼうっと空を見上げ、たまに一人で頰を緩めている。

　嘆息してから、陽ようはその隣に座った。

「なにニヤニヤしてるのよ、万ばん離り」

「あっ、陽ようちゃん」

　これまでの人生の間に見てきたものと同じ、絶対的な信頼が込められた瞳が向けられてくる。整備科と騎士科、通うコースは違っても関係性は変わらない。人付き合いを含めていろいろ不器用で、多くの失敗をしてきた万ばん離りを陽ようはずっと自分なりに守り、そして導いてきた。

「もう少ししゃっきりしなさい。実習が始まってからだって、整備科の仕事がないわけじゃないでしょ」

「いやー、うん。マジそうだよね。ごめん」

「……何かあったの？」

　万ばん離りは万ばん離りであったから、昔から色々な面倒事に巻き込まれてきた。その手を引き、あるいは彼女の前に盾となって立ち、守ってきたのが陽ようである。ほんの少しの異常も見逃すはずがなかった。黙っていてもわかる。これは確実に何かがあった。

「わかってると思うけど、あたしは万ばん離りの味方。何があっても。だから──」

「えーとね。好きなひとが、できたんだ」

　陽ようは息を吞のむ。それから目を細めて聞いた。

「誰？」

「……騎士科の、朝あさ倉くら練れん介すけセンパイ」

　尊さが滲にじむ声。薄く紅潮した頰。真実、恋する乙女の態度だった。

「朝あさ倉くらか……」

「知ってる？」

「そりゃあね」

　有名人だ。騎士科の二年で一番の優等生。実技も学科もトップクラスの成績を維持している男子。誰かが冗談めかしてミスター・パーフェクト、みたいなダサい渾名あだなで呼んでいたのを聞いたこともある。

　そんな奴やつを……この、万ばん離りが？

　男も女もなかった小学生時代とは違って、成長するに従って順調に女の子らしさを増していった外見。オイルに汚れることも多い整備科の人間らしさはあまりなく、その関係で周囲から陰口を叩たたかれている気配も感じてはいる。アスリート寄りの筋肉質な女になっている自分と対極にあるのは確かだ。すべきことをしないのが嫌で、騎士科の生徒としてトレーニングを続けていたらそうなってしまったというだけなので自分としては別に後悔もしていないが。

　こちらの視線に気付いたか、万ばん離りは安心させるように頰を緩めて、

「いやさ、わかっちゃいるんだってば。朝あさ倉くらセンパイは私なんかとは違うから、釣り合いが取れないのはさ。でもね、もう勢いで告白もしちゃったし。大丈夫大丈夫」

「はあ!?　もう!?」

　この様子からして、恋心を抱いたのはそう前のことではないだろう。ほとんど毎日顔を合わせているのだから自分が気付かないはずがない。つまり相当な速度で好きになって、相当な速度で告白に至った、ということだと推測できる。

「返事はまだだけど。いや、それも関係なくて。返事がどうでもいいってわけでもないんだけど、んー、なんて言えばいいんだろ」

　空を軽く見上げるようにしつつ、

「センパイは私の大事なひとだって、わかっちゃったんだ。大事なひとになってくれる、って。それが間違いじゃないって思ったから、いつ動いても同じだって思って。あ、もちろん──」

　再びこちらに視線を戻した万ばん離りは。

　真正面から、噓うそ偽りのない顔で、笑いかけてきた。

「それは、陽ようちゃんと同じくらい大事なひと、って意味だよ」

「……」

　そのとき予鈴が鳴り、慌てた様子で万ばん離りはベンチから立ち上がる。実習の時間だ。

「おっと、そろそろ行かなくちゃ。とにかく、私は大丈夫だし。──ま、駄目でも頑張るから見ててよ、陽ようちゃん！」

　幼おさな馴染なじみがぱたぱたと走っていく。

　陽ようも所定の場所へ行かなくてはならないのは同じだった。しかしその腰が持ち上がったのは、たっぷり数十秒が経過してからのこと。

　陽ようはこれから自分が向かうべき実習場のほうに顔を向け、

「朝あさ倉くら、練れん介すけ……」

　幼おさな馴染なじみの恋の対象であるという人間の名前を、睨にらむような目で呟つぶやいた。
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　ナイツボール。

　元はＲリボＶルヴの訓練用ゲームとして考案された、ＲＶ式駆動鉄騎リボルヴ・アイアンクラツドを用いての競技である。

　ＲリボＶルヴが片手で辛かろうじて摑つかめるほどの大きさをした、耐久性・耐衝撃性に優れた合成樹脂のボールを用いる球技で、ルールとしてはハンドボールをシンプルにしたようなものだ。四騎を一チームとし、ボールを前に運んでキーパーＲリボＶルヴの守るゴールに入れれば得点が入る。そこにバスケットやラグビー、サッカーなどのエッセンスを含んだ細かなルールが付随しているというだけ。シンプルな競技ではあるが、ＲリボＶルヴそのもののダイナミックな動き、人間の競技では得られない迫力が人気を生み、今ではモータースポーツとして商業化しようとする流れもあるらしい。基本的にＲリボＶルヴは国が管理するものだから、なかなか実現は難しいようだが。

　今日の実習はそのナイツボールの実技であった。

　騎士科の２年３組と４組の、盛り上がるクラス対抗戦。騎体とメンバーを変えて繰り返される試合の何戦目かに、練れん介すけの姿はあった。

（意外と固いな……）

　試合が始まってしばらく経過したものの、スコアは未いまだ０対０。

　敵陣に近いワントップのＦＷフオワードの位置から、練れん介すけは光学センサーを軽く振ってフィールドの状況を見やる。今ボールを保持しているのは味方のＧキーＫパー、セオリーとしてＤＦの仲間にパス……した途端、それを狙っていたのか、敵のＦＷがボールを奪いにかかる。刹那に反応したのはこちらの頼りになる味方、ＭＦの一騎だ。

『──動いてみる。パス。ＦＷも連動して』

　チーム内通信が届くと同時、練れん介すけより自陣側にいた味方の騎体が素晴らしい加速で敵陣に切り込んだ。ＤＦはその進路を予測してパス。練れん介すけも二手先を予想して自分のＲリボＶルヴを反転させ、敵陣に進行した。

　自チームのパスは首尾良くＭＦに通るが、その行く手を敵のＤＦが阻はばんだ。パスかボディコントロールで抜き去るか、という刹那の駆け引き。だが練れん介すけの動きはこのためだ。ノータイムで真横に放られたパスをさらに受け取る。このまま一気に──と思いきや、騎体に衝撃。

　敵のＭＦのボディチェックだ。騎体をガシガシとぶつけてこちらの動作を阻害してくる。ルールぎりぎりの厳しい接触コンタクト。審判によっては反則を取られてもおかしくないレベルだが、今回の審判である苺いちご村むら教諭は大雑把系だ。その判断基準を読み切ってのことか。

　拳で殴られてはいない、というだけの打撃とも言える。手首の内側、肩、二の腕。それらの部位を用いての執しつ拗ような攻撃。練れん介すけはそこに意図を感じた。ボールを前に運ばせないため、だけでなく、どうしてか練れん介すけの騎体にダメージを与えることそのものを目的としているような。無論、やりすぎなければそれもテクニックの一つだ。部品交換や不具合の調整にはＦ１レースのピットインのようなシステムで行われるため、相手チームの頭数を一時的に減らせるのは試合に大きな影響を与える。しかし、これは、そんなレベルではなく──

（なんか俺に恨みでもあんのか、って感じだぞ……！）

　どうする。パスをＭＦに戻すか。いや、まだ敵ＤＦが彼女に近い。味方のＤＦにバックパス？　こちらも敵ＦＷがコースを消している。難しそうだ。

　身体からだの寄せがさらにもう一段階激しくなった。意図してか偶然か、相手の膝が胴体席ボデイスペースの下部に当たってダイレクトに練れん介すけを揺らす。弱気なプレイヤーならビビって下がるところだが、逆に練れん介すけはそこをついてみることにした。ボールを持ったまま足を開いて屈かがみ込み、ＲリボＶルヴの重心を下げる。Ｕの字を描くような動きで前掛かりになった相手の下方を潜くぐり抜ぬけ、身を起こす勢いを利用してそのまま前進、単身でゴールに向かう作戦だ。ラグビー選手が身を屈かがめて相手の飛びつきをかわすのにも似ている。

　決断すれば実行は早い。主動作桿かんを握り直し、練れん介すけはぐっとＲリボＶルヴをしゃがみ込ませるようにして──

　がくん！

　練れん介すけの騎体が予想よりも遥はるかに大きく沈み込んだ。バランスを崩す。

「は!?」

　予想外の手応えだった。足回りの手応えが柔らかすぎる。今までのようにただ走っているだけなら問題はなかったが、こうして「股関節を大きく開いてしゃがみ込む」という特殊な動作には……対応する機構に問題があった。設定がガバガバだった。やってみなくてはわからないことだった、というのは通らない──設定値は最初からデータとして開示されていて、搭乗者がそれを確認するのは義務であるのだから。

　だが、その書き込まれた数値が間違えていたのならば？

『足回り付近を担当させてもらったんで』などという誰かの声が耳に蘇よみがえる。

（勘弁してくれよ、くそっ……！）

　このままではバランスを完全に失って背中から倒れてしまう。それはＲリボＶルヴ駆操者にとって最大の恥だ。試合のルールでも自分から地面に倒れるのは反則だし、そもそもＲリボＶルヴは背中にエネルギー補給の要たるＲリボＶルヴ式補給機構のカートリッジを背負っている。無用な衝撃を与えるべきではないというのは大前提だった。

　転倒回避のためにやるだけのことはやるしかない。主動作桿かんを樹人ツリーマンの腕力で引き上げ、想像力の先にある動きをＲリボＶルヴという第二の身体からだに実現させようとする。

　ボールは片手で脇に抱える。足の裏は大胆かつ慎重に滑らせて、次の展開にベストなポジションへ。さらに歩幅を開いた形。自殺行為のように見えたかもしれないが、ボールを抱えたことによって空いた別の手を地面に伸ばし、その掌てのひらを土に押し当てる。その片手と片足こそを便宜上の両足と定義し、思い切ってもう片方の足を大きく蹴り上げた。

　それは片足を上げた半側転のような動きだ。ぐんと慣性で胴体席ボデイスペースが振られる。その動きで相手ＭＦのチェックをかいくぐり、勢いのまま走り出す想定だったが……

　そのヨガのような片足上げは、相手がなおも身を屈かがめてボールを奪おうとしてきたことで予想外の結果を生む。相手の執念がそこまでとは思っていなかった。つまるところ、バランスを取るために振り上げた足は、敵騎の動きのせいでカポエラの蹴りのような役割を果たした。

　鈍い鉄の衝突音と衝撃。

「うおっ！」

　さすがにこれは立ち上がって走るどころではない。無様に転倒することだけは避けたが、練れん介すけのＲリボＶルヴは四よつん這ばいで地面に手足をついた。相手ＲリボＶルヴは頸けい部ぶにモロにカポエラキックを食らった形となり、こちらもよろめいて膝をつく。

　甲高い笛の音が共通回線の中に響いた。

『こらーっ、タイムタイム！　なんつー危険駆動してんだお前ら！　特に朝あさ倉くら、どんだけ難しくて美しい曲芸ムーブでも授業中にやるんじゃないよ馬鹿。教師として褒められるわけねーだろうが。審判権限で強制交代だ、二人とも反省文の文面でも考えとけ！』




　試合終了間ま際ぎわに一点を取られて、惜しくも接戦を落としたことは伝わってきた。

　格納庫ハンガーでチームメイトを待っていると、ＭＦのポジションに入っていたＲリボＶルヴが戻ってきた。降騎シークェンスを終え、搭ギヤ乗ンベ衣ゾンに包まれたその瘦せぎすな姿を見せるなり、彼女、枇び杷わ谷たに唯ゆい夏かは半眼で言ってきた。

「馬鹿なの？」

「返す言葉もない」

「派手な技で格好をつけたかったのかしら。サッカーでオーバーヘッドをする小学生みたいね。実際、相手の頭がそこにあれば危険なプレーでカードが出るわよ」

「意外に詳しいな、委員長」

　素直な賞賛だったのだが、話を逸そらしていると思われたのか、唯ゆい夏かの目がすっと細まった。

「いや、違う違う。あれは別に格好つけたわけじゃなくて、転ばないためにはああするしかなかっただけだよ。変な蹴りになっちまったのは偶然」

「はぁ？　今更あなたがナイツボールの動作くらいで転ぶわけないでしょ」

「それが転びかけたんだよ。股関節の設定が──」

　言いかけて、反射的に口を閉ざす。

　実のところ、ＲリボＶルヴを降りるまでの間に、騎体内で設定を弄いじって下半身のパラメータは通常に戻してしまった。遊びが多すぎて、ある一定の下方動作をするとぐにゃんぐにゃんになるような設定だったことは……詳細にログ検査をすればわかるだろうが、はたして。

　さっきの騎体の事後整備を行っているであろう、整備科の担当班のことを考える。彼女は自分のミスに気付いているのだろうか。報告数値の欄に適正値が書かれていた以上、彼女自身はそう設定したと思い込んでいて、しかし実際の騎体はあの出鱈目でたらめな数値で組まれていた……ということになるだろう。やれやれだ。

「いや、何でもない。とにかく、少し騎体の調整が甘かったんだ。今は素直に転んどきゃよかったと思ってる」

「そうね。同じ負けるにしても、そんな朝あさ倉くらくんの無様な姿が見られていたら溜りゆう飲いんは下がったわ。いえ、気分が晴れて差し引きプラスになってたかもね」

「……そんな姿を見せられなくて残念だよ」

　唯ゆい夏かは真顔で言っていたのでおそらく冗談ではない。練れん介すけはそう返すしかなかった。

　そんなとき、ハンガー内に足音が聞こえた。

　誰かが歩いてくる……見ると、搭ギヤ乗ンベ衣ゾンを来た女子生徒だ。背筋を伸ばした姿勢のいい歩き方で、まっすぐ前を見ている。顔立ちもどことなく凜りんとしていて、正義感があるのだろうなということが不思議にその目から伝わってきた。だが──

　通り過ぎる間ま際ぎわ、練れん介すけに向けられたその視線に宿ったのは、明確な敵意。睨にらみ付つけて、口元に力を入れて、しかし唯ゆい夏かがいるのに気付いたか、ぐっと言葉を飲み込むような様子を見せてそのまま歩き去っていく。

　その姿が見えなくなってから、

「委員長、あれ、誰だっけ？」

　唯ゆい夏かは心底練れん介すけを馬鹿にするような目で、

「本気で言ってるんだとしたらたいしたものね。今までにも何度も合同実習してたでしょう？　隣の４組のクラス委員長で、名前は穿せん崎ざき陽よう。ついでに言えばさっきの試合の対戦相手で、あなたが繰り出したカッコつけムーブの被害者」

「ああ……そっか……」

　彼女の退場理由はイエローカードが積み重なってのレッドカードのようなものらしかったが、練れん介すけが無駄に粘ったせいで退場させられた、実習の評価が下がった、と恨んでいても不思議はない。今の視線も当然だ。

　ただ──それだけではない、ような気がした。

　そもそも試合中の彼女から届いていたのも、ただ熱くなるタイプだからというだけではない、何か別の執着、苛いら立だちのようなものを感じる執しつ拗ようさではあった。

「…………」

　彼女が消えたほうを見ながら記憶を探るが、心当たりは生まれない。

　ふと気付けば、代わりに苺いちご村むら破は子こ教諭が歩いてきていた。カラカラとしたいつもの調子で、

「珍しくボーッとしてんな朝あさ倉くら。言ったとおり真面目に反省文の中身でも考えてるのか？」

「いいえ。通りすがりの女子の尻を目で追いかけていました」

　即座に答えたのは真顔の唯ゆい夏かである。

「い、いや違──」

　練れん介すけが反論するより先に、苺いちご村むら教諭がさらに笑い、練れん介すけの肩に手を置いてくる。

「そーかそーか。いやな、あたしは久しぶりにまともな理由でお前を𠮟れて嬉うれしいんだ。たまには血気盛んな若者らしい失敗の一つでもやってくんなくちゃな。さっきのは気になる女にカッコイイとこ見せようとでもしたんだろ、色気づきやがって。そんな男子としての成長が見られる朝あさ倉くらクンには特別に追加のボーナスを与えてやろう」

　それが絶対にボーナスでないことだけはわかった。

「穿せん崎ざきのは荒っぽすぎる危険駆動レベル１、お前は大事な備品のＲリボＶルヴにしなくてもいい蹴りを入れた危険駆動レベル２だ。考えたら同じ反省文の罰ってのも不公平だからな……お前には放課後、居残りで整備倉庫の掃除も命じよう。ピカピカにしてから帰るんだぞ？」
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　──世界は宝に満ちている。




　それはたとえば、眩まばゆく輝く冷たき黄金。

　地の深くから見み出いだされ磨かれし神秘の貴石。

　偏執狂が如ごとき技によって刻まれる細工。

　殺し合ってでも口に入れたいと願うほど美味なる食物。

　価値を交換するという概念そのものである貨幣……。

　形あるものだけに留まらない。

　絶対的な支配が、決して裏切らぬ絆きずなが、目が眩くらむ陶酔が、脳髄が蕩とろけるような快楽が。

　世のそこかしこで煌きらめく宝だ。

　ああ。

　宝は素晴らしい。価値あるものは心地ここち好よく、有用で、安心できる。

　故にこそ。




　彼らはそれを、狂おしいほどに欲ほつしている。
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　きりのいいところでデッキブラシの動きを一旦止め、練れん介すけは背筋を伸ばす。

「ふう……」

　整備倉庫は格納庫ハンガーと同じ建物内に存在している、巨大なガレージのような場所だ。

　今いる第三倉庫の面積は、教室以上体育館未満、といったところでそれなりに広い。ＲリボＶルヴ関連の備品が保管されている場所であるから、大きな機材や道具のためのスペースがどうしても必要なのだ。同じ理屈で、格納庫ハンガー側と外側、二つある出入り口を仕切るのはどちらもかなり大きめのスライド式鉄てつ扉ぴ。今は格納庫ハンガー側だけが閉められている。

　格納庫ハンガー内と同様、皆が土足で歩き回るこの場所の床は泥やら何やらでいつも汚れているのが常だったが、さすがにこれだけ精魂込めて掃除すれば多少はマシになるものだ。

　とはいえ、指示された箇所を掃除するだけでかなりの時間を食ってしまった。外への出入り口から見える空の色合いで、既に日がほとんど暮れてしまっているのがわかる。

（だいぶ遅くなったな……シーナには事情が伝わってると思いたい、けど）

　家の固定電話の留守電にメッセージは残しておいた。こんなこともあろうかと電話の使い方だけは教えておいたので、そのメッセージを聞くこともできるはずだし、疑問があれば携帯のほうに電話をかけてくることも可能なはずだ。心配してこの前のようにいきなり学校に乗り込んでくる、ということはない……と思いたい。

（面倒臭くて後回しにしてたけど、やっぱシーナにも携帯を持ってもらうべきかもな）

　二台ぶんの代金を払うことにはなるだろうが、それも必要経費だ。吐き気のする実家からの仕送りは、マンションの家賃などと共に骨の髄まで有効活用させてもらおうと決めている。

　軽い休息を終え、練れん介すけは再びデッキブラシを動かし始めた。残る掃除面積はもう四分の一ほどだ。このまま一気に終わらせたい。

　前時代的な罰ではある。ただ苺いちご村むら教諭の気持ちもわかった。彼女は事実、釘くぎを刺しておきたかったのだろう。謎の墜落事故から奇跡の生還を果たした優等生が、自分は特別だから好き勝手にやっていいのだ、という勘違いした英雄衝動のようなものに飲み込まれてしまわないように。あくまでもお前はみんなと同じ普通の生徒なのだぞと。

（普通の生徒、ね）

　それは逆の意味でありがたいことだ。

　自分のことを特別などとは思わない。奇跡の証人でも英雄でもない。練れん介すけは知っている──今ここにいる朝あさ倉くら練れん介すけという存在は、落らく伍ご者で、失格者で、敗北者で、負け犬で、まともな人間ですらない。全てを捨ててダークエルフと共にいることを誓った馬鹿者だ。それを普通の人間扱いしてくれるのだから苺いちご村むら教諭には感謝するしかなかった。周りに怪しまれないためのカモフラージュは多いほうがいい。

　そう──自分たちは戦いの最中にある。いつもの日常は日常のふりでしかなく、いつ血なまぐさい戦いが始まっても不思議ではないのだ。

　学校の中でもそれは同じだ。実際、同じ教室には魔マ術ギ種スの関係者がいるのだし、その彼女と校舎裏で軽くやり合ったことだってある。似たようなことがこれから起きないとは誰にも言えない──

「……？」

　そこで。

　周囲に薄い違和感のようなものが漂っていることに、練れん介すけは気付いた。

　静かすぎる。

　いくら下校時刻間ま際ぎわと言っても、部活や自主勉強で残っている生徒たちの気配が少しはあっていいはずだ。特にこの建物はＲリボＶルヴに関連する施設なのだから、ナイツボールの部活動に勤いそしむ騎士科の生徒や整備技術を磨こうと居残る整備科の生徒たちが暇さえあれば足を運ぶような場所だとも言える。

　なのに、彼らの息遣いが全く感じられない。

　しん、とした静寂が薄い膜のような圧力を持った。

　たまたま……か？　部活の休みなどが重なって、たまたま誰一人としてもう学校に残ってはいない、ということだろうか？　それとも単純に、休み時間の騒がしい教室に一瞬の静寂が訪れる類の、偶然の産物で──中学では誰かがそれを『霊が通った』などと言っていたが、誰が最初に言い始めたのだろう──

　ああ、やはり、そうだった。

　そこで外から足音が聞こえてきたのだ。久しぶりの物音に練れん介すけが安心してデッキブラシを持ち直したとき、その足音の主がこの第三倉庫に入ってきた。制服を着た女子のようだった。

「すみません、先生からの罰で掃除させられてるんです。もうだいたい終わったんで、何か物を取るなら──」

　その女子が俯うつむき加減だった顔を持ち上げた。それを見て練れん介すけは思った。今は文化祭シーズンだっただろうか。

　彼女は骨で出来た仮面を被っていた。

　そして、

「──────!!」

　短い呼気だけを仮面の下で漏らし、声もなく飛びかかってくる。練れん介すけは咄とつ嗟さに腕を翳かざして身を守るが、次の瞬間、そこに鈍い痛みが走った。

　突き立っているのは、刃渡り20センチほどの短剣だ。

　元の血肉の感触とは同じようで異なる、樹じゆ肉にくに穴を開けられる感覚。刹那に頭を切り換えた。

　これは自分たち側の異常だ。演劇部の悪ふざけなどではない。

　樹人ツリーマンとしての力で腕を振るい、刃を強引に抜くと同時に女子を弾はじき飛とばす。倉庫内の棚にその身体からだが突っ込み、先程までの静寂とは裏腹に耳みみ障ざわりな音を立てた。

　数秒後、女子は何事もなかったようにその身を起こしてくる。ただの人間の耐久力ではない。そこでさらに気付いたが、彼女の外見的な異常は仮面だけではなかった。みすぼらしい大きめのぼろ布が、適当なマントのようにその制服を背中から覆うようにしている。

「…………」

　再び襲いかかってきた。右手には特に豪華でも特徴的でもない、先程の薄汚れた短剣。さらに左手ではその爪が音もなく伸びていた。人間ではありえない長さと鋭さの凶器。

　手加減は必要なさそうだった。練れん介すけはもう一段階上の対処を行う。具体的には、踏み込みを狙ってその足首に全力で蹴りを入れて骨を砕き、相手のバランスが崩れたところで横に回って肩に体重をかけ、床に倒すと共に関節を外しながら折った。

「────ッ!?」

　さすがにそれには短い悲鳴のようなものが漏れる。痛覚はあるのだろう。もがくような動き。

　手の内がわからないのに接触を続けるのはどうかと思ったので、練れん介すけはさっと再び間合いを取る。なおも女子は動いていた。立ち上がれないにもかかわらず、ただその不気味な骨製の仮面の下から練れん介すけを見上げて、涎よだれを垂らしながら這はいずるように近付いてこようとしていた。

「何なんだ、こいつ……」

　そこで不意に背筋が粟あわ立だった。理由は眼前の女子ではない。周囲だ。

　何かが近付いてきている気がする。不明瞭な、しかし確然たる圧力。

　音を立てたのだから誰かが来てもおかしくはない。だが違う。世界はあくまでも静かなまま、ただ、致命的な何かが音もなく忍び寄ってきているような。

　それは……そう。あの森でスライムと単身対たい峙じしたときのような、圧迫感だった。

　今ここにいるのは──何かが、まずい！

　練れん介すけはブラシを放り出して自分の荷物を持ち、倉庫から外に飛び出した。

　陽が完全に落ちた薄暗闇を走る。強引に学校の外塀を乗り越え、さらにしばらく全力疾走したあとで周囲の気配を窺うかがうと、そこではもう嫌な感覚は消え去っていた。

（学校内だけでやるつもりだった……のか？）

　今のところは、か。それとも条件的にそうでなくてはならないのか。

　いや、そもそも自分のことをダークエルフの眷けん属ぞくだと知って襲ってきたのか、魔マ術ギ種スの魔力補給の食事がたまたま自分だったのか。あの女子が魔マ術ギ種スなのか眷けん属ぞくなのかそれ以外の何かなのか──わからないことだらけだった。まだまだ情報が少なすぎる。

　では誰ならわかりそうかと言うと。

（ホラ見ろカンが当たっただろ、って喜ぶかもな。一日ずれてたけど）

　練れん介すけは尾行を一応警戒しながら、最愛のダークエルフが待つ家へと足を向けた。
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「へへー。ホラ見ろ、あたしのカンは当たっただろ？　やっぱなー、そろそろだと思ったんだよなー。マジ腐ったワームなみに臭いがプンプンしてたっつーかさー？」

　制服姿のシーナはやたら嬉うれしそうに耳をぴこぴこと動かしていた。

　練れん介すけは予想が当たったことに苦笑して、ひとまず制服を脱いでＴシャツ姿になった。短剣で貫かれた腕を確認する……鋭い亀裂が腕に生まれていた。血は流れていないが、疼うずくような痛みがないわけではない。

　それを見て、シーナはすっと笑みを消した。猫のように手と膝を使ってするすると近付いてきて、目を細めながらその腕を覗のぞき込む。練れん介すけは先んじて言った。

「意外に抉えぐれてるけど、水はがぶ飲みしたし、たいしたことないよ。すぐに治るだろ」

「甘く見んなよな。毒とかがあったらどうする？」

　毒。さすがにその可能性は考えていなかった。

　シーナは練れん介すけの腕を取って、さらに顔を近付けてしげしげと眺めた。その褐色の手が優しく傷の周囲をなぞる。微かすかに届く鼻息がくすぐったい。

「まあ……今のところは、毒の臭いはない、かな」

「そりゃよかった」

「よかねぇよ。あたしが喜ぶのは敵が来たところまでで、そっからお前が傷つくのは別問題だぞ。ったく、あたしの眷けん属ぞくに勝手に穴開けやがって……」

　口を尖とがらせ、ぶつぶつと呟つぶやくシーナ。練れん介すけはなんとなく嬉うれしくなった。

「しょーがねーな。それの治療、ちょっと手伝ってやっから。詳しい話はそれやりながらでも聞けるっしょ」

「え。ひょっとして、風ふ呂ろとか……」

　シーナは意地悪そうに犬歯を覗のぞかせた。立ち上がって台所のほうに行きつつ、

「また一緒に入りたいのかよ。ここの風ふ呂ろは二人だと狭いし傷もこないだほどじゃねーから、もうちょい簡易的なやつでいいかなと思ってたんだけど……お前がどうしてもっていうならそっちにするか？」

「どう考えても話のほうをメインにすべきだから、あー、治療は簡易的なのでいいかな」

「ひひひ、了解。腕、ベッドに載せて待ってな」

　言われたとおり、採血ポーズのように伸ばした片腕をベッドに置く。水道の音を聞きながら、あの倉庫であったことをもう一度脳内で反はん芻すうした。気になる部分。これからシーナと改めて話し合うべき部分……。

　腕の痛みがそれほどではなかったから、うっかり思考に意識が集中してしまった。気付けば台所の水音は止まっていて、ベッドの軋きしむ音で、シーナが戻ってきたことを知る。

　そして──腕全体に、何というか、幸福が満ちた。

「!?」

　見やる。驚きよう愕がくする。幸福の意味を知る。

　ベッドの上に置いていた腕は、褐色に挟まれていた。湿ってむちむちとして柔らかくて弾力があって自分の腕を飲み込むように肉を沈み込ませる二本の何か──つまりは横向きに寝転んだシーナの太ふと股ももに、練れん介すけの腕は挟まれていたのだった。台所の水音はこの準備のためだったのだろう、その太ふと股ももは水滴が伝うほどに濡ぬれていて、その殺人的な曲線の滑らかさと生々しさに、まさに匂い立つような存在感をプラスする効果をもたらしていた。

　練れん介すけは現実を確かめるように指先をわきりと動かす。だがその手前、太ふと股ももに挟まれた腕は動かせない。動かせるわけがない。スカートを穿はいた彼女の下半身に飲み込まれ、合体しているのだから。斜めになったスカートの裾と同じ角度で傾いた彼女の顔が、にやにやと練れん介すけの反応を窺うかがっていた。横向きに寝転び、枕のあたりに肘をついたポーズで、

「原理は風ふ呂ろと一緒な。樹人ツリーマンのお前は水と相性がいい。だからあたしの魔力を水を通して摂取すると治りが早い。あたしと水に直接触れて摂取すると一番早い……何か問題は？」
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「な、い……かな。うん」

「よろしい。じゃあお楽しみたまえ」

　冗談めかしておかしな日本語。前後に擦り合わされるようにシーナの太ふと股ももが動き、つまり挟まれていた腕が肉の摩擦で引っ張られて捻ひねられて新しい刺激が加わった。太ふと股ももの肉に持っていかれる。魂が持っていかれる。

　心を落ち着かせろ。何も問題はない。こんなことで話の一つや二つできないようでは彼女の眷けん属ぞくたる資格などない。このご褒ほう美びに慌てず騒がず、凪ないだ湖面のような心持ちで堪たん能のうしつつ、すべきことだけはきちんとするのだ。それが朝あさ倉くら練れん介すけという人間の正しい在り方だ。

　なので練れん介すけは意識的にキリッと真顔を作った。太ふと股もも最高。

「それじゃあ、もう一回、学校であったことを最初から報告するよ。何か疑問があったらその都度聞いてくれ」

「お、おう」

　これは治療行為であり、二人ともすべきことをしているだけであり、なのでこの状態のまま話をしても不思議なことは何もない。シーナは最初こそ「さすが練れん介すけ……」みたいな目をしていたが、慣れたのか、自然にそのまま話を進めるようになる。

「ガッコの制服着てたってんなら眷けん属ぞくかなぁ。まぁ魔マ術ギ種スがそれ着て潜入してた可能性もあるけどさ。で、そいつがつけてた……仮面？　どんな感じだった？」

「どんな感じって言われてもな。骨製で、モンスターっぽかったっつーか、邪悪っぽかったのは確かだな。スマホで撮っときゃよかったけど……魔術みたいな現象って映んのかな」

「知らねー。にしても、骨の仮面ねぇ」

「何か思い当たる魔マ術ギ種スでもいるのか」

　シーナは寝転がったまま首だけを動かし、つまらなそうな視線を天井に向けた。

「んー。心当たりはないでもないけどな。まだ決め手はないってカンジだ。ちっと情報が中ちゆう途と半はん端ぱだからさ……ここで決め打って動くと、そうじゃなかったときに何か不利になりそうな気がする。まだ特定の魔マ術ギ種スを想定するのは止めとこう」

「シーナがそう言うんなら了解だ。なら、これからの方針は？」

「そーな、やっぱもっと情報が欲しいかな」

「あいつ放置してきたのは勿もつ体たいなかったか……今から戻っても、さすがにもう逃げるなり何なりしてるから駄目だろうし」

「あたしがいなかったんだから、練れん介すけの動きとしちゃそれで正解っしょ。あたしと繫つながってる以上、ただの人間みたいに魔力について全然感じられないってわけじゃないはずだし」

「まあ、こうして治療とかするときになんかポワポワするな、ぐらいの感覚はあるよ」

「だろ？　だったら特に危険な魔力とか魔マ術ギ種スの気配とかには身体からだが何か反応してもおかしくない。いつもじゃないだろうし、なんとなく肌で感じる、みたいなレベルだろうけどさ。なんとなくヤバイと思って逃げたんなら実際ヤバかったんだろ。それでいいよ、一人で戦ってピンチになんのはもー禁止だ」

　天井からこちらに視線が戻ってくる。練れん介すけもそれを迎えた。言葉はなくとも、それだけで何かが再確認され、前に進むために必要なものが共有された。迷いはない。

「んじゃ次は、具体的にどう情報集めするかって話になるんだが……鍵がどこにあるかはもうわかりきってるよな、練れん介すけ。だったら、あたしが次に言い出すことだってわかるだろ？」

　それに対する返答にも言葉は必要ない。

　練れん介すけはシーナ・グレイヴ・ゾァインメリと共にある。だから理解できたし、そしてよほどのことがない限りは、彼女のやりたいことを否定するなどという選択肢は存在しないのだ。

　それが喜んで後押しすべきものかどうかは別として。

（さあ、今夜からまた大変だぞ）

　これから準備すべきものの多さと大変さを思い浮かべ、練れん介すけはひっそりと息を吐いた。

　だが太ふと股ももで繫つながっていたシーナにはそれも筒抜けだったようで、頑張れよ、というような悪いた戯ずら顔でこちらの腕をまたぎゅっと絞めてきた。水気混じりの肉の擦れる感触が改めて練れん介すけの脳髄に幸福度を与え、さらには、徐々に薄くなっていくその湿り気の変遷が未来に待つ一層の無添加な触感を想像させて期待を抱かせる。

　わかってはいたが、億おつ劫くうで面倒な気分がそれだけで吹っ飛んでしまうほど。

　シーナの太ふと股ももは最高だった。
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　翌日。

　警戒しながらも、まずは普段通りに登校する。

　ホームルーム前の教室はいつものように無意味な喧けん騒そうに包まれていた。朝の挨拶、昨夜の話題、今日の授業の億おつ劫くうさに対する殊更な主張、体調不良アピール合戦……練れん介すけにとっては無味で無色の空気に満ちた世界ではあったが、今はその中に潜んでおく必要があった。

　自分への挨拶を適当に受け流しつつ、自分の席につく。そこでふと、隣の席に座っていた女子──枇び杷わ谷たに唯ゆい夏かの姿が目に留まった。相変わらず一人でキーホルダーじみた古デバイスでのテトリスを行っている。

「おはよう、委員長」

「……おはよう、朝あさ倉くらくん」

　目だけがちらりと動いて、申し訳程度の挨拶が返ってくる。それはきっと彼女にとっては、アリバイ工作じみた、形骸化した儀式程度の意味合いしか持たないもの。

　朝あさ倉くら練れん介すけという存在がそのレトロなゲーム以下の優先度なのはわかっていた。彼女がこうしてくれているのは、一つの『契約』のせいでしかないのだから。

　でも、と一瞬だけ考えた。何も言わないよりは言っておいたほうがいいのかもしれない。

「委員長さ。今日の放課後とか、どんな予定？」

　聞いた途端、は？　と心の声が届きそうな顔でギロリと睨にらまれた。練れん介すけは慌てて、

「違う違う。別に何かに誘ってるんじゃなくて。ただ世間話として予定を聞いてるだけ」

「何それ。率直に言って気持ち悪いわ」

「そう……かな？　別に、クラスメイト同士の会話としては普通じゃないか」

「そうは思えないから言ってるのよ」

　凄すさまじく訝いぶかしげな視線。だが数秒待っていると、

「まあ、別に躍起になって黙秘するような予定はないから別にいいんだけど。定期テストが近いから、少し図書室で勉強して帰ろうと思ってるだけ」

「……ふぅん」

　いろいろ考えた結果、そういう返事になってしまった。唯ゆい夏かの目がまた細められる。

「そのリアクションは何？」

「いや、別に、そうだな──」

　当あたり障さわりのない反応にしようとしたのだが、逆にからかうような感じになってしまったか。

　彼女を苛いら立だたせるのは本意ではなかった。最低限、もう一歩だけ踏み込んでおくと……

「気をつけるつもりだけど、ひょっとしたら図書室の周りで騒がしくして、勉強の邪魔をするかもしれないから。先に謝っとくよ」

　唯ゆい夏かはさらにジト目になって、「謝るくらいなら騒がしくしなければいいじゃない」と当然のことを言った。




　授業を二コマほど終えたところで、練れん介すけはペットボトルの水で喉を潤してから席を立った。

　タイミングとしては別に今でなくてはならないというものではなかったが、早いほうがいいのは確かだった。しかしながらその行動は気分的にはそれなりのカロリーが必要なもので、あっさり行うというわけにもなかなかいかず──バランスを取った結果として、この午前中真ん中のタイミングで腰が上がったということである。

　向かうのは下級生の教室がある場所だ。

　そのフロアには１年の５組と６組、そして整備科クラスであるＡ組の教室と選択授業用の特別教室があった。目的地であるＡ組の教室をまずは軽く覗のぞき込む。

　基本的な造りは練れん介すけの２年３組と同じだが、細かな部分で違いがある。薄く漂っている整備油の匂い。後部ロッカーの上に置かれているのは辞書や教科書ではなく、質実剛健な工具やスプレー缶だ。慣例的に整備科はツナギで授業を受けることが目こぼしされているので、教室の中にいる人間が全て制服を着ているというわけではなかった。

　さて、と心の居住まいを正し、目当ての人間を探す──が、そのとき。

「ねえ。及おい川かわ万ばん離りがどこに行ったか知らない？」

「ん？　いねぇの？」

「知らないっす。気にしたことねぇし」

　入り口から中を覗のぞき込む練れん介すけのすぐ目の前、教室に一歩足を踏み入れた位置で、一人の女子生徒が近くの男子たちとまさに言葉を交わしていたのだ。

「……そう」

　低く言って、彼らを切り捨てるように踵きびすを返かえす女子。

　当然、練れん介すけと目が合った。見覚えはあると言わざるを得ない。昨日ハンガーで顔を合わせた、ナイツボールのマッチアップ相手……隣のクラスの委員長、穿せん崎ざき陽ようだ。

「あなた……」

　眉を寄せた表情を見せていたのは一瞬。練れん介すけが何を言うより早く、

「──ちょっと話があるの。来て」

「え？」

「いいから」

　制服の脇腹のあたりを摑つかまれ、有無を言わさぬ感じで引っ張られた。困惑はするが、この教室に捜しにきた相手がいないのならば抵抗する理由もない。

　人ひと気けの少ない渡り廊下あたりまで行き、穿せん崎ざき陽ようは練れん介すけに向き直る。

　初めて彼女を真正面からまともに見て──唯ゆい夏かとはまた別の意味で、委員長っぽい女子だな、と思った。スポーティですらりとした体形、凜りんとした顔立ち、真まっ直すぐな意志を窺うかがわせる瞳。遊びのない髪型、そして制服の着こなしが雰囲気とこれ以上なく合っている気がした。

　昨日と同じ、睨にらむような強い視線。だが次の彼女の動きは予想外だった。

「ごめんなさい」

　深々と練れん介すけに対して頭を下げたのだ。形式的なものではない、きっちりと身を折ったもの。

「え？　何が？」

　頭を戻した陽ようは、一瞬だけ瞳を揺らすようにしてから、真顔で言う。中立的な顔を意識して作ろうとしているような雰囲気があった。

「いろいろあるけど。まずはここに無理矢理連れてきたこと。たまたまだけど、話をするいい機会だと思ったから。もう一つは、昨日のこと。実習で無茶な当たりをしてごめんなさい。あれは……つい、熱が入ってしまって。あなたの技術は前から見てた。あたしの無茶な動きに釣られなかったら無茶しなかったよね」

「いや、昨日のは謝ることはないよ。俺が無茶しすぎた。素直にコケてればよかったんだ。あれは俺のほうが謝んなくちゃいけないやつだ」

「ううん。あたしの気がすまないから、気にしないで。あなたがどう思おうが関係なく、あたしは謝る。あたしは……正しいことをしたいって思うから。あたしはいつでも、自分に誇れるあたしでいたい」

　大おお袈げ裟さだが、真面目に言っていることはわかった。きっと譲れない彼女なりのポリシーのようなものがあるのだろう。

「それからこれは、もしも、の話だけど」

　言葉とは裏腹に、確信のようなものを含んだ口調で。

「万ばん離りが何かミスをしたのなら、それもごめんなさい。担当だったんでしょ」

「…………」

　その無言をどう捉えたか。陽ようはそれ以上の追及はしてこなかった。代わりに、練れん介すけにとってはクリティカルな別の話題。

「あの子に会いに来たの？」

「それは……まあ……」

　口ごもってしまう。目の前の彼女と万ばん離りとの関係性がいまいちよくわからなかったからだ。

　その躊ちゆう躇ちよが伝わったか、陽ようは軽く口元を緩めて、

「歳としは一個違いだけど、あの子とはずっと昔からの友達。だから悪いけど聞いてる。きっかけも。苛いじめられてるのを助けてくれたって。ありがとうって言うべきよね」

「いや、あれはたまたまだよ。助けたってほどでもなくて、声をかけただけ」

「それを『する』か『しない』かだけで大きな違いだと思う。あたしだってそうする。……ずっと、そうしてきた。問題になったこともあるけど、悪いのは万ばん離りにちょっかいをかけるあいつらだもの。正しいのはあたしのほう。だからあなたも正しい」

　改めて、彼女は練れん介すけの目をじっと見やってきた。

「……あの子はいい子よ。学校の成績はあまりよくないかもしれないけど、それ以外のいいところがたくさんあると思う」

　おそらく彼女は気付いているのだ。練れん介すけが整備科の教室に行った理由に。

「あたしが朝あさ倉くらに願うのは、ただ一つ。真剣に考えてほしいってだけ。珍しくもない物事を惰性で処理するんじゃなくて、ただの流れ作業じゃなくて、本当に……誰かの人生を決める出来事の一つとして、その相手として、真剣に考えてほしい。そのうえで何かをしてほしい」

　だからその瞳には強い真まっ直すぐさがあり、彼女の言う正しさに満ちた意志があり、練れん介すけには──やはり、咄とつ嗟さに何も言えなかった。

　惰性とまではいかなくとも、休み時間の十分の間に済ませて終わり、という『今日やるべきただの一イベント』との意味合いしか考えてなかったのは確かだったからだ。

　言いたいことは言ったとばかりに、陽ようは「それじゃ」と踵きびすを返かえした。

　練れん介すけはその後ろ姿を見送りながら、なんとなく足が重くなったような気がしていた。

　次の休み時間にまた来ればいいか、と考えていたが、また明日でいいか、に下方修正。

　この用事に制限時間はないのだし、特に今日はまだメインイベントが残っている。本番はこの後、昼休みからだ。精神の消費カロリーは温存しておくべきだろう。

　練れん介すけも自分の教室に戻ることにした。

　陽ように対する評価に、意外にも献身的な策士、との一語を加えながら。
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　午前中最後の授業が終わると、練れん介すけは急いで教室を出た。下げ駄た箱ばこに隠しておいた紙袋を回収し、ついでに外靴に履き替え、人気のない校舎裏へ。以前にとあるスライムの眷けん属ぞくの正体を知ってしまったのとだいたい同じ場所である。

　当然ながら誰もいない。きちんと待ち合わせ時間は伝えたはずだが……少し待つか。

　そこにある樹きの下で水を飲んでいると、

「よっ、と」

　突然、頭上でがさりと音がした。

　そして肩に重みと衝撃が発生。一瞬、息が止まった。

「へへー、来たぜ？　誰にも見られなかったから安心しな」

「ダークエルフの隠おん密みつスキルは高いものって決まってるからな。それでこそだ。……ていうか、何で俺の上に飛び乗ってくるんだよ」

「あまりに無防備すぎたから、なんとなく。もっと上も警戒しとけよなー」

　練れん介すけとしてはバランスを維持するのに精一杯だった──樹上から飛び降りてきたシーナは、ダイレクトに練れん介すけの肩に太ふと股ももで着地していたからである。強制的な肩車状態。肩の後ろからにょっきりと形のいい二本の太ふと股ももが伸びていて、こちらの耳を肉厚に挟み込んでいて、首の後ろには遠慮なく彼女の体重が危険な部分で押しつけられている。

　ひとしきりフラフラしてから、というかこれはバランスを取らないほうがいいのではないか、と遅れて気付いた。練れん介すけは降伏を示すように身体からだを前に倒し、悪いた戯ずらなダークエルフに降りてもらうことに成功。

　勝った、みたいな調子で笑っているシーナに肩を竦すくめてから、持っていた紙袋を手渡した。昨晩のうちに街中のわりとアングラな店に出かけて買ってきたものである。こんなこともあろうかと前からチェックしていたのが功を奏した。

「おっけ。そんじゃ着替えるか」

　忘れていたのだった。シーナの今のギャル制服は神が設定した基本装備で、魔力で紡つむがれているようなもの。物理的に脱ぐこともできるが、ぱっと消すこともできて、そして今は──着替えた後の服を置いておく意味がない状況。

　だからシーナは、何の気負いもなく今まで着ていたギャル制服をすぽんと消し去って、練れん介すけの呼吸を再び止めさせた。




　数分後。

　そこには騎士校の女子制服を着たダークエルフという世にも珍しいものが生まれている。

「ふーん。あんま変わんねぇような気がするけどな？」

「そう見えて、社会的意味みたいなのが、無茶苦茶、違うん、だよ」

「なんで呼吸困難みたいな喋しやべりになってんのさ。水が足りないんじゃね？　飲め飲めーい」

　足りてないことはなかったが、落ち着くために言われるがまま飲んだ。

　意外にも破壊力は相当なものだった。シーナが、あの褐色肌の危険なダークエルフのシーナが──練れん介すけにとっては日常側である、クラスの女子の誰もが着ている制服を着ている。日常感を身に纏まとっている。それはたとえば高たか嶺ねの花だった姫が手の届くところに降りてきてくれたような、リアルで生々しい存在感を持って目の前に現れてくれたような、そんな感覚だった。

　一言で言えば、いい。とてもいい。

　ちょいちょいとスカートの端を摘まんで首を傾かしげている姿も愛おしい。余裕があれば写真に撮って残しておきたいくらいだが──今は残念、その余裕がない。これからが本番だ。

「人間ってのはおかしなもんでさ。制服着てるだけで無条件に疑わなくなる奴やつらとかが一定数いるんだ。だからまあ、今日はこないだみたいな騒ぎにはなりにくいと思うぞ」
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「ほーん、そんなもんなのか。変なの」

　無論、完璧に安全ではない。むしろ危険ではあるのだろう。

　だが覚悟の上だった。リスクとメリットをきちんと踏まえた結果の作戦だ。

　練れん介すけは『学校で』『制服を着た敵に』襲われた。その襲撃の意味自体はいくつか考えられるものの、少なくとも、相手がまったく学校と無関係ということはあるまい。ならばあえてそこに飛び込んでみよう、というわけだ。

　昨夜返り討ちにしたあの女子本人がどうなったかはよくわからない。警備員とかが倉庫で骨折した生徒を見つけた……などという話はないようだったから、おそらくどこかに撤退して体勢を立て直したのだろう。松まつ葉ば杖づえをついた生徒を見れば警戒せずにはいられないが、今のところ学内で目撃はしていなかった。

　しかしそれはそれとして、漠然とした『敵の一味』が今もこの学校のどこかに潜んでいる可能性はゼロではない。そこでシーナだ。彼女なら付近の魔力を感じ取ることができるかもしれない。それで相手の正体を知ったり先手を取ったりすることができれば最高だ。

　その行為が相手を刺激し、向こうからのさらなるアクションを誘発するということも考えられるが───それならそれで構わない、というのが練れん介すけとシーナの共通認識だった。その場合はすべきことをするだけになる。

「さて。まずはどうする？」

「決まってるっしょ。昼休みなんだからさ」

　シーナはにっかりと笑って、当然のことのように言った。

「まずはメシだろ。ほらほら、さっさとメシ喰くえるとこに案内な」




　この第13騎士校には学食がある。天井の高いホール的な建物で、広さは体育館ほど。厨ちゆう房ぼうがある側以外、壁のほとんどはガラス製で、それなりに開放感のある造りになっている。

　腹を空かせた生徒たちで混み合う中、練れん介すけは興味深げなシーナと共にその食堂に足を踏み入れた。とりあえず食券の販売機に並ぶ。同じクラスの奴やつらに見つかって「あれ？　その子はこないだの……」となる可能性もシミュレートしていたが、幸い、用意していた体験入学という言い訳を使う機会は訪れなかった。

　やはり制服を着ているだけで意外と溶け込めるものだ。ここにいるのはただ少し焼けているだけの普通の女子。誰も異世界から転生してきたダークエルフだとは思いもしない。

「こないだチラッと見たけど、中に入るとアレだな。人多すぎじゃね？　祭りっつーか、いや逆だな、戦争のときの炊き出しみたいな感じがあんぞ」

「シーナもそういうのに並んでたのか」

「ま、腹が減って死にそうなときには、コッソリな。美う味まくもねぇクズ野菜のスープとかそんなんばっかだったけどさ。タダ飯をゲットできるチャンスを逃してどうするよ。……でも長いこと並ぶのは嫌いだぞ。マジで暴れ出したくなる」

　シーナの我慢が利きかなくなる前になんとか列が進み、券売機に到達。

「何にする？　ちなみに例の飲み物はない──」

「のは知ってるから、肉だな肉！　できるだけ胡こ椒しようたっぷりのやつ！」

　食い気味に主張されたのでトンテキ定食をオススメした。千円札を入れ、社会勉強のためにボタンを押させてみる。嬉うれしそうに連打されたので二枚の食券がヒラリ。自分はうどんにでもしようと思っていたのだが……あるいは二人分の肉を狙った計画的犯行かもしれない。

　厨ちゆう房ぼうのおばちゃんに食券を渡し、首尾良く二人前の定食を手に入れた。トレーを持って席を探しに旅立つ。幸い、向かい合って座れそうな場所が一箇所空いていた。

　そこにシーナを導いて、やれやれと自分も腰を下ろしたときだった。

　既視感。

　何の既視感かと言えば、そう──隣の席からの「は？」という心の声が届いてきそうな目に対するものだった。

　そこには唯ゆい夏かが座っていた。練れん介すけからすればミニサイズすぎる小うどんだけを前に置き、麵を啜すするでもなく口を開けていた。

「……は？」

　実際に心の声を外に出すためだったようだ。もう少しで箸も取り落としていたかもしれない。

　迷ったが、既にシーナは腰を下ろしてしまっていたし、他の席がある保証もない。

「先に言っとくけど、ここに座るのは偶然なんで……よろしく」

「何を考えてるの？」

　眉をひそめて、小さな声で。もちろんそこには練れん介すけを心から非難する色がある。

「よーぅ、スライム女。まぁ実はさっきからわかってたけどな。んで何だ、今日は何食ってんだ？　スライムにしてはつまんねーモン食ってんな？　美う味まいのか？」

　煽あおるようなシーナには、唯ゆい夏かも明確な敵意を込めた視線を返していた。そう、彼女にとっては……シーナは、心から望む『皆と同じ』平穏な生活を脅おびやかす要因でしかない、のだろう。

　ふぅぅう、と無理に肺を働かせているような深呼吸が隣の席から聞こえ、このクールな委員長の社会的地位を守るために練れん介すけは率先して口を開いた。

「これは、事情があってやってるだけでさ。委員長に迷惑をかける気はない。こないだみたいな騒ぎを起こす気もない……だから気にしないでくれていいんだ、ホントに」

「気にしないでいられるわけ、ないでしょう」

　押し殺したような低い声。一方、シーナは胡こ椒しようの効いた豚肉を美味そうに口に運び始めた。

「なんか苛いら々いらしてんなぁ。腹でも減ってんのか？　何か食ってるくせに腹減りとはさすがの悪あく食じきだ。よし、あたしがこの草を恵んでやろう」

　サラダの小鉢をずいと送るシーナ。

「ふざけないで……！」

「おいおい、あたしはいいんだが、目立っていいのか？」

　唯ゆい夏かがはっと周囲に視線を巡らせ、今度は肩でゆっくりと息をする。それからまた自分のうどんに箸を突っ込んだ。

「結構よ。サラダを食べても、いざというときの役には立たないと思うから」

「ふぅん？　ダークエルフに効く魔剣とかのほうが好みだったか？」

「頼むから食事は仲良く食べてくれよ……」

　その要請の甲か斐いなく、ギスギスした雰囲気が消えることはなかった。正確には、シーナはあまり気にせず嬉うれしそうに肉を食べていたので、「何してくれてんのよ」という唯ゆい夏かの圧力が消えることはなかった、という意味だが。

　しかし唯ゆい夏かは唯ゆい夏からしく、同じクラスの二人が無言で昼食を食べ続けているのも周りに違和感を与えるかも、と考えたのだろう。短い問いかけが届いてきた。

「制服はどうしたの」

「そりゃ、買ったんだよ」

「新品は指定の店舗でしか買えないんじゃなかったかしら。証明書も必要だったと思うけど」

　確かに騎士校は公的な性質も備えているからそういう感じになっているのだった。なので、

「まぁ……中古だな。わりとアングラな店だけど、必要だったから。前のことがあってから、どこで手に入れられるか調べてたんだ」

「結構なことね。どんな経路で出回ってどんな用途に使われたかわからない中古の制服なんて、私だったらごめんだけど」

「ん？　学校に行くときに着る以外の用途なんてあんの？」

　そこだけは耳みみ聡ざとくシーナが会話に割り込んできた。練れん介すけは適当に誤魔化そうとしたが、

「制服姿に特別な性的興奮を覚える人間もいるわ」

　唯ゆい夏かは顔色一つ変えずに真顔で言っていた。

　シーナは一瞬きょとんとしたあと、口の中の肉をがじがじごくんと飲み込んで──ニヤー、と合が点てんがいったかのような笑み。

「ふぅん、なるほど。奴隷に姫の着るようなドレスとか騎士団の正装とか着せて滅茶苦茶めちやくちやにする、みたいな遊びの話を聞いた気もすんぞ。似たようなもんか」

「そうね」

　視線を合わせずの同意に、さらにシーナは面白そうに、

「練れん介すけも興奮するのか？　じゃあ──帰ったら、お楽しみかな……？」

「勘弁してくれ……」

　味み噌そ汁しるを啜すすることで顔を覆う代わりにしていたら、その隙にシーナにえいっとトンテキの一切れを奪われる。油断大敵だぞと笑うシーナは、なぜか、誰よりも学校生活を楽しんでいる存在のように見えた。
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　実のところ、穿せん崎ざき陽ようは少し前からずっと彼らの様子を見ていた。

　友人と一緒にただ昼食を食べにきただけで、朝あさ倉くら練れん介すけの姿を見つけたのは偶然だが、休み時間のこともあってなんとなく目で追ってしまったのだ。

　食券販売機の列。前にいたから自然と視界に入ってくる。向こうは浅黒い肌の見慣れない女子生徒と一緒に来ているらしい。やたら親密そうで距離が近いのが気になった。

　トレーを持って席についても、少し離れたテーブルに座った彼らにどうしても意識が向く。一緒に座って話しているもう一人の女子には見覚えがあった。朝あさ倉くらのクラスの委員長だ。

　会話は聞こえなかったが、少なくとも日焼けした女子のほうは楽しそうだった。朝あさ倉くらに話しかけ、大口を開けて笑い、彼の皿から料理を奪っていた。

（…………）

　どんな関係なのだろうか、と下世話な思おもいが頭に浮かんだ。

　随分気を許しているように見える。彼にとって、彼女はどのポジションにいる存在なのか。そのポジションは、他の誰かが割り込むことのできるものなのか。

　自分には関係のないことではある。けれど、せめて──戦場には立たせてあげてほしかった。まともに戦わせてあげてほしかった。

　だからどうか、最初から障害物のように扱われることがありませんように。

　そこに立つこと自体が愚かだと嘲あざ笑わらわれるような戦場ではありませんように。

「穿せん崎ざきさん？　どうかしたの？」

「ううん。……美お味いしいね、これ」

　止まっていた箸を再び動かし始める。もう彼らを気にするのは止めにした。

　自分にできることはない。部外者なのだから。

　あるとすれば、それはただ、ひっそりと祈ることだけだ。

　本人すらいないところで、こうして遠すぎる願いを想おもうことだけだ。

　それがきっと──

　正しい道に、決まっている。
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　あまり気の休まらなかった食事をなんとか終える。

　しかし席を立つのはまだ早い。最後に、世間話のように、コップの水を飲みながら練れん介すけは唯ゆい夏かに言った。話す予定はなかったが、出会ってしまったのならば仕方ないだろう。

「委員長。俺、午後から病欠の予定だから」

　おかしな台詞せりふではあろうが、唯ゆい夏かには通じる。納得するかどうかは別だとしても。

　彼女は半眼になって、

「何をする気？」

「そんなに派手なことはしないよ。授業中のほうが調べやすいこともあるってだけの話」

　一呼吸の間。それから呆あきれたような嘆息があった。

　唯ゆい夏かはトレーを持って立ち上がりつつ、

「朝あさ倉くらくんが具合悪そうにしていた、ということだけは先生に伝えておくわ」

「そりゃ助かるけど……いいのか？」

「謎の行方不明よりは、勝手に早退扱いされたほうがまだマシでしょう。誰かの奇行で教室の平穏が乱されるのは勘弁してほしいってだけよ」

「ごめん」

　素直に謝るしかなかった。立ち去りかけていた唯ゆい夏かは最後に一瞬だけ足を止め、今まで以上の小声で密ひそやかに問いを発してきた。

「一つだけ、はっきり聞かせて。──この学校に、敵がいるの？」

　練れん介すけは茶を啜すすっていたシーナと軽く目線を合わせてから言った。

　改めて、自分の中に刻み込むように。

「それを確かめるためだ」
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　気配を殺しての潜入や偵察はお手の物だ。そうでなくては盗みも殺しもできない。

　シーナは足音も立てずに廊下を進む。ゴミ一つ落ちていない、血痕の一つもない、真っ白な生娘のような廊下。清潔すぎて気味が悪いなと呟つぶやくと、練れん介すけも同意の言葉を返してきた。

　この前学校に来たときの、支離滅裂な放課後の喧けん騒そうとはまったく違う空気。向こうの世界のことを思い出せば──ゼイヴァッターホルン大聖堂での最尊礼拝の最中に、こっそりバックヤードに忍び込んだときと似ているだろうか。

　不思議と口元がにやける。

「は」

　薄皮一枚隔てた向こうで、何も知らない奴やつらが吞気のんきに。

　自由なのはこちらだ。好きに動いているのはこちらだ。お前たちが普段、闇に押し込めているダークエルフが、見ろ、我が物顔で歩いているぞ。お前たちの場所を歩いて、大事な何かを穢けがそうとしているぞ──

「なんか嬉うれしそうだな？」

「ま、血が騒ぐってやつか。こういう潜入はお手の物だぞ。金目の物ねーかなー」

「隠密作戦スニークミツシヨンなんだから、無駄に難易度を上げるような動きは止めてくれよ……」

　困ったように言う練れん介すけの顔が面白かった。

　さて。

　今いる廊下と横手の教室を隔てている壁に近寄り、軽く額を当てる。

「……ですから、この定理を用いれば今までの問題も応用的に──」

　中から小さく届く授業の声を聞きながら、まずは自分の中に意識を向けた。種族の代表としての自分が持っている、密度の高い原初の魔力──根源魔力の存在を確かめる。

　シーナとしては『最初の種しゆ苗びよう』といったイメージのものだ。ダークエルフという種類の木があって、それぞれが増えて森を形作ったと考えたとき、その最初の一本の根はじ源まりであった種。あるいはそれ以降に続くダークエルフという種族の運命、力を内包しているもの。増えて分かれた種族の力というものを、一旦全てリセットして搔かき集あつめて、再び『最初のはじまり』の姿に戻したもの……そういう認識である。

　これは他の魔力とは比べ物にならない密度と強度を持っている。それに意識を触れさせると、感覚が鋭敏になるような気がする。自分の中にはっきりした基準点を作るようなものだ。

　そこから感覚の手を伸ばし、離れた位置にあるものを探っていく。生命力。あるいは魔力。授業を聞いている生徒たちの中に異常値を持つものはいないか。教室の中、ロッカーの中などに魔力を持つ何かが潜んではいないか──

「この教室にゃ、特におかしな奴やつはいないな」

「そっか。じゃあ次に行ってみよう」

　捜査状況の記憶は練れん介すけに任せる。自分はいちいち覚えていられない。まったく、どうしてこっちの世界の学校にはこれほど人が多いのか。

「ん、この教室は空だぞ」

「外で実習とか別の教室で選択授業やってるクラスもあるからな。どこのクラスが未調査かは覚えとくから、教室の中に純粋に隠れてないかだけ調べて次に行こう。このクラスの生徒はまた次の機会だ」

　もっともな話だった。

　そもそも今日のこの行動も一撃必殺を求めてはいない。こうすれば少なくとも前には進むだろう、という程度の意味合いである。

　何より、何もしないよりは、楽しそうだ。

　授業中の学校を、息を殺して歩くのはなかなか面白かった。慣れていない練れん介すけにあれこれ指示したりできるのも新鮮だ。心地ここち好よいスリルもある。

　そう、この調査自体は空振りでも、それに焦あせった向こうが早漏な攻撃をしかけてこないとも限らない。その場合は……練れん介すけにとっては色々面倒事が起こるだろうが、自分にとっては話が早い。返り討ちにして根源魔力を奪えばいいだけだ。

（ま、具体的に練介がどれだけ面倒に思うかは……わかんねーけどな）

　ちらりと見る。観光気分もある自分とは違い、大真面目に周囲を警戒しながら歩を進めている横顔。無意味に頰をつついて弄いじりたい衝動に駆られる。

　朝あさ倉くら練れん介すけという眷けん属ぞくが、この人間の世界に何を思っているか。どう感じていて、どう相対しようと思っているのか──それはまだわからないところもある。

　このシーナ・グレイヴ・ゾァインメリというダークエルフを優先順位の第一に置いていることは信じているが、二番目や三番目は何なのか、という話だった。

　以前の一件で、あのスライムの眷けん属ぞくの女を直接手にかけたくはない、という我わが儘ままな立場を取ったように。彼が何をどう優先させようとするのかは、そのときになってみないと未知数だ。

　他の生徒というもの。この学校というもの。日常生活というもの。社会的立場というもの……それらを天てん秤びんにかけるしかない状況での、答え。自分には想像もつかない。

　だが、そのときになれば、きっと話してくれるだろう。

　自分のしたいことを。

　そして、このダークエルフに何を求めるかを。

　自分がどう反応するかはともかく、話だけは、してくれるだろう。

　独りよがりで大変なことになるのは、もう懲りているはずだし──

（やっぱまだ、考えるだけでおかしいけど……好き、らしいからな？）

　考えるだけでくすくす笑いたくなってしまう。というか実際、顔に出ていたらしい。

「何笑ってんだよ。重要なミッション中だろ。俺はわりと緊張してんだぞ」

「おいおい、こんなんでか？　お前にとっちゃ慣れた学校だろ。それだったら山賊の本拠地探険ツアーとかに連れてってやったらどうなっちまうんだよ……今度行ってみっか。たいてい奴やつらは自分らが襲われるなんて思ってないから、お宝の保管のしかたがガバガバで楽しいぞ」

「こっちには山賊の本拠地とかないから無理だな。残念だ」

「そう言えばそっか」

　そんなとき、前方にある階段の下から小さな声が聞こえた。

「だから、最近は整備側が全体的な空気として弛たるんでるんじゃないかって話っすよ！　生徒だけじゃなくて教師も校内技術者も。こないだの事故だってまだ──」

「苺いちご村むら先生、あの、声が……まだ授業中なので……」

　練れん介すけはそのやりとりを聞いて眉を寄せていた。

「まずいな。知ってる教師だ。見られたらちょっと面倒なことになる」

「はいよ。向こうの世界じゃ、こういうときの対処法は二択だ。お前に任せるわ」

「殺すか逃げるかだろ。選ばせてくれてありがとう」

　さすがに冗談だ。まだ血の臭いを漂わせるのは早い。練れん介すけの選んだ答えも予想通りだった。

　後退して、逆側にある別の階段のところに入り込んで視線を切ろうとする──が。

　今度はそちら側の階段からも足音が聞こえてきた。しかもこちらは多数だ。

「あん？　まだ授業中じゃねえのか？」

「っ、もう残り五分くらいだったか……そんくらいなら教師の都合で早めに終わるときだってある。どうしてもトイレに行きたいとかな」

「ふーん。別にそいつらには見られてもいいよな。昼休みだって同じ状況だったわけだし」

「授業中に二人で歩いてんのを見られるのはちょっと話が違うだろ。それ以前に、他にもまずい理由がある」

「ん？」

「多分、これは俺のクラスの奴やつらだ。選択授業の予定だったし、ここは３組の教室に帰るルートだし、ああ、知ってる奴やつらの声が聞こえる気もするし……くそ、マジかよ。どうしてもってんならまだこっちのがマシか。授業サボって逢あい引びきしてたとか噂うわさになる可能性もゼロじゃないけど、先生に見つかるよりは──」

「お。それよりもっといい手があるんじゃね？」

　思いついた。当然ながら判断基準は『どっちが楽しいか』だ。

　だからシーナは練れん介すけの手を引き、ちょうど廊下の真ん中の窪くぼみに挟まる形で設置されていた、スチール製の掃除用具入れにその身体からだを押し込んだ。

「お、おい？　シーナ？」

「はいはい、詰めて詰めてー」

　さっき物珍しさからぱかぱか開けて中を見たので、そこが箒ほうきや掃除用の布が入っている場所であることはわかっていた。臭いのだけはいただけないが、まあ、少しの我慢だ。

「ここでやりすごせばいいっしょ？　どうせ休み時間はそんな派手な動きもできねーしさ」

「いや、まあ、そうだけど……」

「んー？　何か問題が？」

　狭い空間の中、身体からだをいっぱいに押しつける。そうでなくては入れないから仕方がない。

　練れん介すけと同じ学校の制服を着て、練れん介すけと同じ空間で、その体温を共有する──予想通り、それはなかなかに楽しいことだった。赤面し、身を捩よじり、息遣いを気にし、置き場に迷うように腕を彷徨さまよわせ、身体からだをもぞもぞさせる練れん介すけほど愉快な玩具はない。シーナは声もなく笑って、さらに体重を預けてみる。

「シー、ナっ……ちょっ……」

「声出すなって。バレちまうぞ」

　練れん介すけの顎を額でくすぐるような形で、うりうり。身体からだの後ろに回した触れるか触れないかの指先で、背中をさわさわ。首元にじんわりと汗の匂いがして暑そうだったので、吐息でふうふう。そのたびに練れん介すけは素敵な反応を見せる。

「あ、苺いちご村むら先生」

「お前ら、サボったんじゃないだろうな？　……虎とら中なか先生が腹痛で早めに？　だったらいいけど、まだ授業中だから、無駄話しないで静かに教室戻るんだぞ」

　ちょうどこの掃除用具入れの前あたりで前後の一団が接触し、そんな会話が交わされる。教室に戻る生徒たちが続いているのだろう、人の気配が完全に消えるまで待っていると──ふと、足音の一つが止まった気がした。

　身を捻ひねり、ちょうど目の高さに空いていたスリットで外の様子を見てみる。

（げ）

「…………」

　半眼でこの掃除用具入れを見つめている、背の低い華きや奢しやな女の姿。

「委員長、どうかしたの？」

「──ううん、別に」

　冷たい一いち瞥べつを最後に、彼女はすぐに歩き去る。

「死ぬほどどうでもいいことだったわ」

　今のあれは性質的にはスライムの魔マ術ギ種スと似たようなものだから、感覚としてこちらの根源魔力を感じ取ることができているのかもしれない。騒ぎ立てなかった理由は……そうすると自分も巻き添えを食いかねないからか？　事なかれの腑ふ抜ぬけた大食漢としては当然に、机の中に入っている泥団子か何かを食べることのほうが優先だったのかもしれない。

「シーナ。何か声が聞こえた気がしたんだけど……今、わりと危機一髪じゃなかったか？」

「さーね」

　これだけくっついているというのに練れん介すけにあの女のことを考えさせるのは癪しやくだったので、適当に誤魔化した。代わりに脇腹を無意味に揉もんでやってダークエルフ成分を注入。喰くらえ。

　そうこうしているうちに、そのままチャイムが鳴って休み時間が始まってしまう。廊下には生徒たちが行き交う喧けん騒そうが満ち始めた。

「こりゃしょうがないな。しばらく延長戦だ」

「はぁ。心臓に悪い十分になりそうだよ。気き紛まぐれで誰かにここ開けられただけで大問題だ」

「そーだな。だから──ガマンしないと駄目だぞ？」

　シーナはこの奥手な眷けん属ぞくにどんな試練ご褒美を与えてやろうかと、暗闇の中で舌なめずりをした。
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　放課後の屋上。高みを駆ける風は人外の二人にも寛大に涼やかだ。

　フェンスに張り付くようにして、彼女は眼下の光景を眺めている。綺き麗れいな横顔、翻ひるがえる騎士校の制服のスカート、さらさらと流れる髪。不思議とその姿は放課後の光景にぴったりと嵌はまっているように思えた。まるで、彼女が普通に、ただのクラスメイトか何かのような立場でここにいるのもありえないことではない──そんな可能性を幻想させるほどに。やはり制服の違いが大きいのだろうか。普段のギャル制服も勿もち論ろんいいものだが、こちらの制服も、ああ、悪くない。むしろいい。

　これだからムッツリとか呼ばれるのかもな、と軽く頭を横に振って、

「実習とかで今日調べられなかったクラスはちゃんとチェックして覚えてるから。明日とかに追加で調べようと思えば調べられるぞ」

「はいよ、了解」

「消去法で、そっちに当たりがいる可能性が高くなった……とか思うか？」

「どーだかね。そんな単純なモンじゃない気はする」

　今日一日の結論は『どの教室も異常なし』だ。他の校内にも魔マ術ギ種スが潜んでいるような気配は感じられなかった。

「根源魔力があるから、魔マ術ギ種スを見逃すってことはないだろーが……眷けん属ぞくはそもそも探知に引っかかるかどうか怪しいからな。まぁ昨日練れん介すけを襲ってきたやつが眷けん属ぞくかどうかも決まってねえけど。消去法で何か判断できるほどのことはやってねーよ」

　何せ眷けん属ぞくは医者の検診を受けてもバレないほどのカモフラージュがされている。それは医療的なものに対してだけでなく、魔術的な感知に対しても同様なのだろう。彼女の言う『神』が何を考えてそう設定したのかはわからないが……公平な生存競争を演出するためか？

「そういや、例外はいるな」

「何が？」

「気配がわかる眷けん属ぞくもいるって話。ぶっちゃけあのスライム女だ。あいつだけは注意して探ればあたしには居場所がわかる。距離とかの限界はあるけどな。あいつの中には薄いけどスライム種族の根源魔力が残ってて、あたしもそれを知っててそこに意識の焦点を当てられるからだ。逆にあいつのほうからもあたしのことはなんとなくわかるだろ。まあ、あいつは半分魔マ術ギ種スみたいなもんだって話」

「なるほど……」

　シーナは顔をしかめながら空を見上げた。そのへんにいる誰かに文句を言うように。

「結局さ、神のヤロウが決めたルールは意外とガバガバなんだよ。いくらだって例外が起こりうる。魔マ術ギ種スの話だって、根源魔力は目立つけど、それでも何か感知できないように隠せる奴やつがいるかもしれない。そいつの魔術とか体質とかでな」

「今日一日の成果が全否定された気がしてきたよ」

「ま──でも、いーじゃん？　わりと楽しかったし」

　視線が戻ってくれば、そこには遊びに満足した子供のようなニッカリ顔。

「それに全部が無駄だったわけでもないだろ。『生徒たちの中に魔力がおかしな奴やつはいなかった』『学内に根源魔力は感じなかった』のは事実だ。少なくとも、根源魔力を隠せないような魔マ術ギ種スは学内にはいない、ってわかった。逆に言えば、いるとしたら根源魔力をあたしの目から隠せるような搦からめ手を使える奴やつ、って考えることもできる」

　そこでシーナはフェンスから身を離しつつ、

「今日一日歩いた結果を踏まえての、あたしのカンだけどさ……昨日練れん介すけを襲った奴やつは、そういう搦からめ手が得意な野郎だ。真っ正面から戦うのが好きなタイプじゃない」

「そうかもな。好戦的な奴やつだったら最初から自分で出てきそうなもんだ」

「ていうか、一日の総括すんのはまだ早いわ。家に帰る前に、最後にもう一仕事やっときたいことがある。昨日、お前が襲われたとこに行ってみようぜ。時間とかも同じ状況がいいな」

　軽い口調だったが、練れん介すけは逆に顔を引き締める。

　それは、つまり。

　最後に自分たちをもっとわかりやすい囮おとりにして釣ってみようぜ、という意味だった。




　下校時刻ぎりぎりになって、練れん介すけたちは実習区画の整備棟へ向かった。薄暗闇の中を密ひそやかに進んで第三倉庫の中に入る。

「ここか。へへー、いろいろあんじゃん。お宝かなー？」

「売れるものもなくはないだろうけど、目の玉が飛び出るようなお宝はないと思うぞ」

「なんだ、つまんねーの」

　それでもシーナはしばらくごそごそと棚の物品を漁あさっていた。やがてそれに飽きると、

「なあ練れん介すけ、この倉庫は何か特別な場所だったりする？」

「いいや、全然。整備関連の倉庫なら他にも二つあるし」

「そっか。そっちに行ってみてもいいかな」

「勿もち論ろん。ここには昨日の痕跡も残ってないし、ただ待っててもしょうがなさそうだ」

　廊下に出て別の倉庫に向かう。

　第二倉庫の雰囲気は第三倉庫とあまり変わらない。しばらく待ってみたが異常なし。次へ。

　第一倉庫は格納庫や整備棟と隣接するように建てられている、ほとんど独立した倉庫だ。まさに体育館のような造りで、第一というだけあって他の二つと比べてかなりの広さがある。

　その内部は混こん沌とんとしていた。図書館のように棚が通路を作って立ち並んでいる場所もあれば、無造作にＲリボＶルヴの巨大部品が置かれている場所もある。それらの重い荷物を格納庫まで運ぶ必要も生じるため、倉庫の隅にはＥＦ駆動のリフトカーが何台か置かれていた。

「ほえー。ここはさっきんトコより面白そうだな」

　感心したように口を開けて倉庫内を見回していたシーナだったが、

「ただ、まぁ……ここも同じか。なんか魔術的に面白いものがあるわけでもねーし。それじゃあ、なんでだ？」

　腕組みして考え事の姿勢。耳が軽く動いていた。

「この整備倉庫が何か気になるのか？」

「気になるところがないのが気になるんだ。スライムとかだったら美味そうなメシがあるところに行くじゃん。そういう理由がないかと思ったんだけどさ……見当たんない。そこで疑問だよ。今更だけどさ。なんで昨日お前が狙われたのか、って考えてたんだ」

「そりゃあ、俺がシーナの眷けん属ぞくだから……」

「そこそこ。さっき屋上で言ったろ。魔マ術ギ種スは基本的に、単純な魔力探知で誰かが眷けん属ぞくかどうかを判断することはできねーんだぞ」

「……！」

「相手はお前が眷けん属ぞくなのを知ってたのか？　知ってたんならその理由がある。こないだあたしが学校に来たときに目星をつけてたとか……うーん、さすがに同じ空間で直じかに魔マ術ギ種スに見られてたんなら気付きそうなもんだが」

　なおもぶつぶつ呟つぶやいていたシーナが、ぴんと指を二本立てる。

「他の可能性は二つ。完全にたまたま、お前がただ無防備に一人でいたから襲われた。これだと相手が『一人になった生徒を襲う性質・理由がある』って判断できる」

「可能性としては、なくはないか。……もう一つは？」

「それが問題だ」

　シーナは一つ息を吐いて、練れん介すけをじっと見つめた。

「眷けん属ぞくであることは知らなかったけど、朝あさ倉くら練れん介すけという人間そのものを狙って襲った──この可能性な。言い換えるなら、人間としての朝あさ倉くら練れん介すけが、あたしらの理由とは関係なく襲われたんだ。お前さ、最近、なんか個人的に魔マ術ギ種スに恨み買ったりした覚えはあるか？」

　個人的な、恨み？　そんな覚えはない。しかし恨みというのは自分では気付けないものだろう。せめて、最近あった普段とは違う出来事を思い出そうとしてみる。

　……普段とは違う、出来事？

　頭の中で何かが繫つながりそうな気がした、そのときだった。




「朝あさ倉くらセンパイは、誰かに恨みを買うようなひとじゃないっしょ」




　不意に、予想外の第三者が外からこの倉庫の中に入ってきた。

　整備科の少女。一学年下の後輩。

　及おい川かわ万ばん離り。

　整ツ備ナ服ギを着た彼女がここにいるのは、別におかしなことではないのかもしれなかった。

　その姿だけで誰もが納得できる理由になる。整備科の生徒が整備棟の近くにいるのは普通のことだ。放課後に残って整備の練習や勉強をするのも当たり前だ。

　そして──




　その整ツ備ナ服ギの上に、マントじみたボロ布を羽織って、

　骨製の仮面を帽子のように斜めに頭に乗せているのなら。




　それもまた、ここにいる理由としては充分すぎるものだった。
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　大事な人と、ついに出会えた。

　その人のことを考えるだけで、その人の視線を思い出すだけで、胸が高鳴る。

　きっと陳腐で、ありふれていて、自分には言う資格のないことかもしれないけれど──

　恋をしてしまった、のだ。

　彼は自分の中で、ほんとうに特別な人になってしまった。大事な人になってしまった。時間は関係ない。理由も関係ない。彼のことが頭から離れない。ずっと見ていてほしい。ずっと、ずっと、ずっと──

　その想おもいが一瞬で身体からだに溢あふれてしまって、もう消え去りはしないことがわかってしまったから、思わずその場で告白してしまった。きっと驚かれただろう。

　特別な人と特別な関係になりたいと思うのは、我わが儘ままだろうか。ずっと自分を見ていてほしいと願うのは。

　いや。普通のはずだ。

　自分がなりたいと願う、当たり前の人間なら、みんなそう思うはずだ。

　けれど、いいのだろうか、という迷いがあったのは事実だった。

　だって、自分は、もう──




　そうしていたら。

「は。噓うそを吐つくのは止やめよ。諦め、物わかりの良よいふりをするのを止めよ。それは認めぬ」

　主に𠮟られた。

　誤魔化すな。お前はそれでも「欲しい」と思っているのだろう、と。

　彼女は言う。全ては手に入る。世界に満ちる数多あまたの宝は手に入る。

　欲ほつすれば、手に入る。

　それはそこかしこにあり、すなわち、世界そのものである。諦めていては始まらない。

　いいのか、と問うた。

「良よいに決まっておる。自身は弱く醜く何も持たず、それゆえに、他の何かを嫉そねみ欲ほつするのが我々よ。であるならば──すべきことは決まっておろう？」

　彼女は妖よう艶えんに笑って、言ったのだ。

　迷うことはない。

　自分たちは自分たちであるから、それ以外の選択肢はない。

　だから──

　欲ほつして、欲ほつして、奪って、奪え。




　──盗め。




　彼女らの欲望には限りがない。

　どこにあろうとも、誰のものであろうとも。

　欲しい、欲しい、欲しい、欲しい。

　世界が変わっても何も変わらない。

　宝がある。ならば宝を得るために何だってする。

　力で、数で、策で、運で──盗んで、奪う。

　それが彼女らのやり方。

　あるいはダークエルフ以上に忌いみ嫌きらわれる小鬼たちの、シンプルな方法論だった。
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　間違いなく、及おい川かわ万ばん離りである。

　その姿にはやはり見覚えがあった。薄汚れたボロ布に骨製の仮面。右手には粗末な短剣。左手は今のところ人間と同じだが、おそらく自分の意思で爪を伸ばすことができるのだろう。

　練れん介すけは目を細め、昨日の痛みを思い出した身体からだに稼か働どうの準備をさせる。

　だが次の万ばん離りの行動は予想外で、

「えーと、お久しぶりっす、朝倉あさ　くらセンパイ」

　ぺこりと頭を下げたのだ。それから練れん介すけの視線が右手に注がれているのに気付いたらしく、

「あ。これは全然、ただのアレだし。気にしないでいいカンジっすよ、マジで」

　身体からだの後ろに持っていって短剣を隠した。まるでラブレターやチョコのように。

「いや、悪いとは、間違ってるとは思ってるんだけど。でも私にはこうするしかないし。頑張るためにはこうするしかないし。だから、ってわけで」

　彼女の口調自体には異常は感じられず、それが逆に奇妙だった。こちらが身構えているのは何かの間違いではないか。そんな気がしてくる。

　しかし進み出たシーナの横顔が目に入り、練れん介すけの意識の焦点は定まった。

　彼女が──犬歯を剝むき出だしにして、耳を軽く立てて、面白そうに笑っていたからだ。

　これからとても楽しいことが起こるのだとでも言うように。

「よーしよし。狙い通りに来てくれたな」

　そのシーナに対しては、万ばん離りは背筋を伸ばしながら目を細めた。

「あのさ、聞きたいことがあるんだけど？」

「へー。あたしもあるんだけどな。まあいいや、そっちからどうぞ」

「あんた、朝倉あさ　くらセンパイの何なの」

「何って、そりゃあ……相棒かな？　魔マ術ギ種スと眷けん属ぞくの関係。切っても切れない関係。一緒に寝たり風ふ呂ろに入ったりする関係。それから」

　たっぷりと溜ためて、必要以上にニヤニヤとした顔で、

「好きだ、って言われたなぁ？」

　事実しかない発言だが、そこまで煽あおるように言わなくてもいいのではないか。

　万ばん離りは眉根を寄せ、ダークエルフを睨にらむように見つめていた。しかしやがて、小さく首が横に振られる。自分に言い聞かせるように口が動いた。

「……わかってたし。うん、わかってた。だから、関係ない、関係ない……」

「よくわかんねーけどさ、答えたからにはこっちの聞きたいことにも答えてもらわなきゃだろ。簡単だよ──お前、眷けん属ぞく？」

「そうよ」

　それには即答だった。

「私、あんたを殺さなくちゃいけないみたい。そう言われたから」

「ま、眷けん属ぞくなら当たり前だな」

　嘲るようなシーナの言葉など聞こえなかったかのように、万ばん離りは続けた。

　僅かな熱を込めて──練れん介すけのほうに、決意を込めた視線を向けながら。

「それと……朝倉あさ　くらセンパイを手に入れるには、それしかないと思うから」

「マジで？　それも理由になんの？　はー、そいつはまた……」

　練れん介すけの言うことは決まっていた。

「お前の願いには応えられない。俺はシーナと共に生きるって決めたんだ」

　本来なら今日の休み時間にするつもりだった行為だ。迷いはない。

　万ばん離りはその言葉を嚙かみ締しめるように聞き、小さく顔を伏せた。

「知ってるし。多分そーじゃんって思ってた。でも、私は、どうしても──朝倉あさ　くらセンパイが欲しい。私のことを見てくれる、大事なひと。朝倉あさ　くらセンパイが」

「諦めてくれ」

「……諦められないよ」

　ダークエルフが鼻で笑う音が聞こえて、

「おいおい、お前は聞く耳持たないアホか？　しつこい女は嫌われるぜ」

「それもわかってるし。私は馬鹿で、頭が悪くて……おかしくなっちゃってるのかもしれない。だってさ、もう死んでるんだよ？　おかしいに決まってるじゃん。でもさ、それでも──」

　その声は真剣で、真摯だった。

　真正面から、彼女は自分の本心を語り、それをこちらに問いかけていた。

「それでも、私は……幸せになりたい、だけなのに。それって、そんなに駄目なこと？」

　駄目じゃない、と練れん介すけは反射的に思ってしまった。

　それは自分と同じだったからだ。既に死んでいる自分がここにいる理由も、突き詰めればただそれだけ。シーナを好きになって、シーナとずっと一緒にいたいと願ったから。

　そういう幸福のかたちを、求めたから。

　ああ、彼女が狂気に飲まれているなら、自分だってそうだ。『皆と同じになりたい』という幸せのためにあの教室に通っている唯ゆい夏かも同じだろう。

「幸せになる方法ってさ、みんなそれぞれ違うんじゃん。私は多分、それがセンパイだっただけ。熱くて、苦しくて、燃えてるみたいな……センパイとの恋」

　視線に揺るぎはない。その想おもいを受け取ることは拒否できても、彼女がそれを胸の中に抱いていることや、それをなりふり構わず届けようとしてくること自体は否定できなかった。

　その『理由』の純粋さを認めないのは、自分自身の──シーナのために生きるという誓いの純度を自ら穢けがしてしまうのと同じだ。

「だからさ、開き直っちゃったんだ。誰かから盗とっちゃっても、醜くても汚くてもいいから、頭がおかしいって思われてもいいから。私が私として生きるために……センパイを、手に入れようって」

　今ようやく、この奇妙な下級生の輪郭が捉えられた気がした。

　不器用で、あるいは不出来で、周囲から浮いていて──

　それでもその不器用さ故に、最後の生を真摯な恋に捧ささげる女。

　それが及おい川かわ万ばん離りだ。

「でもさー、具体的にはどうすんの？　まさか殺して永遠に自分のものにー、とかいうオチじやないっしょ？」

「あんたが気にすることじゃないわ」

「はっ、そうかよ。んじゃ気にせず始めるとすっかね」

　シーナは唇を曲げ、虚こ空くうから弓矢を生み出した。

　魔力で作られた木の矢を躊躇ためらいなく放つ。万ばん離りが慌てたように腕を振るい、その手の短剣で矢を打ち払った。整備科の人間は戦闘訓練を受けないため、別に洗練された動きなどではなかったが、それでもそこには人外の力強さが感じられた。眷けん属ぞくとなったことで、戦闘の素しろ人うとでもそんな動きができるほどの反射神経と身体能力が与えられているのだろう。

「抵抗とか邪魔とか、しないでくれる？」

「するに決まってんだろ。こいつはあたしのだぞ」

「そうだ。俺はシーナのものだ」

　その当然な追従にシーナは耳を揺らし、頰を赤くした気配。

「自分から真顔で言うなっての。まったく！」

　照れ隠しに再びの射撃。万ばん離りはまた短剣でそれを打ち払い、顔を険しくして間合いを詰めてくる。合わせて左手の爪も以前見たように凶悪に伸ばしていた。

　付き合う気はないとばかりにシーナはさらに矢を撃ちつつ後退する。

「逃げないでよっ……！」

「攻撃手段はあれしかねえのか？　このまま適当にやってても削りきれそうだな」

「スライムも最初はそうだったけど、いろいろ奥の手を出してきた。油断すると危ないぞ」

「へいへーい。んじゃ、真面目に間合い広げとくか」

　書架のように立ち並んでいる棚の間の通路はもちろん一本道で、万ばん離りが最短距離で突っ込んでくるのなら身を隠す場所などない。

　本当に両手の得物しか攻撃能力がないのか、万ばん離りの前進速度は矢の前に鈍くなる一方。いつしか弾くので手一杯になり、完全に足が止まった。このまま押し切れるかと思ったとき、練れん介すけは彼女の目に何かの決意が宿るのを見る。

「っ──！」

　矢が飛んできていないのに、腕を横に伸ばす。立ち並ぶ整備棚の端を摑つかみ、鋭い爪を食い込ませ、そして体重をかけるように身を捻ひねり──

　重い整備部品が詰まった棚を、強引に引き倒した。

「マジかよ！」

「っ、下がれ練れん介すけ！」

　無茶苦茶だが効果的だ。この場にいてはドミノ倒しのように倒れる整備棚に押し潰されてしまうだろう。咄とつ嗟さに大きく後退し、転がるようにして棚と棚の隙間にまで到達。直後、目の前に重い整備棚がけたたましい音を立てて倒れ込んだ。部品やら何やらが叩たたきつけられる耳みみ障ざわりな金属音は、巻き込まれた別の棚が倒れるのに合わせて連鎖するように拡大し、粉ふん塵じんも濛もう々もうと巻き起こっていく。学校中に響き渡ってしまったのではないかと思える騒がしさだった。

「結構なパワーじゃねーか。練れん介すけと同じくらいか？」

「大丈夫か、シーナ!?」

「あー、平気平気。別に挟まれたりはしてない。ただ……『場』が変わっちまったな」

　重量物の落下で舞い上がった粉ふん塵じんは霧のように倉庫の中に広がり、視界を悪くしている。さらには重なり合う棚のせいで死角が増えた。さっきまでのように万ばん離りに対する単純な射線が通っているわけではない──それどころか、その姿を一時的に見失ってしまっている状況だ。

「なんでもするって決めたの。私は、センパイを手に入れるためなら、なんでも……」

　そんな声だけがどこかから聞こえてきた。

　何か不穏なものが、この場に漂ってきたような気がする。それを感じ取ったのは練れん介すけだけではなかったのだろう。

「ちっ……嫌な感じだな。ここはもう駄目か」

「ああ。外に出たほうがいいと思う」

　樹人ツリーマンである練れん介すけと同程度の腕力を持っているなら、それは魔マ術ギ種スの身体からだも破壊できるということだ。奇襲を受けるわけにはいかない。練れん介すけとシーナは素早く判断して身を翻ひるがえした。

　整備棟の校舎やＲリボＶルヴ格納庫に繫つながる出入り口ではなく、外に直結しているスライド式の大きな鉄てつ扉ぴを滑らせて倉庫から脱出。

　辺りはもう薄暗くなっていた。下校時刻も過ぎているだろう。とはいえあれだけの轟ごう音おんが発生したのだ、誰かが聞きつけてやってきても不思議はなさそうだが──いや、今は他人のことなど気にしている場合ではない。背後からは何者かが追ってきている気配がしていた。

「どこに向かってる？」

「今から決めるさ。で、その前に一個聞いとこう」

　走るスピードを落とさないまま、彼女が問いかけてくる。

「練れん介すけ。あの女は、スライム女と同じか？」

「──違う」

　何を意味しているかはわかったから、冷えた心で答えた。

　きっとこれは人間としては間違っているのだろう。唯ゆい夏かはクラスメイトで、万ばん離りはそうではない。長く一緒に過ごしてきた相手と、つい昨日その存在を知った相手。

　ただその違いだけで、身勝手で無意味な順位付けをする。迷う時間は過ぎた。かつて唯ゆい夏かに対して行使した我わが儘ままを、今は、求めない。

　その答えに満足したのか、シーナは犬歯を剝むき出だしにして笑った。

「じゃあ手加減の必要はないってわけだ。んなら──やろうぜ」

　何をやるのかは聞かないでもわかる。

　存在しないかもしれない心臓が、とくんと跳ねた。

　緊張と、期待と、興奮とで。

　これから自分は、自らという存在を底の底まで曝さらけ出して。

　細胞の一つ一つまで心ゆくまま差し出して。

　深く深く、誰にも真ま似ねできないほど幸福に──




　彼女と交繫わがるるのだ。
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　万ばん離り自身も理解はしている。

　もしも（それこそ神様のような）誰かが『あの日』から今までの自分をずっと見ていたとしたら……首を傾かしげて、お前はおかしい、と言ってくるのかもしれない。

　異世界の種族たちの生存戦争に巻き込まれてしまったのに。眷けん属ぞくになってしまったのに。

　死んでしまったのに。

　誰かのことが好きだとか付き合いたいとか言い出すのはおかしい、と。

　一般的な感覚としてはそうなのだろう。わかっている。

　けれど自分は自分だから、諦めることなどできなかった。

　出来の悪い、鈍くさい及おい川かわ万ばん離りは、懸命に努力してきた。

　望むものを、手に入れたくて。

　不器用だったから上う手まくいったりいかなかったりだったが、それでも、それを続けること自体がこれまでの人生の全てだった。騎士校に入ったのもそうだ。

　今までの時間全てを、そんな努力に捧ささげてきたのに。

　死んでしまった程度のことで止めるわけにはいかない。

　だって自分はそれ以外の生き方など知らないのだから。

　誰におかしいと思われてもいい。これまでと同じだ。

　──望むものを手に入れるために、努力する。

　それが自分だった。その方向性だけは、見失ってしまうわけにはいかなかった。

　もしそうなれば、他に何もない自分はこの場所から消えてしまう。それだけは嫌だった。

　本当の昔──死ぬよりも辛つらい、幼おさな馴染なじみに出会う前の地獄に戻ってしまうのは、嫌だった。

　だから及おい川かわ万ばん離りは今も懸命に、倉庫を出た二人の気配を追って足を動かす。

　大事な人を見つけた。恋をした。見つめられたいと思った。

　それが今、心から望むもの。

　諦めない。必ず手に入れるのだ。

　そう、たとえ、他の誰かから──盗むことに、なったとしても。




　及おい川かわ万ばん離りは、そうして校舎裏の空間に辿たどり着つく。

　そこはただ木が数本生えているだけの何もない場所だった。少し離れた場所にあるＥＦ式の外灯からの光が、校舎の角を曲がって辛かろうじて差し込んでいる。

　違和感。

　こんな寂しい場所に来ることなんてほとんどない（迷惑をかけたクラスメイトに呼び出されて小突かれるときを除けば）が、それでも、何かが普段と違うと感じた。

　ここに、あんなふうに枯れかけた木なんてあっただろうか？

「この学校、ってか街全体だけどさ。地面が少ないのがちっとつまんねーよな。でもま、目星はついてたさ。土が瘦せちゃあいるが、ここならなんとかギリで──」

　呪術師めいた印象の装束。尖とがりに尖とがった耳。

　そして手には一本の杖つえがある。

　褐色肌の魔マ術ギ種スはそれを見せつけるように撫なで回まわしつつ、満足げに続けた。

「あたしの森も育つだろう、ってな」
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　久しぶりの万能感だった。

　肉体の感覚は喪うしなわれ、その代わりに濃密な彼女の気配においに五感の全てを包まれている。

　この校舎裏まで追いかけてきた万ばん離りが、眉をひそめて言った。

「朝あさ倉くらセンパイはどこ？」

「コレだよコレ。この杖つえ。言ったろ、あたしのもんだって」

「実は文字通りにそうなんだよな」

　杖つえの状態で言葉を発すると、万ばん離りはぎょっとしたように目を瞬またたかせた。

　しかしすぐにまたシーナを睨にらみつけ、

「あんたたちは、そういう……魔マ術ギ種スと眷けん属ぞくの関係ってわけね。意味わかんないけど」

「知らなかったのか。調査不足だな。ってか、ひょっとしてあたしが何かとかもわかってなかったりする？」

「どーでもいいわ。マジでそんなのはどーでもいいの。私はただ──私なんかを助けてくれた、優しいセンパイを道具みたいにするのが許せないってだけ」

「だってさ。どうする、練れん介すけ？」

「気にしないでいい。今の俺の幸福度があっちに伝わるとは思ってないよ」

　万ばん離りの感想は所詮、彼女が基準のものだ。

　結局のところ、彼女は朝あさ倉くら練れん介すけという人間のことなど何もわかっていないのだ。自分の中で作り出した幻想しかなく、それを大事なものだと思い込んで追いかけているだけ。

　子供であり、あるいは……まともな精神ではない、のかもしれなかった。それが生来のものか、あるいは眷自属分とがな死っんただショックでそうなってしまったのかはわからないが。

　どうあれ、結論は出ている。

　この自分の幸福を理解しないものとは、きっと永遠にわかりあえない。

　それは最後に残っていた良心を振り払うには充分な要素だった。

「シーナ。やろう。ただ、一個気になるのは……」

「わかってる。そっちも織り込み済みだ」

　お互いの意思は通じている。ならば心配することはない。

　今回は何を使うのかと問うと、

「そーだなー。こないだと一緒だけど、お前も慣れてるだろうからこれでいっか」

　シーナは虚こ空くうから矢だけを生み出し、その先端で自分の掌てのひらを割いた。零こぼれ始める赤い雫しずく。地面に小さく溜たまっていくその血だまりに、杖練介の石突がそっと触れさせられた。

　その臭いを、粘り気を、味を、生命力を感じながら、練れん介すけは呟つぶやく。

「正直に言うと、俺、これはあんま好きじゃないな」

「そうか？　なんで？」

「好きな子の身体からだが傷つくのを見るのとか、嫌に決まってるだろ」

　一瞬の動揺を見せたあと、シーナはそれを誤魔化すように咳せき払ばらいして杖つえを一振り。

「じゃ、次からは敵を痛めつけて出させることにするかな。──集まれ、血の暗霊よ！」

　練れん介すけは、自らの身体からだと暗き精霊が合一するのを感じる。

　声が届く。小さな者たちに。虐しいたげられ隠される不吉の者たちに。

「一発で決めるか。行くぞ。──《血の精霊に命ずるブラツドスピリツト》──」

　伝わってくるシーナの意志に従い、杖つえと同化した血の精霊が身み悶もだえし結集する。先端に膨れ上がる球体。それは血の赤色から一気に熱源体の赤色に変した。

「《欺き集いし赫炎よ爆ぜよフエイキングサン》！」

　それは血の精霊が模倣した大火球。無数のスライムの粘体すらも消し飛ばす殺意の魔術だ。

　生まれてしまえば、その目的にもはや躊ちゆう躇ちよはなく。

　突然の異常に立ちすくむ万ばん離りに向けて、シーナはそれを撃ち放った。

　彼女の髪とボロ布が熱気にゆらめくのが見え、瞳が見開かれるのが見え、しかしそれ以外にはいかなる行動も許さず、火球は無慈悲に彼女の身体からだを──




「《欲し奪う、赫く輝くその魔術をスカーレツト・マジツクステイール》」




　刹那──

　灼熱の火炎球が搔き消えた。

　炸さく裂れつして役目を終えたのではない。そういう画像を映していたプロジェクターのスイッチが不意に切られたかのように、音もなく、ただ消えたのだ。

　その代わりに、万ばん離りの前に立っている影がある。

　女だった。万ばん離りとは全くタイプの違う、まるで対極にあるような女。

　生気を迸ほとばしらせる瑞みず々みずしい肌、露出度の高い革の衣装。下半身には肉感的な太ふと股ももが覗のぞき、紐ひもで結ばれた胸の谷間はひどく無防備。小さな髑どく髏ろを並べたような首飾りをはじめ、どこか反社会的な装飾品の数々を身に着けている。乱雑に見えて女性的な滑らかさで流れる髪、人を見下すことに慣れているような切れ長の目……

　疑いようのない野性味、獰どう猛もうさ、凶暴性を具そなえながらも、奇妙な妖よう艶えんさと高貴さを身に纏まとう女。そんな印象だった。

　その手にあるのは、万ばん離りが持っている短剣とは違う、骨で作られたと思おぼしきナイフのようなもの。骨刀とでも言うべき代物だ。

　女を見たシーナが、凶暴性では負けない笑みを剝むき出だしにして言った。

「やっぱ出てきやがったか。いると思ったぜ」

　練れん介すけも予想はしていた。近くに魔マ術ギ種ス本体もいるかもしれないが大丈夫か、というのが先程のシーナとのアイコンタクトの意味だ。

　相手の女も凶悪にその頰を歪ゆがめる。

「ぎひ。妾わらわの存在がわかっておったのか、ダークエルフ」

「トーゼンだろ。昨日練れん介すけが感じた気配もそうだったんだろうし、いくらなんでも最初から最後までその弱っちい眷けん属ぞく一人でやろうとするわけがねー。眷けん属ぞくに魔術をブッパしたらさすがに助けに出てくるだろーなとは思ってたさ」

　さらにシーナは思い出したように、

「練れん介すけを具体的にどうすんだって聞いたときの反応もそれっぽかったしな。どうせ魔マ術ギ種スの魔術で洗脳とかしてもらうつもりだったんだろ？　お前が囮おとりなのはバレバレだっつーの」

「……っちゃー。すいません。私、また、ちゃんとできなかったっぽいす……」

「構わん。お前に腹芸なぞ最初から期待しておらんわ。ま、妾が姿を現あらわすのが、彼奴きやつめの根源魔力を盗み取るその瞬間であれば手間がなかったのは確かじゃがの」

「おっと。その台詞せりふ、自分がまともに戦えない雑ざ魚こだって言ってるのと同じじゃね？」

　シーナが茶々を入れると、さすがにそれには女の目が凶悪に細められた。

「ぬかすな。妾以外の下げ賤せんな者であったなら、単に隠れておっただけかもしれぬがな。妾は違う──女王は城や巣の奥に鎮座するもの。気安く下々が目にできるものではない。妾は姿を見せぬのが自然、気が向けば拝謁を許す。それだけじゃ。……ぎひ、こうして愚かなダークエルフに付き合っておるようにな」

　最後だけは、完全に見下すような嘲笑を見せる。気になる言葉があった。

「女王……？　どういう意味かわかるか、シーナ」

「さてね。さっきの魔術とかにもあんま見覚えはなかったしなあ」

「そうだ、それもある。火球を消された……みたいに見えたけど。何をされたんだ」

「ああ。魔マ術ギ種スは固有の魔術を使う。だからさっき何をやったのかがわかれば、基本的には正体もわかるはずなんだが」

　そこでシーナは何かに気付いた顔になる。

「待てよ。あの眷けん属ぞくの弱さに臆病さ。んで、さっき──あいつ、根源魔力を盗み取る、っつったな？　となると」

　そして彼女は答えに辿たどり着つく。これまでになく好戦的な表情で、

「おいおい、マジかよ。お前……ゴブリンか！　そりゃわかんねぇわけだ。ゴブリンはほんの一握りのエリートだけが魔術を使うって話だろ。あたしも見るのは初めてだ」

　ゴブリン？　勿もち論ろん知っている。ファンタジーでお馴な染じみの小鬼だ。ゲームなどでは、たいてい序盤に出てくる雑ざ魚こ敵だが……それが、万ばん離りを眷けん属ぞくにした魔マ術ギ種ス？

「そういや骨の戦利品とかよく身に着けてたりしたな。そいつの仮面とかはそーいうニュアンスか」

「ふん、そんなことはどうでもよい。妾をゴブリンの女王と知ってなおその態度……ダークエルフとはよほど愚かなのかえ？　それとも怯おびえを隠すための虚勢か？」

　露出度の高い革の衣装でふんぞり返り、その肉の張力を見せつけるようにしながら、女は──言うことを信じるならゴブリンの女王は、尊大に言った。

「練れん介すけ。ゴブリンがどんなものかはわかるか？」

「一応はな。でも、女王とかいうのはあんまりわからない」

「ゴブリンは基本、数だけが取り柄の弱っちい奴やつらだ。雑ざ魚こたちは魔術だって使えねぇ。でもゴブリンには数は少ないけど上位種みたいな奴やつがいてな。その筆頭が……女王。ゴブリンクイーンだってのは聞いたことがあるぜ」

　どうも彼女の言葉を聞く限りでは、種族固有の魔術が存在しさえすれば、その種の全員が使えるわけでなくとも魔マ術ギ種スという区分には入るらしい。ゴブリンは特にその中でも魔術を使える者の数が限られている、ということなのだろう。

「さすがに妾のようなモノがおるということくらいは知っているか。それでは名乗ってやろう、光栄に思うがよい──妾はギライザ。かつて万のゴブリンを支配し、千のハイゴブリンを従え、百のナイトとシャーマン、十のロードを使役せし超越者。ゴブリンの女王ギライザである！」
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　その声と目には力があった。

　他者を見下し支配することに慣れた高貴なる者の自信。自分は敬われて当然の存在だと、ごく自然に、息をするように、その全身を包む空気で主張している。あるいは下品とも評せるような、アングラな酒場や小汚いライブハウスが似合うような姿であるのに──その妖よう艶えんさは、一種、怪しく危険な輝きを湛たたえた貴石のようだった。呪われているのに、不吉であるのに、それでも誰かが魅入られ、全てを捧ささげてしまいそうな。

「さすがにクイーンとは会ったことなかったなあ。基本的に一時代に一匹しかいねえんだろ？　レアすぎんぜ……って言いながら《血の精霊に命ずる／天を目指して捩れて歌えブラツドスピリツト・アーネストピラー》！」

　練れん介すけはシーナの意志を組み上げ、暗霊たちに在るべき形を取らせる。

　地面から唐突に突き上がる血の鍾しよう乳にゆう石せき、殺人杭ぐいだ。死角からの一撃、完全なる奇襲、火球と違って物理的な攻撃力に寄ったもの。これでどうだ──

「ぎひ」

　半月状に開かれた、牙の覗のぞく口。軋きしむような嘲笑。

　ギライザは、手に持った骨刀を目にも留まらぬ速さで下方からの血の杭くいに叩たたきつける。

　勅を下すかのような、有無を言わせぬ圧の呟つぶやき声と共に。

「《欲し奪う、無慈悲に鋭きその魔術をシヤープ・マジツクステイール》」

　そうして血の杭くいは、またも音もなく搔かき消きえる。

　ゴブリンの女王は骨刀を下方に振り切った姿勢から、どこか艶えん然ぜんとした仕草でその身を持ち上げる。手中の得物をうっとりとした視線で見やり、

「ゴブリンの《盗奪魔術ステイールマジツク》……見たことはないのかえ？」

「どこの田舎洞窟に行けば会えるかも知らなかったもんでね。でもゴブリン自体とは何度もやり合ってたぜ。どーせ徒党を組んで何かを盗むだけの弱っちい雑ざ魚こにふさわしい魔術だろ」

「ぎひ。女王は違う。違うからこその女王よ。それを理解せぬのは愚かとしか言えぬ」

　練れん介すけはその姿に違和感を覚える。一瞬前とは何かが異なっているような気がしたのだ。しかし言語化はできない。何だ、何が変わっている──？

「しかし矮わい小しようなる卑ひ賤せんのダークエルフとなれば致し方あるまいな。直接、物の道理を教えてやるのも女王の務めかもしれん。幸運に思うがよいぞ」

「ギライザ様。私は……？」

「お前はそこで見ているがよい、万ばん離り。たまには女王自ら手本を見せてやるのもよかろう──恐縮する必要はない。必要とあらば、お前という群れにも仕事はさせてやるからの！」

　同時、ギライザは身を低くして一気に間合いを詰めてくる。

　頭を下げた、獣じみた姿勢での疾駆だ。口元には獰どう猛もうな笑み、手には骨刀。その姿には野性味だけでなく、やはりある種の洗練が感じられた。獰どう猛もうさと高貴さの同居。

「はっ、向こうがやる気なら付き合ってやんねーと駄目じゃん？　いろいろ確かめてみるとすっかね！」

　杖練介を手中で回転させ、シーナはゴブリンの突進を迎え撃つ構え。それならば練れん介すけも従うだけだ。覚悟を決め、内なる血の暗霊の叫びに耳を傾ける。

「《血の精霊に命ずる／螺旋廻りて巨山を穿てブラツドスピリツト・フールヘリツクス》！」

　長大な螺ら旋せん状の槍やりだ。弾丸のような速度でシンプルに水平射出される貫通力の塊。防具も何も身に着けていないギライザの身体からだであれば、掠かすめただけでその肉を巻き取り、身体からだに大穴を穿うがち、あるいは四肢を千切り捨てるかもしれない。

　しかしギライザはまた小鬼の邪悪な笑みを見せ、右手の骨刀を血槍に向けて一振り。魔術の囁ささやき声ごえと共にその刃が接触すると、弾くでもなく散らすでもなく、ただ槍やりは消えた。

　さらにシーナは無数の血の刃を生む魔術を発動。それもギライザが骨刀で刃の一つを打ち払うと、連鎖するように全てが消失する。

「ふーん。なるほどな？　弾がいっぱい出るヤツでも『一つの魔術』ってコトでまとめられてんのか。となると」

　だがシーナには何かが摑つかめたらしい。耳を楽しげに動かしてから、

「練れん介すけ。次はできるだけ引きつける。ビビんなよ」

「見ての通り、ビビるような心臓は持ってない」

「余裕あんじゃねーか。んな冗談言えたら大丈夫だな」

　その間にもギライザの高速突進は止まらない。短刀を携えた低姿勢で、影に沈み込むように近付いてくる。その刃がここに到達するまであと何秒だ？　二秒？　一秒？

　ゴブリンの女王の息遣いを聞いた気がした。獲物を狙うその瞳孔が見えた気がした。

　シーナが動いたのは、致命的な瞬間が訪れるその一歩手前。

　たっぷりと精神集中したふりをして──あるいは本当に必要だったのかもしれなかったが──狙い澄ました血の魔術。

「《血の精霊に命ずる／卑しき茨の渇愛を誘えブラツドスピリツト・グラトニーソーン》！」

　眼前に、巨大な茨の球、としか言いようがないモノが発生した。運動会の大玉じみたサイズのそれは、そういうモンスターであるかのように赤黒い茨が集まって形成されたもの。何ヵ所かが解け、直後──奇怪で醜悪な食虫植物のように、無数の腕を開くように、茨の鞭むちが不規則な軌道でそれぞれ奔はしる。その密度はギライザの姿が一瞬見えなくなるほどだ。

「あたしの魔術を防ぐ魔術、みたいなんを使ってるんだとしても、何か条件があるよーな気はするよな。こっちの世界に転生してきたときの枷かせがあっちにもあるはずだ。見たところ、あの骨刀で触れたものにしか発動できない、とかじゃねーか？　だったら簡単だ」

　ギライザはまた腕を振るい、茨の鞭むちの一つに骨刀を触れさせた。その影響が刹那に伝でん播ぱしたか、膜のような密度で視界を塞いでいた茨の塊が消え去る。

　最後の踏み込みが為なされ、彼我の距離はもはや息遣いを感じられるほどに。ぎひ、とゴブリンの女王が嗤わらい、獣じみた、しかし妖よう艶えんな牙が剝むき出だしにされるのが見え──

「絶対に骨刀で触れられないように、同時に攻撃すりゃいい」

　練れん介すけは自分の身体からだから精気が消費されるのを感じていた。これまでになく。

　当然だ。ほぼ同時に二つの魔術を使っていたのだから。

　一つ目の魔術は目め眩くらましの意味が大きかった。茨の球で視界を塞いだ、その一瞬の間に発動された二個目の魔術はシンプルだ。

　ギライザの直上に一本の血の剣を生み出し、真下に射出する。速度重視のために簡易的な魔術になったのだろうが、それでもその鋭さは直撃すれば致命には充分。

「っ……!?」

　ギライザは既にシーナの肉体への攻撃モーションに入っていた。寸前で頭上の脅威に気付いたようだが、もはや回避行動に移れるタイミングではない。

　血の剣は音もなくギライザを頭上から襲い、その首筋、紛れもない生物の急所へと殺意の刃を深々と潜り込ませた。何の抵抗もなく裂ける瑞みず々みずしい肌。柔肉を割り開き侵入する異物。

　刹那。

　少し離れた場所で女王を見守っていた、及川万離の首筋から噴水のように血が噴き出した。

「は？」

　視界の端に映るその異常に意識を奪われた一瞬、よろめいていたギライザが、ぐんとその体勢を立て直した。獣が咄とつ嗟さに見せるような、全身のしなやかな筋肉を総動員した動き。

「ご苦労、我がゴブリンの群れよ！　女王にその命捧ささげるは誉ほまれぞ！」

　動揺など皆無。全てが想定内だと告げる、一瞬前と変わらぬ獰どう猛もうな笑みだった。

　確かに血の剣が刺さったと見えた首筋には何の傷もない。

　舌打ちしたシーナが後退しようとする──そこで練れん介すけは唐突に気付いてしまった。先程から感じていた違和感の正体に。

　ギライザの首飾りに嵌はまっている髑どく髏ろの飾りの数が、最初と比べて明らかに増えていた。

　女王は左手でその飾りの一つを毟むしり取とり、こちらに突きつけるようにしながら呟つぶやく。

「《下賜する、蔵に奪いし螺旋の宝をヘリツクス・マジツクリリース》」

　その飾りが弾はじけるように消えた次の瞬間、眼前には先程シーナが撃ち放った螺ら旋せんの槍やりが生まれていた。穂先をこちらに向けて、生まれていた。

　戦慄。最優先目標を変更。何よりもその魔術の槍やりを弾かねば。

　杖つえの身体からだが動いた。ほとんど零距離にあった槍やりと斜めに接触し、精せい霊れい樹じゆの硬度で、辛かろうじて軌道を変えることに成功する。シーナの脇腹を掠かすめて地面に刺さった。

　それはいいが、しかし！

「ぎひ、ぎひひ！　『盗む』という行為の意味を知らんかったようじゃのう、ダークエルフ！　盗んだ戦利品モノをどうしようが妾の勝手よ！」

　その隙に、体勢を立て直したギライザはシーナに肉薄していた。

　獣じみた俊敏性で奔はしる骨刀。

　それを押おし止とどめるべき眷けん属ぞくは、彼女の杖つえは、奪われ繰り出された魔術を防ぐために動いてしまっている──畜生、間に合え！　戻れ、早く、早く！

　間に合わなかった。

　ゴブリンの女王の悪意ある刃が、シーナの腹を大きく切り裂く。

　そしてギライザは、どこか恍こう惚こつとした表情で囁ささやいたのだ。




「《欲し奪う、野卑なる種族のその力をマギステイツク・エナジーステイール》」




　何かを盗むために。




　　　　　　　　　†




　膝から力が抜けるような感覚。視界が不規則に明滅し、平衡感覚を失って揺れ始める。全身が今までの百倍重くなり、吐き気が臓ぞう腑ふの奥から溢あふれ出だしてくる。不快の中心部が腹部の傷であるのは確かだったが、それだけではない。その肉の裂け目から毒じみた何かが送り込まれたように、自分という存在の全てが異常を訴えていた。

「シーナ、おい、シーナ!?」

　今は練れん介すけの声に答える余裕もない。シーナは懸命に間合いを取った。ふらつく足。

　下がって、下がって──今までいた校舎裏の角を出る。そこでその場に膝をついた。

　ゴブリンの魔マ術ギ種スは悠然と追ってきた。もはや慌てる必要もないというように。

「無様。よもやこの地の人間どもに助けを求めようというわけではなかろうな？　無駄よ。この学校に残っておった者たちの意識は、万ばん離りが貴様らに仕掛ける前に既に盗んでおる。邪魔が入るのは好かんのでな」

「あたしに、何を……しやがった……？」

「理解できんほどに愚かか？　我が盗奪魔術ステイールマジツクが貴様の大事な宝を奪ったまでのことよ」

「シーナ。もしかして、根源魔力が……！」

「いや。確かめた。そいつはまだ大丈夫だ。けど」

　舌打ちが漏れる。この感覚は。

「それ以外だ。それ以外の魔力のほとんどを持ってかれた……！」

「大丈夫、なのか」

　誤魔化すことはできない。引ひき攣つれる肺を必死に制御して、

「とりあえず、生きては、いるよ。でも……今のあたしらにとっちゃ、魔力は、お前らの言う生命力で、活力、みたいなもんだ。あたしらの身体からだを動かしてる、一番大事な、燃料。血みたいなもんでも、あるんだろ。正直──しんどいのは、しんどいな」

「……！」

「根源魔力を直接盗めればそれでよかったが。さすがに盗奪魔術ステイールマジツクにも盗みやすいものと盗みにくいものはある。しかし、そうやって抵抗力を下げた今の状態であれば、どうかのう？」

　にやにやと、いたぶるように殊更ゆっくりと近付いてくるギライザ。シーナは膝立ちのまま後退し、僅かでも距離と時間を稼ごうとする。

　何度見ても、ギライザは無傷だ。確かに血剣の魔術が首に刺さったというのに。

　考えられる可能性は、

「あれが、眷けん属ぞくの役目、ってわけか？　お前が受けたダメージを肩代わりする……」

「ぎひ。然り。群れの下位ゴブリンは、身を挺ていして女王を護まもるのが当然であろう」

　無理矢理に口元を歪ゆがめ、シーナは嘲笑を作った。

「カワイソーになあ。せっかくの眷けん属ぞくなんだから大事にしてやりゃあいいのに。あんな片手間に作った魔術のダメージなんかであっさり退場しちまうなんて──」

　そのとき、ずる、という音。幻聴かとも思ったが、そうではない。

　首筋から多量の血を零こぼしながら、ゴブリンの眷けん属ぞく、万ばん離りとかいう女も足を引きずって校舎裏から出てきていた。

　涙を浮かべている。苦痛に眉根を寄せ、足を震わせ、全身を痙けい攣れんさせている。戦うとかそういうレベルではない。あの女は、もうすぐ、死ぬ。

　だが不審な点があった。その目に苦しみや恐怖はあれど、疑念はない。恨みもない。

　それが避けられぬ自らの使命であるかのように、そうするのが当然のことであるかのように、浅い呼吸を繰り返して、ただ耐えていた。

「おお、別に来なくともよかったのに。見届けたいのか？」

　万ばん離りは何かを喋しやべろうとして、しかし喉に血が引っかかったか、激しくむせて地面に汚らしい粘性の液体を飛び去らせた。

　ギライザは軽く肩を竦すくめ、どこか柔らかく言う。

「まあよい。仕事をしたのは事実ゆえな。褒ほう美びは取らせる」

　空いていた左手に、骨刀とは別の短剣が生み出された。眷けん属ぞくが持っているのと同じものだ。その出し方からすると、自分の弓矢と同じく神に設定された基本装備だろう。矢が複数生み出せるように、眷けん属ぞくにもそれを持たせることができるのかもしれない。あれが基本装備ならあの骨刀は何なのか、と頭に引っかかるものが浮かんだが、すぐにその思考は消し飛んだ。

「楽にしてやろう。では死ね」

　一いつ閃せんされる短剣。喉元を切り裂かれ、どうと万ばん離りは倒れる。練れん介すけが息を吞のむのがわかった。シーナとしての感想は、使い捨てにも程があるな、ということだけ。だがそれは誤りだった。

　倒れて数秒後──伏していた万ばん離りの身体からだがもぞりと震えたかと思うと。

　彼女が、地面に手をついて身を起こし始めたのだ。ぼんやりした面持ちで髪型を整えつつ、ゆっくりと立ち上がる。流れ出ていた血液は雲散し、形のない魔力となって逆流していく。つまり傷が治っていく。

「貴様も言うておったかな。愛いとしい我が子たちとは言え、確かにゴブリンの群れは弱い。女王でないゴブリンなぞ羽虫のごときじゃ。盗みの代償に殺され、狩りの代償に殺され、何と戦おうがいとも容易たやすく殺される。しかしな──数だけはおるものよ」

　ギライザはこちらに見せつけるように、ぼうっと立っている万ばん離りの頭を優しく撫なでた。

「こやつの本質は我がゴブリンの群れ。今は眷けん属ぞくとして一人のように見えておるだけぞ。ただのか弱き人の小間使いと侮あなどっておったのだろう、ダークエルフ？」

　練れん介すけが森であるように、ゴブリンにとっては『群れ』が眷けん属ぞくの意味であるということか。

　ならばおそらく、便宜上、あれは命を複数持っている。魔マ術ギ種スの身体からだが傷ついたとき、それを自動的に身代わりになって受け止め……そして耐えきれず死んだとき、次の新しい命のストックを持ったゴブリンとして再生する。そういう性質なのだろう。

（けっ、面倒臭ぇ……）

　向こうの世界で対たい峙じした記憶のあるゴブリンは、魔術も使わず、ただ素早く意地汚いだけの小鬼に過ぎなかった。油断していたつもりはなかったが、そのイメージがどこか頭に残っていたのかもしれない。

　単一存在の女王に率いられた、真の意味での『ゴブリンの群れ』──そこに未知の脅威があるのは認めざるを得なかった。

「群れがあと何匹いんのかわかんねーし……ゴブリンの魔術は敵の魔術も奪って、好きなときに解放もできる、と。その首飾りみたいなんにストックされるわけか。便利じゃねーかよ」

　身体からだの異常は収まることなく、気を抜けばいつ意識が消え去ってもおかしくはなかったが、口だけを動かす。肉体と精神のピントを懸命に合わせていく。これからすべきことのために。

　今までその時間稼ぎで言葉を発していたことは、きっと練れん介すけにはお見通しだったのだろう。いけるか、というように杖つえを握ると、いける、と震えて応えた。

　ならば、いこう。

　まず生み出したのは基本装備の弓矢。女王が僅かに身構えたが狙いはそちらではない。少し離れた場所にあった外灯だ。ふらつきはしたが、動かないものだったのが幸い、辛かろうじてその光源を破壊することに成功する。

　小さな破裂音と共に、夜の暗闇が訪れた。

　暗闇。欲しかったのはこれだ。

　精霊杖練介が養分としていた血の精霊を解除、代わりに──闇という精霊に呼びかける。

　いるだろう、暗きものたちよ。恐れられ忌いまれるものたちよ。光届かぬ世界、悪あしきとされる帳とばり、見えぬという理よ。

　いた。いないわけがない。それが負の精霊たる暗霊だ。

　彼らの昏くらき歓喜と共に、練れん介すけがそれと同化し、杖つえとしての形状を僅かに変える。




「《闇の精霊に命ずる／夢すら溶け消ゆ常夜と更けよダークスピリツト・ステーターナイト》」




　なけなしの魔力を使って編んだ魔術は、奇跡のように発動した。

　それはただ溢あふれる漆黒。光と音を完全に遮断する闇だ。

　世界が沼地の奥に沈んだような孤立感。聴覚がその意義を失うと共に、ゴブリンの女王、そしてその眷けん属ぞくの姿が一瞬にして見えなくなる。次は身体制御を試行。

　懸命に息を整えていた甲か斐いがあり、立ち上がれた。

　走り出す。ふらつく足で、しかし懸命に。

　練れん介すけから恐怖にも似た心配の気配が伝わってくる。シーナは半死半生の状態で足を動かしながらも苦笑した。見えはしないだろうが、きっと、伝わる。

　大丈夫。逃げ切れる。逃げ切れないわけがない。

　お前は、お前が好きなダークエルフの強さを──ただ、信じていればいいのさ。
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　音が伝わらなくとも問題はなかった。骨刀の狙いをつける必要もない。

「《欲し奪う、静けさ深きその魔術をクワイエツト・マジツクステイール》」

　盗奪魔術ステイールマジツクでダークエルフの魔術を奪い取る。辺り一帯を覆っていた重苦しい闇の帳とばりが戦利品の髑どく髏ろと化し、首保飾管り庫に配置された。

　後に残されたのは通常の夜闇。そこにダークエルフの姿はない。

「えと、追いかけたほうがいい感じ……？」

　万ばん離りが健けな気げに問いかけてくるが、死んだばかりの、つまりは新しいゴブリンの命を使い始めたばかりの彼女の顔色はあまりよくない。さらに言えば、ギライザは右手に握っていた骨刀の重みがずいぶんと軽くなっているのに気付いた。

（ふむ。さすがにあれだけ他の魔マ術ギ種スの魔術を盗めばすり減りもするか）

　盗奪魔術ステイールマジツクを行使するために必要な、唯一の触媒たるその骨刀──盗ステ奪イー刀ラーは、この世界においては純然たる消耗品である。手中のこれは、小さな盗みならともかく、魔術などの大きな盗みならばもはや使えてあと一度といったところだろう。新しい盗ステ奪イー刀ラーを用意してからでなくては追撃にはいささか不安が残る。

　さらに言えば、盗奪魔術ステイールマジツクの連続行使で自分自身の魔力も消耗していた。

　ダークエルフから盗んだ魔力は、自動的に、独立した塊として保管された。ご馳ち走そうの詰まった宝箱のようなものだ。それを解リリ放ースすれば簡単に補給もできようが、今すぐに使うのはなんとなく惜しいような気がした。貧乏性などではない。盗んだものは、極力、女王の愛玩を与えてやらなくては。見つめるだけでも撫なでるだけでもいい。それが女王に盗まれたモノ自体の価値を高めることにもなる。つまりそれは、女王だからこその余裕で、矜きよう恃じだ。

　少し考えて──髪を搔かき上あげながら、ギライザはにやりと言った。

「いや。今こ宵よいの盗みはこれで良しとしておこう。もはやダークエルフに根源魔力を守るような力はない。次に妾の手が触れたとき、それが奴やつが根源魔力を手放すときとなろう」

「……おけです。けど……すみません。私、ちゃんと働けたっすかね？　もっと何かできたかも、なんて思っちゃって」

「働いたではないか。下位のゴブリンは女王の盾。お前は立派にその役目を果たしたぞ」

　この世界での眷けん属ぞくの性質は転生の際に頭に組み込まれていたが、事前に一応の実験もしていた。だから万ばん離りは傷つくのも死ぬのも体験済みだ。

　ただ、初めての本番だったからか、万ばん離りはどこか納得がいっていない顔だった。

「そうすけど。なんてか、私、もっと頑張りたくて。それを見てほしくて……」

　その台詞せりふは、ギライザにはいささか新鮮なものとして目に映る。

　あちらの世界のゴブリンの群れにそんなものはなかった。奴やつらは可愛かわいい我が子たちではあったが、おおよそにおいて、無知で低能で愚鈍だった。群れを群れたらしめていたのは恐怖による忠誠心でしかなかった。

　言い換えれば、頑張るゴブリン、などというものをギライザはここで初めて見たのだった。

　どうしてか、不思議と愛おしくなった。あるいはあちらの世界の子たち以上に。

　無意識のうちに手が伸び、万ばん離りの髪を搔かき回まわしていた。なかなかいい感触だ。

　困惑したような目で見上げてくる彼女に、女王の慰い撫ぶを与えてやる。

「ダークエルフの状況は、放っておいて回復するようなものではない。あれでは人間の魔力を食べに行くというのも無理よ。つまり完全に詰んでおる。宝を前に急せくような気持ちになるのもわかるがの、焦あせることはない」

　もう一度、褒ほう美びについてはっきりと言ってやったほうがよいのだろうか。約束の再確認とも言えるが、どうあれ群れにはいい思いをさせてやるのが女王というものだ。

「まずはダークエルフを殺す。それは決定事項じゃ。その後に奪うのは、妾には根源魔力さえあればよい。他の戦利品はお前の好きにせよ。お前の欲しいものを……存分に、盗ませてやろう。お前の欲しいものがお前のものになるよう、妾が手助けしてその手に握らせてやろう」

　ようやく万ばん離りの顔が上向いた。ふわりと頰を緩めて、

「ありがと、ギライザ様。私、足を引っ張らないように頑張るんで、見ててください」

「うむ。主人の言うことを聞いておれば、貴様が望むものは全て手に入る。これからも頑張るがよい」

　彼女はダークエルフを殺すことに忌避感はまったく抱いていないようだった。それが当たり前のような、当然の前提のような体で話をしていた。

（この世界の人間は、多かれ少なかれ『命を奪う』という行為自体に壁を持っておるものと思っておったが……ふむ、既に割り切れておるようじゃの）

　敵とはいえ、殺すことに迷いなどなく。

　彼女はただ、自分の宝を手に入れることだけを夢見ている。

　それはギライザにとってはひどく好ましい、好感の持てることだった。

　弱き故に、何も持たぬ故に、他の何かを盗まざるを得ない存在。欲ほつし奪い生きる存在。

　その在り方がゴブリンという種族の業だ。

　それをあの空に伸ばした手に感じ、波長が合うのを感じたからこそ、ギライザは及おい川かわ万ばん離りという人間をゴブリンの眷けん属ぞくとすることを選んだ。最初に絆きずなを刻み込んだ。

　判断は、間違いではなかったと思う。

　何かを盗みたいと思い、そのためにいかなる悪逆にも手を染められるのであれば、この弱き人間は立派なゴブリンだった。ロードでありナイトでありシャーマンであり、ただの──残り八十数匹ぶんの命を所有する、ただのゴブリンの群れの集合体だった。

　女王がいて、群れがある。その事実だけで十全である気がした。

　まあ万ばん離り一人きりなのが寂しくはあるが、この世界での魔マ術ギ種スたちの戦争に勝利すれば、再びゴブリンの王国が築かれるだろう。千や万の賑にぎやかな群れで盗みの限りを尽くせるようになるだろう。それは考えるだに愉快な未来だ。

「さて、ひとまず街に出て腹ごしらえといこうではないか。ダークエルフの根源魔力もよいが、妾は他にも欲しいものがたくさんあるでの。休憩がてらの盗みじゃ」

　従順に頷うなずき、万ばん離りが後ろをついてくる。

　その眷けん属ぞくの在り方にも、これからの道筋にも、迷いはない。

　一つ疑問があるとすれば、彼女の執心する小僧がそれほどよい男とは思えないことだが……それは幸運なことなのだろう。眷けん属ぞくが求めるもの、褒ほう美びとして与えるつもりのものをうっかり盗んでしまうことがないのはいい。

　欲しいと思えば、自分は決して我慢などしない。

　ゴブリンの女王は、欲ほつする宝の全てを盗んで当然の存在だからだ。
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　家に帰るまでのことは、よく思い出せない。




　シーナと初めて出会ったあの公園で目覚めたのだと思う。夜闇の中、樹人を一人生み出した樹きが背後で枯れていく光景。どういう理屈か、その樹きから学校で脱いだ制服も出てきたのを覚えている。きっと精せい霊れい杖じようを作るときにシーナがそうなるように巻き込んでいたのだろう。

　だがそんなことはどうでもよかった。

　大事なのは、目覚めたとき既に倒れ伏していた彼女の姿だ。こちらも何か魔術で状態を保存していたのか、騎士校の制服姿に戻って、腹部から血を零こぼして、目を閉じて荒い息を繰り返すだけになっていたシーナの姿だ。

　それ以降の世界は、記憶は、飛び飛びだ。

　練れん介すけの中にはおぞましい恐怖が渦巻き、闇雲に叫びたくなるような不安が暴れ回っていた。

　けれどそれら全てを彼女の体温の中に嚙かみ殺ころし、ありとあらゆる手段を使って他人の目からシーナを隠し、全身全霊を費やして足を動かし──なんとか自宅に辿たどり着ついた。

　上がっていた息を整えることもせず、ベッドにシーナを寝かせる。

「っ……は、あっ……」

　やはりシーナは目を閉じ、熱に浮かされたような呼気を辛つらそうに繰り返していた。

　今まで見たことのない、苦しそうで、弱々しさすら感じるシーナの姿。

　心臓の奥が引ひき攣つれるような、背筋の中身が搔かき回まわされているような、そんな不快な感覚が依然として練れん介すけを支配している。それを無理矢理振り払った。

「くそっ……しっかりしろ、俺、やるべきことをやれ……」

　とりあえずはシーナの傷だ。

　魔マ術ギ種スの肉体は魔力で自然治癒すると聞いていたが、それがこの状態でどこまで働くのかはわからない。通常の治療も無意味ではないはずだ。緊急救命の授業を思い出しつつ、家に一応常備していた救急セットを使ってその傷を処置することにする。

　しかし練れん介すけはすぐに最初の壁に気付いた。寝汗を搔かいているし、傷口周りを拭かなくてはならないし、包帯を巻くにも邪魔なので──シーナの制服を脱がさなくてはならない。

　普段ならいろいろ考えて悶もだえるところだが、今はそんな場合ではなかった。悪いけど脱がすぞ、と寝ているシーナに声をかけてから、血にまみれた制服を脱がしていく。美しい褐色の肉が零こぼれたがそれがどうした。まずは傷に集中だ。

　あの不格好な骨刀の刃のためか、傷口自体は綺き麗れいなものではないが、一方でそれほど大きくもない。シーナの現状は、この傷そのものというよりも、刃を介して与えられたゴブリンの魔術のせい……魔力を奪われてしまったせいなのだろう。それでも練れん介すけはできることをやるしかなかった。

　傷口を消毒し、パッチを当てて包帯を巻く。あまりシーナの身体からだを見ないようにしながら濡ぬれタオルで上半身の汗や血を拭き取り、その後で清潔なシーツを彼女の身体からだにかけた。そうこうしているうちにシーナの呼吸が少しだけ穏やかになったような気がする。僅かな安あん堵ど。

　途端、急激な喉の渇きが襲ってきた。台所の蛇口から直接水を飲む。割れかけていた自分という樹きに水分が補充されていく。暗霊魔術スピリツトマジツクの連続行使で色々なところが軋きしんでいたし、特に最後の暗闇の魔術のときにはシーナと共になけなしのものを絞り出した感覚があった。ひどい頭痛のような不快感が蟠わだかまってはいたが、とりあえずこれでいい。自分のことは、これでいい。

　シーナの様子をもう一度確かめてから、リビングの窓まど際ぎわに歩み寄る。カーテンの隙間から外を見た。異常はないように思える。

（この家のことは……調べようと思えばすぐにわかるはずだ）

　万ばん離りは同じ騎士校の生徒なのだから、手段はいくらでもある。

　しかしここは八階で、セキュリティもしっかりしているほうだ。仮に襲ってくるにしても普通の手段ではなかなか難しいだろう。無論、魔術が関係してくればその限りではないが。

（向こうもあまり騒ぎを起こしたくないと思ってるのかどうか、による気はするけど……それはこっちが考えても仕方ないな）

　何にしても、今はシーナを動かせない。せめて明日の朝まではここで回復を待とうと思った。

　ベッドに戻り、その端に腰掛けて。

　大好きなダークエルフの寝顔を、祈るように眺める。

　ずっと、ずっと──何十分も、何時間も。

　練れん介すけが時計を見ることはない。

　目覚めるまで眺め続けることが決まってしまっているのならば、時間を気にすることには何の意味もなかった。
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　ダークエルフについては焦あせることはない。いずれ全てが盗めるだろう。

　であれば──これから行うべきは、女王の営みだ。遊興で、快楽で、仕事で、欲望だ。

　それより大事なことなどない。それを何人たりとも妨げてはならない。

　ゴブリンの女王ギライザは眷けん属ぞくである万ばん離りを伴って、夜の街を歩く。

　肌の見える衣装が気になるのか、男たちが好色な視線を向けてくるときもある。不遜で不敬ではあるが、理解はできた。種族は違えど、男であればそれは他の低能なゴブリンとそれほど違いがない。頭の中は繁殖欲でいっぱいだ。

　薄笑いを与えて通りすぎる。声をかけてくる命知らずはまだいなかった。

　神殿じみた清潔さのある昼の街はともかく、雑多で煩雑な夜の通りはそれなりに好ましい。懐なつかしいとも言えた。愚かしい者たちの好き勝手な喧けん騒そう、濁り澱よどんだ空気、どこからか漂う饐すえた臭い、背の高い建物に囲まれた低い空は洞窟巣の暗い天井を思わせる。

　それでいて、ここは自分にとっては新しき世界だ。

　数多あまたの宝が存在する、新天地。

　松たい明まつより遥はるかに明瞭な光を放つ街灯、音もなく走る機械の車、ざっと周りを見渡しただけで価値あるものは数知れず。そして行き交う人間たちが身に着け持っているモノ、モノ、モノ。

　選択肢の多さに高揚が抑えられない。舌なめずりして一つ一つを品定めしたくなる。

　ふと、道端にあった一軒の店が目に留まった。道に面している部分はガラス張りで、そこに商品が整然と陳列されている。

「万ばん離り。あの店にゆくぞ」

「はーい」

　自動扉を開けて入ると、店の中には乾いた匂いが満ちていた。店内のガラス棚に並べられているのは、鞄かばんや時計、靴、酒、機械製品、衣服、食器など多種多様の品々。

「ほう。盗品市場のような雰囲気じゃな」

「質屋って言うのかな？　物を売り買いする系の場所で……ここは高級品も扱うタイプのお店っすね。盗品も全然並ばないってコトはないかも」

　小声で話していると、店内に他の客がいなかったためか、カウンターの奥にいたスーツの男が笑顔で話しかけてきた。

「何か気になるものがありましたら言ってくださいね。ケースから出しますので」

「うむ、ご苦労」

　女王の相手をするという栄誉を味わうのは初めてだったのだろう、一瞬おかしな顔をしたが、店員は再び笑顔で会え釈しやくをした。

　万ばん離りが様子を窺うかがうような視線を向けてきたので、その耳に口元を近付け、

「わかっておる。神に知識を詰め込まれておるからの。監視カメラというものがあるのであろう？　今から衛兵に追われるようになるのはちと厄介じゃ、目立つことはせん」

　女王の吐息による法悦か、考えを見透かされたためか、万ばん離りは恥ずかしそうに軽く身み悶もだえした。愚かで考え足らずの眷けん属ぞくはやはり愛おしい。

「壊せばよいのであろうが、一つとも限らんし、探すのも手間じゃ。店員を脅して品を出させたとしても、それを受け取る妾たちの姿が残れば面倒なことになろう」

「じゃあ……？」

「無論、諦めはせんぞ。盗ステ奪イー刀ラーの残りを使うのが丁度良よい。今までは形なきモノを戦利品トロフイーの形として盗む、上位の盗奪魔術ステイールマジツクばかり見せておったが……宝そのものを得る、下位にして基本の盗奪魔術ステイールマジツクを見せてやろう」

　正直なところ、ギライザには手段などどうでもよかった。盗めればそれでいい。

　夜闇に紛れて小部隊で襲わせるのも、戯たわむれに一人で忍び込むのも、大部隊をけしかけて村一つを灰にしながら盗むのも、結果としては何も変わらないのだから。

「店主。この金の時計を見せてみよ」

「僕は店長じゃないんですけど……はい、かしこまりました」

　ガラス棚の鍵を開け、男が輝く腕時計をうやうやしく取り出した。どうやらよほど高価なものらしい。女王が目にかけた品なのだから当然だが。

　触って軽く眺め、すぐに返した。

「次はこの隣の銀鎖のやつじゃ。なかなか綺き麗れいじゃな？」

「お目が高いですね。これは最近入荷したばかりの掘り出し物ですよ」

　同じく、触ってすぐに次。リザードらしき鱗うろこの鞄かばん、かぐわしい香り漂う瓶の酒、美しい金の塊、何に使うのかよくわからないが形が気に入った道具、他にも様々なもの……。

　よほど教育が行き届いているのか、男は嫌な顔一つせずケースからアイテムを取り出し続けてくれる。後半は笑顔が引ひき攣つっているような気もしたが。何にせよ無警戒なのはいただけない。人の姿をしていても、それは恐ろしくも美しい小鬼の女王かもしれないのに。

　めぼしいものを品定めし終え、

「うむ。ご苦労であった」

「で、どちらかお気に入りのものはございましたでしょうか……？」

　答える代わりに褒ほう美びとして女王の微笑を与えてやった。

　なぜ感涙しなかったのか、解げせない。




　店を出たゴブリンの主は、少し離れた路地裏に入った。万ばん離りも当然ついていく。建物と建物の間にある六畳間ほどのスペースで、空の酒瓶が並んだケースやゴミ袋、休憩用の椅子、灰皿スタンドなどが置かれている、どこかの店のバックヤードといった雰囲気の場所だ。

「えと、気に入ったものはなかった感じすか？」

「いや？　あの男の問いに対する答えは、全て、じゃぞ？」

　あっさりとギライザは言う。

「当然であろう。欲しいものだから見た。そして触れた」

　ギライザは艶えん然ぜんと足を組み、椅子に腰掛けた。それだけで粗末なパイプ椅子が宝石の玉座に見えるほど、その振る舞いには華がある。高貴なる存在の余裕と絶対的な自信がある。

「よいか。盗奪魔術ステイールマジツクの基本は《触れて奪う》じゃ。欲ほつするから手を伸ばし、触れる。そして触れれば我らのものだという臭いがつく。特にこのゴブリンそのものとも言える刀で触れようものなら言うまでもない。狙った獲物を逃さないのであれば、我らの臭いがついたものは既に我らのものに等しい」

　くつろぐように椅子の上で身体からだを傾け、手中で骨刀──盗ステ奪イー刀ラーを弄ぶ。

「ゴブリンは醜く臭く忌避される、見ただけで打ち殺されるようなか弱き種族。そのような種だからこそ、懸命に伸ばした欲望の手を離すわけにはいかん。その執心が、おそらくこの魔術を形作った」

　自虐のような内容とは裏腹に、どこか誇らしげに彼女は言っていた。

　空いているほうの手を軽く持ち上げ、何かを掬すくうような形で掌てのひらを上にする。

　囁ささやき声ごえが、盗みの合図だ。

「《欲し奪う、時を刻むその金色をブライト・チツクステイール》」

　その手に淡い光が生じると、それはやがて金の腕時計に変じた。先程の店内で彼女が手に取っていたものである。

　またギライザは呪文を囁ささやく。高級ワニ革のバッグが出現。次々と続けた。持ち切れなくなったものは適当に自分の腹に乗せ、その場に置き、あるいはぞんざいに万ばん離りに放り投げる。ヴィンテージの酒瓶、イヤリングにネックレス、金塊……どれもあの質屋にあったもの。

「わ。すご……」

　おそらく先程、これらの品々を手に取ったときに盗ステ奪イー刀ラーの先端を僅かにでも触れさせていたのだろう。一流の奇術師のように、自分にも店員にも気付かれないような死角を使い、一瞬で。

「と、このようにな。一度品定めをして臭いをつけておいた物品は、その折に設定した鍵文を唱えれば盗める、というわけじゃ」

「あれ。じゃあ、さっきのダークエルフはもう斬ったから……次は遠隔でいけるって感じ？」

「それはまた別の話じゃ。あれはただの物品ではなく生きた魔マ術ギ種ス。一度魔術を使って盗んでしまったなら、さすがにもう一度臭いを付け直さねばならん。しかも抵抗力がある故、時間差でやろうとしてはすぐ臭いも消えてしまうであろうな。故に根源魔力に関しては、また直接この盗ステ奪イー刀ラーで触れると同時にやらねばなるまいよ」

「あー、やっぱそんな美味すぎるハナシはないんすねー」

　そこで、おっと忘れておった、と彼女はもう一度魔術を使った。

「《欲フしラ奪ツうフ、イ毛・皮フ持エちイしクそスのテ似イ姿ーをル》」

　万ばん離りは目を瞬またたかせる。現れたのは、今までのような高級品ではない、どこにでもありそうな犬のぬいぐるみだった。それをギライザは満足げに見やり、指輪と時計の増えた手でぐしぐしと乱暴に撫なで回まわす。

「えと、それは……」

「ん？　可愛かわいいであろう？　向こうの世界でも番犬程度は飼っておったぞ」

　ああ、区別はないんだ、と万ばん離りは魂で理解する。魔術を使ってまで盗み、手に入れたお宝──その分類に、欲しかったから、以外の意味など必要ない。高いも安いも、役に立つも立たないも関係がない。彼女が欲しいものが、宝だ。世界に存在する、ゴブリンが奪うべき宝だ。

　その欲望は量れない。

　だからこそ彼女は、我々は、恐ろしい鬼なのだ。

　しかしそれが心の底から実感できても、万ばん離り自身に恐れはなかった。むしろこのゴブリンの女王がぬいぐるみを抱く異常な姿に、安心感のような、親しみのようなものを覚えていた。

　モノの価値に関係なく、欲しいものを欲しがる人であれば。

　──役に立たない駄目な自分でも、彼女に求められたということが信じられる。

「ぎひ、懐なつかしいのう。戯たわむれに調教したはいいが、やつめ、食べるも交尾も人間の雌の肉にしか興味を持たなくなってな？　部下のゴブリンなぞよりもよっぽどいい餌を喰ろうて……」

　山盛りの戦利品の中、機嫌良さそうに語っていたギライザの言葉がふと止まる。

　この路地裏に面していた建物のドアが唐突に開いたのだ。

　そこから出てきたのは長髪を派手に染めた若い男。洒落しやれたスーツに身を包んだ、ホスト風の男だった。そのドアはホストクラブ的な店の裏口なのかもしれない。

　男は休憩用の椅子に我が物顔で腰を下ろしているギライザに一瞬ぎょっとしたようだったが、すぐに営業用の笑みを浮かべた。高価な時計やバッグ、宝石などが散乱している様子で何か勝手な解釈をしたらしい。確かに露出度の高い扇情的なレザー系の衣服、髑髏スカルの飾りなどを見れば、そういうパンク系の趣味の客だと思われてもおかしくはないのだろう。

「おっと、こっち側の出待ちは困るんだけどねー。ていうかすげープレゼント攻勢じゃん。誰狙い？　なんなら俺に切り替えない？　俺、こっから来るよ、予約取れなくなっちまうよ？」

　許可も得ずに近付き、頰同士が触れ合いそうなほどに顔を近付ける。

　ギライザは先程までの楽しそうな声音から一変、

「不遜。誰の許可を得て妾にその臭い息を吹きかけておる？」

　底冷えのする声で吐き捨てるように言い、男の喉元を片手で摑つかんだ。一片の加減もない、相手を生物とすら思っていないかのような一握。呼吸を止められた男が一瞬で顔を赤くし、口から涎よだれを零こぼし、ごきりと喉から異音を鳴らし、さらに、

「《欲し奪う、愚かな生者のその血気をニツトウイツト・ブラツドステイール》」

　その喉元を盗ステ奪イー刀ラーで切り裂いての、盗奪魔術ステイールマジツク。求めたのは血、精気、あるいは──魔力。

　男は一瞬で体内の水分を失ったように皺しわ々しわになって倒れる。

　直じかに食べるのならば戦利品トロフイーとする必要もない。光の形でその血精液気を吸い取ったギライザは、淫いん猥わいに舌を伸ばして唇を舐なめた。

「ふん、ついでに吸ったが魔力の味はなかなかじゃな。弁当の代わり程度にはなった」

「悪人だったんすね」

「ぎひひ、かなりのゴブリン顔じゃったからの。調べるまでもなかったわ」

　自嘲か冗談かわからなかったので、苦笑いしか返せなかった。

　そのとき、ギライザの盗ステ奪イー刀ラーがぼろぼろと崩れ落ちていくのが見えた。盗奪魔術ステイールマジツクを行使するために必要な媒介品であるそれは耐久度を持っているのだ。しかし補充は可能である。今すぐ新しいものを用意すべきか否いなか、ギライザの顔を窺うかがおうとしたとき──なんともう一人、スーツの若者が建物から出てきた。倒れている男を見やり、ぎょっとした顔になる。

「おいハヤト、どうした、なんだよそれ!?　顔色ヤバすぎだろ……ていうかあんたらは？」

　見慣れない女二人の存在から、彼は勝手に何事かに思い至ったようだった。

「馬鹿野郎、変なヤクにだけは手を出すなっつったのに……死ぬよりマシだろ、救急車呼ぶからな!?　あんたらは逃げるなり何なり勝手にしろ！」

　勘違いをしつつも、仲間想おもいなのだろう、彼は懐ふところから携帯電話を取り出す。しかし次の瞬間、ギライザが短剣を投とう擲てきしてその携帯を弾はじき飛とばしていた。その後ゆったりと本人も近付き、男の鳩みぞ尾おちに拳を入れて悶もん絶ぜつさせる。

「ここは女王の余暇の場ぞ。五う月る蠅さい救急車など呼ぶでない」

　回転しながら宙を舞っていた携帯が、重力に引かれて落下の軌道。おそらく特に意味なく、ただ目の前に落ちてきたからという理由で、彼女は軽くそれを摑つかみ取とる。だが短剣のせいでその最新型のスマホは既に割れており、中に詰まっていたエネルギー流体ＥＦが零こぼれ出てしまっていた。どろりと彼女の手を乳白色が汚す。

「あ。ギライザ様、ちょい待って。ハンカチ出すから」

「いや、よい。よく考えれば直じかに触れるのは初めてじゃからな。この世界に新しく見み出いだされたという燃料……ＥＦとか言ったか。そういうのも宝ではあるからの、興味深くはある」

　ふむ、とギライザはそれを見つめたあと。

　掌てのひらを口の前に持っていって、ぺろりと舐なめた。

「わー！　舐なめたら駄目っすよ！　いや、毒性はないって話だけど！」

「ふむ。様々なものを動かすために使うというから、どれだけ力があるものかと思ったが。奇妙な味よの。力が湧いたようにも思えぬ」

「まあ、人間が電池握っても元気にならないのと同じなんで。飲む人なんかいないよ……いや、飲んだりするヘンな宗教の人たちとかも最近いるって聞いたことあるかな？」

「これを直接に消化できるのは特別な胃を持つ者だけであろう。しかし」

　もう一度、掌てのひらの乳白色を見つつ、

「……不思議じゃが、気にはなる。特殊な状況下であれば、あるいは……」

　それはほとんど口の中だけで小さく呟つぶやかれた。万ばん離りが首を傾かしげていると、

「万ばん離り。これは獣から採れるという話であったな」

「そのものじゃないですけど、そうです。輝獣っていう、人を襲う獣の中から結晶みたいなのが採れるんで、それをどうにか加工して、みたいな」

「人を襲う獣、のう」

　なぜかそこでギライザは鼻を鳴らし、片目を眇すがめた。

「妾には数多あまたの宝を盗んできた嗅覚がある。故にこそ、理由なく感じるのだ。少なくとも妾には、これが自然の獣に由来するものだとは思えんな。むしろ──」

　その言葉を止めたのは、下方から聞こえてきた激しい咳せきと喘あえぎの音だった。携帯の持ち主の男が呼吸を取り戻したらしい。

「忘れておったな。こいつは味が薄そうじゃの」

「じゃ、どうします？」

　盗奪魔術ステイールマジツクを使う道具がないのなら自分が働くべきだろう。始末しろと言われれば始末するしかない。上う手まくできるだろうか。頑張らないと。

　その様子に気付いたか、ギライザは気配を一転、からからと笑った。

「ほんにお前はよいゴブリンじゃのう。もっと褒ほう美びをやりたくなるわ。これは喰くえんが、身体からだはなかなかよい。今こ宵よいを彩いろどる玩具にはなろう。お前も楽しむか？」

　少し考えてその意味に気付いた。首を横に振りつつ、

「や、今はセンパイの返事待ちなんでー。さすがに操みさおは立てなきゃっていうか？」

「そうじゃろうな。盗みたくないものを盗む必要などない」

　彼女はまた愉快そうに言いながら、一旦、先程の椅子のあたりに戻った。

　宝物がいっぱいに詰まったワニ革の鞄かばん──一番上には犬のぬいぐるみがちょこんと乗っている──を渡してくるついでに、こちらの顔を覗のぞき込む。

　自分をきちんと見てくれるその視線は、嬉うれしいものだ。

「万ばん離りよ、我がただ一人の眷けん属ぞくよ。言っておこう。妾が改めて盗奪魔術ステイールマジツクについて教えたのは、我々ゴブリンの真理を今一度お前に刻み込むためじゃ」

　さらに軽く頭を撫なでてくれた。視線だけでない喜び。

「よいか。我らは欲ほつするもの全てを奪盗うむ。そこに宝があれば全て、手を伸ばし、届かせ、触れ、奪う。中には傷つけねば奪えぬものもある。傷つける以上、壊してしまうこともあるかもしれぬが──」

　人外の理にのみ従い生きる邪悪な小鬼。

　その唯一の女王の視線と言葉が、迷いのない未来へと万ばん離りを誘う。

「それもまた、手に入ったということかもしれんぞ？」

　万ばん離りは彼の瞳を思い出した。

　助けてくれたときの瞳だ。

　卑いやしい小鬼らしく、欲望に忠実に、改めて記憶の中のその輝きに誓った。

　あれを──手に、入れたい。

　彼にも、ずっと、見られたい。

　女王の視線を受けている今、欲張りかもしれないが、そう思ってしまったのだ。

　だから。




　気付けばギライザは本日の仕事の終了を告げ、万ばん離りから離れていっていた。

　見えたのは彼女の遊びの準備だ。短剣で二人目の男の手足の腱けんを切って、殺さない程度に無力化。そしてもう二度と立ち上がれなくなったその男に向けて、自分の服のボタンを外しながら舌なめずりでさらに近付いていく──

　宝物のバッグを預かった万ばん離りはその背中に頭を下げ、一人、路地裏を後にする。彼女とは四六時中一緒にいるわけではなく、普段の昼間は別行動で、だいたい日が落ちたあと、用があるときになって向こうから現れるのが常だった。だから別れることに躊躇ためらいはない。寂しさを感じなくはないし、危険もあるのかもと思ってはいたが、彼女の命令に逆らう気はなかった。

　ゴブリンとは矮わい小しようにして下劣にして愚かなる、本能と欲のみに生きる小鬼。

　そしてそれらを統すべる唯一の──他のゴブリンと同じであると共にそうではない、知性と美学と高貴さを具そなえた唯一無二の女王。彼女自身より遥はるかに低能な下位種たちを率いる存在。

　つまり当然なのだ。人間の中で弱く低能だった自分がここにいるのは。

　万ばん離りは改めて決意する。

　この最も新しいゴブリンは、他の数多あまたの同族が向こうの世界でそうであったように、疑いも迷いもなく、ただ愚直に……けれど、自分は自分であるから、できる限り頑張って。

　自らの幸福を追い求めよう。

　弱き小鬼に許された武器、一匹一匹の命を放り捨てながら村を襲うような愚かしい貪欲を、同族の死体を盾にしその血肉を喰くらうような意地汚い醜悪を、下劣と知りながらも使って。

　何が何でも手に入れたい宝物彼を、奪盗っんてでしまおう。




　──たとえ、それが壊れてしまう未来があるのだとしても。







[image: 第三章　欲するもの]




　　　　　　　　　†




　反射的に目を見開いて、そうしたこと自体が失態だとすぐに気付いて、練れん介すけはぞっとした心持ちで視線をベッドの宝物へと向けた。

　──見返されていた。

　息を吞のむ。背筋が震える。

　そして向こうの第一声。

　いつもより力はない。囁ささやき声ごえに近く、呟つぶやきに近い。

　けれども、それは確かに、彼女の声だった。

「れんすけ。お前……」

　たっぷりと間を空けて。目元を微かすかに緩めて。

　彼女は言う。

「ヤったな？」

　練れん介すけの背筋から、いろんなものが一気に抜け出た。安あん堵ど。緊張。不安。

　泣き笑いのように震える声で、歪ゆがんだ顔で、返した。

「ヤってない」

「でも裸だぞ」

「治療とか身体からだ拭くのに仕方なかったんだ。下はそのままだろ」

「ははーん。下は脱がせないまま派か」

　もうそれでもいい。彼女の軽口がまた聞けるのなら。

　苦笑でそれ以上の反論を諦め、練れん介すけは全身を脱力させた。枕元の時計を見れば、どうやら意識を失っていたのは数十分程度だったらしい。

　それでも時刻はもう朝方だ。彼女に食欲はあるのだろうか、いや、まずは体調の確認を──

　と、改めてシーナに目を向けて。

　絶句した。

「し、シーナ……」

「ん？」

　唾をごくりと飲み込んで、見たままを言う。

「髪が……短くなってるぞ……？」

「へ？　マジで？」

　自分でも気付いていなかったのだろう、寝たまま腕を持ち上げて自分の頭をさわさわ。

「おー、マジだな。なんかさっぱりしてるじゃん」

　いつもきらきらと風に流れていた、あの綺き麗れいな長い髪はそこにはない。より活動的でスポーティな髪型になったとも言えるが、練れん介すけの中の解釈としては、そんな健康的な印象とは真逆だった。

　これはきっと、ゴブリンに与えられた被害の一端だ。身を乗り出して、

「シーナ、気分は。どこか痛いとか苦しいとかないか？　言ってくれ」

「うおーぅ、いきなり顔近付けるなってば、ドキドキすっから。……わかってンよ、とりあえず冗談はなしな。えーと……」

　短くなった髪の毛の先を指で弄いじりながら、

「ま、傷の痛みとかはほとんどないけど、身体からだはマジでダルいわ。力が入んないっつーか、なんかいろいろ感覚が変だ」

「具体的には？」

「それがわかんねーから変なの。多分、ゴブリンに魔力を奪われたせいで、魔力がなくなりすぎて……『魔力を扱うこと』全般が難しくなってるんだと思う。目め眩まいがするときさ、普段どうやって立ってたんだろう、ってなんじゃん？　あんな感じ」

「大おお事ごとじゃないか」

「多分、髪もその影響じゃねーかな。今ここにいるあたしらの身体からだはわりと『魔力で構成されてる部分』があるから。そこらの異常が形にも出てるってことだろ。腕とかがもげるんじゃなくてよかったわ」
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　そんなことを言わないでくれ。髪だって大変なことだ。

「魔力関係の全般が扱えなくなったってことなら、やばくないか」

「ああ。当然だけど、鼻も利きかない感じがある。今なら目の前に魔マ術ギ種スの臭いプンプンのやつがいても気付けないかもだ。お前を励起して暗霊魔術スピリツトマジツクを使うことも、弓矢を出すことも……いつもの服も出せなくなってるっぽいな。このスカートも、さっきは制服を保管しとく簡易魔術使ったけど、今は消したり出したりできねーわ。だから、やっぱり脱がしたくなったら自分の手でやるように」

「いや今はそういうのいいから。とにかく、治るのか？」

「放ほっといて治る気はしねーな。取り戻すか、別のルートで補給するかしないとだろ」

　現状の難しさに、シーナが目覚めた喜びが無残にも飲み込まれていく。全身に嫌な汗が浮かぶのを感じ、拳を握り、思考をフル回転させた。

「敵の探知も……難しいんだよな」

「まーね」

　それならば、この家にいるのはやはり危険かもしれない。決意する。

「ここはあまり安全じゃない……場所を移動するしかない、と思う」

　しかも、できるだけ早く、だ。あれから既にほとんど一晩が経過している。

　今まさにゴブリンの女王がこのマンションを見上げているのかもしれない。オートロックを破壊して突っ込もうと、あるいは建物に火を点つけようとしているのかもしれない。頭の片隅には入れていたことだが、具体的にその脅威を想像するだけでぞっとした。

「しゃーないか。でも練れん介すけ、学校は？」

「今日は土曜だから休みだよ。ていうかどうでもいい。シーナには……負担をかけるかもしんないけど、とにかく今は急いで動かなくちゃ駄目だと思う」

「大丈夫大丈夫。これでも寝たから結構気分はよくなってんだぜ。正直、学校から逃げたときはマジヤバかった。魔術関係は使えないけど、それ以外ならなんとかなるさ」

　殊更に明るく言って、シーナはむくりとベッドから身を起こした。健在を示すように、肩をグルグル回したりしている。

　練れん介すけは滑り落ちたシーツの下にぷるんと零こぼれ出たものから慌てて目を逸そらしつつ、自分のタンスの中身に思いを馳はせた。いつもの制服が出せないということは、何か別のものを着てもらうしかないのだが──シーナが着ても問題ないような服は、何かあっただろうか？




　小一時間の後、練れん介すけたちの姿は新しん仁じん陽よう市しの公園にあった。

　シーナと出会った高台の自然公園ではない、街中に近い公園である。これ見よがしにデザインされた舗装路や噴水が目立ち、絵本の中の未来都市のような清潔さと無機質さが強めな公園ではあるが、無菌培養されたように健康的な芝生や坊ちゃん刈りされた木々も緑と言えば緑だ。気分的にできるだけ自宅から離れたかったのと、シーナが落ち着ける場所として最低限の緑が欲しかったという理由でこの場所を選んだ。

　時刻は午前九時近く。土曜日の午前中らしく、公園は犬の散歩やジョギングなどをする人々が多く行き交っていた。クレープの移動販売車も看板を出していて、周囲に小麦の焼けるいい匂いを漂わせている。評判の店なのか、女性陣メインの行列ができていた。

　練れん介すけはシーナと共に、公園の中心部近くにあるベンチに座る。

「なんであいつら、ぐるぐる同じとこ走ってんだ？　なんか競争でもしてんのかよ」

「健康のために、ってやつだ。こっちの世界じゃ身体からだを動かさない奴やつは早死にすると言われてるから、みんな時間と場所を探してわざわざ動くんだよ。金だって払う」

「お前らはアレだな、ちょっと全体的にアホだな？　畑仕事とか荷運びとかしたら動いて金が貰もらえそーなモンなのに」

「そういうのをする人たちもいるよ。最近は他人のメシを運ぶ仕事が人気だな」

「ふーん。正直、わっかんねー」

　シーナは練れん介すけのジャージ姿だった。サイズが合わないので袖を捲まくっている。他にも着れそうな服の候補がないでもなかったが、一番の安全策を取った形だ。短髪になっている現状が不幸中の幸いでジャージの印象と合致し、活動的に日焼けした運動部の高校生が友達とダベっている……というような姿に見えていると思う。少なくとも悪目立ちはしていないだろう。

　そう、目立たないのは、重要だ。

　練れん介すけは視線を左右に走らせ、公園を行き交う人々の様子を観察し続ける。その中に見知った顔はいないか。不自然な動きで近付いてくる者はいないか。レザーの服に身を包んだゴブリンの女王は、ボロ布を纏まとったその眷けん属ぞくは──

「ゴブリン捜してんのか？」

「いないかどうかは見てる」

　その返答を聞いてから一呼吸おいて、

「なあ練れん介すけ。ちょっと気になることがあってさ。聞いていいかな」

「俺に答えられることなら」

「そうか。じゃあ言うけど、お前、ひょっとして……」

　真剣な表情。重苦しい口調。

　この状況下、彼女がそんな気配で口にすることとは、いったい──

「あいつのこと、ゴブダークエルフ扱いでハァハァしてたりしないよな？　これ見よがしな乳とか尻。あたしほどじゃないが微妙に尖とがった耳。なんかお前好みそうだ」

　気を張っていたせいで余計にがくりときた。半眼になって、

「するか！　ゴブダークエルフって何だよ……」

「そうかぁ？　お前ならあるいは、って危険性があるじゃん？　一応聞いてみないとさ」

　確かに、ゲームとかで主人公の種族選択が人間とメカとゴブリンの三択だったら妖精族繫つながりでゴブリンを選ぶとは思うが。特にそれが褐色だったら……ゴブダークエルフという解釈も、まあ、なくはない、かもしれない。

　悪いた戯ずらっぽく歯を見せていたシーナがそのとき、くわぁ、と殊更に大きな欠伸あくびをした。

「まあいいや。とにかく……ゴブダークエルフに心奪われてるんじゃなけりゃ、そんな目を血走らせて捜す必要とかねーだろって話。いくらなんでもこんな人気の多いところで襲ってくるほどアホじゃないと思うぞ」

「……心の底からそう思いたいな」

　今のは多分、こちらの肩に力が入りすぎているのを見ての冗談だろう。練れん介すけは深呼吸して、全身を凝り固めていた緊張感を少しでも解ほぐそうとする。

　しかしそれでも、警戒心のレベルを下げるわけにはいかなかった。

　現れる確率は低い。だがゼロではない。多分大丈夫だろう、の『多分』が信用ならない。そこにシーナと自分の未来を預けていいものかと不安になってしまう。

　ダークエルフと私服で公園デートなど、こうなる前なら喜んでいいシチュエーションだったと思う。存在感ある褐色の姿が、自分たちの世界の、人工的で非力で、けれど懸命に息づく緑と同じフレームに収まっている光景。王城にいる姫を市場で見て親しみを感じるような、普段とは違う組み合わせのギャップが逆に新鮮な魅力を匂い立たせている気がした。

　だが今はそれを堪たん能のうできる余裕がまったくない。

「悪い……ちょっと時間をくれ。次の隠れ場所とか、これからどうするか考える」

「おーう。あたしはどこでもいいけどなー。なんならこないだの山でもいいぞ」

　それも考慮には入れた。野宿だってしてもいい。シーナにとってはそちらのほうが慣れているかもしれない。だが安全面はどうか？　居場所がバレる可能性は？　仮に襲われた場合に備えられるか？　やはり街かもしれない、しかし──

　気ばかりが焦あせる。うまく考えがまとまらない。長閑のどかな公園の空気、子供の笑い声すらもが癇かんに障さわり、苛いら立だたしく感じられる。

　隠れ場所だけではない。考える必要があるのは、総合的な『今後の動き』もだ。今のシーナからいつものシーナに戻るために、何をすればいいのか。

　考える。考える。考える……

　視覚に聴覚、五感の全てを周囲の警戒に、それ以外の精神的なリソースの全てを思考に回していたら、不意に肩に柔らかいものが触れてぎょっとした。

　見ると、シーナだ。横にいたシーナが練れん介すけの肩に頭を預け、目を閉じていたのだ。

　傍はたから見れば、それは彼女の居眠りを受け止める彼氏という微笑ほほえましい高校生カップルの姿なのかもしれなかったが、練れん介すけには違った。背筋に氷柱を差し込まれたような、ぞっとした感覚を味わっていた。

　これは寝ているのか？　また──昏こん倒とうしたのでは？

「…………」

　シーナの寝息が聞こえる。苦しそうというほどではないが、ああ、これまでに一緒のベッドで聞いていたようなリズムではない気がした。荒さが潜んでいる。何かに耐えている感じがある。何かが少しだけ、しかし確かに、ズレている。

　それはエンジンからの異音や歯車の異様な軋きしみと同じだ。今はまだ見て見ぬふりできる程度のものでも、それは確かにそこにあり──いずれ必ず、そのツケを払わされることになる。

　練れん介すけはそっと拳を握りしめた。肩に感じる小さな頭の重みと、短くなった髪の感触が、最後に残っていた迷いを振り払う。

　背に腹は替えられない。大事なことは一つだけだ。彼女を守ることだけだ。

　だから、どれだけ無様でも、許されなくても、恥を搔かくことでも。

　打てる手は全て打ってみるべきだと思った。




　そして、練れん介すけは携帯を取り出して──
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　その約１時間後、予想通りの言葉を聞いた。




「……ほんとうに、馬鹿なのかしら」




　公園のベンチの前に現れたのは、クラスの委員長、枇び杷わ谷たに唯ゆい夏かである。

　練れん介すけが見たことのない私服姿で新鮮ではあったが、そのジト目を超えた絶対零度の視線はいつもと同じでいつも以上だった。隠す気のない不愉快さが練れん介すけとシーナを射い貫ぬいている。

　練れん介すけはベンチに座り、未いまだ眠るシーナの頭を肩に乗せたまま、笑った。

　来てくれたことが嬉うれしくて、笑うしか、なかった。

「ごめん。ありがとう」

「謝罪も感謝も受け取る気はないわ。まだこれが何かの間違いだという可能性を捨てきれてないから。……たかが携帯のメッセージ一つで人を呼び出して、貴重な休日の午前中を潰させるなんて暴挙がまともな頭でできるとは思えないもの」

　電話で簡単に伝えられるような状況ではなく、話すなら直接だと思った。だから練れん介すけは最低限の要件だけ書いたメッセージで彼女をここに呼び出したのだ。来てくれるかどうかは半々だったが、どうやらひとまず賭けには勝ったらしい。

「説明はするよ。座ってくれ」

「そこに？　絶対に嫌」

　練れん介すけが今いる三人掛けのベンチ、その一人分の空白を親の仇かたきを見るような目で見やり、唯ゆい夏かは言った。

「……どこでもいいから。とにかく話をさせてくれ」

　結局、唯ゆい夏かは少し離れた隣のベンチの端に腰を下ろした。その全身から漂ってくるのは明白な警戒の波動。当然だろう。自分が彼女の立場でもきっとそうする。

　でも、来てくれたのだ。話をする価値はあると信じる。

　それから練れん介すけはこれまでにあったことを話し始めた。整備科の下級生、及おい川かわ万ばん離りとの出会い。魔マ術ギ種スであるゴブリン、女王ギライザ。盗奪魔術ステイールマジツク、眷けん属ぞくである万ばん離りの能力、そして、そのためにシーナが受けた被害──

　唯ゆい夏かが横目でちらりとシーナを見たのがわかった。

「ふぅん。異世界にはなかった美容室を体験させたわけじゃなかったのね」

　笑顔の気配は微み塵じんもなく、つまり、それは冗談ではなかったのだろう。

　練れん介すけが全てを話し終えると、唯ゆい夏かは大きく息を吐いた。深く深く。ついでに言葉すら芝生の向こうに捨ててしまったかのように、数分、無言の時間を作ってから。

　彼女はこちらを見ずに聞いてきた。

「……で？　私をここに呼んだ理由は？」

「助けてほしい」

　はっきりと言った。ここに必要な迷いや羞恥心はとうの昔に捨て去っている。そうでなければメッセージなど送っていない。

　首を動かして、彼女のほうを見る。

　無言で彼女も見返してきた。いつものように、冷たく鋭利な、世界を切り取るような瞳。

「見返りは、俺にできることなら何でもする。土下座しろってんならするし、対価が欲しいならいくらでも払う。さっきの説明でわかったと思うけど、俺たちにはもう他に手がない」

　練れん介すけは視線を逸そらさない。自分の抱いている全ての想おもいが誤解なく伝わるように。

　さらにどれだけ時間が経たっただろうか。

　やはりもう一度、今度はこれ見よがしに長い溜ため息いきをついて、

「本っ当に──馬鹿じゃないの？　土下座とかお金とか、そんなものを私が欲しがらないことくらいはわかってるでしょう。私が欲しいものは、一つだけよ」

　先に唯ゆい夏かが視線を外した。顔を前に向けて、穏やかな公園の風景を見やる。走って、遊んで、笑い合い、誰かと共に時間を過ごす、何の変哲もない『みんな』がいた。それはきっと、このベンチに座っておかしな話をしている、人間ではない三人も一緒だった。

　そして唯ゆい夏かは、自分の細い腕を軽く持ち上げ、その掌てのひらを見つめるようにして呟つぶやいた。

「だから、今、こうしてる」

「…………」

　わかっていた。彼女と自分がここにいるのは、一つの契約の結果だった。彼女の願いを叶かなえるために必要な、自分たちの求めた黙殺の成果だった。

「言いたいことはわかるよ。ごめん。無視するって言いながら、俺、逸脱してるよな。でも、他に手がなくて」

「朝あさ倉くらくんは、私のことをロボットだとでも思っているのかしら」

「え？」

　唐突な発言だった。彼女は自分の掌てのひらに視線を向けたまま、

「いつか屋上で話したこと、覚えてる？　別に話しかけてもいいと言ったわ」

「そりゃ、まあな」

「それは『あなたと会話をしないこと』で浮きたくないって欲があったから。一番欲しいものは一つしかなくても、そのために必要になる欲だってある。欲しいものというのはそれ単体であるわけじゃなくて、それを成立させるための欲が集まって成立しているんだと思うわ」

　一息ついて、続ける。

「そしてそれは……場合によって増えたり、変わったりするものなんでしょう。ロボットのプログラムじゃなくて、人間が──いえ、怪物が思っていることなんだもの」

　皮肉げに言い直しながら、唯ゆい夏かは唇を薄く曲げた。

「じゃあ、今、委員長はどういう欲を持ってるんだ」

「そうね。基本的には『食べたい』って思ってるわ」

　唯ゆい夏かはそっと隣のベンチから立ち上がった。正面に広がる公園の風景をもう一度見やってから、練れん介すけとシーナの座るベンチの前へ。

　練れん介すけの顔を正面から見ながら、軽く首を傾かしげるようにして言った。

「そうでしょう？　私はスライム。大食漢の化け物なんだもの」

　そのとき、彼女の顔に浮かんでいた微笑は──はたして、本当に微笑だったのか。

　複雑な意味を持った、唇の歪ゆがみ。細められた目。何かを湛たたえた瞳。

　一つ瞬まばたきを挟めば、彼女の顔から表情は消えており、確かめる術は永遠に失われる。

　唯ゆい夏かはこちらのベンチにさらに近付いた。見ているのは、今なお眠るシーナだ。

「拒食症で過食症だった昔と違って、今はそれなりに安定しているわ。なんでも食べられる、というのが余裕になっているのかも。……代わりに、何を食べ物と見るのか、を少し気にしなくちゃいけないのかもしれないけど」

　ゆっくりと、手が伸ばされる。氷のような無表情で。

「これはきっと、考えるまでもないご馳走よね。……食べてしまおうかしら？」

　枯れ木のように細く、しかしたおやかな女子の肌の触感を、練れん介すけは掌てのひらの中に捉えた。

　彼女の腕を摑つかみ止めた自分の手に、どれだけの力がこもっているのか。あるいはまったくこもっておらず、その気になればすぐに振り払われてしまうくらいなのか──不思議なことに、自分ではまったくわからなかった。

　ただ見つめ合う。偽にせ物ものかもしれない彼女の拍動を、偽にせ物ものかもしれない自分の掌てのひらで感じつつ。

　やがて彼女は静かに言った。

「冗談よ」

　それが解錠の呪文だったかのように。

　練れん介すけの手が自然に開き、枇び杷わ谷たに唯ゆい夏かという女子の体温を文字通りに手放す。

　だよな、と練れん介すけは──意識的に、苦笑の表情を作って言った。

「囮役デコイだと思ってるわ」

「え？」

「そいつのこと。食べ物じゃなきゃそうなるわよ。どう考えても目立つ女なんだから、それはどう考えても敵は私より先にそいつに目を付けるってこと。実際、今もそうなってるわけでしょう。だからデコイよ。平穏に暮らしたい私より先に引っかかって異常を知らせるもの」

「えっと……つまり？」

　唯ゆい夏かは肩で息をした。物わかりの悪い生徒に呆あきれたように、腰骨に手を当て、

「私の生存のためにも、ダークエルフはまだいてもらわなくちゃ困る、ってことよ。で、そのデコイを長持ちさせる手伝い料程度のことなら──」

　動いた視線の先にあるのは、公園の片隅に看板を出して止まっている一台のバンだ。

「あのクレープくらいでギリギリ釣り合いが取れてるんじゃないかしら。さっきからいい匂いさせて、怪スラ物イム舐なめてるのって感じだったし、それに」

　今度は間違いなく、それは笑いだった。

　唇を曲げることであえて意地悪さを演出し、それでいて何かを仕方なく諦めたかのような、そんな自分自身に呆あきれているかのような達観が自然に浮かんでしまっている──練れん介すけが初めて見る、枇び杷わ谷たに唯ゆい夏かの微苦笑だった。

「あの女子の行列の中、嫌いな男子が一人で恥ずかしそうにクレープを買う姿を見るのって、とっても胸がすくと思わない？」
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　ちまりもぐもぐ。

　小柄な唯ゆい夏かがさらに小さな口でクレープを食べる様は、まるで可愛かわいい小動物のようだった。絶対に口には出さないほうがいいだろうが。

　シーナは練れん介すけがクレープ屋に並ぶために動いても目覚めなかったので、まだベンチで寝ている。その間の十数分は唯ゆい夏かに見守ってもらうことになったが、心配はしなかった。もし彼女がそのつもりなら、きっと先程──冗談などとは言わなかっただろう。

　同じベンチに座っているわけではなかった。彼女はベンチの前に立ち、軽い前傾姿勢でシーナの寝顔をつまらなそうに見つめたまま、ただ口を定期的に動かしている。不思議にその味を楽しんでいることは伝わってきたものの、もう少しわかりやすく幸せそうに食べてほしいところではあった。それは彼女の尻に敷かれた彼氏を微笑ほほえましく見るような、にやにやした女性客たちの目に耐えて買ってきたものなのだから。

「なんとなくわかるわ。根源魔力が削られ続けてる。それがこの異常の原因だと思う」

「削られ……続けてる？」

「普通の魔力は、わかりやすく言えば燃料のようなものよ。そして根源魔力は高濃度の燃料でありエンジンでもあるもの。今の彼女は体内に燃料がなさすぎて、エンジンそのものを食いつぶしながら無理矢理に機械を動かしてる……そういう状況だと思う。当然、今はよくても、いつかは壊れてしまうでしょうね」

　彼女らしい、歯に衣着せぬ分析だった。しかしそれは練れん介すけも薄々は予想していたことだ。開き直りにも似た胸中で事実を受け入れる。

「で、どうするつもりなの。こんな街中にいる理由は、私に会うためだけ？」

「基本的にはそうだな。俺の家は学校の住所録とかでいくらでも調べられると思うから、とりあえず外に出たんだ。人ひと気けが多い街中のほうが安全な気がしたから」

「昨日、学食で話したときも思ってたんだけど」

　シーナの様子を調べ終えたのか、唯ゆい夏かが背筋を伸ばしながらジト目で言ってきた。

「そういうのは『気がした』だけで、全然論理的な理由じゃないわね。敵がどういうスタンスか、どんな倫理観を持ってるかなんて本当の意味では私たちにはわからない。相手は異世界の人外よ。学食にダークエルフがいたときも、この公園でも、敵がみんなを皆殺しにしながら襲いかかってきてもおかしくはなかったと思う」

「確かに可能性としてはあったよ。そもそも安全な策じゃなかったかもだし、みんなを巻き込むようなことはするなって話だよな。ただ、後付けの説明をすれば、ゴブリンは学校に残ってた人を邪魔が入らないように眠らせたみたいなこと言ってたから……倫理観はともかく、あまり騒ぎを起こして暴れるタイプじゃないんだろうとは思ってる」

「結果論ね。まあいいけど」

「それに、そういうことを考えるなら、俺たちが学校に行ってること自体がリスクの塊だ。このクラスに眷けん属ぞくがいそうだな、とりあえず全員皆殺しにしとくか、みたいなことが起きる可能性はいつだってある。特に委員長は……俺ともまた事情が違うだろ」

　唯ゆい夏かはスライム種族の根源魔力の何割かをまだ保持している。練れん介すけと比べれば潜在的な危険性は高いはずだ。

　彼女も自分でその理屈には辿たどり着ついていたようだった。あっさりと頷うなずいて、

「そうね。そもそも、みんなを巻き込むとか巻き込まないとか考えるのはだいそれているわ。そこに関しては何も言わないし、朝あさ倉くらくんを非難する気もないから勘違いしないで」

　自分たちのようなモノが平気な顔して紛れ込んでいる時点で。

　きっと、気にする資格なんか、ない。

　それは二人の共通見解なのだと思えた。

「ま──その点に関しては、なるようにしかならないよな」

「そうよ」

　まさしく人でなしの二人が、そうしてお互いの意見を確認していたとき。

　不意に唯ゆい夏かが息を吞のむような音を漏らして半歩後じさった。

　視線の先には、うーんと背伸びをしているジャージ姿のダークエルフ。その口の中にスルスルと引きずり込まれていくクレープの端の部分が見え、直前に彼女が何をしたのかがわかった。

「なかなかうめーじゃん。タピオカミルクティーには勝てねーけど」

「……朝あさ倉くらくん」

　ゆっくりと、唯ゆい夏かが上半身を捻ひねるようにして練れん介すけに顔を向けてきた。言うまでもなく、その手には──握り潰されたクレープの紙袋しか残っていない。

　殺意を感じる、目であった。

「私には、代価がきちんと払われていないように、感じるんだけど？」




　練れん介すけはもう一度行列に並ぶことになった。
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　唯ゆい夏かは警戒する猫のような気配で隣のベンチに戻り、今度は目覚めたシーナを交えて作戦会議をすることになる。ひとまず体調は大丈夫そうだった。

「ふーん。ま、利用できるものは利用してもいいんじゃね？　練れん介すけがそう判断したんだったら、文句は言わねーよ」

　シーナは練れん介すけ越しに唯ゆい夏かを見て、意味ありげに犬歯を剝むいた。

「裏切られたら裏切られたで、そんときにゃ心置きなくできる策が一個増えるだけだからな」

「へえ怖い。そうならないように、やるときには一気に一口で食べないとね」

　唯ゆい夏かも半眼で睨にらみ返し、新しい二個目のクレープに齧かぶりつく。二個目を食べたかったからというよりも、さっきのは自分の権利をシーナに邪魔されたのが気に食わなかったのだろうが、ちゃっかりとさっきとは違う種類にさせられた。

　ちなみにシーナもついでに練れん介すけが買ってきた新しいクレープを食べていた。大事な話をするときにはメシを食いながら、というあのスタンスの実践か。

「それで、これからどうする？」

「そーだな。何にしても魔力は補給したいな。クソ眠かったりするのは多分そのせいだ」

「悪人がたくさんいるところに突っ込んで手当たり次第に補給すれば。ヤクザの事務所とか」

「よくわかんねーけど、お前があたしの代わりに全部お膳立てしてくれるんならいいぜ」

「お断りよ。それだけやっても可食レベルの魔力が一人分しかなかった、なんていうのは普通にありうる話だと思うし。デコイの維持を手伝いはするけど、慈善事業までする気はないわ」

　もう少しトゲを抜いた感じで話し合ってほしいのだが、言っても仕方のないことだろう。

　シーナがクレープをがつがつと食べきり、包み紙を投げ捨てる。ダークエルフという悪はもちろん街の美化など気にしないのだ。だが公園の遊歩道を巡回している円錐形の掃除ロボがたまたま通りかかりセンサーで検知して吸引、「清掃活動にご協力ありがとうございます」と合成音声を流した。皮肉を感じたか、別に協力してねーぞ、と彼女が鼻を鳴らす。

　強制される「正しさ」のルール。犬猫の糞ふんもアナーキストの行為も自動的になかったことにされてしまうのなら、自分たちには街を汚す権利すらないのだとも言えた。

　この世界は誰かが決めた正しさに削り取られていて、それに合わないものは全てが無言の中に漂白されていく。最近とみにそうなっている。生き辛づらい世の中なのだろう……理から外れたダークエルフにとって。そして自分にとって。

　餌になる悪人たちにとっても、きっとそうなのだ。この街、この時代でなければ、ひょっとしたらもう少し補給もしやすかったのかもしれない。

　今は──周りがみんな正しすぎて、それが当たり前になりすぎていて、困る。

「魔力を補給する方法か……次はそれを考えないとな」

「そんな深刻そうに言わなくてもいいだろ。少し思いついたぞ、あたし」

「マジか」

「メッチャ寝たからな。ちょっとあっちの世界の夢を見たんだ。リザードの毒を受けちまって寝込んだときとか、ラハブ洞窟特有の赤鱗病にかかっちまったときとか、どっかの誰かに呪われて起き上がれなくなったときとかのことを思い出してた……気がする」

　さらに親指で隣のベンチを示して、

「あとな、あいつ。スライム」

「私が何よ」

「起きてすぐ目の前にあったお前の食いっぷりがヒントになった。そういやあたしも調子が悪いときには飲んだり食ったりしてたわ、ってな。あたし特製の特別な代物……つまり魔法薬みたいなモンをさ」

「魔法薬？」

　練れん介すけが聞き返すと、

「お前の知ってるダークエルフはそういうの作らねーのか？」

「いや……そうだな。暗い森の精霊みたいな立ち位置のダークエルフは、呪術師みたいな意味合いを持ってることもある。謎めいてて神秘的で自然と一緒に生きているみたいな感に寄った魅力が出る立ち位置で、それもダークエルフの素晴らしさだな間違いない」

「お、おう。……急に早口になったな……」

　好きだからしょうがない。呆あきれ顔がおの唯ゆい夏かの手前、口には出さなかったが。

「とにかく、なんか納得はできる。シーナなら確かに魔法薬みたいなのも作れそうだな」

「へへー、だろ？　実はわりと得意分野なんだぜ」

　久しぶりに見た気がするドヤ顔。心が少しだけ軽くなる。だが、

「ゲームではそういうポーションもあるけど、それで本当に魔力が回復するのか？」

「全快とまではいかねーかもしんないけど、多分、動ける程度にはなるんじゃねーかとは思ってる。そしたら改めて人間から魔力を奪いに行ったりすればいい……ああ、こっちの世界の材料で作るモンが魔マ術ギ種スに効くのか、って意味か？　わかりやすい例がいるだろ。スライムは多分、普通のメシからも魔力を生成してるぜ」

　その真偽を視線で問いかけると、唯ゆい夏かは前を向いたまま、

「そうね。変換効率は悪いけど、食べ物を魔力の補助にしてないわけじゃない。悪人から得られるものが十だとすれば、一とか二とかそのくらいの印象。でもそれは多分、私がスライムだから。魔術的な効果でカロリーを魔力に変換する、という固有の能力だと思うわ」

「でもそれは……魔術的なフィルターを通せば、この世界の物品のエネルギーを少しは魔力に変換できる、っていう意味ルールなのかもしれないな」

「多分そういう理屈だろ。スライムが消化で魔力を作れるように、あたしは魔力になりうる魔法薬を作れるかも、ってことだ」

「ひょっとして、その薬がたくさんあったら悪人倒さなくてもいけたりするのか」

　うげー、というような表情でシーナは顔をしかめた。

「いや無理。絶対ヤダ。作るのクソ面倒臭いんだよ。手間がかかるし、材料はメッチャ必要だし。それを魔力補給のメインにするなんて頭がおかしくなるっつーの」

　自分の言葉で改めて気になったか、考え事をするように首を傾かしげて、

「そーだな。やっぱ問題は材料が集まるかどうかだ。大丈夫かな？」

「正直に言えば俺もそれが不安だ。マンドラゴラとかドラゴンの尻尾とかはこっちの世界にはないんだぞ」

「ンな滅茶苦茶めちやくちや珍しい材料は使わねーけど、わりと高いモンは使うぞ。クソ高ぇぞ」

「……胡こ椒しようとか？」

「胡こ椒しようとか」

　なんとかなりそうな気がしてきた。
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　代わりに戦えとか言われるよりはよっぽどマシね、と唯ゆい夏かは呟つぶやいた。

　がらごろと大きなショッピングカートを押しながら。

「でも楽しいかどうかはまた別の話よ。有り体に言って不愉快だわ」

　冷たい視線に、買い物袋を両手に抱えて歩く練れん介すけは首を縮めるしかない。

「そうだな。悪い」

「朝あさ倉くらくんに謝られても意味はないんだけど」

「あっ、おい、あったぞお前ら。早く来いよ早く！」

　前を歩いていたシーナが、どこか楽しそうに耳をぴこぴこさせながら目的地に駆け寄る。

「おーう、肉だ肉だ。使えそうなのは……これか？　いや、こっちかな」

　彼女が求めるのは血が滴したたるほど新鮮な肉塊。すなわちそこは生いけ贄にえの祭壇──ではなく、スーパーの精肉コーナーだ。

　新しん仁じん陽よう市しの中心部にある、最も大きな複合型商業施設である。基本的にここに来ればなんでも揃そろう、と言われている場所だ。このような巨大スーパーがあり、アウトレットモールのような区画には小さなテナントがたくさん並び、多種多様の飲食店が客のニーズに応える。映画館やイベントホール、スポーツ施設も存在している。

　そこで練れん介すけたちはシーナの魔法薬の材料探しに奔走していた。

　無論、シーナの世界での材料が、こちらの世界でもそのまま存在しているとは限らない。胡こ椒しようなどのように共通しているものは買えばいいだけだが、問題はそれ以外だ。

　よくわからない物品を求められたときは、その形状や用途、出所についてシーナにヒアリングし、練れん介すけと唯ゆい夏かが「こっちの世界でいうところのこれではないか」というものをスマホの画像で見せ、シーナに確認してもらう……という手順を必要とした。

　ただ多かれ少なかれ、そこには「本当に同じものなのか」という疑念が発生する。たとえばシーナの求めていた青い花がこちらにもあったとして、それが本当に向こうの世界で咲いていたのと同一のものなのか。真の意味で証明はできない。求めていた材料ではない可能性があるが、それでいいのか──と聞いたところ、

「あたしが『いける』って感じたらいいと思うぜ？」

　というフンワリとした答えが返ってきた。

　科学的には絶対にまずいと思うのだが、作ろうとしているのは魔法薬だ。たとえば暗霊魔術スピリツトマジツクで血を炎として扱うように、似ているということ自体に意味があって、あるいは『術者の認識』というもののほうが要素として大事なのかもしれない。そう練れん介すけは納得しておくことにした。

「よっし、次行くぞ次」

　統一感のないものが詰まった買い物袋を一つ増やし、次の材料集めに向かう。事前に作っていた一応のリストを見る限り、ここからは別の店で集めていく必要がありそうだ。

　土曜日の商業施設はもちろん人通りが多い。警戒はしつつも、その人混みに紛れるようにして練れん介すけたちは歩を進めていく。今のところシーナの体調も安定しているようだ。

　マニアックな漢方の専門店。花屋。ホームセンター……ピンポイントに必要な物品をゲットするため、一見関係なさそうな店にも足を運ぶことになった。鉱石を扱っている雑貨店。外国人向けの輸入食品店、アロマテラピーの専門店。酒屋にも行く必要があったので、練れん介すけとシーナの二人が大学生のふりをして乗り込んだ。唯ゆい夏かは残念ながら素で中学生やそれ以下に間違われてしまうタイプなので一緒にいてもらうわけにはいかない。

「へへー、だいたい揃そろってきたな。ちっと休憩しようぜ」

「そうしようか。俺も少し喉が渇いてきた。水分を補給しとこう」

　ちょうど近くに、ホール状の広場が見えた。

　テナントの立ち並ぶ通路が放射状に集まった、その中央部。天井は高いドーム状になっていて、全面ガラス張りのために太陽の明るい光が燦さん々さんと差し込んできている。その直下、広場の真ん中には大きく浅く作られた水場があり、噴水が控えめに涼気を舞い上げていた。表示板に見えたのは、憩いの噴水、という文字。

「お前も腹ごしらえしたいんなら別にいいぞ。あそこの……鶏とり肉にく屋？　の前に立ってる白服で眼鏡のオッサンとか食いでがありそうだな」

「創業者のマスコット人形よりは干ひ涸からびたダークエルフのほうが腹が膨れそうよね」

　憩いが欲しかったので、あの噴水の近くで一刻も早く休憩しようと主張した。




　シーナは一段高く作られた噴水の縁に腰を下ろす。練れん介すけも隣に座り、容器に入った水を飲み始めた。唯ゆい夏かは練れん介すけ側の少し離れた場所に位置取っていた。

　人工的な噴水ではあるが、水音はなかなかに心地ここち好よい。背中側には穏やかな水場の気配が広がっている。自分の知る湖畔や川辺とは比べるべくもないが、無機質な白石で組み立てられた街や建物の中にずっといては、こういうものも貴重に感じられてしまうのだろう。それを証明するように、周りでは自分たち以外にも多くの人間が腰を落ち着けて休んでいた。

　シーナは背伸びしながら頭上を見上げる。透明な板を貫いて落ちてくる陽光はその鋭さを増しているようで、自然、目が細まった。

　森の優しい木漏れ日とは違う太陽。湖畔のせせらぎとは違う水音。怨えん嗟さや排斥の混じっていない喧けん騒そう……新鮮なのは確かで、それなりに甘受してやってもいいかという気分にはなる。

　練れん介すけは携帯を取り出し、次に向かうべき店について調べているようだった。何か疑問があったのか、隣のスライム女に声をかけ、同じ画面を覗のぞき込んで話し始める。

（ふん……）

　なぜか少し不愉快な気分になったが、邪魔をするようなことでもない。残り滓かすのようなスライムの眷けん属ぞくにはせいぜい自分のために働いてもらおう。

　シーナは欠伸あくびを漏らす。これは単なる眠気だ。

　一方──わざわざ意識する必要もないほど、細かな不調は持続的に残っていた。薄い頭痛。一瞬の目め眩まい。感覚の乱れ。ただ、言ってもどうにもならないから誤魔化している。練れん介すけは気付いていると思うが、殊更に心配している様子は見せなかった。表に出さないように我慢しているのだろう……それでいい。唯一人のダークエルフの眷けん属ぞくなのだから、どっしり構えていてもらわないと困る。どうせもう少しの辛抱なのだし。

　魔法薬を作って魔力を補給すれば、状態はよくなる──はずだ。きっと。

　普通に動けるようになったら、悪人を襲ってさらに濃い魔力を吸収し、元に戻って、それからゴブリンにリベンジだ。相手の手の内はもうだいたいわかった。次は楽勝に決まっている。

　問題は──相手が、その回復までの時間を与えてくれるかどうか。

　そのとき、シーナはふと視線を感じた。

　勘違いではない。練れん介すけたちはまだ二人で話している。それとは別の場所、別の何者かだ。明らかにこの自分一人に意識の焦点を当て、じっと見てきている。動きを見逃すまいというように、無言で視線を向けてきている──

（……来たかよ）

　いつまでも敵が黙っているとも限らなかった。シーナはとりあえず気付きを悟られないように、目だけを動かしてその視線の持ち主を辿たどった。それはすぐ近くにいた。

　この噴水の側に置いてあるベビーカー、そこに乗っていた幼児だった。

「……へ？」

「あはー」

　目が合うと、にっこりと笑いを向けてくる。小さな手足を動かして、喜んでいるようだった。

　気が抜ける……が、不思議と目が離せなくなった。顔のパーツの一つ一つの小ささ。指も人形のように小さなものなのに、しっかりと握ったり開いたりしていた。

　なんだこの生き物は、という気分になっていたのだった。

　無論、赤子や子供を見たことくらいはある。触ったこともある。だが、こんなふうにじっと見つめ合ったことはあっただろうか。穏やかな光の中で、水の音の中で、その無む垢くに真正面から向き合ったことなどあっただろうか。

　シーナのきらきら光る髪が気になるのか、幼児は負けないほどきらきらした目でそれを追う。摑つかもうとするかのように腕を伸ばし、手を彷徨さまよわせる。

　シーナはそちらに軽く目を向けた姿勢のまま動けない。どうしてか。野の良ら猫ねこがじっと人間の動きを窺うかがっている様を思い出した。自分は猫ではないのに、何な故ぜだ。

　そのうちに──幼児はベビーカーの中で身を捩よじって、立った。帯などは巻かれていなかったようだ。そしてベビーカーの座席から足を踏み出し、隣接していた噴水の縁に足をかけ……奇跡的なバランスで乗り換えに成功し、ふらふらと歩き出す。

（……おいおい）

　親らしい人間はベビーカーを挟んだ反対側で、同年代の女と楽しそうに話していた。

　おいおい、いいのか、ともう一度思った。

　赤子に親と言えばお約束だ。おぞましく汚らしいダークエルフが近くにいるのに気付いたら、悲鳴を上げて引き離すのがお約束だ。騒ぎは起こしたくない。

　だが……なおもまだ、幼児は噴水の縁をよろよろ歩いている。きらきら光るこちらの髪の毛を手に入れようと、呪いも悪意も持たない目で近付いてくる。

　しかし元から歩き慣れていなかったのだろう、ふらりとその身体からだがよろめいて、その小さな体たい軀くなら頭まで浸つかってもおかしくない水が湛たたえられている噴水の中に向けて、

「おいいいィィ──ッ!?」




　水音。




　シーナは真上に手を伸ばした状態で、遥はるか彼方かなた、朧おぼろげに揺れる光の輪を見ていた。水面越しの太陽に目を細める必要はなかったが、自分自身に対して半眼にはなっていた。なにやってんだ自分。行動の方向性もそうだが、結果にも不満があった。体調が万全ならもう少し反応よく動けた気がする。こんなふうに自分が水の中に突っ込まなくても。

　水面に突き出した両腕の先には、持ち上げている子供の重みがある。飛行機ごっことでも思っているのか、嬉うれしそうに笑っている声が水中音として届いてきた。

「シーナ!?　おい、シーナ！　……委員長、子供のほう頼む！」

　練れん介すけがすぐに気付いて引っ張り上げてくれた。数秒ぶりの酸素。子供のほうは練れん介すけ経由でスライム女が受け取っていて、それからすぐに、

「ひなちゃん!?　ああ──！」

　母親らしき女に手渡されていた。その目がこちらを捉える。

　シーナは濡ぬれた髪を搔かき上あげながら顔を背けた。

　本当に、何をしているのか、自分は。わかりきっているだろう。反応は──

「あ、ありがとうございます！　すみません、本当に、ちゃんと見ておくべきでした！」

「は？」

　頭を下げて謝られ、感謝された。そいつと話していた友達らしき女もほっと胸を撫なで下おろした様子で言ってくる。気付いたときにはもう縁を歩いていて、その瞬間によろけてしまったのを見てぞっとしたが、お姉さんが反応してくれてよかった、と。

　シーナとしては困惑するしかない。

　ダークエルフである自分が、子供を触ったのだ。触ってしまったのだ。普通は狂乱して遠ざけようとするものだろう。近付くなと罵り、殺そうとし、子供に害がないか怯おびえた目で見て、聖水か何かで子供を清めて守ろうとするものだろう。

　なのに、なぜ。

　むず痒がゆい気分だった。子供とは関係ない、周りにいただけの人間たちの、何か祝福するような視線すら居心地が悪かった。ダークエルフに、祝福？

「本当にごめんなさい、そんなに濡ぬれてしまって……クリーニング代は出させてもらいますね。ああ、とりあえず施設のサービス係にお願いして、タオルとか借りたほうが──」

「いえ、そこまでのことじゃないです。すぐに乾くと思いますし。……行きましょ」

「そ、そうだな。すみません、俺たち、少し用事あるんで、これで」

　真顔の唯ゆい夏かと愛あい想そ笑わらいの練れん介すけが頭を下げ、シーナの腕をさりげなく引っ張る。確かに注目を浴びるのはあまりよいことではない。逆らわずに移動した。

　人ひと気けのない方向に不自然ではない程度の早足で進みつつ、唯ゆい夏かが小さく呟つぶやく。

「馬鹿じゃないの」

「委員長」

　練れん介すけがそれだけ言うと、彼女の頭が微かすかに揺れたのがわかった。シーナの位置からは、どんな顔をしていたのかは見えなかった。

「仕方なかったのはわかってるわよ。……半分くらいは、何か起こるまで気付かなかった自分に対して言ったわ」

「なら、俺も同じだよ」

　それで会話は終わったようだった。

　従業員用のエリアに片足を突っ込んでいるような通路に入り、そこで身だしなみを整えることにする。と言っても、練れん介すけが途中の店で買ったタオルでこちらの頭を拭いてきただけだが。

　何を言えばいいのかわからず、結局仏ぶつ頂ちよう面づらで口を尖とがらせ、

「……しょーがなかったんだよ」

　と呟つぶやいたら、なぜか練れん介すけは笑った。

「そうだな、わかってる」

「なんで笑ってんだよ。噓うそじゃねーし。なんか勝手に」

「あー、何て言えばいいかな。俺は……うん。シーナは最高のダークエルフだな、って再確認したんだ。それだけ」

　濡ぬれた髪に触れる、練れん介すけの手の感触。それは壊れ物を扱うようで──タオル越しに頭を撫なでられている、ようで。今まで感じたことのないものだった。

　練れん介すけがどういうつもりで、実際どう意識して手を動かしているのかは知らなかったが。

　それは少なくとも、悪くない、と思えるくらいのものではあったから。

「……ヘンなの」

　ひとまず、その苦笑でまとめて全部気にしないことにした。
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　シーナはどうしてか戸惑っていたようだったが、練れん介すけには驚きはなかった。

　ダークエルフという存在は、彼女は、ただ、したいようにするだけなのだ。それが善なのか悪なのかなんて区分は本来必要ない。それを決めるのは周りの世界だ。何者にも囚とらわれない自由さこそが彼女というダークエルフの本質。

　だからさっきの出来事に驚きはなかったし、評価や印象を変える必要もなかった。

　最高に自由なダークエルフに、微笑ほほえむだけでいい。

　当然ながら水気的には頭を拭くだけでは足りなかったので、タオルを与えてシーナを女子トイレに押し込んだ。練れん介すけにどうにもできない部分は自分で対処してもらうしかない。

　予想してはいたが、甲か斐い甲が斐いしく手伝う気は唯ゆい夏かにはまるでないようだ。トイレの前で練れん介すけと共にシーナを待つ。古くさいデバイスでのテトリスは、もはや安心感を覚える光景だ。

　しばらく経たって、ふと、その液晶から目を離さないまま彼女は言った。

「ところで、確認するのを忘れてたけど。あれって朝あさ倉くらくんのジャージ？」

「ああ。魔力不足の影響で、いつもの服が出せなくなってるみたいだからさ」

「……ふぅん」

　目が細まったのは、多分、待望のテトリス棒が落ちてきたりでもしたのだろう。

　そこでシーナが女子トイレから出てきた。

「拭くのも限度があるなー。絞ってはみたけど、まだ張り付いてちっと気持ち悪いぞ」

　髪や肌にはまだうっすら水気が残っている。上半身のジャージを脱いで肩に担かつぎ、その下に着ていたＴシャツだけという姿だ。肩までの腕まくりに加え、裾をたぐり上げて横で絞っており、形のよいヘソが丸見えになっている。幸い昨夜の傷自体はもう塞がって見えなくなっているようだ。そのＴシャツも乾いているわけではないので、キュッと締め付けられた布地が膨らみを持ち上げその先端の微妙な起伏もぴっちりと描き出していて、

「……」

　唯ゆい夏かが半眼でテトリスの電源を落とした。あまり点数が伸びなかったのだろうか。

　妙な圧を感じるその視線を、彼女はゆっくりと練れん介すけに向けてきて、

「濡ぬれたままは目立つから、別の服を買わせたほうがいいわ。絶対」

「そう、かな。……そうかもな」

　しかし、そうなると。

　練れん介すけは瞬時に判断し、わかりやすく唯ゆい夏かに頭を下げながら手を合わせた。

「委員長。お願いがあるんだけど……それ、手伝っては、くれませんでしょうか。勿もち論ろん、代金は全部俺が出すから」

「……」

「一人でやらせると着方とかわからないと思う。どこの部位に何を着るかもわかってない可能性がある。多分、言わないと下着も買おうとはしない。そういうレベルの奴やつだ」

　ひく、と一つ頰を引ひき攣つらせてから。

　唯ゆい夏かは凍えるような目で快く了承してくれた。




　モールで見つけた、若い女性向けの衣料店。

　練れん介すけは居心地の悪さを感じながら立ち尽くし、天井に視線を彷徨さまよわせていた。

　予想もしていなかったことだ。まさか『誰かの着替えを更衣室の外で待つ』なんていうベタなイベントを体験することがあろうとは。

「へへー。練れん介すけ、これどうだ、これ？」

　シャッと試着室のカーテンが開くと、そこには活動的なホットパンツを穿はいたシーナ。意外に楽しんでいるのか、耳がぴこぴこ上下に動いている。ホットパンツでむっちりと際きわ立だつ太ふと股もも、限界まで引き締められ持ち上げられた尻は肉感的で、良よいとしか言えない……。
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「お客様、スタイルがいいから何でも似合っちゃいますね～。こっちも合わせてみません？」

「練れん介すけが見たことないヘンな顔すんのが面白いからな。いいぜ」

「ほどほどでお願いします。本当に」

　そう店員に言う唯ゆい夏かも一応の手伝いはしてくれていたが……コーディネーターというよりは、観賞用動物の毛並みを整えて客の前に出さなくてはならない、死んだ目をした無給労働中の飼育員の雰囲気だった。

　ワンピースに麦わら帽子のスタイル。南の島がよく似合いそうな感じになった。夏の砂浜を一緒に歩いてみたい。

　大人びたレザーの服を基調としたスタイル。より大人なギャルっぽい感じになった。ゴブリンっぽいな？　どっちが似合う？　と聞かれたが、答えは言うまでもない。

　あえて雰囲気とは逆にしたスラックスのスタイル。ＯＬや大学生に見えなくもない……調子に乗った店員が伊だ達て眼鏡をシーナの顔に乗せ、新たな魅力を再確認した。シーナには動きづらいなと不評だった。

「……」

　ダークエルフは意外となんでも似合う。新事実だ。それともシーナだからか？　何にせよ褐色は全ての料理を引き立てる万能調味料。唯一無二の最強主食だと証明された。練れん介すけは幸福感と共に頭の中の長期記録フォルダに厳重な鍵をかける。

　シーナに飽きの気配が見え始めたところで、ショーは終了。選んでもらった結果、最終的にはホットパンツの動きやすいスタイル一式を買うことになった。

　その新しい装よそおいに着替えて店を出る。やっと解放されたと溜ため息いきをつく唯ゆい夏かとは対照的に、シーナは楽しそうに身を翻ひるがえして言った。

「んじゃあ残りの材料集めにいくか。へへー、もう少しで揃そろうぞ！」

　今の買い物が練れん介すけの財布に与えたダメージは予想以上だったが。

　そのシーナの新鮮な姿と笑顔で、逆にお釣りを払いたい気分になった。




　数十分後、なんとか無事に全ての材料が揃そろう。こちらの世界製の魔法薬が実際にシーナの言う通りの効果を出してくれるかどうかはともかく、とりあえずホッとした。

　モールを出る方向に歩き出しながら、次の問題についてシーナに確認する。

「よし。で……どこで、どうやって作る？」

「とりあえず火は必要だな。煮たり焼いたりするからさ」

「じゃあ鍋とかもあったほうがいいよな。となると」

　後の先。有無を言わさぬカウンター抜刀術じみた視線と言葉が飛んできた。

「先に言っておくわ。私の家は絶対に使わせない」

「……了解だ。キャンプ場の焚たき火びとかなら目立たないけど、人ひと気けがない場所はやや危険だな。街中の公園は逆に目立って警察とか呼ばれかねない。となると……携帯コンロとかでいけるのかな？　どんぐらいの火力が欲ほしいかにもよるけど」

「普通の料理するぐらいの感じで大丈夫だとは思うぜ」

「なら携帯コンロとか鍋を買ってどこかに持ち込む、って手か。どうするかな」

　そのとき練れん介すけたちが歩いていたのは、帰り道への最短ルート、棟の二階部分同士を繫つないでいる渡り廊下だった。屋根はなく吹きさらしで、通路の脇には花が植えられていたり中程にはベンチが置かれていたり、遊歩道のような意味合いも持っているようだった。

　自分では、そんなつもりはなかったが。

　材料集めが終わって、少しは気が緩んでいたのかもしれない。

　ちょうど通り過ぎようとしていたベンチに誰かが座っていたのにも、シーナの声がその場所に届いてしまったことにも──問題が起こったあとにしか、気付けなかった。

　シーナは当然のように言ったのだ。

「んじゃ、またあそこのラブホでいいんじゃね？　広くてちょうどいいだろ、行こうぜ」

　瞬間、ガバッとベンチから立ち上がったのは、見知った顔の女だった。

　睨にらむような視線、均整の取れた体育会系の肢体、生真面目そうな雰囲気──

　隣のクラスの委員長、穿せん崎ざき陽ようだ。

　まずい、と思う。

　何を推測する必要もなく、その表情を見る限り、確実に何かを誤解しているとわかった。

「ねえ、今あなた、何て言った？」

「何だお前？」

「いいから。答えて」

「ラブホ行こうぜって言ったぞ」

「あなたたち、三人で、行くの？」

「行くつもりだったけど、それがどうした？」

　止める暇もなかった。頭を抱えたくなる。唯ゆい夏かが肩を落として溜ため息いきをついているのがわかった。その面倒臭い気分は非常に同感だ。

「あなた！　どういうつもり……!?」

「あー、信じてくれるかどうかわかんないけど、いろいろ誤解がある。俺たちは──」

「誤魔化さないで。はっきりとこの耳で聞いたもの。噓うそとか冗談のテンションじゃなかった。それくらいはあたしにもわかるわ」

「噓うそでも冗談でもないけど、そうね。穿せん崎ざきさんが考えているようなことじゃなくて……そう。用事、というか。社会勉強のために入ってみる必要があった、ということよ」

　さすがに黙っていられなかったのか、唯ゆい夏かも口を挟む。

「枇び杷わ谷たにさん。少し驚いたけど、あなたも……同じクラスだから、ええ、朝あさ倉くらくんとそういう関係になってもおかしくないと思う。でも！」

「落ち着いて。そういうことではないわ」

「落ち着けるわけないでしょう！　これは間違ってるわ！　正しいことじゃない！」

　ぎらぎらした目だった。裏切りを確信しているような。

　練れん介すけは悟る。これはシーナの発言だけではない。それ以前の、もっと根本的な──自分たちが三人でいることとか、仲良く買い物していることとか、そういうこと自体に何か許せないものを感じているのだ。そのうえで攻撃材料として一番手っ取り早い発言に嚙かみついているだけだ。たとえシーナが今のタイミングでクリティカルな失言をしていなくとも、結局のところこちらに話しかけてきたのだろうという気はする。

　それは、なぜだ。

　なぜ彼女は、そんなにも怒りを抱いている？

　朝あさ倉くら練れん介すけの不誠実を、糾弾している？

　──考えるまでもなかった。

「ごめんごめん、お待たせ。トイレがちょっと混んでてさー」

　通路の向こうから歩いてきたのは、今時の格好をした下級生。そしてゴブリンの眷けん属ぞく。

「へ……朝あさ倉くらセンパイ？」

　こちらを見てふわりと嬉うれしそうな笑みを浮かべていたのは一瞬のこと。

　横にいるシーナと唯ゆい夏かの存在が、即座にその顔つきに変化を与える。

　どこか遠い目。

　そこに感じたのは──寂しげな羨せん望ぼう、のようなもの。

　練れん介すけにも容易たやすく読み取れるほど、それはあまりに純粋すぎたから。




　間違いなく、今ここで手を伸ばしてくるだろう、という確信を覚えた。
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　確信？　本当か？　自分の感覚が信じられない。だが思考ではない感覚の奥底が、それは真実だと告げてくる。身構え、緊張を解くなと警告してくる。

　穿せん崎ざき陽ようがいるのは気がかりだが、無関係ならばどうせ会話の意味は通じないだろう。そちらを気にして無言でいられるような余裕はない。

「……まさか、やる気だったりしないよな。友達がいるだろ、お互いに」

　唯ゆい夏かが関係者であることは可能なら引っ張っておきたかった。あるいは切り札になる。意図を悟ったか、唯ゆい夏かは横目で見てきただけで無言を保っていた。

「ま、動くのは今夜だって話だったんだケド。でも……盗みたいと思ったときが盗みどきだ、って。本当に我慢できなくなったときは好きにしろ、って言われてるし。いいんじゃない？　とも思うかなー」

　本当にやる気なのか。友達がいるのに。

　関係ない買い物客がこの通路を行き交っているのに。

「うんうん。ダークエルフを殺すとセンパイがいなくなっちゃうから無理だけど、動けないようにして捕まえるくらいならアリかもだよね？」

「練れん介すけ。こいつはゴブリンの眷けん属ぞくだがゴブリンじゃねぇ。だったらマジで来るかもだぜ」

　シーナは既に戦闘態勢。軽く腰を落とし、剣けん吞のんな目で万ばん離りを睨にらんでいる。

「あっちは女王っつーだけあって、ゴブリンの弱さがよくわかってる。真正面から戦って勝つのはゴブリンの戦い方じゃない。目立てばそれだけ不利になることをあいつは知ってる。数に任せて、闇に紛れて、こっそり欲しいものを掠かすめ取とる……そういうやり方が染しみ付ついちまってるんだろうさ。だけど、こいつは違う」

　シーナの言うことは真実だろうと練れん介すけにも思えた。そうでないのが万離なのだ。及おい川かわ万ばん離りは、真の意味では他のゴブリンの在り方など知らない。

　だから彼女は、あるいはゴブリン以上に貪欲な存在なのかもしれなかった。

　言い換えれば──ゴブリン以上に、彼女は何かを切り捨てられるのかもしれない。

「ねえ、万ばん離り……？　何の話してるの？　こんなこと言いたくないけど、あたし──あんたが馬鹿にされてるような気がしてる。あんたの気持ちに応えないで、こいつら、こんな……こんなの、全然、誠実じゃない。正しくない。怒ったっていいんだよ、万ばん離り！」

　語気を強めた陽ようの言葉に、万ばん離りは。

　頰を緩めた。




　自問する。

　陽ように知られてもいいのだろうか？

　わからない。怒られるかもしれない。こんなことをしては駄目だと。だけど。

（最後には、仲直りできるよね、きっと──あのときみたいに）

　思い出すのは最さい期ごの瞬間。陽に看取られて自分が終わった瞬間の記憶。

　ギライザに消盗しんてでもらったため、陽ようの中には、あのときの一連の記憶は残っていないが。

　それでも、彼女は彼女だから。

　一番近くで自分のことを見ていてくれた、幼おさな馴染なじみで、親友で、姉のような存在だから。

　同じ答えに辿たどり着ついて──また、手を握り合えるはずだ。

　見続けていて、くれるはずだ。

　だから、恐れることはない。

　何も。

「んーん、それはいいんだ。気にしない。ねえ陽ようちゃん、悪いんだけど先に帰ってくれる？　これからちょっと、陽ようちゃんには関係ないことをするから」

「ば、万ばん離り？」

「……って言って帰る陽ようちゃんじゃないよね。なら、びっくりしないように、ちょい説明しなくちゃいけないかも。ええと、簡単に言うとさ」




「私、人間じゃなくなっちゃったんだ」




　その台詞せりふこそが、いくつかの点で、練れん介すけに致命的な見込み違いを突きつけるものだった。

　苦笑すら交じっているようなあっけらかんとした響きは、友人への──あるいは社会への取り繕いを既に根本から放棄していることを示していて。

　すなわち、彼女はもう、壊れていた。

　故にこそ『理』を考えるのがそもそも間違っていたのだ。人が多いところは安全なはずだとか。衆目のある場所で襲ってくるはずがないとか。

　そして、二つ目の見込み違いこそが真の意味で致命的。




　その台詞せりふは、新しく現れた別の万離の口から零こぼれたものだった。







[image: 第四章　及川万離と正しさについて]
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　警戒はしていた。だが限度はあった。

　この場所が、買い物客が多く歩く通路の真ん中だったから。

　邪魔そうに自分たちを避けていく人の流れの中、後方から歩いてきた、骨の仮面を被ってボロ布を纏まとった影がシーナにごく自然に歩み寄るのを──止めることはできなかった。

　その影の手には、粗末ながら鋭い刃を具そなえた短剣。

　人外の力を以もつて振るわれたその凶器は、いかなる躊ちゆう躇ちよもなく、シーナの右手を斬り飛ばす。

「つぁっ……！」

　それはシーナが咄とつ嗟さに反応し、本来狙われていた首筋をその手で庇かばったからだ。そうでなければ全てが終わっていたかもしれない。褐色の小さな塊が床に落ち、彼女の身体からだがよろめく。だが反射的にシーナは残った左の手で裏拳を振るい、敵を弾はじき飛とばしていた。

　咄とつ嗟さの反撃はそこまでだ。手首を押さえ、その場に膝をつく。血はそれほど流れていないが、それはシーナの体内にもはや流れ出すような血がないという意味だろう。顔面は蒼そう白はく、息はひどく不規則に荒い。

　それでも顔だけを上げ、彼女は見ている。

　後方から現れた、二人目の万離を。

「ゴブリンの、命の、盾……複数の命を、持ってる、だけじゃなくて。そのぶんの、別の身体からだも、出せた、のかよ……！」

『そう。普段は私一人に重なってる、ってだけ』

　平然と彼女は答えた。あえてのことか、眼前にいる私服姿の万ばん離りと、横手にいるボロ布と骨の仮面姿の万ばん離りが同時に声を合わせて言っていた。

「え、なに、喧けん嘩か？」

「ていうかさ、今、手が飛ばなかった？」

「作りモンに決まってんだろ。映画の撮影とかじゃね？　ヘンなカッコしてっし。つーかさ、あのマントの子……下、裸じゃなかったか？　ひょっとして十八禁系？」

　周囲の客がざわついている。当然だ。

「布と仮面は素で出せるんだけど、さすがに服はねー。なんで、なんか見せちゃったんならごめんす、センパイ。でも減るもんでもないし、もしアレなら全然見てもらってもおけなんで」

　正面の万ばん離りは微笑で雑音を受け流していた。

「それはそれとして、やっぱ周りに人が多いと動きにくいかな。見られるのはいいけど、邪魔されるのは嫌だし……いいこと思いついた、乗っかろっと」

　その後方から、さらにボロ布と仮面の人影が現れる。一体、二体、三体……それ以上。通路に並んだそれらは買い物客たちの流れをその身体からだで完全に押おし止とどめ、壁となった。

「すみませーん、映画の撮影してるんでー。ちょっとだけ封鎖させてくださーい」

　そう万ばん離りの声で言って、客の動きを制する。見ればそれは自分たちの後方でも起こっていた。買い物客たちは怪け訝げんそうにしたり不満げにしたりしていたものの、強引に突破もできないのだろう、頭を搔かいて別の道へ行っているようだった。映画と聞いて携帯のカメラを向けようとしているものもいるが、それすらもボロ布の人影たちの身体からだで阻はばまれる──

　通路を塞ぐ、同じ姿をした無数のゴブリン。合計では十体ほどにもなろうか。それは買い物客が思うような映画のエキストラではない。仮面の下に同じ顔を持つ、異常の存在だ。

「シーナ、大丈夫か!?」

「くそっ。あたしの身体からだ自体が、少し、脆もろくなってやがんな……！」

「万ばん、離り……？　何、なの、これ。どうなってるの？　顔、あまり見えないけど、声とかで、わかる。これ、みんな、万ばん離り……？」

　理解が追いついていないのだろう。陽ようは呆ぼう然ぜんと前後を見回しながら呟つぶやいていた。

「わかんないよね。なんだろ、陽ようちゃんに一番知っててほしいのは……えと、そだそだ」

　万ばん離りは軽く首を傾かしげるようにして、彼女に優しい眼まな差ざしを向ける。

「私はもう人間じゃないけど、でも、変わんないよ、ってことかな。今までと同じ、私は私。駄目な私は頑張って頑張って──誰かに見てもらえる私になりたいってだけ」

　そんな言葉を聞きながら、練れん介すけはシーナと視線を合わせていた。

　認めざるを得ない。窮地である。

　だが唯一、この状況に打開策があるとすれば。

　なりふりの構わなさで対抗するしかない。

　だから迷わず、練れん介すけは。




　穿せん崎ざき陽ようを人質に取った。




「──え？」

　首に手を回して引き寄せる。陽ようは困惑の声を漏らすだけだが、万ばん離りたちはぴくりと肩を震わせ、踏み出そうとしていた足を止めていた。視界の端では唯ゆい夏かが軽く溜ため息いきをつくのが見えた。

　万ばん離りにはわかるはずだ。眷けん属ぞくである練れん介すけの腕には、たやすく陽ようの首をへし折る力があることが。万ばん離りたちが攻撃してきたとき、練れん介すけが誰を盾にするつもりなのかということが。

　練れん介すけは唇を曲げて、シーナのように挑戦的に、ダークエルフのように悪魔的に言う。

「幻滅したか？」

「……いえ。そっすよね。なりふり構わないのはわかってたんで。そっか、そーいう手があったか。またしくっちゃったなー」

　万ばん離りは先程、陽ようをこの場から立ち去らせようとした。ならば彼女にとってもまだ陽ようは意味がある存在なのだろう。それがどれくらいの価値なのかは賭けでしかなかったが、今の態度を見ると、最低限の役割は果たしてくれそうだった。

「どうなってるの、朝あさ倉くらくん。何をしてるの」

　言ったのは陽よう……ではなく、唯ゆい夏かだった。その意図を理解し、練れん介すけは彼女には何も答えないことにする。彼女は噓うそつきだ。練れん介すけと同じように、ずっと教室で噓うそをつき続けてきた仲間だ。役者というほどではないにしても、万ばん離りにはその不自然さは見抜けないだろう。

「なに、なんの、つもり？　何する気よ、朝あさ倉くら！」

「暴れないでくれよ。何をするかは、あんたの友達がこれからどうするかによるな」

　戦う手段は、今は視線のみ。ゴブリンの眷けん属ぞくと見つめ合う。

　こちらは退けない。退け。お前のほうが、退け。それしか道はない。

　不意に、前後が騒がしくなったような気がした。

「すみません、通してください。何かやってるというのはここですか？」

　施設の警備員か誰かがやってきたらしい。通路は完全に万ばん離りたちで塞がれているため、その姿は見えなかったが……

　ふ、と万ばん離りが息を漏らした。

「しょーがない、今はここらで止めとこっと。さすがにこれ以上なんかしたらギライザ様に怒られるかもだし。見てもらえなくなるのヤだし」

　先程シーナを襲ったゴブリン万離の手から短剣が搔かき消きえる。そして前後を挟んでいたボロ布の万ばん離りたちがぞろぞろと動き始めた。正面にいた私服の万ばん離りも、踵きびすを返かえしながら──

「今夜、ケリつけよう？　また告白しに行くんで。そんとき……私のものになってください、センパイ」

　あくまでも真摯な、それゆえに理解の遠い眼まな差ざしと微笑を最後に残して。

　ゴブリンの眷けん属ぞくは消きえ失うせた。途端、練れん介すけは全てを放り出し、

「シーナ！」

「まだ、なんとか、大丈夫だっての。それより、急いで場所変えなきゃ、めんどいことになるだろ。行くぞ……」

「無茶だ。血はあんま出てないけど、いくらなんでも……」

「目立ちたくないのは最優先。しょうがないわ」

　溜ため息いきをついた唯ゆい夏かがシーナの横に屈かがみ込み、手を伸ばした。ぴくりとするシーナに、

「動かないで。食べたりしないわよ。……今はまだ、ね」

　掌てのひらで手首の切断面をなぞる。すると、よくよく見れば、というレベルだが、その傷口の上に透明な膜のような、薄いゼリーのようなものが生まれた気がした。

　それはおそらくスライムの身体からだの一部だ。人間の何かですらない、ただの『不定形の塊』としての物質。だがシーナのような存在にとっては傷口を塞ぐパッチのような役割にはなるのかもしれない。

「その数グラムなら恵んであげる。カロリー０の、ただの肉だもの」

　ちっと舌打ちするシーナ。とりあえず手で傷口を押さえておく必要はなくなったらしい。

「でもさすがに接着剤の代わりにはならないわ。手は拾っておきなさいよ」

「わかってる」

　練れん介すけは床に落ちていたシーナの手首から先を拾った。コレクションしているホラーやスプラッタ映画の中ではよくあるものだったが、現実のそれは、好きな女の子のそれは、比較にならないほどの恐ろしさを与えてきた。

　嫌な感覚を全力で嚙かみ殺ころし、練れん介すけはその手を自分の服の下に入れる。それからシーナの身体からだを一気に抱え上げた。俗に言うお姫様だっこだ。

「ちょ……これはなんか、なあ？」

「文句はあとで聞く」

　そうして走り出そうとしたとき。

「待って！」

　鋭い声が足を縫い止めた。

　もはや人質ではない、無関係なはずの彼女は、しかし。

「──説明して。朝あさ倉くらくん。全部」

　一いち縷るの甘えもない、残酷な正しさを求めて、こちらを睨にらみつけていた。




　今は一刻も早くこの場を離れることが必要で。

　彼女をここに残していけば、のちのち不利益が生まれるのは考えるまでもなく明らか。

　正解でないのはわかっていたが、それでも、選択肢はなかった。




　　　　　　　　　†




　なんとか商業施設を脱出し、身を落ち着ける場所を探す。

　何よりもシーナの状態がネックで、結局のところ、それもまた選択肢はなかったのだ。

　誰かを寝かせておくことが可能で、誰にも文句を言われず、それでいて魔法薬を作るための調理器具などが揃そろっている場所。

「絶対に嫌だって言ったはずだけど」

「悪いとは思ってるよ」

　不機嫌そうな半眼で表情を固定していた唯ゆい夏かだったが、不平等条約に渋々調印せざるを得ない元首のような溜ため息いきを合図に、オートロックのエントランスに鍵を差し込んでくれた。

　彼女も練れん介すけと同じく、親元から離れて一人暮らしをしているらしかった。高級すぎるわけでも古すぎるわけでもない、ごく一般的なマンションだ。

　演技により、万ばん離りが唯ゆい夏かのことを関係者だと確信するにはまだ至らないはずだ。怪しんで調べる可能性はあるが、少なくとも奴やつらが動き出すという夜までは身を潜めていても危険は少ないだろう。

「あーくそ。やっぱまだ力が入んねーな……」

「……」

　背負うスタイルに変更したシーナと、無言の陽ようを加えてエレベーターに乗る。

　陽ようの放置はありえなかった。警察などに相談されては面倒なことになるし、逆にゴブリン側に取り込まれるのも避けたい。向こうに人間の協力者などがいる状況になってしまえば、より日常の背後を警戒しなくてはならなくなる。

　普段の元気なシーナなら、殺すという簡単な選択を主張する可能性もあったのだと思う。しかし今は何も言わなかった。自分の身体からだが動かない状況で他人にやらせることの難しさを考えたのかもしれないし、あるいは、ひとまず陽ように事情を話すことで得られるメリットのほうを考えたのかもしれない。

（とにかくシーナが元気になれば、全然話は変わってくる。今後どうするかも。俺たちに必要なのは、それまで時間を稼ぐことだ）

　ちらりと見たが、やはり陽ようは無言だった。エレベーターの階数表示を見つめるでもなく、自分の内に沈んでいるかのように、ただ虚こ空くうに瞬まばたきを繰り返しているだけ。

　幸いにして、誰にも見み咎とがめられることなくそのまま唯ゆい夏かの部屋に辿たどり着つけた。

　練れん介すけの家よりはやや狭めな、一般的なワンルームタイプだった。家具や内装も、彼女の生き方スタイルとしては当然に、とりたてて特徴的なものはない。だが無機質に揃そろえられているというわけでもなく、ちょっとした小物や調度品の中に彼女の嗜し好こうが入っているのが見え、それが逆に『女の子らしさ』を際きわ立だたせているように思えた。

「じろじろ見ないで」

「わ、悪い。……ごめんだけど、ベッド借りてもいいかな」

「駄目って言っても使うでしょう。好きにすれば」

「あと、包帯とか借りても──」

　無言で救急セットが放られてきた。ありがたく受け取る。

　適当に座るよう唯ゆい夏かが陽ように促すのを聞きつつ、シーナをベッドに寝かせた。

「ふぅ……練れん介すけ、とりあえずくっつけといてくんね？　切り傷とかが勝手に治るのと同じで、魔力が足りるようになれば繫つながると思うからさ」

「……わかった」

　それが絶対的に足りていないのが問題なのだが、断る理由はなかった。包帯を使い、切断面同士を押し当てるようにして固定しておく。魔マ術ギ種スが出鱈目でたらめな身体からだの作りをしているのは知っているものの、安心などできるはずがない。これまでに何度も触れたはずの温かな彼女の手は、今は冷たい蠟ろうのように、ただ手首の先にあるというだけ。

　練れん介すけはぴくりとも動かない彼女の手の代わりに、ぐっと自分の拳を握りしめた。

「……予定してたあれ、作れるか？」

　買いそろえた戦利品はなんとか持ち帰ることができた。当初の目標、魔法薬の材料はこの場に揃そろっていると思うが──シーナはベッドの上で口をへの字にする。

「より飲みたい状況になっちまったけど、右手だけじゃなくて身体からだ全体が動かねー。魔力不足のところに、さらに血を流すようなことしちまったからな」

「そっか」

　練れん介すけはそう言うしかなかった。髪が短くなった、顔色を悪くした、右手を切断された、世界で一番好きなダークエルフの顔をただ見つめるしかなかった。

　昨夜と同じじゃないか。前に進むために、彼女を助けるために、なりふり構わず唯ゆい夏かに協力まで頼んだのに──結果はこれだ。いや、同じどころか、悪くなっているのかもしれない。

　喉の奥に蟠わだかまる、息苦しい何か。喉を切り裂いて取り出せるなら取り出したい。

「ンな顔すんなって。ちっと想定より手間はかかるかもだけど、魔法薬はできると思うぞ。あたしの代わりに別のヤツに作らせりゃいいんだ」

「え？」

「焼くとか混ぜるとかの手順は口でも言える。要所要所であたしの魔力を流す必要はあると思うけど、そのたびにあたしの前に持ってきてくれりゃいい」

　なるほど。そういう手段で作れるならそれもアリだろう。ただ、

「作るのにも魔力使うのか」

「呼び水みたいなもんが必要だからな。一の魔力を使って十回復する薬ができるのか、五回復するのかはやってみないとわかんねーけどさ」

　納得した。ならばあとは、誰が作るのか、だ。

「委員長。また悪いんだけど、台所借りても……」

　溜ため息いきでバッサリと切られた。

「私がやるわ。朝あさ倉くらくんに台所とかデリケートなところを触られたくないし、黙って調理器具を汚染されたくはないもの。野草とか炒いためたらどうせ捨てる羽目になりそうだけど」

「ふーん。ま、ちゃんと指示に従うってんならいいぜ。おかしなゲテモノを料理すんのは慣れてそうだしな」

　シーナの挑発を完全にスルーしつつ、唯ゆい夏かは台所に歩き出し──そのついでに、練れん介すけの耳元で小さく囁ささやいた。

「もう一つの仕事をしたくないというのもあるわ。面倒臭い説明はあなたがしなさい」

　忘れていたわけではなかったが、そうだった。武道家のような目でじっとこちらを見つめ、説明を待っている女子が同じ部屋にいる。唯ゆい夏かにとってどちらが楽かと言われれば、確かに、嫌いなダークエルフの指示に従っての台所作業のほうがまだマシだったのかもしれない。




「よーし、まずは目玉抉えぐり出すんだよ目玉。傷つけんなよ」

「……」

　大きければ大きい目玉ほどいいという事情で購入したマグロの頭部が、感情を閉ざした気配の唯ゆい夏かの手によって台所にデンと用意されるのを視界の端に捉えながら。

　練れん介すけは、今まで話したこともなかった隣のクラスの委員長──穿せん崎ざき陽ように改めて向き直った。

　正しいことをしたい。いつでも自分に誇れる自分でいたい、と言いきっていた彼女の瞳は、幼おさな馴染なじみの異変に対する不理解で揺れてはいたが、それでもなお、強く。

　誤魔化しは通じないとわかる。

　覚悟を決め、練れん介すけは説明を始めた。話すのは現状に繫つながるバックグラウンドが中心だ。練れん介すけの身に起こったこと。シーナがどういう存在であるか。信頼度を上げるために、指を少し切って樹人の中身を見せることすらした。

　スライムの魔マ術ギ種スにまつわる最初の事件については意識的に黙っていた。それは陽ようが知りたい本筋とは関係ないことだし、唯ゆい夏かの秘密を知る人間は少ないほうがいいという判断からだ。どれだけ真実味があるかはわからないが、彼女については「異変に気付かれたので仕方なく説明した、陽ようと同じ立場だ」と言っておいた。

「凄すごい臭いがしてきたんだけど。今すぐ捨てたいわ」

「おい馬鹿捨てんな殺すぞ。次はさっき焼いたやつを磨すり潰つぶして混ぜるんだ」

「できるならその口の中で混ぜたいわね」

　そんなやりとりを極力意識しないようにしながら、さらに話を続ける。陽ようは真顔でその荒唐無稽な真実を受け止めているようだった。

　及おい川かわ万ばん離りと初めて言葉を交わしてからの出来事は、少しだけ詳細に。

　虐いじめのように囲まれていたのを助けたこと。彼女が告白してきたこと。放課後に襲われ、また翌日、ゴブリンの眷けん属ぞくとして目の前に現れたこと。シーナが被害を受け、対処のために今日買い物に出かけ、そこで陽ようたちと会ったこと──

　だいたいのことを練れん介すけが話し終えると、陽ようは静かに目を閉じた。

　長く。自分の中で何かを嚙かみ締しめるように。

「…………」

　練れん介すけが話をした目的は、彼女にひとまず状況を理解させ、下手な動きをさせないようにするためと──引き換えに万ばん離りの情報を得るためだ。しかしそれを悟られたくはない。

「納得してくれたか？　俺は、噓うそはついてない」

　言ってない真実はあるけどな、と胸中で露悪的に囁ささやいておいた。

　それからなおもしばらく陽ようは無言を保っていたが、ようやく、その瞼まぶたが持ち上がる。

　しかし視線は床の上に落ちるだけ。

　練れん介すけが何か促すまでもなく、その口だけが小さく動いて──

　彼女は、一人の幼おさな馴染なじみとの物語を語り始めた。
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　穿せん崎ざき陽ようが及おい川かわ万ばん離りと初めて出会ったのは、小学校低学年のころだ。

　ある日の朝、登校しようとしていたとき、家の外に車が停とまる音が聞こえた。

　なぜかそのタイミングで玄関先に出ていた両親が外から自分を呼び、珍しく外で見送りでもしてくれるのかなとランドセルを背負って玄関を開けると、一台の車が走り去ったそこには小さな女の子がいた。その子の親の姿はなく、一人で、陽ようの両親に挟まれていた。

　背中を丸めて、身を縮めて、顔を伏せて。

　けれどちらちらと、何かを確かめるように、陽ようの両親の顔にしきりに視線を向けていた。陽ようが出ていくと、その視線が向かう対象は三つに増える。

　名前は両親の口から聞かされた。

「及おい川かわ万ばん離りちゃん、っていうんだ。歳としはお前の一つ下になる」

「今日から一緒に学校に行きなさい。ちゃんと連れて行ってあげるの。陽ようはお姉ちゃんなんだから、できるわよね？」

「迷子になったり、事故に遭ったりしないように面倒を見るんだぞ。サボったり嫌がったりしちゃいけない。これは──」

　そして両親は、生まれてからずっと陽ように言い続けていたことを、そのときも言った。




「これは、正しいことなんだから。いつも言ってるだろう？　正しいことをしなさいって」




　……万ばん離りと引き合わされたのが、なぜそのタイミングだったかはわからない。

　ただし理由はわかる。当時はわからなかったが、歳としを取るにつれ、わかってきた。陽ようの両親は地元では名と顔の知れた名士であり、人脈や好感度や形のない善意の交換やその貸し借りで生計を立てており、つまりは政治家と呼ばれる肩書きの人間だった。一方で、端的に言えば万ばん離りのほうは家に問題を抱えていた。

　万ばん離りを表面的な保護下に置くことは、おそらく、陽ようの両親が信用に値する素晴らしい存在であると周囲へ示すためのアピールか、あるいはそう見せることで利益が生まれる取引のようなもので──

　きっと二人は、ついでにそれを自分たちの娘にも手伝わせてみようとしたのだろう。

　これから正しい人間に育てていくための、ちょうどいい教材として。




　万ばん離りは最初は無口だったが、次第に心を許してくれるようになった。

　毎日一緒に登校するのだから、時間はいくらでもある。たくさん話をした。そこにはもちろん万ばん離りの家の事情も含まれていた。

　親はあまり──ほとんど──家にいないこと。ずっと一人で暮らしていたこと。学校にも、あまり行っていなかったこと。

　でも今は学校に行けて嬉うれしい、と万ばん離りは笑った。家は変わっちゃったし、相変わらず親にはほとんど会えなくて、世話をしてくれるおばさんたちのほうがよく会うが、ごはんもちゃんと食べられて嬉うれしい、と。

　陽ようの視線を、まさしく雲の隙間から差し込む陽の光を喜んで浴びる蒲公英たんぽぽのように、それが得え難がたい奇跡の欠片かけらであるかのように、静かな歓喜に満ちた眼まな差ざしでまっすぐ受け止めながら。

　彼女は笑うのだ。

　その顔を見たとき、陽ようの胸には熱が生まれるのが常だった。

　今までに感じたことがない熱だ。短い人生で初めて触れた目新しさ、新鮮さ、夜道が明かりで照らされたような晴れやかさ、ほっとするような安心感、脆もろい壊れものを包み込む尊さ──愛おしさ。

　それらの意味はよくわからなかったが、どうあれその感覚は気分の悪いものではなくて。

　だから陽ようはごく自然に、小学校を卒業しても、両親がもういいと言っても──

　自分はずっと、この子と一緒にいようと決めた。




　万ばん離りが周囲からどういう目で見られているのかは、わりと早い段階で気付いた。どういう扱いを受けているのか、と言い換えてもいい。万ばん離りは特段、陽ように頼ろうという動きは見せなかったが、陽ようは万ばん離りのことをよく見るようにしていたから当然だった。

　理由は知らない。出会ったころに俯うつむき加減だったのは、きっとそれ以前の環境がそうさせていただけで、彼女はけっして暗い性格ではなかった。

　ただ、様々な部分で不器用ではあったのだろうと思う。学校の勉強に関しても、対人関係に関しても。その歪ゆがみが及おい川かわ万ばん離りという少女をいつの時期も包んでいた。

　孤立があり、嘲笑があり、黙殺があり、痛みがあった。

　陽ようは万ばん離りの周りに納得できないことを見つければ、それがいかなるものであろうとも臆せず戦った。それが「正しいこと」であると知っていたからだ。自分自身も未熟で、まだ加減のわからなかったころは実際に手を出して戦ってしまったこともあった。そのときは親を呼ばれ、「それは正しくない」とひどく𠮟られたが──表向きは頭を下げて反省しながらも、心の中では自分の中の正しさはそれなのだと不思議に確信していた。

　しかし万ばん離りのほうは、そんな状況を当たり前だと捉えている節があり、それは陽ようを苛いら立だたせることになる。その不当な扱いも、それを黙って受け入れることも、正しくない。だから戦うべきだ、と彼女の手を引いたこともあったが、万ばん離りは世界のほうを変えようとはしなかった。

　自分のほうを健けな気げに変えようとし続けた。そのせいか、逆に性格や外見は成長するに従って明るくなっていったように思う。

　自分は駄目だから、不出来だから、能力が低いから、こうなっているだけ。だったら頑張ればいい。頑張って、少しでもまともになればいい。そうしたら、ちゃんとみんなに見てもらえるようになるし、頑張っているのを見てもらうこと自体にも意味はある──と。

　手放しで納得はできなかったが、理解はした。

　それはきっと自分たちの両方が「正しい」。

　だから何を言うでもなく、自然と、自分たちはお互いの正しさをただ信じるだけになった。

　陽ようはそれからも万ばん離りの手を引き続け、彼女が害されていると感じれば戦い、彼女に戦うように求めた。無理強いはしなかったが、そう在ってほしいということを伝え続け──自分の姿で、それを証明しようとした。

　万ばん離りはそれからも笑顔で人の悪意をいなし続け、誰かと戦うことなく、ただ自分の不出来を受け入れ、そうでなくなるための努力をし続けた。成果はあまり生まれなかったのかもしれなかったが、「頑張るから見ててよ」と会うたびに笑う彼女の顔はずっと変わらなかった。

　それを見たとき、陽ようの胸に生まれる熱も。




　万ばん離りの頑張りの成果として、明確なものが一つだけある。

　騎士校に入った陽ようのあとを追って、整備科の入学試験を突破したことだ。当然ながら陽ようの騎士校一年目のときは万ばん離りは中学生で、会えるのは学校外だけになっていたが、関係性は変わっていなかった。

「今まで世話になってたじゃん。だからそのお返しに、いつか陽ようちゃんを手伝えたらなって思うんだ。私が整備したＲリボＶルヴに乗って陽ようちゃんが騎士の仕事をするとか、なんかエモくない？　うん、駄目かもしれないけど頑張るからさ、見ててよ！」

　結果がどうであれ、それが二人の間柄に何の影響も及ぼさないことはわかっていたので、陽ようはただニュートラルな気持ちで万ばん離りを応援していた。そのつもりだった。

　けれど、実際合格したと聞いたときには、思わず涙が零こぼれてしまったから。

　やっぱり何かを信じ、願っていたのかもしれない。

　頑張った人間は報われていいはずだという、子供じみた神話のようなものを。




　二人の学校生活はそうして始まった。

　小学生のときから何も変わらない関係性が、ずっと続くのだと、思っていた……
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「話が長え」

　ベッドの上、シーナが半眼で一蹴した。あまり口出ししないという取り決めはしていたが、さすがに我慢できなくなったらしい。

　唯ゆい夏かは我関せずとばかりに死んだ目で刺激臭のする鍋を搔かき回まわしている。

　陽ようは久しぶりに床の上から視線を動かした。ベッドで寝ているダークエルフを静かに経由して、ぼんやりと天井を見上げる。

「あたしがあんたたちの話を聞いて思ったのは……異世界からの転生とかどうでもいい、ってことよ。それは……たとえば、宇宙人が来たとかと同じ、あたしには関係のないこと。そうとしか思えないから」

　その反応も充分考えられることだった。普通の人間はそもそもダークエルフがどういうものかすら知らない。説明されても理解できないし、実感が持てない。そうなっても当然だ。

「でも……現実味はないけど、情報としての理解はしたわ。いろいろ見せられたものは本当としか思えなくて、状況は本当にそうなっていると判断するしかない。だから、朝あさ倉くらくんがそうで、それがルールだっていうのなら。……あたしにとって、大事なのは──」

　殊更にゆっくりと、彼女が練れん介すけのほうを見た。

　最後の救いを求めるように。噓うそだという可能性に縋すがるように。

　けれど全ては真実だったから、練れん介すけは黙って彼女の目を残酷に見返す。

　陽ようの目から、一筋の涙が零こぼれた。




「──万ばん離りも、もう死んじゃってる、ってこと、よね？」




　途切れ途切れの声。嗚お咽えつを堪えているような。

　人外のダークエルフは、それを斟しん酌しやくする優しさなど持ち合わせてはいなかった。

「はん。それだけは確かだぜ。眷けん属ぞくである以上、百パーセント間違いねーな」

「万ばん離りは……なんで死んじゃったの？」

「知るかよ」

　陽ようも理解はしているはずだ。それは自然死か、事故死か、他人に殺されたか──あるいは自ら死を選んだかしかない。

　さっきの説明では、練れん介すけは自分が死んだ理由の深いところまでは言わなかった。ただ自分で終わりを選んだというのはそれとなく伝わる形で言ったつもりだ。

「それがわかるのは、俺たちよりあんただろ。最近変わったこととかなかったのか」

「わかるわけないでしょ。普通だった。全然、いつもと同じで、変わらなかった、のに」

　ギライザに殺されたというのはありうるか。いや、二人の態度からして違う気はする。ではなぜ──？　陽ように想像がつかないのならばわかりはしない。正直に言えば興味もない。

　そっと目元を拭う陽ようを見て、シーナは鼻を鳴らして言った。

「どーでもいいことが気になるんだな。フツーの人間ってやつは……ったく」

　言葉の最後に漏れた吐息の意味を練れん介すけは見逃さない。

「シーナ、喋しやべるだけでも疲れるぞ。安静にしといたほうがいい」

「わかっちゃいるけど薬の指示もだいたい終わってヒマなんだよ。もうすぐ完成するぜ」

「そうなのか？」

　言葉通り、異臭のするマグカップを手にした唯ゆい夏かが台所からリビングに歩いてきた。

「言われたとおりに作ったつもり。あとは知らない」

「おう。……練れん介すけ、またちょっと頼むわ。最後の仕上げをすっからさ」

　拒否などするわけもない。彼女の背に触れ、ベッドの上に身を起こさせる。

　シーナは左手でかろうじて持ったマグカップに対し目を細め、深い呼吸で集中を始めた。今まで陽ようへの説明の合間に何回かやっていたのだが、今回はそれまでとは違った。微かすかな淡い光が、彼女の身体からだからマグカップに流れていく。光量は些さ細さいなものだが、彼女が悪人から魔力を吸収するときと逆のような光景だ。ほどなくしてそれが消えると、

「よし。これで性質が変化したはずだ。あたしの魔力と親和性を持って、混じり合うと活性化する魔法薬にな。んじゃ飲むか」

　じっとマグカップを見つめてから、一気にそれを傾けて喉に落とし込む。

　空になったそれを練れん介すけに手渡しながら、眉根を寄せて息継ぎし、

「うげー、まっず。よくこんなに不ま味ずく作れんな、才能だろ」

「喧けん嘩か売ってる？」

　唯ゆい夏かの反応も当然だが、今はそれどころではない。練れん介すけはじっとシーナを見つめる。シーナは包帯の巻かれた自分の右手に目を向けた。睨にらむような視線がそこに浴びせられること数秒。

　ぴくり、とその指が動いた。まずは一本、続いて全体的に握り込むような動き。

　手首から完全に断たれていた、ただ包帯で無理に接続していただけの手に──再び神経が繫つながったような、常識では考えられない現象。だからこそ確信できる。これはシーナの魔力を増強するという魔法薬が生み出した、確かな成果だ。

　だが。

「…………」

「よーし、くっついたくっついた。おかえり、あたしの手」

　シーナは手をぐーぱーと動かしながら唇を曲げていた。いつも通りの野性味ある表情。

「んじゃ、改めて聞くとすっか。なんかさっきのなげー話で眷けん属ぞくの弱点でも教えてくれんのかと思ったら、どーもそういうのでもないみたいだし。結局のところ、ってやつをはっきりさせとこうぜ。お前はあたしらにとって何になる？」

「あたしが万ばん離りの味方をするかどうか、気にしてるのね」

　微かすかに充血した目。静かに息を吸ってから、声は絞り出される。

　その顔には──微かすかな、引ひき攣つれた、絶望的な──

　笑みのような、けっして笑みではないような、か細い表情があった。

「それ以前の問題でしょう？」

　そこに湛たたえられているのは、危うい不安定さと、震えと、脆もろさ。

　だが彼女はそれを自らの意志で、懸命に、そして哀かなしく抑え込んでいるのだと思えた。

　だからこその、その表情なのだと。

「あたしはずっと、正しいことが正しいと信じて生きてきた。それは父さんと母さんから教えられた、当たり前のこと。難しいことは何もない。人のためになることは正しくて、誰かが喜ぶことは正しくて、胸を張れることは正しくて。でも──」

　その言葉を口にしたとき見ていたのは、シーナではなかった。

　及おい川かわ万ばん離りと同じ立場の、朝あさ倉くら練れん介すけだった。

「死んだ人間が生きてるのは、正しくないわ」

　台所を片付けていた唯ゆい夏かが小さく肩を揺らして動きを止め、しかし何事もなかったように蛇口を捻ひねるのがわかった。

　ああ。自分たちがここにいるのは、この世の理屈から言っておかしい。それは確かにその通りで、わかりきっている。

　でも、だからどうした？　自分たちはここにいるしかないのに。

　正しくないその状態でも──ここにいたいと願う理由を、見つけてしまったというのに。

「そっちにはそっちの事情があるのはわかる。きっと万ばん離りにも。でも、それを考える以前に……あたしはあたしだから、今の状況全部に対して言うしかないの」

　視線をまた床に戻し、そこに置いた手の指にぐっと力を込めて。

「気持ち悪い。気持ち悪い、気持ち悪い！　正しくないから！　正しくないのは駄目なのよ！　止めて、本当に、こんなのよくない、いいはずがないでしょ!?」

　彼女は子供のように語気を荒らげ、床に爪を立てていた。唯ゆい夏かとは別の意味で、落ち着いた委員長だと思っていた彼女の変容。

「駄目、駄目なの。あたしは、万ばん離りの幼おさな馴染なじみで、絶対いなくなってほしくなくて、でも、それでも……どっちが正しいのか考えちゃう。万ばん離りの味方をするってことが、死んだっていうあの子をこの世界にいさせることが……正しいことなのかどうかを考えちゃう！　何なの、あたし、何なのよ……！」

　矛盾に苦しんでいるのだ、と思えた。今まで一つの物差しを使って彼女は生きてきたのだろう。正しさという強固な尺度。だからこそ、その物差しで測れない異常さを提示されたときには板挟みになる。『幼おさな馴染なじみを大切にすること』と『一般的な倫理観』はどちらも正しいが、異常の中、それらを天てん秤びんにかける自分は正しくない──

「もし本当に、あたしらがいるおかしさ自体に我慢できねーなら。お前はあたしらにもゴブリンにも協力できねえな。いや、むしろ両方の敵になる感じか？」

　喘あえぐような呼吸をしていた陽ようは、その挑発的な言葉で少しだけ冷静さを取り戻したらしい。

「……あたしが万ばん離りの敵になれるわけ、ないでしょ。今すぐ、あんたたちに目の前から消えてほしいとは、思ってるけど」

「へえ？　言うじゃねーか。消える可能性があるのはどっちかわかんねーアホかな？」

「あたしは……何を言っても、どうせ人質にされるか殺されるかなんでしょう。だったら言いたいことを言っておこうと思っただけよ」

「人質なあ。眷けん属ぞくはともかく、魔マ術ギ種スには通じなさそーだし、むしろ邪魔になりそうだ。いや眷けん属ぞくだって、どっかのタイミングで急に『もういいや』ってなるかもしんねーしな。ンなもんに頼れるかよ。殺すこと自体は楽でも、死体の後始末はそれなりにめんどいし」

　そこでシーナは繫つながったばかりの手を、陽ように向けてゆっくりと伸ばした。

「つーわけで、喜べよ。『何もできない』ようにしてやんぜ」

　勿もつ体たいぶったその動きには、意味ある圧を感じざるを得ないだろう。たとえ魔術のことを何も知らない人間でも。

　身体からだを固まらせる彼女に、シーナはさらに唇を邪悪に歪ゆがめ、犬歯を剝むき出だしにする。

「呪いをかけてやる。ゴブリンにあたしらのことを喋しやべったり協力したりすれば、お前は死ぬ。他のケーサツとかに何かを喋しやべっても駄目だ。あたしらの不利益になる行動をすれば死ぬ呪い、ってわけだな」

　シーナの指が印のようなものを形作り、不規則に空中で揺らめいた。そして、

「──ひひ、完了だ。調子が取り戻せたらこんなモンさ」

「呪、い……？」

「そーだよ、ダークエルフの魔術だ。ったく、手間取らせやがって。眷けん属ぞくの弱点を知らないヤツに用はねーな。さっさと帰って布ふ団とんかぶって寝てろ」

　しっしっ、とシーナは追い払うように手を振る。

　急な展開に頭がついていかないのか、陽ようはそれでも動こうとはしなかったので、練れん介すけはやや強引にその腕を摑つかんで立ち上がらせた。

「エレベーターに乗せてくる」

「うーい、頼むわ」

　唯ゆい夏かの部屋を出て共用廊下を歩き、エレベーター前に向かう。

「シーナの言うことは本当だ。だけど、少なくとも言う通りにしていれば危険はない。あんたはもう何もするな……もし及おい川かわ万ばん離りから連絡があったら、俺たちのことは上う手まく誤魔化してくれ。この家のことやこっちの情報を喋しやべらなければ呪いは発動しない」

　言うまでもなく、シーナが先程かけた『呪い』などというのはブラフはつたりだ。陽ように下手な行動をさせないための噓うそ。効果時間や詳細なルールをでっち上げる用意もしていたが、

「何も……しないわよ。できない。どうなる未来が正しいのか、あたしにはわからなくなっちゃったもの」

　陽ようは力ない表情で頷うなずくだけだった。

　練れん介すけは、シーナがこんな回りくどい手を使った理由を理解していた。陽ようへの対処法は他にいくらでもあったのに、あえてこれを使った意味。

　だから練れん介すけは新たな決意のもと、陽ように一つの頼み事をした。彼女は怪け訝げんな雰囲気を漏らしていたが、練れん介すけが目的を説明すると一応は納得したのか、それに応じてくれる。

「悪用はしないで」

「しないよ。正しいことのために必要だからだって言っただろ」

　彼女はきっと知らないのだ。朝あさ倉くら練れん介すけがどれだけ上手に噓うそを吐けるのかを。

　エレベーターのボタンを押し、到着を待つ間。

　練れん介すけは穿せん崎ざき陽ようの身体からだに一つの異変を見て取った。肩が小さく震えている。

　触れるかどうか迷ったが、

「なあ。さっきも言ったけど、下手な動きをしない限りは──」

「違うわ」

　前を向いたまま、陽ようは小さく言った。

「もし……あんたたちがただの敵なんだったら、あたしは万ばん離りを守るために戦ってたと思う。自分が死んでも、呪われても。そうできるように今までずっと鍛えてきた。でも、どっちも根本から、世界から外れた正しくないものなんだって知ってしまったから。だから」

　エレベーターが到着。彼女はどこか急ぐようにそれに乗り込む。あるいは──我慢できない何かから逃げるように。

　振り向いて、最後にその顔が見えた。

　先程と同じ、それ以外に浮かべられる表情がないが故に表出するような。

　か細く余裕のない、笑みではない笑み。

「朝あさ倉くらくんは朝あさ倉くらくんじゃない化け物にしか見えないし、万ばん離りは万ばん離りじゃない別の何かに思えてしまう。あたしは、今、それがたまらなく怖くて……哀かなしいの」

　だからそれはきっと、心からの本音だった。
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　エレベーターの表示が一階になるのを見届けて唯ゆい夏かの部屋に戻る。

　リビングと台所の境目に立っていた唯ゆい夏かが、玄関の練れん介すけに目を向け、短く聞いた。

「どうするの？」

　彼女らしい、冷然として無駄のない言葉。だがそれで練れん介すけは自分の想像が正しかったことを悟る。その問いかけの意味と、重さを。

　リビングに入り、ベッドに歩み寄る。

　シーナは横向きにシーツに倒れ込み、額に汗を浮かせて、荒い息をついていた。

　練れん介すけは唯ゆい夏かに小さなタオルを借り、ベッドの横に膝をついて、その汗を優しく拭った。

「あーくそ……余裕があったら、ウソくせぇ呪いなんかじゃなく、魔術で記憶の制御とか、してたんだけど、よ……」

　そういう予定だろうとは思っていた。陽ように対しては、ひとまず説明して時間を稼いだあと、魔力に余裕ができてから改めて対処をすればいいはずだった。詳しくはわからないが、精神に干渉する魔術を使えば自分たちに関する記憶を消すことだってできたのかもしれない。

　だが現実は。

「魔法薬……駄目、だったのか」

「予想よりは効果が出なかった、ってだけだな。やっぱ、こっちの世界の材モ料ンだったから、ちっとズレがあったかぁ？　魔力を一使って五回復する薬ができると思ったら、三しか回復しなかった。んで、斬られた手を治すのに三使っちまった、ってカンジだ……」

「トータルではマイナスね」

「わざわざ言うな、うっせぇ。そんぐらいの、計算は、できるっての……」

　唯ゆい夏かの言葉に口を尖とがらせ、シーナは喘あえぐように浅い呼吸を繰り返した。

「辛つらいなら喋しやべらなくていい。寝ててくれ」

「あー、ちっくしょ……」

　罵り声をぶつぶつと口の中で暴れさせてから、やがてシーナは目を閉じる。

　練れん介すけはその顔を見つめながら、後頭部が巨人の手で絞られるような感覚を味わっていた。

「あの子の奇襲で受けたダメージさえなければ、想定通りに少しは状態も良くなっていたんでしょうけど、今は逆。根源魔力がまた少し削れたって感じる」

「そっか。わかった」

　荒い息。汗の浮いた額。

　大好きな彼女が。生きる理由である彼女が目の前で苦しんでいるのに。

　自分はまた、こうして見つめているだけだ。

　拳を握る。無力感。自分への憤いきどおり。煮えたぎる何かが胸中で爆発しそうになる。意味も無いことを喚わめき散らし、壁に穴の一つでも開けたくなる──

　違う。落ち着け、現状を把握しろ。シーナは自力では動けない。もうすぐ日が暮れる。万ばん離りの言葉を信じるなら、相手は夜になったところで動き始めるだろう。

　決めるなら今しかない。

　自分は、これから──どうすべきなのだ？

「ちなみにだけど、夜になってもこの家が安全だとは限らないわ。あなたに特別な興味を持っている整備科の人間なら、同じクラスにいる私の顔も知っているかもしれない。魔マ術ギ種スの関係者かどうかはわからなくても、ここに身を隠している可能性くらいは考えるはず。さっきあっさり退いたのは、何にせよあなたたちを捕捉できる自信があったからでしょう」

「わかってる。咄とつ嗟さの演技はありがたかったけど……確証はなくても、選択肢の候補には入れられちまうだろうな。夜が来る前にまた移動しないと」

「この部屋に残された無関係な一般人に、ゴブリンが興味を持たないといいわね」

「……悪い」

　唯ゆい夏かが溜ため息いきをつき、また外出の準備を始める。練れん介すけはそっとシーナの身体からだを背におぶった。薄目を開けたような気はしたが、はっきりとは目覚めない。昼間はきっと大部分が空元気だったのだろうから、その反動もありそうだった。

　警戒しながらマンションを出る。

　目的地は──とりあえずシーナを休ませられる場所が優先か。泊まれればホテル。個室のある漫画喫茶はさすがに厳しいか。カラオケボックスなら三人でもいけそうだ。

　夕闇の迫る街並みは、いつも以上に空々しく練れん介すけの目に映った。

　働き者の掃除ロボの手でゴミ一つなく整えられた、清潔で無機質な道路。土曜日の楽しみはこれからだというように、そこを歩く人波はそれなりに多い。人工的に作られた箱庭じみた安寧を、そう意識することもなく甘受する者たち。悩みなどないかのように笑いあう学生。未来の予定を楽しげに語る子供。疲れた様子でネクタイを緩めるビジネススーツの集団。

　その誰も、たった今すれ違ったのが、人間ではない、生きてすらいない、あるいはその箱庭のバランスを壊す異物であることに気付いていない。

「正しくない、か……ま、そりゃそうかもしれないな」

　彼らはきっとそれぞれが特別で、しかし何の変哲もない。そんな『正しい』彼らの中に紛れ込もうとしている今だからこそ、先程の陽ようの言葉を思い出さざるを得なかった。

　わかってはいたが、考えないようにしていたのだろう。

　自分たちがここにいることには、周りの人間と同じように生きようとすることには、きっと様々な問題があった。

　ただ暮らすだけならまだいい。ただ敵が来て戦うだけだったならそれもいい。だがゴブリンに魔力を盗まれ、シーナが調子を失い、半ば追われるような立場になって──社会の中にいることの不自由さを、今、初めて実感している。

「正しいとか正しくないとか、別にどうでもいいわ。……でも」

「でも？」

「正しいものが生きやすくて、正しくないものは生きにくい。この世界がそういうシステムになっているのは否定できないわね」

　唯ゆい夏かの表情は変わらなかった。わかりきっていたことを、ただ呟つぶやいただけだというように。

　きっと彼女は自分以上に、その難しさを最初から知っていたのだろう。

　理解して、認識して、それでも──ただそこにいることを願った。

「…………」

　練れん介すけはそこまでの心の準備をしていなかったのだ。ただシーナと一緒にいられればよくて、それ以外の物事は二の次だったから。

（今までの生活を維持しながら、ずっと同じようにやれるなんてのは……甘かったのかもな）

　練れん介すけは背中にあるダークエルフの重みを意識した。耳元にかかる吐息を意識した。

　意識したことで、改めて実感する。

　今でもやはり、失いたくないものの一番はこの温度だ。これを守るために自分は今ここにいるのだ。これと共にある未来のために歩き続けているのだ。

　ああ、その願いが変わらないのなら──




　甘さのツケを払うときが、来たのかもしれない。




　結局、繁華街にある何の変哲もないカラオケボックスに三人で入った。シーナのことは店員には酔客だと思わせておく。

　部屋のモニターに流れていたＢＧＶを切って無音にし、ソファーにシーナを寝かせた。

　優しくやったつもりだが、その拍子に目覚めてしまったか、彼女の睫まつ毛げが震える。

　瞼まぶたが持ち上がり、その熱に浮かされたような瞳が練れん介すけを捉えて……へっ、と彼女は笑った。

　震える手が伸び、意外なほどにしっかりと練れん介すけの襟元を摑つかんで。驚く間もなく、ぐいと身体からだごと引き寄せられた。

　ソファーの上で上半身を重ね合わせるような形になって。

　熱っぽい肌の温ぬくもりを身体からだの前面で感じる。彼女の口は自分のすぐ耳元にあった。

「練れん介すけ。いちおー、言っとくけどさ……こないだみたいなことは、もう、ヤだぞ。一人で勝手なことはすんな。心配しなくても、あたしはすぐに復活するからさ」

　最後の言葉は、特に熱い吐息と混ざって、耳じ朶だを撫なでた。




「だから、練れん介すけ。──いなくなるなよ」




　する、と彼女の手から力が抜け、練れん介すけの身体からだは解放される。彼女は再び目を閉じ、不規則な呼吸に胸を上下させるのみ。

　ああ、と練れん介すけは胸中に熱いものが湧き上がるのを感じる。

　一瞬だ。さっきの、目を開けて自分の目を見たあの一瞬だけで、シーナは自分のやろうとしていることを見抜いたのだ。

　自分たちは繫つながっている。

　それが嬉うれしくもあり、苦しくもあった。

　なぜなら自分は、既に──

「……どうするの？」

　もう一度、唯ゆい夏かが聞いてくる。非難でも皮肉でもなく、純粋な問いかけ。

　ありがたいと思った。きっと彼女には、自分と比べて遥はるかに多くの選択肢がある。それでもこちらに動きを委ねてくれる。だから信じることにした。

「迷惑かけてごめんな、委員長。でも大丈夫だ、もう決めた」

　自分には責任がある。唯夏を殺さなかった責任が。

　彼女が自分と同じだったために、そこに在りたいという願いくらいは果たされるべきだと思ったのだ。彼女にはまだ、あの世界に、あの教室にいてもらわなくてはならない。

　でも自分は、シーナさえいればそれでいいという存在だから。

　今の温度で、吐息で、眼まな差ざしで、それを再確認してしまったから。

「──今夜、俺が終わらせるよ」

　約束は裏切らない。一人で勝手にいなくなりはしない。

　無闇やたらに、思考停止で、逃避のように突っかかっていったスライムのときとは違う。

　勝ってくればいいのだ。

　自分には確かなそのビジョンがある。

　ああ、これまで何度誓っただろう。シーナと共に在るためならなんでもすると。

　しかし今は違う。




　無意識のうちに見ないふりをしていた、良識の殻を捨て去ろう。

　なんでもする、の枠を、本当になんでもする、まで広げよう。




　そう、たとえ──




　自分にとっての日常が、これで全て砕け散ることになるのだとしても。







[image: 第五章　想いに応える手]
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　噓うそだろう、と思いながらも、全力で走るしかなかった。

　もし本当だったら。噓うそではなかったら。

　それは──それは、なんて幸せなことなんだろう！

　だから及おい川かわ万ばん離りは夜の街を一心に駆ける。道行く幸せそうな恋人たちに目を奪われ、その遮るもののない見つめ合いに羨せん望ぼうを覚えて、より足を速めた。

　身に着けているのは制服だ。

　向かっている場所を考えれば当然だった。それ以外の服装では怒られてしまう。

　特に、そこで大事な出来事が待っているのだとすれば。

　女の子なら誰だって、できるだけ正装でその場に立っていたいと思うだろう。




　人間ではない身体からだになってしまっていても、走り続ければ息ぐらいは切れる。

　落ち着け落ち着け、と深呼吸して息を整え、きちんと汗を拭って、エチケットスプレーも使ってから、万ばん離りは彼からの電話で伝えられた待ち合わせ場所に辿たどり着ついた。この時間なら鍵がかかっているはずだが、なんとかしておくと彼が言った通り、開いていた。

　薄暗くも広い空間だ。今は主電灯はついておらず、天井付近に据えつけられている補助用のライトだけが一箇所を丸く照らし出している。

　その中に彼はいた。

　それはまるで舞台のような、本当にスポットライトの中に主役が立っているように思え──そしてヒロインは誰なのかということを考えてしまって、どきどきした。

　その明かりに向かって、深呼吸しながら歩いていく。

　噓うそ。多分、噓うそだ。信じられるほど純真じゃない。馬鹿じゃない。

　でも。

「朝あさ倉くらセンパイ。……私と、付き合ってくれるって、マジなの？」

　彼は王子様のように笑って言った。

「マジだよ。悪いな、こんな殺風景なところに呼び出して」

　確かに殺風景ではあった。土間のように地面が剝むき出だしの足下も、馴な染じみ深い機械油の臭いも、ムードがいいとは言えない。けれど二人きりで会う場所としては間違いではないのかもしれなかった。二人の接点がある場所で、二人で言葉を交わす場所だ。

　微笑ほほえむ彼の向こうでは。

　ライトの光からぎりぎり外れた闇に同化するようにして、この格納庫の主たる住人──保持具に挟まれた黒い練習用ＲリボＶルヴが、まさに命めいを待つ騎士のような寡黙さで佇たたずんでいた。
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　万ばん離りの電話番号は別わかれ際ぎわに陽ようから聞いていた。

　どうなる未来が正しいのかわからない、と項うな垂だれていた陽ようであっても。

　少なくとも自分やあの子が気持ち的な決着をつけるのは正しいことだろう。状況的なものとは別に返事はちゃんとしたいから電話をさせてほしい──と言えば応じてくれた。いろいろあって混乱していただけかもしれなかったが。

「ここしか思いつかなかったんだ。外は誰かに見られるかもしれないし、教室に明かりつけると目立つし。ここはこんぐらいの明かりなら外からでもバレないからな」

「なーるほど。あたまいー」

　距離感を窺うかがうように、万ばん離りはへらりと笑う。

「約束通り、お互いの魔マ術ギ種スはここに呼んでいないよな？」

「もちろん！　今日は夜になったら私の家に呼びに来てもらう予定だったけど……あ、ギライザ様はカンゼン夜型で、昼間は寝てるっぽくて、何か用事とか言うことがあるときはメッセ送っとくのね。それで『これこれこういうことなんでとりま私の家で待っててください』ってさっき送っといたから。あ、トーゼン場所は言ってないし！」

　魔マ術ギ種スには眷けん属ぞくの位置がわかるはずだ。本当にギライザが家で待っているかどうかを確かめる術はないが、ひとまず来ないと信じるしかない。それより携帯を持っていることに少し驚く。やはり今後はシーナにも持たせるべきだろうか。

　しかしそれもここを乗り切ってからの話だ。

「じゃあ、電話で言ったことの再確認をしよう。これは提案で、契約だ」

　まっすぐに万ばん離りを見つめながら、宣言する。

「俺はお前に盗まれてやる。俺の全てはお前のものだ。してほしいことはなんでもしてやる。それはお前と付き合うってことだし、お前の恋人になるってことだ。だから」




「だから──シーナの命だけは、助けてくれ」




「……じゃ、とりあえずそこに座ろーよ、センパイ」

　万ばん離りが指し示したのは、光が辛かろうじて届く位置にあったベンチだ。バス停にあるのと同じような、何の変哲もないもの。格納庫内での休憩や荷物置きに使う設備。

　そこに並んで座った。恋人たちがそうするように。

「センパイはさ……今から私のこと、好きになれるの？」

「努力する」

「ギライザ様は女王様だからさ、私の言うことなんか聞いてくれないかもしんないよ」

「それを聞いてくれるように、心からお願いしてもらえるように、俺はお前のものになるって決めたんだ。だから、本当になんでも言ってくれていい。なんでもする。お前は……俺に、一番、何をしてほしいんだ？」

　一瞬、時間が止まったかのような静寂が訪れた。

　しかし──次の動きは、唐突すぎるほど唐突に。

　ベンチが揺れるほどの勢いで身を前に倒し、彼女は練れん介すけの顔を横から覗のぞき込んできたのだ。

　その表情は、子供のように邪気のない、満面の笑み。

　だが練れん介すけは普通ではない圧をそこに感じ、思わず息を吞のむ。

　目だ。

　その目だけが真剣すぎた。それは力強く開かれ、爛らん々らんと輝いて、狂信者の祈りが如ごとき一いち途ずな熱を力強く漏出させていた。

「私のことを見てほしい。見ててほしい。ずっと、ずっと」

　全体としては笑みの形を保ったまま。だから余計に際きわ立だつ。

　あまりにも真摯な、恋い焦がれるような、全身全霊を込めた願いのような、その瞳。

「それが……お前の一番の望みか？」

「うん。私はここにいるから。ちゃんといるから。見て」

「見てるぞ」

　そう言うしかなかった。

　万ばん離りはさらに頰を緩めて、しかし目の光だけは強めて、より顔を近付けてくる。

「ねえ、誰がいる？　センパイの前にいるのは誰？　どんな子？」

「及おい川かわ万ばん離り、だろ。騎士校の整備科で、一年生で、女子で、今風の格好してて……一般的には、可愛かわいいんじゃないかと、思う」

　努めて客観的に評価した。万ばん離りは、あは、と喉の奥から歓喜の声を漏らし──我慢できなくなったかのように、練れん介すけの下半身をまたいでベンチの上に膝立ちになった。

　今まで以上に、真正面から見つめあう形。彼女のスカートの端がズボンに擦れている。

「もっと見て、センパイ」

「見てる」

「うん、わかってる。でも……私はさ、もっともっと、安心が欲しいの。何があっても見てくれるっていう。だって、いつ見てくれなくなっちゃうかわかんないじゃん？　それは嫌なんだ。だからさ、たとえば」

　小さな重みが下半身に加わった。膝立ちだった彼女が、練れん介すけの腿ももの上に腰を下ろしたのだ。悪いた戯ずらっぽい笑みを浮かべながら、上半身を傾けて練れん介すけに身を寄せる。両腕をゆっくりと伸ばして、練れん介すけの肩に触れた。小さな手だな、と思った。

「こんなことしても、センパイ、見ててくれる？」

「っ──！」

　刹那、灼やけるような熱感が生まれた。

　肩を摑つかんだまま、万ばん離りの両手の爪が鉤かぎのように伸び、練れん介すけの身樹体肉を貫いていたのだ。血は流れず、木片じみた欠片かけらが剝がれ、鮮烈な軋きしみと痛みがぎしぎしと体内を駆け巡る。

「確かめさせて、センパイ……」

　どこか恍こう惚こつとした笑みのまま、万ばん離りはさらに爪を練れん介すけの奥地に侵入させていく。体内に食い込んでくる異物感。脂汗が流れ、偽にせ物ものの動どう悸きが激しくなり、反射的に振り払ってしまいそうになるが──嚙かみ殺ころした。

　全ての意識を、ゴブリンの眷けん属ぞくを見つめ返すことに集中させる。

「あは。嬉うれしい」

　練れん介すけの脚の上で微かすかに万ばん離りの身体からだが揺れ、女子の柔らかさと重みを改めて伝えてくる。

「ほんとに、見てくれるんだね。センパイ」

「噓うそはつかないよ。だけどさ……なんで、そんなに？」

　その問いに、万ばん離りはきょとんとした顔で、ごく当然のことのように答えた。

「だって。見てもらえなかったら、いないのと同じでしょ？」

「────」
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「今はさ、センパイ、ギライザ様、陽ようちゃん、クラスのみんな……いろいろ見てくれる人がいるけど。ずっと、ずっと、お母さんは私を見なかった。だから私はいなかった」

　陽ようから聞いた話を思い出す。二人が出会った頃の、万ばん離りの家庭環境について。何か問題があって、まともな環境ではなくて、だから陽ようが万ばん離りの世話をすることになったと言っていた。

　その意味がこれか。

　おそらくは、重度の──育児放棄ネグレクト。

「陽ようちゃんのおじさんやおばさん、陽ようちゃん、施設の人たちに見られて、初めて私は生まれたんだと思う。だから……見てもらわなくちゃ、駄目なの」

　静かな呟つぶやきのようだった言葉に、再び、熱が戻ってくる。

　それは、恍こう惚こつで狂的な、そうでなくては死んでしまうのだというような。

　懇願だった。

「見ててほしい。私は駄目で愚図だけど、頑張るから、見てて。頑張るのを、見てて……」

　彼女が『見られていなかった』のは過去だ。しかしそれは万ばん離りという人格を形成する大きな要素であったのだろう。物心ついた頃だったからこそ逃れられない、絶対の支配者に与えられる──それしかないと思い込まされてしまうような、自分と世界を取り巻く至上の法則。

　それはきっと、朝あさ倉くら練れん介すけという男が過去の冷たい温度に囚とらわれていたのと同じだ。『違う』ことが許されないと思っていた呪いと同じだ。

「見ててやるって言っただろ」

　練れん介すけは肩の痛みを無視して腕を持ち上げ、逆に万ばん離りの小さな身体からだを引き寄せるようにした。視線は逸そらさない。万ばん離りは軽くびっくりしたような目で見返してくる。

「こういうのはしたくならないのか？　もっと近くで見たり、くっついたりするのは……意外に気持ちいいことだと思うぞ」

「いや、そりゃ、まあ、知ってるけど？　初めてでもないしさ。でもセンパイ、いーの？」

　理由になっているかどうかはわからないが、それでも、それが理由なのは確かだ。

「お前のことが、少しだけわかってきたからさ」

　だから、こうしようと思った。こうすべきだと思った。

　顔と顔が近付いていく。最後までこちらの視線を確認していた万ばん離りが、睫まつ毛げを震わせ、その瞼まぶたを静かに下ろした。

　特別かもしれない身体からだの一部が触れ合う間ま際ぎわ。

　練れん介すけは、肩を引き寄せていた手を、そっと内側に滑らせて──




　万ばん離りの細首を両手で摑つかみ、樹人ツリーマンとしての力で、その頸けい椎ついをへし折った。
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　手の中に、命が抜けていく感覚がある。

　見開かれた目。跳ね回り、そして消えていく鼓動。

　掌てのひらの間で、身体からだの上で、一つの体温が失われていく。

　及おい川かわ万ばん離り。後輩の、自分を好きだと言ってくれた女の子。ここで話して、少しだけその中身が知れた。何を大事に思い、何を求めている人間なのかを理解することができた。

　それでも。だからこそ。

　その手で為なすことの意味を、世界から喪うしなわれるものの価値を知ってしまったからこそ。

　準備と覚悟は、済んだと言えた。

　自らの意志で、戻れない境界を踏み越える。

　一番大切な存在と、これからも共に在るために戦うと決めていたから。

　何を犠牲にしてでも、捨て去ってでも、諦めないと決意していたから。

　だから予定通りに、こうするのだ。

　これは人殺しか。化け物殺しか。どうあれ同族殺しではあるだろう。その罪を糾ただされるときが来るかどうかは考えず、ただ、そこに拭えない重みがあること自体は皮膚の裏に刻み込む。

　彼女の首を握り込んでいる手中で、こぷっ、と何かが動く感覚があった。本来の人間の生体反応ではない、折れた骨が自然に戻ろうとするような蠢うごめき。

　改めて手に力を込める。複数の命を持っているのだとしても、ずっとこの状態を続けるのならどうだ。首が折れた状態を維持し、新しい命になるたびに死に続けるという状況を作ればどうだ。どれだけ群れの数が多かろうが、それならいずれは──

「えー、ほんと？　わりとマジでヤバい趣味なんですね、センパイ」

　ベンチの横から、その声は聞こえた。

　ゴブリン姿の新しい万ばん離りが、練れん介すけの首筋に短剣を振り下ろしてくる。さすがに腕で防がざるを得なかった。二の腕に衝撃、大きく削れて飛び散る木片。ベンチから立ち上がって距離を取ろうとしたが、そちら側にも別の万ばん離りたちが現れ、同時に刃を突き込んできた。

　対処せねば終わりだ。咄とつ嗟さに身体からだが動く。摑つかんでいた制服の万ばん離りの身体からだを力任せに持ち上げ、新しい万ばん離りたちに向けて手加減なく投げつけた。その動作でもう一回くらいは首の骨が折れたかもしれない。

　少なくともそれで一旦の間合いは取れた。後退する。

「私を殺しても駄目っすよ」「無駄っすよ」「どうかーん」「そうそう、まだ別の私がたくさんいるんだってば」

　口々に言う万ばん離りたち。焦あせる様子もなく綽しやく然ぜんとしている。

「わかってる。お前は複数の命を持ってる。基本装備の仮面や短剣を与えて、それぞれを別の存在として外に出すこともできる……」

「あは……それがわかっててやってるんだから。やっぱり、趣味？」

　その言葉を放ったのは、最初にいた制服の万ばん離りだ。苦しそうに喉を撫なでさすりながら起き上がり──嬉うれしそうな目を、向けてくる。

「うんうん。いいよセンパイ。見てくれさえすれば、いいの。それ以外は気にしないよ。首を絞められたっていいよ。さっきの目、とっても興奮したなあ。決意とか責任感とか、申し訳なさとか、気持ち悪いと思っている感じとか……いろんなものが混じってて」

　しかしそこでふと、

「あの、ひょっとして、裸の私のほうがよく見てくれる？　この布、みんな消そうか？」

「逆効果だな。思わず目を逸そらしちまいそうだ。夜の街を全裸でうろついたりしてるんじゃないだろうな」

「正直、昔にやってみたことはあるんだけど。それなり、って感じであんま楽しくはなかったかなー。やっぱ最低限、私のことを知ってる人に見てもらわなくちゃ駄目なの。特にね、私のことを大事にしてくれる、はっきり感情を向けてくれる人がいい。誰もが一人ぶんじゃなくて、そういう人たちに見てもらうのは十人ぶん百人ぶんになるって、今の私は知ってるの」

「だからね、朝あさ倉くらセンパイ。もっと見て」

　いつのまにか死角から別の万ばん離りが忍び寄ってきていた。

　今更迷いはしない。練れん介すけは手刀を全力でその首筋に叩たたき込む。衝撃でその万ばん離りの首が激しく捻ねじれた。地面に倒れたその身体からだは、ほどなくして出現したときと同じように搔かき消きえる。

　外に分裂した彼女らは、本質的には使い魔のようなものなのだろう。故にこそ本体の万ばん離りを中心としてしか出てこない。身体からだはおそらく魔力で構成されていて、だから今のように死ねば消える。実際に命が重なっているのは本体のみ、ということか。

「いいよ、私には何してもいいよ。だからもっと、もっと、見て。私だけを見るようにさせて。そう、センパイって頑丈っぽいから……多分、手足は全部落としても大丈夫だよね？」

　制服の及おい川かわ万ばん離りは朗らかに笑い、粗末な短剣をその手に生み出した。合わせて骨の仮面とマントじみた布も。

　同じ得物を携えた、何人もの自同分族と共に、一歩。

　ゴブリンの群れは、そうして──貪欲と醜悪に満ちた、身勝手な盗みを始める。
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　数分後。

　練れん介すけは荒い息を繰り返しながら、痙けい攣れんし始めた脚でかろうじて立つだけになっていた。

　後ろにスペースはなく、前方、いや、見える範囲全てには無数の及おい川かわ万ばん離り。全身を走る亀裂感は、けっして少なくない量の樹肉がこれまでに削られたことを示していた。

　何人殺せただろう。三人、いや、四人か？　元の人数との差し引きから計算する手法は通じない。たった今も新しい及おい川かわ万ばん離りが追加されて、最初と比べれば人数はプラスになってしまっているからだ。

「マジ凄すごい、マジ必死じゃん。怪け我がしても全然諦めない感じだし。かっこいい……その目、やっぱ、かっこよすぎっしょ。センパイ、応援してます」

　数の暴力とはよく言ったものだ。一人一人の攻撃は稚拙なものでも、同時に来られては理論上どうにもできない場合がある。こちらには腕と脚が二本ずつしかないのだ。酷使した二の腕には最も大きな裂け目が生まれていて、次に大きな一撃を受ければ砕けてしまいかねない。

　腕だけではなく、鉤かぎ爪づめと短剣による損傷は身体からだの各部にある。脚に。脇腹に。首筋に。その穴から、亀裂から、切断面から、血以外の大切なものが抜け出ていく感覚。

「褒めてくれるのは嬉うれしいけど、少し飽きてきたかな。終わりが見えると、もっと頑張れるかもしれない……聞いていいか。お前の命は、残りどれくらいだ」

「んー、八十人ぶんくらいかな？」

　笑いが出そうなほどの人数だった。けれど、身体からだの傷は無意味ではない。

　それを代償に、ここに来れている。

　万ばん離りは追い詰めたと思っているかもしれないが、違う。自分は逃げ回っていたのではない。ただ、彼女らに殺されず、包囲を突破し、この場所に辿たどり着つくことが目的だった。

　自分が最後の手段として準備していた──奥の手を使うための、この場所に。

　練れん介すけは軽く視線を動かし、自分の横手にあった備え付けの装置を見た。

　口から零こぼれた言葉は、独り言だ。

「……戻れないだろうけど。まあいいか」

　たとえ、今までの全てが壊れてしまうことになろうとも。

　ダークエルフとのこれからのために生きると、誓ったから。




　練れん介すけはポケットから小さなメモリーカードを取り出し、素早くその装置に差し込む。

　小型の券売機のようなそれは、制御盤だ。

　職員室にある正規の鍵を使ったものとは違う、裏技じみた別ルートでの信号を受けて──

　保持具が一段階緩み。

　起動電力が供給され。

　騎体前面の搭乗口が、小気味良い空気音を立てて開く。




　──漆黒の騎士が、目覚めるのだ。
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　直立した状態で、保持具に固定され眠りについている、この格納庫の主。

　ＲＶ式駆動鉄騎リボルヴ・アイアンクラツド。

　制御盤は待機状態のＲリボＶルヴと保持具を通じて接続され、その起動関係の制御を行う端末だ。だからここで操作すれば、ＲリボＶルヴに基礎動力として流されているエネルギー流体ＥＦに活を与えることもできるし、駆操者が乗り込むための搭乗口をオープンさせることもできる。

　背後にあったＲリボＶルヴがその胸を開くやいなや、練れん介すけは軋きしむ脚を動かした。一気に近付き、鋼鉄の騎士の下半身を蹴るようにして身を持ち上げ、胴体席ボデイスペースに飛び込む。

　内部から操作して搭乗口を閉め、万ばん離りたちの驚きの視線から一旦逃れた。

　懐ふところから取り出したのは、この格納庫自体の合い鍵と同じく、違法に複製した起動キーだ。

（いつかは──こんなことになると、思ってたからな）

　さらにいくつかの偽装プログラム入りのデバイスを読み取らせ、この非正規なＲリボＶルヴの起動にまつわる数多あまたの問題を力業で誤魔化していく。

　法律も社会のルールも人倫も全て無視して考えるなら、練れん介すけが扱うことのできる最大の力であるのがこの鋼鉄の騎士であるのは間違いない。それはわかっていた。

　そして──それらの枷かせを無視しなくてはならないときが、いずれ訪れることも。

　だから準備していた。偽りの学校生活を送りながら計画を練り、迷いなく動いていた。頻繁に訪れる実習時間はビッグチャンス。そう、万ばん離りと初めて言葉を交わしたあの日、万ばん離りに声をかける一瞬前も、練れん介すけは『格納庫内外での細こま々ごまとした用事』に勤いそしんでいたのだ。

　主動作桿かんを握り、本格起動。身体からだに走るエネルギーラインが脈動するように輝く。光学モニタにも命が吹き込まれ、その大半が、啞あ然ぜんとしている及おい川かわ万ばん離りたちの姿を映し出した。

「センパイ……!?　そんなのアリ？　なんで起動できんの？」

　答える必要はなかったが、外部マイクをわざわざカットはしなかった。

「いろいろ抜け道はあるんだよ、１年坊。勉強したらわかってくるさ。自分でなんとかできるところはやったけど、ま、裏道の犯罪者さんたちの手も借りれるところは借りた。スゲー金がかかったぞ」

　だがそれはさしたる出費ではない。自分たちの未来に関わることだと思えば。

　搭ギヤ乗ンベ衣ゾンは勿もち論ろん着ていない。全身は傷だらけで、人間であれば失血死しそうなほどの出血が見えているだろう。全てにおいてＲリボＶルヴに乗って許される状況ではない。

　それでも──動かすために、ここにいる。

　固定具の最後の安全装置を外せば、もはや騎士に枷かせはない。黒き体たい軀くのＲリボＶルヴが、真にその二本の脚だけで土剝むき出だしの床を踏みしめる。

　練れん介すけは高くなった視点から、機械を通じて万ばん離りに問いかけた。

「……卑ひ怯きようだって言うか？」

「いやー、それは言うっしょ。ズルいよ、センパイ」

　彼女は困ったなというような気配を滲にじませて、へらりと笑った。

　見えはしないだろうが、練れん介すけも唇を曲げてそれに応じる。

「知らなかったのか？　俺は極悪なダークエルフの眷けん属ぞくなんだ。当然だろ」




　そうして騎士は、自らに与えられた──輝ける獣の駆除ではない、矮わい小しような小鬼の退治という初めての任務を遂行するべく、その強きよう靱じんな一歩を踏み出した。
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　遠い喧けん騒そう──紛まがい物ものの革の感触──壁に染しみた煙草たばこの臭い……

　寄せては返す波が偶然に何かを砂浜に残すが如ごとく、ふと、開けた薄目の中に意識が残った。

　そしておおよそのことを理解した。ただでさえ力が入らない身体からだが、脱力する。

「……ったく。マジかよ……」

「彼ならデートに行ったわ」

　低いテーブルを挟んだ反対側の席で、こちらを見もせずに、瘦せた女が手元の小さな装置を弄いじりながら言った。テーブルには空になったコップや食べ物の皿などが溢あふれんばかりになっている。どうやら一人でカロリーを補給していたらしい。いい気なものだ。

「どうでもいいけど、一人で戦いに行く癖でもあるのかしらね。何でも食べる化け物に殴りかかっていったみたいに」

「……ふん。あのときとは違うっての」

　それがわかったから、怒りではなく脱力するしかなかったのだ。

　今ここに彼がいない理由は、あのとき彼が抱いていた、逃避のような盲信ではない。言葉を交わさなかったが故の思い込みでもない。

　言葉を交わさなくても通じたからこそ、彼は行ってしまったのだ。

　ソファーに寝転がるシーナは、天井を見上げたまま舌打ちする。

「くそ。ざまあねえ」

　身体からだは依然、思うようには動かない。魔法薬も誤算だ。思うように効果が出ないのは計算に入れていたが──それで補いきれない余計な傷を負ってしまっていたのが、誤算だ。

　取り戻した右手を顔の前に持ち上げ、軽く動かす。様々なことに使ってきた手。敵を殺し、欲しいものを奪い、あるいは盗んできた……

「……そうだ。あたしだって、盗むほうだ。ゴブリンなんかに負けてられるか」

　その拳を握り込む。だが、もどかしく力が入らなかった。腹が立つ。

「練れん介すけはそれがわかってるから行ったんだ。盗まれるのを待つだけなんてのはダークエルフのガラじゃない。全然向いてねぇ。あたしだったら……そう、どうしようもないんなら、攻めるよな。あたしの眷けん属ぞくだから、一人で行くしかなかったんだ」

　視線を少しだけ動かした。楽しく話をしたい相手でもなかったが、仕方ない。

「練れん介すけはアホじゃない。あいつなりに勝算を作って行ったはずだ。……わかるか？」

「想像はつくわ」

　迷う様子もなく、スライム女は静かに言った。

「全部を吹っ切れるなら。何もかもを切り捨てる覚悟をしたなら……あのときの私と同じことに気付くでしょうね。私たちが普段から動かす練習をしている力に」

　何度か見た鋼鉄の鎧よろい騎士の姿を思い出す。輝く獣を駆逐する者。機械仕じ掛かけの巨人。生物とは比べ物にならない強きよう靱じんさを持った、ザッハドの黒熊騎士団に匹敵する単独脅威。

　なるほど、あれは確かに力だろう。練れん介すけが頼るのもわかる。

　だが。

「……問題は、本当にあれで勝てんのか、って話だ」

　スライム女は目を閉じ、

「さあね」

　とだけ言った。
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　時間がなかったため、別の場所に保管されている輝獣対策用の武装──ＥＦランスなどは用意できなかったが、素手で充分だろうと判断した。

　ＲリボＶルヴの出力は人体が出せるものを容易たやすく凌りよう駕がしている。異世界から来た異種族の眷けん属ぞく、化け物に近い存在になったとしても、その差が縮まることはあっても覆くつがえるとは思えなかった。

　そして事実、覆くつがえらなかった。

　一応の本体と言うべきか、命を重ね持つ制服姿の万ばん離りは距離を取ろうとする。その前に別の布マントの万ばん離りが立ち塞がり、練れん介すけのＲリボＶルヴの歩みを押おし止とどめようとした。

　無駄だ。

　腕で払う──一塊の軽い肉が吹き飛び、壁でぐしゃりと潰れて消えた。

　拳で殴る──骨の砕ける音と共に様々な部分が捩ねじれ、痙けい攣れんしながら倒れて消えた。

　足で踏む──動けなくなった者には一律の荷重が与えられ、色彩と液体の中に消えた。

　ああ、命を一つずつ減らしていけば、いずれ全てが消えるだろう。

　だから制服の万ばん離りを追う途中でも手加減せず、彼女の大切なものを傍若無人に奪い去る。

　向こうのほうが小回りは利きくが、最初から位置関係は計算している。逃げ場のない角に、練れん介すけは万ばん離りの本体を追い詰めていた。

　偽にせ物ものの、人間ではない身体からだでも、霧散するまでは肉。噎むせ返かえるような血の臭いがフィルター越しに届いてきているような気がしたし、足下の暗がりには血だまりが池のように広がっている気がしたし、それら全てが練れん介すけの想像力が生み出している幻覚であるような気もした。

　けれど、何人ぶんもの肉塊に変えたはずの彼女と見つめ合っているのは、現実だろう。

　その表情を見て、練れん介すけはぽつりと言った。

「こんな状況でも、笑えるんだな」

「おかしいっすよね。でも……やっぱ、見てもらえるのは、幸せなんで」

　頭に飾られた骨の仮面の横には、今もなお、頰の緩みがある。

「ＲリボＶルヴ越しでも感じるよ。センパイの、強い、強い、私だけを見てる視線。私はそれが幸せだから。そう……私は、幸せになりたいだけだし。幸せなら、笑わなきゃじゃん？」

　窮地なのは自分でもわかっているのだろう。絶対的に太刀打ちする方法がないことも。

　それでも屈託なく笑えるのなら、やはりそれが彼女の根幹なのだと思えた。

「そうだな。俺たちは幸せになりたいだけの死体だ。身勝手に、その幸せを奪い合ってる」

「んー。でもそれって、生きてても同じじゃない？　だから多分、普通のことだと思うな」

　そこだけは、妙に達観した目で万ばん離りは言った。

「今はセンパイが私のことを見てくれるのが私の幸せだけど。他の人がセンパイの視線を奪ったら、私は幸せじゃなくなる。だから私は頑張るの。他の人が幸せでなくなるのは、ゴメンって言うしかないけど……だってそうしないと、私、いないのと同じだから。また一人で、学校にも行かなくて、お母さんにも会えなくて、ただ部屋の中にいるだけの透明な子供になっちゃうから。しょうがないじゃん？」

「……かもな。幸せになりたいんなら、足あ搔がくしかないよな」

　好きな誰かと一緒にいることを望んだり。好きな誰かに見て欲しいと願ったり。みんなと同じ普通の生活を送ることに全精力を傾けたり。その幸せの所在に気付くタイミングは各人で違っていても、きっとそれらは全て一緒で、とても単純なことだ。

　みんな、幸せになりたくてそうしている。そこには何の違いもない。ただ──排他的であったり、他の幸せを食い合ったり、あるいは独立していたりと、それぞれの性質があるだけ。

　そして残念ながら、朝あさ倉くら練れん介すけと及おい川かわ万ばん離りの幸せは、どちらかしか存在しえないものなのだ。

　練れん介すけはＲリボＶルヴの腕をゆっくりと伸ばした。一度その身体からだを捕らえれば、あとは幾つの命を持っていようが関係はない。さっき狙ったのと同じように、生き返るたびに死ぬ状況にしておけばいいだけだ。折った首を摑つかみ続けるか。割った頭を握り続けるか。

　彼女はもはや逃げようともしない。代わりに、改めてこちらを見上げて、

「……最後まで見ててほしいな、センパイ」

「見てるさ」

　言葉通りに、視線は外さず。

　彼女を容易たやすく握り潰す巨大な手を、彼女を終わらせる手を、前へ、前へ。

　万ばん離りのほうも目は閉じなかった。自分が視線を逸そらさなければずっと見てもらえる、まるでそんな契約を誰かと結んでいるかのような確信を持って。

　どこか儚はかなく、それでいて達観しているような微笑ほほえみで、迫り来る終わりに相対していた。

　だが──そのとき。

「待って！」

　誰かが外から駆け込んでくる。

　手を広げて立ち、万ばん離りを庇かばうようにＲリボＶルヴの腕の前に割り込んできたのは。




　彼女の幼おさな馴染なじみ、穿せん崎ざき陽ようであった。
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　練れん介すけはそれを視界に捉えた一瞬で判断する。

　彼女が友人を守りたいという気持ちはわかる。だがこれは千載一遇の好機だ。ゴブリンの眷けん属ぞくを自分一人の力だけで排除できる唯一の機会だ。

　──悪いが、動きを止めるわけにはいかない。

　自動車だって最高速度で轢ひき殺ころすだけでなく、徐行すれば人を小突く程度で済ませることができる。ＲリボＶルヴも同じことだ。慎重に動かせば手加減は不可能ではない。右手で陽ようを退どかし、フォローのために伸ばし始めた左腕で予定通り万ばん離りの頭かどこかを摑つかみ、終わらせる。これだ。

　細やかな疑問が頭の中には残っており、それが居心地の悪い不快感を発生させていたが、今は何よりも腕を進ませるのが優先だった。

　言葉が届かないのを悟ったのか、陽ようは後ろを向いて、万ばん離りに抱きつくような形に。

　それでもＲリボＶルヴの指を使えば引き剝がせるだろう。精密操作も苦手ではない。

　練れん介すけは心を意識的に凍らせながら、そのまま右腕を伸ばしていって──
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　万ばん離りは目を瞬またたかせて呟つぶやく。

「陽よう、ちゃん……？」

　見間違いようもない、この場にいるはずのない幼おさな馴染なじみの姿だった。ＲリボＶルヴと自分との間に怖がることもなく飛び込んできて、身を挺ていして守るように手を広げて。

　ああ、それは、子供の頃から今までずっと見てきた彼女のままだ。

　正しいことのために生きていて。自分に害を与えるものの前に立ってくれる。

　そして──自分のことを、見ていて、くれる。

　さらに万ばん離りのことを守ろうとするかのように、彼女はＲリボＶルヴに背を向け、こちらに一歩。

　目が合って、その手が優しく万ばん離りの身体からだに触れる。

　耳元に近付けられた彼女の口から、囁ささやき声ごえが届く。

　その視線と言葉で、万ばん離りは全てを理解して。

　安心したように、笑った。
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　幼おさな馴染なじみである及おい川かわ万ばん離りが死んだと聞かされて、なぜ、と思った。

　困惑し、哀かなしみ、絶望し、その原因に対して思いを馳はせ──なぜ彼女が死ななければならなかったのか、と万ばん離りがそうなった不条理を恨んだ。

　だが。

　自分というものの本当に奥底の奥。一欠片かけらの澱おりの中。

　そんな、心のどこかで──

　納得してしまっていたような気もする。

　及おい川かわ万ばん離りという少女には、そんな危うさがあった。

　自らを見てくれればそれでいい、という危うさ。

　だから……ひょっとしたら、自分は彼女の死の理由について何か知っているのでは、という思いから逃れられなくなった。

　ここ数週間の日々を思い起こしてみる。万ばん離りの様子はいつもと変わらなかった。

　なんとなく、それが理由なのかもしれない、と思えた。

　理解はできないけれど、感覚だけが頭に浮かんでくる。

　彼女は正しくなかった。

　正しくないことをしていた。

　正しくないことをしていたから、それ故に死んだ──




　何を考えている？　わからない。万ばん離り、万ばん離り、万ばん離り。

　自分に必要な、自分が守るべき、たった一人の女の子。




　朝あさ倉くら練れん介すけに電話番号を教えたときのことを思い出す。

　何をしていいのかわからない。どうなる未来になるのが正しいのかわからない。そんなことを言ったのだと思う。けれど。ああ、けれど──

　そんなことはない。自分は、自分が為なすべきことをわかっていた。

　だから家を飛び出て、走ったのだ。行くべき場所に行ったのだ。

　慣れた道のり、向かうは学校。気付けばＲリボＶルヴの格納庫に飛び込んでいた。

　鋼鉄の騎士に追い詰められている万ばん離りの姿が見えた瞬間、自分が為なすべきこと以外の様々な疑問を置き去りにして、その間に走り込んだ。

　そう──様々な、どうでもいい、疑問だ。

　なぜ自分はここに来れた？

　万ばん離りが学校にいるのがわかった？　朝あさ倉くら練れん介すけと電話で会う約束をしたのを知った？

　違う。知っていたのではない。知る機会などなかった。なぜ、なぜ──

　万離がここにいると感じ取れた？

　答えは、向かい合って、万ばん離りの目を見た瞬間にふっと自分の中から湧き上がってきた。

　ああ、そうだ。そうだった。

　それは、自分が──




　穿崎陽ではないからだ。




　そして彼女は言葉を紡つむぐ。

「《欲し奪う、鉄の騎士の猛りし腕をシバルリイ・アームステイール》」
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　陽ようが万ばん離りのほうを向いて、その身体からだに触れるような動きを見せた直後。

　慎重に伸ばしていたＲリボＶルヴの指に、手に、腕に──異様なベクトルが発生した。

　反り、捻ねじれ、関節構造がついに耐えきれず、肩から千切れ飛ぶ。

　土の床に重い音を立ててＲリボＶルヴの腕が落ち、微かすかに土煙を舞い上げた。胴体席ボデイスペースの中では騎体の損傷を告げる警戒音アラートが鳴り続ける。

「なっ……」

　見えたのは、予想もしていなかった光景。

　万ばん離りは吐血していた。しかしその顔には歓喜がある。誰かに見られているが故の。

　吐血の原因は、腹を抉えぐられていることだ。より正確に言えば、貫手で腹を貫かれて。

　肋骨を抉り出されている。

　その骨を手にしている女、彼女の腹を抉えぐった女は──穿せん崎ざき陽よう、ではない。

　練れん介すけはそれも見ていた。抉えぐり出だされた万ばん離りの曲がった骨が、その既視感のある弧を維持して、見覚えのある骨刀に変じていく様を。

　同じくして、それを手中に持つ彼女自身の姿も変わっていたのだ。

　動きやすく整えられた髪は、野放図で野性的な印象のある髪へ。律りち儀ぎに着込まれた制服は、扇情的な革の衣装へ。正しさを真まっ直すぐに見据える瞳は、王気と尊大に満ちた蔑視へ。

　万ばん離りの肋ろつ骨こつから作り出した骨刀を振り向きざまに振るい、巨大なＲリボＶルヴの拳に触れさせながら魔術を用いたその女は──

　ゴブリンの魔マ術ギ種ス。

　女王ギライザ。

「我が魔術に関しては、盗ステ奪イー刀ラーを用意せねばならんのだけが面倒臭いのう。神に与えられた枷かせは皆、このように底意地の悪いものなのかの？　眷けん属ぞくを使い潰さねばならん」

「ギライザ……お前……」

　呻うめくように練れん介すけが言葉を漏らすと、ギライザはＲリボＶルヴに向けて愉快そうに唇を歪ゆがめた。

「驚くことはない。ゴブリンより大きな脳のう味み噌そを持っているのであれば、わかるであろう？　妾は穿崎陽という存在を盗んでおった。それだけのことよ」

　動揺に繫がる驚愕は嚙み殺したが、想定外なのは確かだった。

　いや、奴やつはシーナの暗霊魔術スピリツトマジツクも盗んだ。形のない魔力も盗んだ。物理的な何かだけでなく、『概念』もゴブリンは盗むのだと考えておくべきだったのかもしれない。

「しかし、さすがにそのように複雑で大きな甲かつ冑ちゆうは一息では奪えんか。腕を捥ぎ取っただけになってしまったが……ま、よかろう。玩具は少しずつ集めるのも楽しみがある」

　警報音が鳴り響く、片腕を捥がれたＲリボＶルヴの中。練れん介すけは計器とモニターに目を走らせ、エラー報告を遮断する操作を連続で行いながら、時間稼ぎのために口を開いた。

「……いつからだ？」

「ぎひひ。いつから騙だまされておったかが気になるか？　それは無論、最初からじゃ。妾がこやつの存在を奪ったのは、万ばん離りを眷けん属ぞくにしたのと同じときであるからの」

「そう、だったんすか。なーんだー……」

　前のめりに倒れる万ばん離りを、ギライザが優しく受け止める。数秒後、ごふっと咳せき込むような音と共に、再び万ばん離りが身を起こした。新しい命になったのか、腹部の傷は癒えている。

「あのときパニクってた陽ようちゃん、ギライザ様は記憶を盗んでなんとかしたって言ってたけど……ホントはもう一個上のこと、やってたんだね」

「さすがに不安じゃったからの。その記憶、意識、肉体、つまりは存在を全て奪い……基本的に、昼間は陽よう、夜は妾、としておった」

　損傷報告──活動を停止し応急修理を推奨──報告義務──全てを無視。平衡機能調整を実施、片腕でも今までと同じに動けるように。急げ。

「……よくわかんないけど聞いていいか。ただの興味だ。なんで怒らない？　幼おさな馴染なじみの身体からだが奪われたんだろ。殺されたってことじゃないのか」

「んー……」

「何を言う、穿せん崎ざき陽ようはここにおる。妾の中におるのは間違いなく万ばん離りと共に生きてきた陽ようであり、明日会うも明後日あさつて会うも、そこにおるのは昔と同じ陽ようであるぞ？」

　ですよねえ、と万ばん離りはへらりとした表情で、

「ギライザ様と一緒になった陽ようちゃんも、私を見てくれてるのは同じだったし。その目も全然今までと同じやつだったし。関係ないかなって感じ。まあ、でも──全体として足りなくは、なっちゃったかも。いやー、駄目かな、私、強欲ってやつ？」

「ほう？　どういうことか申してみよ。ゴブリンは欲を持って盗むもの。怒りはせんぞ」

「えと、陽ようちゃんは陽ようちゃんだから、あのとき以来、他の人みたいな一人分じゃない、一人で十人分ぐらいの価値がある『見られ感』があると思ってて……ギライザ様も特別だから、同じようにたくさんの価値がある見られ感で。でもその二人が一人になっちゃったっていうことなら、合計としては減っちゃったなー、みたいな？」

「ふむ。まあ、厳密には妾と陽ようが同時にお前を見ることはないからの」

「だから──代わりのものが、やっぱりいるかなって。たくさんの見られ感か、それか、一人で何人分もの意味がある……特別な人の、見られ感」

「ぎひひ。好いた男とかの、じゃな？」

「あたり！」

　二人の視線が同時にこちらに向けられる。笑みを浮かべてはいたが、刹那、そこに獰どう猛もうな気配が入り混じったのがわかった。

　──バランス修正完了、破損部からのＥＦ流出停止確認、警告を全消去！

（ギライザが来たからと言って……退ひけるか！）

　ＲリボＶルヴのほうが物体としての強度が上なのは間違いないのだ。魔術にさえ気をつければ勝機はある。

　理屈は万ばん離りに対して狙っていたものと同じだ。肉体の損壊を固定し『ギライザが再生しても自動的にまた死ぬ』という状況にできたなら、その穴埋めのために万ばん離りも延々と死と再生を繰り返すようになるだろう。時間はかかるかもしれないが、残っているという八十人ぶんの命を無為に消費させ、最後には群れとしての命を全て失わせることができるだろう──

　ペースを握るべく、練れん介すけは先に動いた。

　主動作桿かんを倒し、自分の分身たるＲリボＶルヴを踏み込ませる。注視するはギライザの骨刀。

　どう出る。間合いを詰めてくるか。逆に俊敏性を生かして距離を取るか？

「……！」

　骨刀を構えず下げたままでいるギライザの様子に、違和感と、戦慄。

　彼女の左手は、自分の首元に伸ばされていた。

「もしや本当に愛いとしきゴブリン程度の頭か？　忘れていそうじゃな、ダークエルフの眷けん属ぞくよ。妾が盗んだものをどうするか」

　首飾りに嵌はまっていた髑どく髏ろの一つが千切り取られ、軽く放られて。

「《下ス賜カすーるレ、ツ蔵トに・奪マいジしツ赫ク輝リのリ宝ーをス》！」

　ギライザに盗まれていた、血の暗霊を用いた灼しやく熱ねつの火球が忽こつ然ぜんと出現した。

　視界全てを赤が覆う。鋼鉄越しに熱を感じる。

　シーナが問答無用の一撃としてこれまで放ってきたその魔術は、練れん介すけのＲリボＶルヴに対してもその殺意を違えることはなく──

　文字通りの爆発的な衝撃と轟ごう音おんで胴体席ボデイスペースを陵辱し、練れん介すけの意識を瞬時に刈り取った。




　──意識を失っていたのは、そう長い時間のことではなかったらしい。

　重力の感じ方が記憶と異なり、既にＲリボＶルヴが地面に倒れているのだと理解する。

　あれだけの爆発火球を至近距離で受けては、さすがに最新技術の粋を凝らして作られたＲリボＶルヴも無事ではいられなかった。残っていた片腕で咄とつ嗟さに胴体部分を庇かばいはしたが……そうでなければ今頃胴体席ボデイスペースの中にまで直接の炎熱が及び、練れん介すけ自身が黒焦げになっていたかもしれない。

（……シーナの魔術で、終わるなんてのは、マジで最悪だ……）

　頭が揺れる。平衡感覚はどこだ。先程とも比べ物にならないアラートが耳鳴りの向こうで響いている気がする。モニターも地獄のよう。ＥＦの再流出を感知、遮断プログラムを自動実行──エラー、手動での実行を強く推奨。装甲の薄い部分は焼け焦げ、回路や機構のほとんどが熱に屈した。物理的な衝撃で弾はじけた部品もそこら中に散らばっている。当然ながら右腕部は千切れたままで、その切断面から飛び込んできた炎熱と衝撃のダメージもひどい。

　血液たる乳白色の液体を地に広げ。重いばかりの手足を力なく投げ出し。焦げで薄汚れた身体からだを無様に晒さらし、打ち捨てられた骸のように鼓動を止めている──壊れたブリキの騎士。

　それが今ここにあるものだった。

「ぐっ……」

　材質は違うが、その騎士の中身も似たようなものかもしれない。

　胴体席ボデイスペースの中まで届き暴れ回った衝撃が、罅ひびや裂け目の多かった練れん介すけの身体からだをさらに玩弄していた。左手はぼろぼろと崩れ、もう主動作桿かんを握ることもできない。そこかしこに開いた身体からだの穴からは不快で絶望的な痛みが菌糸のような奥深さで意識を啄ついばんでいる。

　それでも──まだ。

　朝あさ倉くら練れん介すけは、動く。

　ひしゃげた緊急脱出装置のレバーを震える腕で引いた。こんな状態でも機構は奇跡的に正しく作動し、ＲリボＶルヴの前部装甲が外れる。熱の残る装甲の端に手をかけ、這はうようにして身体からだを外に引っ張り出した。

　喉が渇く。全身が乾いて、割れそうで、重い。

　ギライザはどこだ。次にどう出る。万ばん離りは。今の状態で襲いかかられたら。体勢を立て直せ、早く。同時に次の手を考えろ、考えろ、早く──

　動かぬＲリボＶルヴの上で、さらに周りの様子を窺うかがって。

　それを見た瞬間、ふっと練れん介すけの意識は自分自身に向いた。

　ずいぶん単純になったな、と自らの中身について感じたのだ。

　物理的な中身、それを搔かき回まわす痛みや傷に対してではない。こんな状況になってもなお、自らの願う未来が、求めるものが変わらないことに対してだった。

　さっき万ばん離りに言った通りだ。

　自分たちは幸せを追い求めているだけで──そしてその幸せを、身勝手に奪い合っている。

　それが共通していたり、あるいは表と裏のような関係で、一つしかないものだとしたら。

　所有権を巡って、盗み合っている、と言ってもよかった。

　結局、誰のところにあるんだ？

　最後には誰が持っているんだ？

　自分が。いや自分が。渡さない。俺のものだ、いや私のものだ、お前には渡さない……

　単純で、子供じみていて。

　でも、だからこそ──譲れない幸せ。

　それはきっと、彼女だって、持っているものなのだろう。




「まーたボロボロになってやがる。ま、手足が残ってるぶん、こないだよりゃマシかな？」




　別れたときと同じ、練れん介すけが買った、彼女によく似合う活動的なホットパンツ。右手はくっついているが、髪は短く、異変を依然として示すまま。

　カラオケボックスで別れたときの姿。だが練れん介すけはその姿に違和感を覚えていた。何かが確かに違う。どこが違うのかはわからない。いや、今は何よりも、

「シー、ナ。なんで……？」

　シーナはいつものシーナらしい、小悪魔のように余裕のある顔で答えた。

「それ聞くかよ。ずっと寝てたんだ、退屈になるのもトーゼンじゃん？　なのにお前はまーた一人で面白そうなこと始めてるんだもんな。ずりーぞ」

　夢ではない。なぜここにいる？　意識を保っているのもやっとで、魔力不足で寝ているしかなくて、だから置いてきたはずの彼女が、なぜ。

　見えるのはシーナ一人だけだ。託してきた唯ゆい夏かの姿は見えない。何かの策か。自分の知らないところで劇的に状況が変わるような何かがあって、魔力を取り戻せているとか──

　いや。練れん介すけには見ただけでわかる。

　シーナの体内には、まだ自由に使える魔力など蓄えられてはいない。心臓を少しずつ削り取って窯にくべるような強引さで動いているだけだ。表情だって無理矢理に作ったもの。本当は笑えなどしない状況だろう。奥歯を嚙かみ締しめ、脂汗を流しつつ、その演技をしているだけ。

　だったら──どうして、来たのか。

　彼女を危険なこの場に来させないために、自分はこの手段を選んだのだというのに。

　格納庫の天井にあるライトは、距離が遠かったのが幸いしたか、爆発を観測しても奇跡的にその役目をまだ果たしていた。薄暗い格納庫をぼんやりと照らす唯一の光源。

　その中で、ゴブリンとダークエルフが向かい合っている。

　小鬼の女王は余裕ある笑みで。ダークエルフの少女はそう演技する笑みで。

「眷けん属ぞくは見捨てられなかった……と、いうことかのう？　ダークエルフは慈悲なき黒妖精と聞くが、その程度の物惜しさは持っておるか」

「おいおいお前、頭ゴブリンか？　いやゴブリンだったわ。普通、自分のモンが勝手に壊されたらムカつくだろ。気に入ってりゃなおさらな」

「これからは私のものになる感じだし。だから別に壊したりはしないよ、センパイは」

　視線を向けることなく、ギライザが万ばん離りに言った。

「万ばん離り。一応周りを見ておれ、一応な。取り越し苦労じゃとは思うが」

「あ、はい」

　ギライザ自身も、視線だけで格納庫を端から端まで見やったようだった。

「ぎひ。何か策があって来たのかとも思うたが、どうも違う気がするのう」

「クソ弱っちいゴブリンならゴブリンらしくしろ。臆病に警戒するのはそれっぽくていいけど、もっとションベン垂らしてビビれよ」

「その必要はない。妾は貴様の状態は充分にわかっておる」

「あ？」

「そこの眷けん属ぞくは知っておるがな。妾は穿せん崎ざき陽ようという存在をも盗んでおったのじゃぞ。今は奴やつは妾で、妾が奴やつよ」

　ふぅん？　とシーナはとりあえずその説明を受け入れた様子。

「妙な薬で魔力を補給し、手をくっつけたのは見たが……それだけであろう。呪いなどというもので陽妾の行動を縛ろうとするぐらいじゃものな。力が戻っていたのなら、実際に魔術を使えばよいだけのこと」

「ちっ、ずっと同じ部屋にいたってわけか。根暗すぎてキモすぎじゃん」

「妾は陽ようという存在の奥に潜っておったゆえ、お前たちは根源魔力に気付けんかったのであろうが、妾は長く一緒にいたのだ。貴様らの協力者の存在にも気付いておるぞ。あの瘦せた女子おなごの中にも根源魔力があったのはな」

　練れん介すけは無言で奥歯を嚙かんだ。唯ゆい夏かのことはある意味相手の想定外で、切り札となりうる。だから可能な限りその正体は勘づかれないようにしていたが──無駄だったか。

「あまり魔マ術ギ種スっぽくはなかったが、警戒は必要であったからの。人質に取られたときも、あの部屋でも……妾が出んかったのは、とりあえずの安全策を選んだというだけのことじゃ」

　安全策。それは練れん介すけもうっすらと感じていた。ギライザは尊大な態度とは裏腹に、本質的には非常に冷静な性格をしているように思える。最初に学校で襲われたときも、まずは万ばん離りを矢面に立たせ、陰で状況把握に努めていた。スライムの魔マ術ギ種スとは違う。学校でシーナと話していたように、タイプとしては搦からめ手寄りの存在なのだろう。

　ファンタジー小説などでのゴブリンの扱いを思い出す。ゴブリンは残忍ながら弱々しく、それゆえに臆病で──ある意味では、慎重な存在であるのだ。

「あれが根源魔力を持つ以上、妾にも所在が感じられる。ダークエルフと協力して妾を倒すべく、どこかに潜んで不意打ちでもする気かと探したが……周りに気配はないな？」

「うん、ギライザ様。おかしなところはないかなー」

「ふざけんなバーカ。いらねーよ、あいつの助けなんか。別に仲間ってわけじゃない。たまたま一緒にいただけで、事情があって今は見逃してやってるだけだ」

「では、貴様は一人、本当に愚かに、眷けん属ぞくを失うことが我慢できずに来ただけか？　ぎひ、面白い。その状態で魔術を使えば、自ら死を呼び寄せることにしかならぬと思うがな」

「ふん。魔術なんかいらねーかもだぜ」

　シーナは軽く腰を屈かがめ、足下に転がっていた鉄パイプを拾い上げた。格納庫の中のどこかにあった、先程の爆発で吹き飛んできただけの、何の変哲もない鉄材だ。

「短刀の扱い方ぐらいあたしも知ってるからな。ゴブリンをブッ殺したことだってある」

　髪と肩を大きく震わせ、心の底から愉快そうに、小鬼の女王は哄こう笑しようした。

　そして──生み出した短剣と骨刀をそれぞれの手に持ち、低姿勢で走り出す。

「それは、もはや魔力で弓矢すら出せんという意味じゃな！　貴様のその状態であれば抵抗力は働くまい。我が魔術にて、さらなる魔力を……そして根源魔力を盗めよう！　貴様の全てをいただくぞ、ダークエルフ！」

　獣の速度でギライザは疾駆。みるみるうちにシーナとの間合いが狭まっていく。

　練れん介すけはひび割れた脚に力を込め、必死に立ち上がろうとするが──ああ。

　間に合わない。それがわかってしまった。

　うるさい、それがどうした、動け、動け、動け。立ち上がって彼女の前に割り込んでその身体からだで刃を受け止めて小鬼を殴り殺せ。思考はすべきことを明確に訴え続け、肉体はそれに応えることしか知らない。

　だが、それでも──視界に映るのは。

　シーナが鉄パイプを振って迎撃しようとする。獰どう猛もうな笑みのギライザは、肉食獣じみた身体からだのバネで抉えぐるように下方に踏み込み、短剣でそれを受け流す。速度を止めないまま螺ら旋せんのような動きでシーナに肉薄し、骨刀を突き込みながら身を伸び上がらせ──

　それを見ている眼球が呪わしい。呼吸ができない。喉が痙けい攣れんする。脳髄の絶叫。

　やめてくれ。頼む。

　俺はシーナと一緒にいたいだけなんだ。それだけが幸せなんだ。

　その幸せを──盗まないでくれ！




　声なき懇願は、

　届かなかった。




　ギライザの骨刀が、見間違いようもなく、シーナの脇腹を切り裂いて。

　同時に囁ささやかれる言葉。

「《欲し奪う、野卑なる種族のその力をマギステイツク・エナジーステイール》」

　そうして──

　ゴブリン種族の盗奪魔術ステイールマジツクは、その骨刀の先にあるものを盗み去った。
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　彼から詳しい話を聞かなくても、彼が何をする気なのかはわかった。

　何を使い、何を捨て、何を忘れ、何を終わらせる覚悟なのか。

　わかって当然だった。彼と自分は同じなのだから。

　結局のところ、感想はいつもと同じだ。

　──馬鹿じゃないの、と。

　ただそれだけしかなくて、それ以上のものはない。

　だから、すべきことは何もなかった。こうやって待つだけだった。何を待っているのかは、自分でもわからなかったが。

「あークソ。マジでクソだ」

　カラオケボックスのソファーに横たわり、天井を見上げたまま、ダークエルフが眉根を寄せた顔で言った。

　その不満は彼の行動に関してか。自らの状態に関してか。

　わざわざ問うような関係性でもないので無視していると、

「いやほーんと、マージーで、クソすぎるわ。だけど言うしかねぇ。あー、やだやだ」

　視線だけがこちらに向けられるのがわかって。

「──あたしに協力しろ、スライム。練れん介すけを助けに行く」

　どうやら不満のメインは、その自分的に不本意な提案に対してのものだったらしい。

　一方的で、不遜で、相手のことなど考えてもいない態度。

　これでいい返事が返ってくると本気で思っているのだろうか。呆あきれる。

「私はあなたたちに盾になってほしかったからここまで協力したけど。それはただそれだけのことよ。メリットとデメリットの釣り合いが取れていたからやっただけ。メリットが増えていないのに、追加の危険を受け付ける気にはなれないわね」

　このダークエルフは、多分、彼と同じに馬鹿だ。嘆息しながら言葉を追加してやる。

「私には自分の安全の他に欲しいものはないし。荷が勝ちすぎているわ」

　ずっと、みんなと同じように在ること。

　それが自分にとっての安全。勿もち論ろん、みんなと同じなのが『フリ』であるのは事実だが、それを知っているのは一人しかいない。そしてそこには無契視約がある。ゆえに数学的にはゼロと見み做なしてもいい──今はその暫定的な方程式を使っている最中だ。

　ダークエルフの馬鹿さに、つい、言わなくてもいい言葉が出た。

「あなたには別の手もあるでしょう。逃げるとか」

「アホか。逃げてどーなるんだよ。つーか、メリットとかデメリットとか、お前はそーいう買い物みたいな考え方で動きを決めてんのか？　そりゃマジでアホだな」

　ダークエルフは、天井に向かってそっと腕を伸ばした。何かを摑つかもうとするかのように。届かない太陽に手を翳かざすように。

「『本当に欲しいもの』ってのはな、一番上にあるんだ。絶対に欲しいし、手に入れたいし、手放したくないし、惜しい。そのルールだけが最初にあって、それ以外にはない。あとはそれを手に入れるか守るかするだけだろ。その順番を変えたらわけがわかんなくなる」

「…………」

　そんなのはわかっている。それこそが自分にとっての平穏であり、みんなと同じ日常だ。

　わかっていなかったのは、

「あなたにとっては。朝あさ倉くらくんが、それなの？」

　転生して訪れた、この世界での生存戦争に勝つことよりも？　生き残ることよりも？

　言外にそのニュアンスを込める。

「……今ハラが空いて倒れそうなのに、明日のメシの心配をするやつはいないだろ」

　快楽主義者。刹那主義者。楽しいことが好きで退屈が嫌いだという、享楽的なダークエルフが発するものとしては、それは納得できる言葉なのかもしれなかった。

　いつしか彼女は天井に伸ばしていた手を下ろし、眩まぶしい光から目を庇かばうように、その腕を顔の上に載せていた。

「……なくしたくないんだよ」

　それは不思議と、人外のものではない、まるで普通の少女が発した声のように聞こえた。

　だから反応できないでいると、しばらくして彼女は続けた。声はいつもの調子に戻っている。

「スライム。お前は練れん介すけと契約してるだろ。でも、あたしとはまだだ。だからあたしも契約してやる」

「……？」

「あたしは……お前を喰くわない。他に欲しいもんがあったら、やる。だから」

「欲しいものなんてないと言ったでしょう」

　手元のゲームにまた視線を落として、唯ゆい夏かは言った。単純な形のブロックたち。突出しないように並べて、美しく消していく。問題は何もない。すべて世はこともなし。

　けれど。

　なくなって困るものなら、あった。

　ブロックが徐々に積み上がっていく。どれだけ上う手まく誤魔化そうとしても、整えても、期待しているものが来ない。本来あるべきはずのものがない。だからどんどん想定とズレていく。

　そうだ。もう組んでしまっている部分があるのに、それを想定して空けているのに、そこに嵌はまる形のブロックがいきなり出なくなったりしたら。

　二度と出なくなったとしたら──まあ、それなりに困る、とは言っていいのかもしれない。

　ふ、と溜ため息いきを吐いて、唯ゆい夏かはテトリスの画面を消した。

　ダークエルフのほうを見て、取引に使えるものが一つだけあったな、と思い出す。




「私……スライムって呼ばれるの、嫌いなんだけど？」
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　勝利の笑みを浮かべていたギライザが、不意に目を見開いたのを見た。

　肉薄していたシーナの身体からだから飛び離れたのを見た。

「これはッ……貴様、何、を……!?」

　それだけではない。バランスを崩し、膝をつく。額に汗を浮かせ、呼吸を荒くし、短剣を消した片手で喉元を押さえるようにしている──

「へぇ？　笑える。何を盗んだのかぐらい自分でわかんねえのか？」

　自信たっぷりなシーナの声で、練れん介すけはそれが想定通りなのだと悟った。

　だがシーナも立っているのがやっとだったのだろう。足から力が抜けた様子で、その場にへたり込んだ。その最中──練れん介すけのほうを肩越しに見て、視線を送ってくる。

　あとは頼んだぜ、と声なき声が聞こえた気がした。

　理由はその視線だけで充分だ。

　ぼろぼろの肉体に渾こん身しんの力で活を入れる。気合いだけで無理矢理に動く。どこかが軋きしむ音や砕ける音を完全に無視し、ＲリボＶルヴの前部装甲の上から飛び降りた。

　眷けん属ぞくはそのためにあるのだ。彼女を護まもり、支え、導く、ただ一本の森として。

　全速力で進み、一旦身を屈かがめて、そのままシーナの横を通りすぎた。

　そのとき彼女の身体からだから、何かがずるりと分離するのが見える。

　見覚えのある一塊の粘体。それは一瞬で人型の輪郭になって立ち、まず最初にディテールの細かな頭部を形作った。あまり表情の出ない、小さな少女の顔を。

「……私は何でも食べられる。魔術種が苦しむような毒だってね。それを未消化のまま身体からだに同化させていたの。その毒であり私自身でもある塊の中から何かを直接盗むというなら、魔術の干渉を通してそれを数滴送り込むくらい──いえ、別に説明する義理なんてなかったわ。適当なことを適当にやったら上う手まくいった。それだけよ」

　ああ。彼女だ。彼女が、今までシーナの全身を覆っていたのだ。林りん檎ごを包む飴あめのように、透明に、フォルムを維持して。格納庫の暗さでわからなかったが、きっと今までのシーナの身体からだは一回り大きくなっていたのだろう。服の下など、見えない部分に体積を押し込めていたということもあるかもしれない。それがきっと最初にシーナを見て感じていた違和感の正体。

「毒、だ、と……!?　おのれ、妾に対して、なんたる……！」

「間違えて食べたのはあなたよ。怒られる筋合いはないわ」

　横を走り抜ける練れん介すけに対して、唯ゆい夏かの無感動な目が向けられる。小さな呟つぶやき。

「棒ブロックが働くなら今でしょう。朝あさ倉くらくん」

　意味はわからなかったが、応援されているような気がした。彼女らしい迂う遠えんさで。

　だから走る。体勢を崩しているギライザに向けて走る。奥から万ばん離りが走り寄ってくるのが見えるが──辿たどり着つくのは、こちらが速い！

　歯は嚙がみしたギライザの腕が動き、膝をついた姿勢のまま骨刀が振り上げられるが、シーナの横で拾い上げていた鉄パイプでそれを防いだ。もうその役目は終わりだ。

　練れん介すけは覚えている。

　ギライザに奪われた大切なものが、どこにあるか。シーナが魔力を奪われたとき、首飾りのどの位置にその象徴たる髑どく髏ろが生まれていたか。根拠はないが、あるいはその魔力で生まれた眷けん属ぞくであるが故か、間違いなく今もそこにあると感じた。

　だから後は手を伸ばすだけ。

「返してもらうぞ──盗まれたものを！」

　その場所にあった髑どく髏ろの飾りの一個を摑つかみ、樹人ツリーマンの力で捥ぎ取る。一瞬遅れて襲いかかってきた万ばん離りの胴体に蹴りを入れてギライザにぶつけ、その反動を使って逆に飛び離れた。後ろに身体からだを捻ひねり、へたり込んでいたシーナに手中の戦利品を投げる。

　キャッチしたシーナはそれを軽く見てから、

「変なカタチで固まってっけど……ま、元々あたしのモンだ。あたしの魔力をあたしに戻すことぐらいならできんだろ」

　片手で握り潰すような動作。すると光が生まれた。

　悪人から魔力を補給しているときのような。先程魔法薬を飲んだときのような。

　しかしレベルが違う。それは淡いながらも、いつになく強く、いつになく明るく、いつになく量が多いものだった。光が視界いっぱいに溢あふれ、彼女の姿が一瞬見えなくなるほどに。

　そうして瞬まばたきを終えたとき。

　そこに見えたものが──練れん介すけの口から、吐息を零こぼさせる。




　天井に小さな光源があるだけの、この薄暗い空間の中でも。

　背中まで伸びた彼女の髪は、まるで宝石のようにきらきらと輝いていた。







[image: 第六章　森よ立ち上がれ]
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「シーナ……」

「おいおい、お前、よく見るとちょっと焦げてね？　晩飯に焼き練れん介すけを注文した覚えはねーぞ。前よりマシっつったのはキャンセルだ。無茶すんなよなー、まったく」

　ああ、そこにいるのはシーナだ。

　犬歯を覗のぞかせた、悪いた戯ずらな子猫のような顔。健康的な、大地と森の匂いがする褐色の肌。尖とがった耳は愉快そうにぴこぴこと揺れ動く。改めて見ても、短くなっていた髪の長さは元に戻っていて、いつもより瑞みず々みずしく滑らかに、彼女の苦笑に合わせて小さく揺れ動いていた。

　その全身には、見ただけでわかるほどの精気が満みち溢あふれている。これまでの空元気と瘦せ我慢は消きえ失うせ、そこにあるのは真に大地と太陽の恵みを受けて咲いた花のような活力。

　いつもの、彼女だった。

　安あん堵どで涙が零こぼれそうになる。と同時に、高揚が胸の内から湧き上がってくる。

　人型の半スライムというような状態だった唯ゆい夏かも、もはや完全に人間と同じ見た目に戻っていた。血色の悪い頰。瘦せぎすの身体からだ。頭部も手足も普通の人間と見分けがつかない。裸ではなく、身体からだの表面に湧き上がるようにして生まれた騎士校の制服がその矮わい軀くを包んでいる。

　が、なぜか彼女は眉を寄せ、微妙に身体からだを揺らしたり足の角度を細かく変えたりしていた。何かが気になってる様子だ。

「へへー、わかったぞ、スラ……唯夏。お前、制服はあらかじめ喰くってたから自分の肉を使って出せたが、他のモンは喰くい忘れてたんだろ。具体的にはパンツとかだ」

「……黙ってなさい。というか違うから。別に何でもないし」

　薄く頰を染めつつ、唯ゆい夏かは刺とげ々とげしく言った。

　練れん介すけはシーナの言葉にも驚く。冗談めかしていたが、今、彼女は唯ゆい夏かの名前を呼ばなかったか？　何かあったのだろうか。

　いや──今は、どうあれ。

　シーナが力を取り戻し、唯ゆい夏かが直接的に協力してくれている、ということが大事だった。

　練れん介すけも立ち上がる。樹人ツリーマンとしての肉体の損傷はそのままだ。左手はなく、その他手足の各部がいつ砕けてもおかしくない。でも、まだ動ける。むしろこれからだ。

　膝をついたギライザは憎ぞう悪おに満ちた目でこちらを睨にらんでいた。その周囲には万ばん離りたちが短刀と爪を構えて彼女を護まもっている。彼女らがいるのは格納庫の端あたり、間合いは少し遠い。

「そうか。そのような体質の魔マ術ギ種ス……さてはスライムか。根源魔力そのものは薄く、だがそれゆえに、ダークエルフと重なり合えば区別はできん」

「つーか毒なんて持ってたのが驚きだよなー。マジ性格の悪さがわかるわ」

「自分に何ができるのかを理解しておくのは大事なことでしょう。『何でも食べられる』という性質の有効な使い方を前から模索していただけよ」

　シーナと唯ゆい夏かの会話に、ギライザはある程度の親密さを読み取ったようだった。

「ぎひ。そうよな。魔マ術ギ種ス同士で殺し合う状況とはいえ、目に付くものを手当たり次第に、とやる必要がないのは道理じゃ。盗むときは盗みたいときであるものな。おうおう、わかったぞ、それでは──」

　そしてギライザは練れん介すけが予想もしていなかったことを言った。

「ダークエルフ。スライム。貴様らが手を組んでおるというのなら、そこに妾が加わってもよいのではないか？」

「……は？」

　シーナが威圧的に聞き返す。唯ゆい夏かは小さく首を横に振った。

「苦し紛れの妄言だわ。相手にする必要はない」

「待て待て。苦しいのは事実じゃ。貴様の毒が、ふぅ、妾をこうして蝕むしばんでおるからの。今すぐ死ぬほどのものではないが、今までと同じように戦うというわけにはいかん。そこで貴様ら二匹の相手をするのは面倒じゃ。女王とは合理的な判断をするものであるぞ」

「ギライザ、様……」

　制服の万ばん離りに支えられるようにして、ギライザはふらつきながらも立ち上がる。

「殺し合う立場の魔マ術ギ種スが手を組む……いろいろあったのじゃろうな。特にそちらのスライムは根源魔力を持ちながらただの人間のようでもある。同情か、憐れん憫びんか……そのような何かが理由となっておるのならば、のう、妾と万ばん離りの話も聞くがいい」

　優しい目を自らの眷けん属ぞくに向け、その頭を撫なでながら。

　ゴブリンの女王は囁ささやくように言った。




「万離は自ら命を絶ったのじゃ。陽のせいでな」
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　一日中、雨が降りそうでなかなか降らなかった、薄曇りの日だったことを覚えている。




　及おい川かわと表札が掲げられた、マンションの七階にある一室。

　学校が終わって、これまで幾度となくそうしてきたように、万ばん離りは訪れた陽ようと一緒に時間を過ごしていた。特に何をすると決まっているわけではない。ただ話をしたり、お腹なかが空けば何かを食べたり、家庭教師のように勉強を教えてもらったりするだけ。

　それは穏やかで必要な一時だった。陽ようはいつだって万ばん離りを見てくれる。そこに確かにいるものとして扱ってくれる。

　ただ、その日は少しだけ、いつもと違っていたのだった。

「どしたの、陽ようちゃん？」

　目が合う回数が少ない。何かを躊躇ためらっているような、ずっと何かを考えているような、そんな雰囲気があった。

　そして──ふとしたタイミングで。

　彼女は意を決したように顔を上げて、言ったのだった。

「万ばん離り。あたし、昔から気になってたことがあった。そんなわけないだろうって思ってたけど、最近、何かどうしても……無視できなくなって。はっきりさせるのが正しいことのような気がしてきたの。だから聞くけど」

「うん」

「あなた……テストも、整備も、人間関係も。全部、わざとミスしてない？」




「そうだよ」




　陽ように噓うそはつきたくなかった。つく必要もなかった。

　信じられないというような目で、彼女は、どうして、と問う。

　それこそ信じられない。陽ようにもわかっているはずだ。

　自分は、自分の存在を誰かに見てもらわなくてはならない。そうしなくては及おい川かわ万ばん離りという存在は消えてしまう。昔からそうだったのだから、それが真理だ。少なくとも自分の母親にとっては、及おい川かわ万ばん離りという存在はいないものになっていたのだし。

「だいぶ昔に気付いちゃったんだよね。頑張って頑張って、それで結果を出してもさ。私は元々が愚図だから、頑張っても普通の人レベルにしか……ううん、それ以下にしかなれなくて、たかがしれてるの。でもさ、失敗したら、もっとみんなガッツリ見てくれるの」

　何をしてるんだ。馬鹿野郎。むかつく。愚図。嫌い。へらへらしやがって──

　悪意でも、それが目なのは変わりなかった。

　無関心よりは遥はるかにましな、生々しい感情の籠もった素敵な目だった。

　いないもののように扱って言葉も視線も投げかけず、学校にも行かせず、外にも出さず、餌のように食べ物を少し置いておくだけの母親とは違う──及おい川かわ万ばん離りの存在を消さない、確かに見てくれている、目だったのだ。

「だから、そっちのほうが早いなーって思っちゃって」

　求めるのはそれだけなのだから、手段なんか正直どうでもよかった。

　無視されるくらいなら、悪意の視線でもいいから見てほしい。消えるよりは絶対にそっちがいい。頑張りはするけど、自分はその頑張る姿を見てほしいから頑張るのであって、それで優れた人間になるのが目的ではなかった。無理だと悟ってしまっていた。

　だから──頑張るという過程をアピールしつつも、意図的に失敗して、みんなが自分の存在を忘れないようにしてきた。

　赤点ギリギリを維持することで教師からの目を集めた。頑張って質問する姿を見せていって、貴重な時間を奪って、それでいてテストでは誤答を書いた。成果が出ないことに対する呆あきれと苛いら立だちの『目』が貰もらえた。

　整備では上手に失敗し、班のみんなの足を引っ張るようにした。みんなには悪いと思ったが、明確に自分の責任だと明らかになれば責められるので、とても嬉うれしかった。怒りと邪魔者を見る『目』──これはのちに素敵な出会いを生むことになる。あの落下事故のときは事前に整備責任者にフォローされてしまったから自分由来の騎体トラブルではなかったと思うが、仲間たちからの「証拠はないがあいつのせいじゃないか」という疑いの目は嬉うれしいものだった。

　他にもいろいろやった。教室で花瓶を割ったし、廊下で誰かとぶつかったし、遅刻して誰かに迷惑をかけたし、物をなくしたし、なくさせた。

　本当に無視されると死んでしまうので、そこを一番注意し、努力をした。我慢できずに声を荒らげてしまうような、苛いら立だちをぶつけてしまうような、ちょっかいをかけてしまうような、そんな駄目さを心がけた。そこでも頑張ったのだ。

　頑張るから、見ててね──

　昔から言ってきたその言葉に噓うそはない。自分はずっとそのために生きてきた。

「そんなの……絶対、おかしい。苛いじめられて喜ぶ、なんて」

　顔をくしゃくしゃにして、陽ようは言ってきた。

「もう止めて、万ばん離り。そういうのは、絶対に……正しくない……」

「無理だよ、陽ようちゃん。見られなかったら消えちゃうもん、私」

　何度か、引ひき攣つれたような呼吸音があって。

「……あたしがずっと見てる。一生、何があっても、あたしは万ばん離りのことをずっと見てる。……それじゃ、駄目なの……？」

「駄目じゃないよ。嬉うれしいよ。でもさ」

　苦笑する。変なのはわかってる。貪欲なのはわかってる。だがどうしようもないのだ。

「陽ようちゃん一人ぶんじゃ、我慢できなくなっちゃったんだ。もっともっと、私は、見られたい。見られなくちゃいけない。そうじゃないと消えちゃう」

「他の人に見てもらうのを目指すのは、別にいいわよ。でも、やり方が、正しくないわ……！」

「だけどさ、このやり方じゃないと無理だよ」

　陽ようはいつも「あなたはできる子だから頑張りなさい」「人は正しくないといけない」と言っていたけれど。

「──頑張っても頑張っても、私は陽ようちゃんみたいにはなれなかったから」

　頑張って優れた人間になるのが無理だと悟ってしまった理由は、すぐ近くにその成功例がいたからだ。自分はそこに一生辿たどり着つけないのだとわかってしまうぐらいに、彼女は正しすぎて、眩まぶしすぎた。

「そん、な……そんなの……」

「それにさ。陽ようちゃんの目だけで足りなくなったのは、その意味がちょっとわかっちゃったからなんだ。嬉うれしいのは嬉うれしいんだけど、なんていうか──ねえ陽ようちゃん。陽ようちゃんは、どうして私を見てくれるの？　小学生のあのときから、私を見てくれてる理由は何？」




　その優しい万ばん離りの視線に、陽ようは背筋を震わせた。

　ばれている。

　万ばん離りは気付いている。

　自分が胸の奥に押し込めていたものに、考えないようにしていたその発端に。

　自分が万ばん離りの面倒を見始めたのは、親に言われたからで。それ以外の意味などなかった。

　保護すべき、自分が見ていなくてはいけない生き物の面倒を見る、というだけ。

　それはつまり、ペットを飼っていたのと何も変わらなかった。

　彼女の飼育を通じて、自分の中にある正しさを両親に証明したかっただけだ。

　成績や体面、外見、彼らは全てにおいて正しさだけを見ていた。だから娘である陽ようのことも正しさという基準でしか評価しなかった。正しいならば良し。正しくないならば悪し。

　正しい以外の理由でまともに愛された記憶はなかった。

　それは──正しさという首輪で飼われているのと、何が違う？

　無意識にその歪いびつさを理解していた子供の穿せん崎ざき陽ようは、そうして。

　自分が飼われていたから、それと同じように、自分より絶対的に下にいる弱くて哀かなしくて可哀想かわいそうな生き物を飼ってあげなくてはならないと──

（違う、違う違う違う違う！）

　たとえ昔はそうだったとしても！　子供だったから！

　今は違って、理由は絶対に違って、今も万ばん離りと一緒にいて、見続けているのは──

「…………」

　叫んだのは、心の中でだけ。

　正しいことだけを叩たたき込まれて生きてきた穿せん崎ざき陽ようには、その想おもいを吐露する間違いすら許されなかった。

　駄目だ。ここにいては。自分の正しくなさが表に出てしまう。だから、もう、もう。

　羞恥と恐怖と焦あせりが身体からだを動かす。

　気付けば荷物を摑つかんで立ち上がっていた。

「──もう知らない。勝手にすれば」

　万ばん離りの部屋を飛び出す。

　それはただ、図星を突かれて逃げただけにすぎなくて。

　結局のところ、それが最も正しくないことだったのだ。




「……あれ？」

　誰もいなくなった部屋で、一人。

　万ばん離りは意外なほどの喪失感を味わっていた。

　ただこの部屋にいた陽ようがいなくなった、というだけではない──もっと致命的な、何かの。

　怒らせるつもりはなかったのに。見てくれるのは本当に嬉うれしいけど、ただ、そんなふうに義務感みたいな目で見てくれなくてもいいんだよと伝えたかっただけなのに。

　一番昔から知っていた、陽ようの目が消えてしまった。見てもらえなくなってしまった。

　ひょっとして──これから、ずっと？

　そう考えた瞬間ぞっとして、背筋に冷水を浴びせられた気分になって、動どう悸きが激しくなって、パニックに陥った。携帯電話に飛びついて、陽ようの番号に何度もかけたが、取ってはもらえなかった。なんで。どうして。陽ようちゃん。

　一人ぶんの視線が消えた以上の、ぽっかりと空いた空白があった。

　自分という存在が、じんわりとそこに飲み込まれていくような感覚。だってこの部屋には誰もいない。こちらを見ない母親がたまに姿を現すだけの昔の家と同じように。

「ああ、あああっ……」

　怖い。怖い。消えてしまう。自分はわかっていなかった。

　ほんとうに大事な人の目には、何人ぶん、何十人ぶんの価値があるのだ。

　それがなくなってしまったら、駄目だ。もっと見てもらわなくてはならない。自分はここにいます。自分はここにいます！

　だからベランダに飛び出て、声の限りにわあああと叫んだ。

　でも辺りは夜で。マンションの前は人通りが多い場所でもなくて。

　誰も万ばん離りを見てくれない。

　もっと、もっとだ。もっと見てもらわなくちゃ。消えたくない。

　そこでふと、いい手を思いついた。

　叫ぶだけだから駄目なのだ。

　もっと派手に。もっと注目を集めるようなことを。

　──これならみんな見てくれるだろう。陽ようちゃんだって見てくれるかもしれない。

　そして万ばん離りは、ベランダの手すりに足をかけて。




　ようやくぽつぽつと降り始めていた雨の、仲間入りを果たす。

　世界で一番大きな雨粒になれば、誰かが見てくれるだろうと思った。




　　　　　　　　　†




　誰か見て。私はここにいるよ。頑張るから、見て。ねえ、お母さん、頑張るから、いい子にしてるから。おねがい。ねえ、ねえ！　見て、無視しないで、私は、ここに、いるよ──




　及おい川かわ万ばん離りの中には、まだ、かろうじて意識があった。

　冷たいのと温かいのがある。冷たいのは雨だ。大きな仲間を賞賛するように、一つ、二つ、三つ、たくさん、遥はるか高みから落ちて頰を撫なでている。温かいのは、何だろう。

　誰かが自分の手を握っているような気がした。泣いているような気がした。

　きっと──声が届いて。

　やっぱり、まだ、どこかで見てくれていたのだと思う。

「……正しさ、なんてっ……どうでもいい。もう、どうでもいい……！」

　視界いっぱいに、今まで見たこともないほど歪ゆがんだ幼おさな馴染なじみの顔があった。なんだかおかしくなってくる。

　彼女はうわごとのように言った。

「あたし……万ばん離りのことが好き。だから見たい。ずっと、見てたい。それだけなの……」

　喉の奥に何かが溜たまっていて、空気を取り込む肺の在あり処かも忘れてしまっていたが、それでも、なんとか小さな声が絞り出せた。

「……うん。今の、陽ようちゃんの、目は……今までとは、全然違うや」

　だから、ごめんね、と謝った。

　虫がいい話だけど。自分勝手なお願いだけど。

「やっぱり、私……陽ようちゃんにも、見てて、ほしいな」

　今の陽ようちゃんの目なら、百人ぶんだ。本当に大事なものを見てくれる目。

　ああ、わかった。必ずしも、たくさんの人に見てもらう必要なんてないのだ。世界には陽ようちゃんみたいな人が他にもいるのかもしれない。そんな人を探して……作ったほうが、いいのかもしれない。

　大事なひとを。大事だと想おもってくれるひとを。

「仲直り……して、くれる？」

「……たり前、じゃない……」

　見えなくなったから、当てずっぽうで手を伸ばした。

　何にも触れなかった。

　それか、触れてはいたけど、わからなかったのかもしれない。

　温かい感触はなくて。

　冷たい感触もなくて。

　確かに見られていると思うのに、

　じぶんがきえてゆく。

　やっぱりまだ足りないんだ、と悲しくなってしまって、そして──




　次第に強くなる雨音。搔かき消けされる嗚お咽えつ。

　空に伸ばされた手。温度のない抱擁。

　そこに近付いてきた足音と、声が。




「おお、おお。死してなお何かを欲しがるその様、実に望ましい。そう、我らは欲の前には死など気にせぬ。その愚かな貪欲こそが……我が眷けん属ぞくにふさわしいという証あかしになろう」




　本当の意味で、二人を終わらせた。
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　薄暗い格納庫の中、万ばん離りはふっと現実感を取り戻した。

　ギライザの言葉で、あのときのことを思い出してしまったらしい。時間にしてみれば一瞬、ギライザが彼らに簡単に語った言葉よりもなお短い一瞬のことだったのだろうが──それはひどく懐なつかしいような、濃密で詳細なものが詰まった想起だった。

　雨の中で目覚めて、ギライザから何がどうなったかの説明を受けた。陽ようは記憶を消して帰したと言われ、少し寂しかったが安あん堵どもして、ひとまず気にしないようにした。仲なか違たがいした記憶がなくなるのはいいことだし、それに、最終的にはわかりあえるのだと今の万ばん離りはもう知っている。

　自分の状況に対しては感謝しかない。あのまま消えなかったことを、機会をくれたことを、心の底からありがたく思った。

　これからは気付いたことを実行できる。

　大事なひとに、見てもらおう。大事なひとをつくろう。

　それに、眼前に現れた女王、ギライザ自身も──特別な意味を持つ人になった。

「安心せよ。貴様は妾の大事な眷けん属ぞくじゃぞ。この世界の唯一の同はら胞からにして群れ。ずっと見るに決まっておる。見ないということはありえん。この女王が約束してやってもよい」

　自分たちは眷けん属ぞくと主人の関係。

　彼女が自分を見る目は大事な宝を見守るような重みのあるもので、やはり何十人ぶんもの価値があるようで……そして不思議なことに、昔からの大事なひと、を見るような目でもあるような気がした。今はもうその意味もわかっているが。

　つまり、ギライザは自分にとっても大事にしたい人になったのだ。

　自分はゴブリンの眷けん属ぞく。及おい川かわ万ばん離り。

　欲しいものは、主であり幼おさな馴染なじみである彼女の視線。

　そして、自分を見てくれる、優しくて大事な人の視線。

　少なくともそれらがあれば、きっと百人ぶんぐらいの重みになって、消えないで済むだろう。

　だから頑張らなくちゃ。

　だから自分がこうするのは決まっている。




　万ばん離りは迷いなく足を前に踏み出し、ギライザ目掛けて飛んできた矢をその胸で受け止めた。

　とても痛くて、また一匹ぶんの命がなくなってしまったが、耐えられる。

　この痛みこそが、自分にとっての欲しいもの──

　陽ギライザの目を守ることと、彼の目を独り占めすることに繫つながっているのだから。
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　ギライザの語る話に特に面白いものはなかった。それでも数分間の余生を許したのは、練れん介すけが最低限動けるようになる時間を稼ぐためだったし、自分の身体からだに魔力が馴な染じんでいるかを慎重に確認する時間が必要だったからでもあった。

　いけるか？　いける。では迷う必要はない。虚こ空くうから弓矢を生み出し、ゴブリンの女王に射かける。眷けん属ぞくが身を張ってそれを防いだ。

「マジびっくりするほどその話興味ねえー。よくわかんねーけど、そいつが人の目を気にしないと死んじまうビョーキだったってだけじゃん？　同情とかあるかよ。それ以前に、あたしにナメたことしてくれたお前と手を組むとかありえないっての」

　ギライザは眷けん属ぞくを盾に後退していくが、出口はこちら側にある。逃げられはしない。

「ぎひ。ゴブリンの欲ほつするものというのはその都度変わるものよ。その移り気を咎とがめられても、なんとも思わぬのう。かつては貴様の魔力と根源魔力を欲ほつし、今は妾たちの命と協力を欲ほつしておる。ただそれだけのことじゃ」

「はー、ダッセ。やっぱゴブリンにゃ誇りとかねーか。ダークエルフにもねーけど」

　次の矢を番つがえて、狙った。再生した眷けん属ぞくたちが再び肉の盾として立ち塞がる。

　僅かな違和感があった。

　ジリ貧なのは相手も理解しているはずだ。こちらは本調子を取り戻し、向こうは毒で動きが鈍っている。交渉が決裂した以上、死ぬのが嫌なら眷けん属ぞくを数に任せて突っ込ませてきてもおかしくはないと思うが。

　……何を企たくらんでいる？　逆転の手があるとでもいうのか？

　同じようにギライザの動きを見ながら、練れん介すけがゆっくりと近寄ってきた。お互いの警戒心を確かめ合うように視線を合わせて──その瞬間、シーナのほうが先に気付く。練れん介すけの顔から連想できたことがあったのだ。

　はっとギライザの位置を確かめる。出口は遠い。だが。

　彼女のすぐ近くに、備え付けの機械があった。

「複雑なものであった故、解析に時間がかかったが……話が終わるまでに間に合って幸運じゃ。聞いたことはないのか？　ゴブリンは、他のゴブリンの群れを蹂じゆう躙りんし、そやつらを新たな一族として加える……それは女王がその絆きずなを盗んだということ。形なき仕組みを盗んだということ。なればこそ、この場にある仕組みも盗める」

　軽く首を動かし、背後に佇たたずむ鉄の騎士を見て。

「驚くことはない。妾も欲しくなってしもうたというだけじゃ、この玩具がな！」

　骨刀が手元の機械を貫く。おそらくは騎士をそこに固定している仕組みが、動かすに必要な形のない鍵のような法則が、『盗まれる』。

「《欲し奪う、鉄の騎士を戒める枷をシバルリイ・ロツクステイール》！」

　刹那、壁かべ際ぎわで重い金属音が響き、何かの固定具が外れる。空気の動く音と共に、騎士の身体からだの前面部がその口を開く。

「ぎひ、ぎひひひ！」

　そうしてギライザは、小鬼の素早い速度でその胴体の中に飛び込んだ。

　動き出す。

　もはやその役目を終えた練れん介すけのものとは違い、未いまだ五体満足な新しい巨人が。

　どうして動かせるのか、その操作方法まで盗んだのか──愚問だ。答えはわかっている。

　あの女は穿崎陽という騎士校の生徒でもあるのだから、動かせないはずがない。

　振動。土つち埃ぼこり。

　全ての固定具を外された鉄の騎士が、力強く地面を踏みしめて。

　人が生み出した最新の武器は、そうして貪欲なる人外の手に落ちた。




　身体からだの表面に光の文様を走らせた、黒くろ鎧よろいの戦士。

　その揺るぎなさは威圧的で、聞こえる機械の作動音は獣の唸うなり声にも似る。

　生物とは比較にならぬ肉厚で硬質な装甲、人間に倍する体長。根本的な造りの違いは、倒れ込んできただけで容易たやすく自分たちの肉体を潰すだろう──

　先程ゴブリンの女王がそうしていたように、今度はシーナたちがその絶対的な身長差を見上げることになった。

　だが、彼女は犬歯を剝むき出だしにして笑うのみ。

　ゴブリンの性根が、今になってはっきりとわかってきた。

　だからどれだけ強力な鉄の騎士に乗っていようと、嘲りを持って見るしかない。

「あーあー、ダッセ。卑いやしいなあ、ゴブリン」

「……何？」

「お前はそれが本当に欲しいのか？　違うな。欲しい気がしてるだけだろ。行き当たりばったりで、情けねえったらねえな」

　ダークエルフだって盗む。そういう生き方をしてきた。

　けれど明確に、ゴブリンの盗みとは違うと胸を張れるような気がした。

　故にこそ。負けるわけがない。

　シーナは不敵な表情で、自分の眷けん属ぞくに視線を向けた。

「引っ張り出すなんて面倒なことはしねー。あれごとぶっ倒すぞ。いけるか、練れん介すけ」

　勿もち論ろん、彼の答えは。
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　話を聞いても、細かなところは想像することしかできない。

　だが少なくとも、同じなのだ、ということはわかってしまった。

　特別ではない、ごく普通に起こりうる物事として……及おい川かわ万ばん離りと朝あさ倉くら練れん介すけは、共に、ただ世界から外れていただけだ。その在り方と世界の乖かい離りが終わりを求めてしまったというだけだ。

　そして死んだ後、自分たちは救いのようなものを見つけてしまった。

　それさえあれば外れていても幸せだと思えるものを見つけてしまった。

　だからその救いを追い求めて、もがいている。

　自分の終わりと同時に答えを見つけた皮肉を、彼女も感じたのだろうか。

　その幸福以外の全てを切り捨ててもいいという覚悟を、彼女も決めたのだろうか。

　ああ、方向性が違うだけで、立場が同じ仲間よ。自分のことを好きだと言った後輩よ。

　これは善悪の対立じゃない。良よし悪あしの秤はかりでもない。

　それでもお互いの求める幸せが、たった一つしかない何かを奪盗いみ合うしかなくて、どうあっても衝突してしまうようなものなら──絶対に、退くことはできないんだ。本当の意味での、戦争のように。

　たとえ、異世界から転生してきた種族たちの争いが根本なのだとしても。

　今ここにあるのは──現代に生きていた自分たちの、終わったあとで二度目の生を始めた自分たち自身の、戦争でもあるのだ。

　眼前に立つは鋼鉄の騎士。

　三メートルを超える全長。強大な輝獣の突進にも耐えうる特殊金属装甲。

　普通に考えて、生身で太刀打ちできる要素はない。

　だが彼女が、負ける気はないというような強い瞳で、自信満々に立っているのなら。

　その勝利を疑わないのが、眷けん属ぞくというものだろう。

「やろう、シーナ。覚悟はできてる」

「上等！」

　シーナはいつもの獰どう猛もうな笑顔で嬉うれしそうに応えてから、

「唯ゆい夏か、ちっと時間を稼げ！」

「簡単に言ってほしくないんだけど。まぁ……やるだけやってみてあげるわ」

　間合いを取るシーナとは逆に、嘆息した唯ゆい夏かが動いた。細かく立ち位置を変えるように移動しながら、腕を鋭く振るような動作を見せて、

「《我は硬く細き鋼糸を食したイミテート・ミミツクスライム》」

　歩き出そうとしていたＲリボＶルヴの膝に、少し引っかかるような挙動。

「むっ。これは……糸、か？　邪魔じゃの」

「私もその玩具の乗り方は知ってるから。何をされたらウザいかぐらいはわかるわ」

　おそらく工業用の高強度ワイヤーをスライムの性質で再現し、格納庫のあちこちに張ったのだろう。ＲリボＶルヴの歩行は転倒という危険と表裏一体だ。直接的な脅威ではないにしろ、簡単に切れないような強度のワイヤーが下半身の前にあるのは実際、面倒なことこの上ない。格納庫の暗さでは視認もしにくいはすだ。

「ふん、あいつにピッタリな陰険な技じゃん。体質とほとんど同義の魔術だから、アグヤヌバと同じようなことができんだな」

「陰険とか言わなくても……仲良くなったんじゃなかったのか」

「はっきり言うけど、なってねえ」

　クワッと断言。なら何があったのだろうか。

「とにかく、さすがにあれだけじゃＲリボＶルヴの装甲をどうにかはできないはずだ。時間稼ぎが精一杯だと思う」

「わかってんよ。じゃあ練れん介すけ、とりあえずこっちでやるぞ」

　どれだけ急いでも精霊樹を生み出すときには隙が生まれる。少しでもリスクを減らすべく、最も手近な物陰、壊れたＲリボＶルヴの残骸の陰で練れん介すけは膝をついた。シーナがその肩に手を置き、

「それ、ちょっと前までならあたしとお揃そろいだったな」

　練れん介すけの千切れた左手を見て、どこか優しく目を細める。

　くすりという互いの吐息が、儀式の合図だ。




「──根付け。我が眷属」




　ここが地面剝むき出だしの場所でよかった。身体からだのどこかから生えた根が大地に差し込まれ、エネルギーを吸い上げ、練れん介すけは練れん介すけという大樹になっていく。根付いていく。

　苦痛と快楽の入り混じった何度目かの解放感。全身の樹肉が歓喜するように戦慄わななき、力を取り込んで生育していく。人の形としての練れん介すけの身体からだは伸び上がる樹肉の中に取り込まれ、同化し、ある意味では分解されて消えていく。

　シーナと大地から受け取る心地ここち好よい温ぬくもりの中、億おつ劫くうそうに敵のＲリボＶルヴが腕を振るい、下方に張り巡らされたワイヤーを薙なぎ払はらうのが見えた。無数の万ばん離りたちが唯ゆい夏かに飛びかかり、しかし唯ゆい夏かは腕以外の場所から蠍さそりの尻尾を伸ばし蟹かにの鋏はさみを生やし、彼女らの短剣と爪に対抗する。

　夢うつつの状態で、練れん介すけはそれを知覚していた。目や耳を使ったのかは定さだかではない。なぜなら自分は樹きだ。少し待っていてくれ、委員長。もうすぐだ。もうすぐ──

「ん？」

　そんなとき、シーナが軽く首を傾かしげたのがわかった。

　悪い意味は込められていない。純粋な疑問からのものだ。

「近かったから自然と巻き込んじまって、まあ無視すればどーでもいいかと思ってたんだが……エネルギー、エネルギー、ね。なーるほど。相性がいいみたいだな」

　ひとしきりぶつぶつと呟つぶやいて、シーナは生育を続ける練れん介すけに笑いかける。

「今の状況なら使おうと思えば使えるぞ。どうする？」

　どうするって？

「精せい霊れい樹じゆにも精せい霊れい杖じようにも、決まった形はない。お前って森がどうなりたいかってだけだろ」

　そんなのは決まっていた。勝てればそれでいい。

　自分たちの未来が守れれば、それでいい。

「あのなー、聞いといて今更だけど、どんぐらい派手かとか気にしなくていいのかよ。お前にとっちゃ、こういうのは……取り返しのつかないこと、なんじゃね？」

　きっとそうだろう。ここまで辿たどり着つくために全てを費やしている。ゴブリンに勝ったとしても、これから後は色々なものを諦めなくてはならないのかもしれない。

　だが自分は既に心を決めている。

　逆に、確かめるべきはシーナの欲求なのかもしれないと思った。

　直接伝わる思考で聞いてみる。彼女が笑顔を見せていた、最近の出来事……学校はどうだったのか、と。買い物はどうだったのか、と。

「そりゃまぁ、なかなかいーな、って思ったな。ぶっちゃけ楽しかったぜ」

　シーナに欲しいものがまだあるんなら。俺はそっちを優先させてもいい。

「でもさ、あたしは貪欲だが、ゴブリンと違って節操はある。お宝も無駄に奪いすぎたら荷物が重くなって、結局追っ手に襲われて死ぬだけだからな。ギリギリんときに気にするのは絶対に持っていきたい一個が何か、手で摑つかんで持っていく一個が何かくらいだ。んで──」

　自分自身に呆あきれるように首を傾けて、ふっと柔らかな息を吐きながら。

「とりあえず今一番欲しいのは、やっぱりお前だ。なんでか知んねーけど、お前がいることが一番だって思っちまうんだよな」

　そうして彼女は笑ってくれるのだ。

　あるいは万ばん離りが求めているように、その存在を肯定する温かな視線で。

「だから、それ以外は……ま、なくなっても、しゃーないさ」

　それはなんとすっきりした諦念なのだろう。

　今までたくさんのものが手に入らず、失ってきて、それが当たり前だと理解するしかなくて──けれど、それでも前向きに欲しいものを求めてきた彼女の、森の微そよ風かぜのような達観。

「楽しい場所から出ていかなくちゃなんなくなっても、お前がいりゃまた別の楽しみがそれなりに生まれそうだしな。……あたしは楽しいのが好きでつまんねえのが嫌いっつってるだろ？　それはさ、こだわったせいで楽しくなくなるような楽しさはつまんねえからあっさり捨てられるって意味でもあるぜ。それがダークエルフ流の貪欲さだ」

　練れん介すけも形のない微笑ほほえみで、その全てを受け入れた。

　同じだ。俺も同じなんだ。

『ここ』が幸せな場所なんじゃない。シーナがいるからそう感じているというだけだ。どんな場所に行っても、たとえばシーナが元いた世界に行くようなことになったとしても、自分はそれを心から楽しめるのだという確信がある。

　だから、いいのだと思う。二人ともが、ここには何の軛くびきもないと感じているのなら。

　なんとなく身を置いていた、仮の現在地に。

『普通の世界』というものに──別れを告げる覚悟ができているということだ。

　やってみようぜ、シーナ。

「おっけ」

　彼女の手順が再開される。その決断に関係していたのは今いる場所だった。

　植樹地として自分たちが身を隠していたのは、壊れたＲリボＶルヴの陰。

　だから自然、育ちつつある樹きはそのＲリボＶルヴの残骸を巻き込むようになっていて──そして今、シーナが軽く指を揺らめかせたことで、より一層そちらに生育のベクトルが与えられた。

　練介という樹は、その場に倒れていたＲＶの残骸と一体化するようにして成長する。

　ぎゅる、と伸びた樹肉が鋼を覆う。大地へ向かう根の中に埋める。添え木のようにＲリボＶルヴの腕に沿って枝が伸びる。生い茂る葉、息づく緑の呼吸、太く力強い幹。

　格納庫の天井にまで触れようかという精せい霊れい樹じゆがそうして誕生し、練れん介すけは衝動のままに樹じゆ枝しを愛いとしいダークエルフの身体からだに伸ばした。これまでの病人じみたものではない、精気に満ちた、肉感的な彼女の肌。それが余計に嬉うれしくなって、貪った。隙間という隙間に入り込み、温度という温度を感じ、その身体からだを愛撫したくるしめた。

「ん……ふふ……」

　悪いた戯ずらっ子を眺めるような妖よう艶えんな微苦笑で、シーナの身体からだが浮かぶ。樹じゆ枝しに持ち上げられ、精霊樹練介の中心部にふわりと導かれていく。全身に樹じゆ枝しを纏まとわせる彼女がゆっくりと腕を持ち上げ、精霊樹練介の幹の表面にその掌てのひらを触れさせた。

　そして、詠うた。




　──根付き、息吹け、我が森よルート・ブリーズ・マイデイア。

　──闇者へ、忌者へ、福音たれウエイスト・アンフオーギヴン・エンダーク。

　──葉繁り、肥立ち、季は巡るグロウス・ブロウズ・リンカーネイト。

　──果てに、種木は、より靱くエンド・ナーサリー・エンリヴン。

　──芽吹き、息吹け、新しき森バツド・ブリーズ・マイデイア──




　その響きに導かれるように、心地ここち好よい音を立て、樹きは枯れていく。

　それは生命の循環が為なされた証あかし。

　力を蓄え育み役目を終えたものが、新しい何かとして生まれ変わるかたち。

　ぱらぱらと崩れ落ちる木片の中、立っているものがある。

　精霊樹の中から現れたそれは。

　黒き鋼と瑞々しい樹木が融合した、人型の影。

　千切れていた右腕の代わりに肩からは太い樹肉が腕の形に生えている。他の失われていた部位も似たようなもの。関節部には自在に動く樹肉が嵌はまり、強度が必要な部位には硬さを持った樹きがその形状を模して嵌はまり込む。焼け焦げていた装甲は樹皮と入り混じり、あるいは樹きそのものと入れ替わり、金属と植物が同化した表面となって息づいていた。

　魔術で生み出された樹きと、最先端科学で作られた人型装甲の融合。

　強引に作り出されたものでありながら、そこには不思議な一体感があった。魔術的で原始的な森の躍動感と、量り削られた無機質な鋼たちの冷厳が、奇跡のように調和していた。

　鋼こう樹じゆの騎士。

　今ここにある、これこそが精せい霊れい杖じようだ。樹きと一体化したＲリボＶルヴという形の精霊杖だ。

「なに……？」

　ギライザの操るＲリボＶルヴからそんな声が届く。

「……滅茶苦茶めちやくちやね」

　懸命に万ばん離りを押おし止とどめている唯ゆい夏かの呟つぶやきが聞こえる。

　ああ、自分でもそう思うよ。

　練れん介すけは、今やそれだった。意識はそこにあった。精霊樹から生まれた精霊杖。森が動物の死体から栄養を吸って広がるように、そこにあった鋼の残骸を糧かてに生育した存在。

　樹きと金属の腕以外にも、身騎体体のどこからか細い樹じゆ枝しが伸びていて、愉快そうな顔で自分の杖つえを見上げるダークエルフを抱いていた。異世界での衣装へと変わっていた彼女を、そっとその樹じゆ枝しで持ち上げる。自分の真ん中、心臓部、本来の胴体席ボデイスペース──そこが彼女の座としてふさわしいように思えたから、前面部を動かし、木のうろのように開いたその空間に彼女を運ぶ。そこも蔦つたの這はった計器や樹じゆ枝しで補強されたレバーなど、外観と同じく鋼と樹きが合一しているが、彼女にそれを動かしてもらうわけではない。

「おおっと、意外と狭いんだな。あとケツが痛ぇ。この尻置きどうにかなんないのか？」

「それはみんな言ってる。悪いけど我慢してくれ」

　杖つえの状態では虚こ空くうから出ていた声が、どういうわけか今はＲリボＶルヴ内のスピーカーから出た。不思議だが、このＲリボＶルヴと自分は同一だという法則ルールがまず先にあり、その後で自然な形に当あて嵌はめられた、というような気がする。

　ＲリボＶルヴの操作系が意識と直じかに接続されているかの如ごとく、言語化する以前の本能として、騎体の動かし方がわかっていた。

　以前にも似たような感覚があったのを思い出す。演習中に空から落下したとき。夢中で操作した結果、ＲリボＶルヴと繫つながった感覚があったが、あのときのものと近い。意味はわからないが。

　そして繫つながり方は無論、あのとき以上だ。

　金属と樹きの腕は自分の肉体だった。装甲は自分の肌だった。魔力が伝わっているのか、樹肉に置き換えられていない部分、小さな部品の一つ一つまでもが自分だと意識できる。人間のとき、爪の端、髪の先まで神経が通っているのと同じように。

　だから実のところ、先程彼女を乗せた胴体席ボデイスペースも自分であるのは変わらなかった。まるで自分の体内、一番大事な場所を開いて、そこに彼女を迎え入れたような感覚がある。

　シーナという存在が自分の中に座っている。文句を言う尻の感触も、興味深そうにレバーを触っている指も、さらさらとシートに触れている髪の柔らかさも、全てを直接的に練れん介すけは感じていた。粘膜で感じる以上に刺激的な、彼女という存在を全身で味わう、捕食じみた交わり。

　それはどこか快楽的ですらあり、多幸感を溢あふれさせる。

　そこにいてほしい、と願う。共に在りたい、と願う。

　体内にマグマのような力が流れている。シーナの魔力による万能感だけではない、それを受けて活性化し、全身を駆け巡る、血液のようなもの。ああ、そうだ。樹きと一体化してもその構造が変わっているわけではない。流れているのは、エネルギー流体ＥＦ。ＲリボＶルヴを動かすための唯一の燃料だ。

　背中の補充機構も変わらない。だから練れん介すけが動けと念じるだけでそれも動く。撃鉄を引き起こす。注入器インジエクターが蔦つたの絡からみつきによって持ち上げられる。トリガーをオン。回転弾倉のようにセットされていた薬室のＥＦが注入器インジエクターによって叩たたき込まれ、樹きの表面を水が流れるように、真新しい光が全身の経路の上を歓喜して走った。

　シリンダーロールを確認。

　エネルギーリロード──完了。
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　さらに溢あふれんばかりの、暴力的なまでの熱量が体内に蓄えられて。

　全身の経路を彩いろどる輝きは、戦士に与えられる奇跡の恩おん寵ちようじみて神こう々ごうしく。

　黒の騎士であり樹きの巨人でもあるもの、ダークエルフの眷けん属ぞく、朝あさ倉くら練れん介すけ……

　それら全ての意味を持つ者は、今、いかなる憂いもなく。

　人の身より遥はるかに大きな拳を握って、倒すべき小鬼の騎士と対たい峙じする。
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「こちらも、エネルギーリロードを実行……と、言う決まりかの。ぎひ」

　ギライザであり穿せん崎ざき陽ようでもある彼女は、慣れた手つきで手元のトリガーを操作する。眼前の混血児と同じように、背中のチェンバーからＥＦが騎体の全身に流し込まれ、新鮮な輝きを身に纏まとった。その補給動作に戸惑いやもたつきはない。

　何の気なしに、疑問が口に出た。

「これを操る者は騎士と呼ばれるそうじゃな。では、妾もそうなるか？」

　平静を装よそおってはいるが、先程から吐き気が収まらなかった。摂取させられた毒のせいだろう。知ってか知らずか、盗奪魔術ステイールマジツクの欠点を突かれた。既に自分が所有しているものは盗めない。体内の毒だけを抽出するようなことはできない。

　平衡感覚は怪しい。手足も痺しびれている。そのため盗ステ奪イー刀ラーを用いての生身の魔術戦は不可能だと判断し、力の入らぬ四肢でも操作できる代わりの巨人からだを使うことにしたのだが──まさかダークエルフにあのようなことができるとは。

「くだんねー。なら、あたしだって騎士だろ。出世できて嬉うれしいぜ。お前は格が下がってっけど、それでいいのか？」

　向こうの騎体の中から、馬鹿にしたようなダークエルフの声が届く。

　騎士。確かに皮肉だ。それは何かに仕え、何かを守る者。女王と相反するとも言える立場。

　だからこそ、だ。

　二騎のＲリボＶルヴの狭はざ間ま、足下では、無数の万ばん離りと無形のスライムが互角の戦いを繰り広げている。

　欲しいもののために、貪欲にそれを追い求めている──あるいは狂ってしまっているほどに純粋な、ゴブリンの眷けん属ぞく。

　欲しいと感じてしまった。

　この立場でしか得られぬ盗めぬものがあると知ってしまった。

　ならばそれも盗むのがゴブリンの女王の責務だ。諦めるのは流儀ではない。そんなものは誇り低きゴブリンの所業ではない──

　故にこそ。

「騎士とて盗まぬということはあるまい。いや、騎士にしか盗めぬものすらあろう。ゴブリンの女王は全ての盗みを知らねば格好がつかぬ」

　痺しびれる手で主動作桿かんを摑つかんだ。血を入れ替えた臣下の四肢に力が籠もる。

「今、妾はここで騎士としての盗みを知る！　いただくぞ──ダークエルフ！」
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　黒き鋼の巨人と、魔術で生み出された鋼樹の怪物が激突する。

　練れん介すけには恐怖も不安もない。むしろ湧き上がる万能感に高揚していた。

　樹肉で形作られた腕で、がっしりと敵ＲリボＶルヴの腕を受け止める。強度的な不安はなさそうだ。むしろ木材特有の衝撃吸収性が余裕を生んでいるようにも思える。

　普段の演習とは違う、何でもありの格闘技戦が合図もなく始まった。

　打ち合わされる拳と拳。重い物体がぶつかりあう衝撃で空気が威圧的に震えた。細かく立ち位置を変えて有利な攻撃角度を追い求め、あるいは腰を落として衝撃を受け止める二騎。

　激突により双方の装甲が砕けて弾はじけ飛んだ。しかし練れん介すけには鋼の硬さと樹きのしなやかさが同時に備わっている。破損部位に隣接した樹肉が勝手に成長。鋼の欠片かけらを飲み込みつつ、新たな皮膚として損壊を補塡した。練れん介すけの装甲は生きているのだ。

　ただ、普段からよく知っている練習騎とはその樹肉のせいでバランスも重さも違う。戸惑う部分もあった。そもそも胴体席ボデイスペースのマニピュレーター以外でこんな動かし方をするのは初めてだ。出力調整はどうする？　衝撃吸収ダンパーの限界値まではどれくらいだ──？

　だが代わりに感覚があった。自分そのものであるＲリボＶルヴの操作は、手足を直接動かしているようなもの。人間は筋肉や関節の動きを数値で把握しているわけではない。全ては感覚だ。

　数値では出ないが、わかる。あるいはシーナの前のモニターに映し出されているのかもしれない情報が、感覚として練れん介すけの内部に伝わってくる。それに慣れれば本来のＲリボＶルヴと同じ、いや、それ以上の動きもできるような気がしてきた。

　金属と木材の擦れる腰をゴキンと捻ひねり、杭くいのように尖とがった肘打ちで相手の頭部を揺らす。柔軟な関節でバランスを維持し、膝を蹴り抜いて転倒を試みる。拳打、手刀、体当たり、関節技──格闘訓練で得た技術を、ダイレクトにＲリボＶルヴでの近接戦闘に応用させていく。自分の肉体と同義であるからこそ可能な、ある意味ではＲリボＶルヴの常識を逸脱した異常駆動。

　陽ギライザの操縦にも拙さはなく、むしろ優秀な部類だと思えたが、練れん介すけの元々の技量、感覚と一体化した直接操作性、鋼樹が合一したＲリボＶルヴの騎体特性が合わされば、凌りよう駕がは必然だった。

　狙い澄ましたクロスカウンターがギライザの拳をかいくぐり、逆にその胸部に直撃した。胴体席ボデイスペースに近いその場所は、もっともダイレクトな衝撃を駆操者に与える。

「ちぃっ……！」

　よろめき後退する敵騎。もう一押しで倒れるだろう。そうすれば前面装甲を引き剝がし、中にいるギライザを摑つかみ、殺し続ければ終わりだ。

　迷いはない。踏み込み、腕を伸ばそうとした。

　だがそのとき、ギライザのＲリボＶルヴを駆け上り、その首にしがみつく人影がある。

「待って、センパイ！」

　身を挺ていして主を庇かばおうとするのは、無論、その眷けん属ぞくだった。
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　ギライザのＲリボＶルヴが体勢を崩したのが見えて、いてもたってもいられなくなった。

　駄目だ。

　なんとか向こうのＲリボＶルヴに取りついて、関節部を破壊するなり自分の身体からだを巻き込ませるなりして動きを止めたかったが、肉薄する前に瘦せた上級生に邪魔され続けた。斬っても斬っても効いている感じはなかったし、数に任せて襲いかかっても腕のような部位をたくさん生やして迎撃される。そもそも整備畑の人間の目から見ても、あの鋼と樹きのＲリボＶルヴの構造的弱点というものはよくわからなかった。あの調子ではどこを破壊しても自己再生しかねない。

　そこでギライザが体勢を崩すのが見えたのだから、そちらに行ってしまった。

　自分を見てくれるひとに、いなくなってほしくなかったから。

　彼女はゴブリンの女王ギライザ。そして穿せん崎ざき陽よう。

　おかしなことなのかもしれないが、二人が同一であると万ばん離りはごく自然に受け入れてしまっていた。大切な二人が一人になっている。ただそれだけのことだと。

　けれど、自分を見てくれる視線の強度はともかくとして、存在感としては二人ぶんだ。一度に二人がいなくなってしまっては、それは、それは──自分が消えてしまうのと同じだ！

「……万ばん離り。そこにおらずとも、貴様の命は妾のために使われるのじゃぞ」

「や、そーなんだけど。そーなんだけど……なんか、さ。リアルに、ちょっと待って、ってカンジになっただけで」

　言葉では説明できない。こうしたのはただの衝動だ。

「そしてダークエルフと眷けん属ぞくの小僧は、貴様が盾の役目を果たせるほど甘くはあるまい。ついでに殺される危険性が増えただけと言えような」

「あー……よく考えれば、そっか……」

　また余計なことをやってしまったか。普段から意図的にミスして人目を集めていたのとは別に、そもそも自分が愚図なのは当たり前の事実だった。ちゃんとやろうとしても失敗することのほうが多い。

「しかしな」

　と、苦笑の気配。

「お前のおかげで気付いたことはある。なるほど、ちょっと待つのは大事なのやもしれんの」




　万ばん離りがそこにいることに意味はないはずだ。何かの罠わなか？

　──関係ない。練れん介すけは僅かな思考で可能性を切り捨て、今の自分なら何があっても対応できると覚悟して、改めてギライザのＲリボＶルヴに肉薄しようとする。万ばん離りは無視だ。ハッチを剝がすことに注力。そのついでで万ばん離りが死のうが、むしろ好ましいことだ、気にする必要はない──

　だが、万ばん離りの功績は、練れん介すけにその数秒の思考を生ませたこと自体。

　ギライザはその隙に起死回生の一手を思いついたのだ。




　胴体席ボデイスペースの中、ギライザは自分の首飾りから髑どく髏ろの一つを千切り取る。それは形なき何かを盗んだという証あかし。ゴブリンの宝の保管箱。

　にやりと笑う。

　ダークエルフよ、その眷けん属ぞくよ。

　お前たちは、かつての自分たちの行いにて失意を摑つかむだろう。

　貴様らが見せた生き汚さを──ゴブリンの女王は盗んでいる！




「《下ク賜ワすイるエ、ツ蔵トに・奪マいジしツ静ク闇リのリ宝ーをス》」
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　ＲリボＶルヴの樹腕がギライザの騎体に、あるいは万ばん離りの身体からだに届こうとした刹那。

　視界に闇が溢あふれた。紛れもない漆黒。格納庫を非力に照らし出していたライトの抵抗も馬鹿馬鹿しく、全ては単一の帳とばりの中。それに吸着されているかのように、一切の音もない。

　これは──学校から逃げるとき、シーナが使っていた──

「あっ、クソ、闇の精霊の魔術じゃねーか！　盗んでやがったのかよ……まずいぞ練れん介すけ、あいつら、逃げる気だ！」

　練れん介すけの中で勝利の時を待っていたシーナが腰を浮かせるのがわかった。狭い胴体席ボデイスペースの中、その拍子にどこかに身体からだをぶつけて顔をしかめたのも。全ての視覚と聴覚を無効化する暗黒の中であっても、骨伝導のような直接性で彼女の声や状態だけは感じ取れる。

　こうなる寸前の位置関係を思い出す。外に出るための鉄てつ扉ぴは横手だ。こちらを無視して向かえる。施せ錠じようされてはいるが、ＲリボＶルヴの力をフルに使えば壊して出ることもできるだろう。

　どうする。自分たちも感覚だけで一か八か動くべきか。迷っている今この瞬間にも鉄てつ扉ぴが破壊されて逃げられているのかも。ここまで追い詰めておきながら……

　だがそこで練れん介すけの頭にふっと解決策が浮かんできた。自分はＲリボＶルヴなのだ。輝獣対策に使われる個人用作業装甲なのだ。ただの樹きの巨人ではない。だから。

「なあ、シーナ」

「ん？」




「闇の精霊は……レーダーって技術を知ってるかな？」




　ＲリボＶルヴには多種の観測用機材が搭載されている。地形を観測するもの、輝獣の反応を感知するもの。そして、ＲリボＶルヴ同士の位置関係を把握するもの。

　作戦時の事故で最も怖いのは騎体同士の接触だからだ。地上でも転倒事故は危険だし、飛行時には致命的な結末を生む可能性もある。だからこそ、それは基本的なものとして絶対に備えられている。作戦行動の設定などせず、ただ裏技的に強制起動させられたＲリボＶルヴでも、確実にアクティブになっている──

　その機能に神経接続。ＲリボＶルヴそのものと同化した練れん介すけの意識は、完全なる闇の中でも。

　蔦つたの這はう内部モニターに、光点が映ったのを感じ取った。

　ギライザは──そこだ！

「闇の精霊も、騎体シグナルまでは消せなかったみたいだな！」

「ははっ、しょーがねぇだろ、あっちの世界にはそんなんなかったしさ！」

　敵騎がいる方向に足を踏み出す。視界そのものは相変わらずの漆黒。

　捕捉まで、あと数歩。

「ああ、今ならゴブリンをあの玩具ごとぶっ倒せるヤツが出せると思うぜ。またお前に負担がかかるかもしんねーが、どうする？」

「今更出し惜しみはなしだ。頼む」

「おっけ。頼まれたぜ、相棒！」

　シーナの手が練れん介すけの中にある突起レバーをそっと摑つかむ。触れているのだから、それは杖つえだ。

　鋼と樹きの合一したＲ練Ｖ介は今、彼女の魔術を発動させるための杖つえとしての役割も果たす。




「《闇の精霊に命ずる／鋳られし澱みよ世界を分かてダークスピリツト・デイバイドライトネス》」




　周囲に満ちた闇から抽出されたさらなる闇が、Ｒ練Ｖ介の手中に集まってゆく。

　誰にも見られることはない。けれど確かに形を持ったそれは、集合した漆黒。

　物質化した闇で作られた大剣だ。

　練れん介すけはそれを携え、レーダーの示す地点に最後の踏み込みを行った。全体重をかけて、あらゆる勢いを乗せて、闇の大剣を全力で突き込む──

　闇の凝縮が周囲の漆黒の密度にも僅かな影響を与えていたか、最後の瞬間、久方ぶりに視界に何かが映った。薄青の文様。乳白色のＥＦと騎体の透過素材が描き出した、ＲリボＶルヴのエネルギーライン。それは最後に狙いを定める最適の道標となった。

　ぬるりというありえない手応えで、闇は鋼鉄の中心に飲み込まれ。

　それを貫通し、背後にあった大きな鉄てつ扉ぴまで裂いた。

　勢い余って騎体同士が激突し、鉄てつ扉ぴを破壊しながら両者は格納庫の外に飛び出す。




　ずどしゃ、と重い板状の何かが地面に落ちて滑る音。

　音、だ。そこに無音の漆黒は既にない。

　月明かりが朧おぼろに頭上から降り注ぎ、その光景を静かに照らし出している。

　もう一騎のＲリボＶルヴに馬乗りになり、闇の大剣をその胸に突き立てている鋼と樹きの巨人。

　その物質化した闇の刃は、貫通と衝撃で外れた前面装甲の奥、剝むき出だしになった胴体席ボデイスペースの中で──

　ゴブリンの女王の身体からだを、完全に貫いていた。
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　動けない──あらゆるものが抜け出ていく感覚。

　胴体席ボデイスペースの外で、地面に投げ出された万ばん離りが胴体に大穴を開けて口から血の泡を吐き出しているのが見えた。それ以外の分割出現していた万ばん離りの姿も全て消え去り、忠実なるゴブリンの群れはそうして死に続けている。

　胸と腹を諸共に貫き、今もなおこの身体からだを縫い止めている闇の刃。

　それがギライザを殺し続けている以上、身代わりとなる彼女の命運も尽きている。

　死に、代わりの命となり、死に、代わりの命となる。その繰り返し。そして群れの命が尽きれば最後に当然の命が使われるだろう。この価値ある女王の命が。

　ああ、そんな結末は許されない。許してなるものか。

　もがいた。そのつもりだったが、腕は動かなかった。

　衝動が湧き上がってくる。欲しい。欲しい。自由が欲しい。生が欲しい。未来が欲しい。とにかく良よいものが何でも欲しい。何としてでも欲しい。どこにあろうと、誰のものだろうと、盗み取りたい──

「はっ。ざまあねえな、ゴブリン」

　ダークエルフが、倒れたこのＲリボＶルヴの前面部に足をかけて立ち、胴体席ボデイスペースの中をにやにやと覗のぞき込んでいた。

「何を考えてるのかくらい目を見りゃわかるぜ。何でもいいから欲しい、って思ってるな。いやホント、マジで卑いやしい小鬼だぜ。そうやってあれもこれもって欲張ってっから、そんなふうに情けなく死ぬんだよ」

「おの、れ……ダークエルフ……見下す、な。妾、は、ゴブリンの、女王、ぞ……」

「へー、忘れてたぜ、口ばっかりで全然そんな気はしなかったからな。ああ、それも負けた理由なんじゃねーの？　お前らはチグハグだった。ゴブリンの女王は人みてーで、人のはずの眷けん属ぞくは完璧にゴブリンすぎた。だから勝てるチャンスも逃してただろ」

「な、に……？」

「最大のチャンスは買い物してたときだな。人間の皮を被かぶったお前を人質にするとかバカなことしちまったが……あんとき、お前が本性を出して眷けん属ぞくと一緒に襲いかかってればあたしらには勝ち目はなかったはずだ。なんでそうしなかった？」

　何な故ぜ。何な故ぜか。それは──それは──？

「昼間は出ないようにしてたとか言ってたが、ンなの絶対的なルールなんかじゃねえだろ。破ろうと思えば破れたはずだ。なのにそうしなかったのは……はっ、お前、周りを気にしてたな？　あそこにいた周りの人間を巻き込んだりして、それがケーサツとかに捕捉されたりして、眷けん属ぞくと一緒に社会生活が送れなくなるのを恐れたな？」

「…………」

「最初に学校であたしらとやり合ったときもそうだ。邪魔が入るのが嫌いっつって、この学校に残ってた人間の意識を盗んでたな。面倒臭すぎるだろ。あたしだったら絶対しねぇ。ンなマメな準備してたのも、あいつとの生活を守りたいって欲があったからだろ？」

　言われてみればそうだ。そんなことをする必要はなかった。ゴブリンの女王なら。邪魔が入れば殺せばいいだけなのに。なのに、どうして。

　いや、わかっているだろう──お前は。ギライザ穿崎陽。

　お前は、万ばん離りとの未来を、夢見ていた。

　そこに価値を見み出いだし、宝だと感じ、これからもずっと共にいたいと願っていたから。

　生き残りをかけた戦争中の魔マ術ギ種スとしてではなく、幼おさな馴染なじみとして、想おもっていたから。

「へっ、結局、単純な話かもな。これはゴブリンとダークエルフの邪悪さ勝負で、あたしらのほうが悪かったってだけだ。あたしらは悪としての覚悟ができてた。全部を捨てて滅茶苦茶めちやくちやにする覚悟ができてた。だからお前らも全力でブッ潰せた」

「妾は……あたし、は……」

　口から漏れたその掠かすれ声で、ダークエルフは何かに気付いたように肩を竦すくめた。

「やっぱりじゃねえか。その卑いやしさで、お前は盗みすぎたんだ。最初にな」

　ギライザは思い出す。雨が降っていたあの日。

　世界で一番大きな雨粒と、地面に咲いた花と、それを抱いて嗚お咽えつする少女。

　見た瞬間に、自分は何を思ったか。

　そうだ──欲しい、だ。

　その場にあった願いが、狂気が、絆きずなが、欲が、確かにそこにしかないものだとわかったから。それが愚かなゴブリンの群れの中からは誕生しえない、真に対等の間柄でないと甘受しえない、輝かしくも危険な『宝』だと思えてしまったから──

　盗んだ、のだ。

　穿せん崎ざき陽ようという人間の存在を丸ごと盗むことで。

　元の世界では絶対に得られなかったものを、得たかった。

「欲しがっちゃいけないモンまで盗んだんだろ。だから、やっぱりお前は、自分の卑いやしさで死ぬのさ」

　吐息が漏れる。全身から力が抜けていく。

　そうかもしれない、と思ってしまった。

　他の何を欲しがってもいいが、盗もうとしてもいいが、それだけは。

　姿だけではなく。立場だけでもなく。

　その特別な関係性を欲ほつして、本当の意味で人になりたがったゴブリンは──

　きっと、もうゴブリンではない。




　ダークエルフの掌てのひらが、何かを盗み取るべく伸びてくる。

　女王でもなければゴブリンでもない何かに、もはや抵抗する術はなかった。
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　こぽり、と口から血が零こぼれる。

　胸と腹に開いた大穴はずっと開きっぱなしで、何度も死んで目覚めてを繰り返しているのに、治る気配はなかった。それはつまり、この傷の大本がずっとこの状態だということ。

（終わっちゃうの……かな）

　そんなとき、視線を感じた気がした。

　天を仰いでいた顔を懸命に動かして横を見る。血の塊がまた喉から流れた。樹きと混ざったＲリボＶルヴが、膝立ちの姿勢でもう一騎のＲリボＶルヴに闇の剣を差し入れたまま、視線だけで自分を見下ろしているのがわかった。カメラ越しでも、センサーを通してでも。見られている、と感じた。

　見られている限り、自分はここに居続けられる。

　だから、笑った。

「センパイ。好き、です」

「……」

　ＲリボＶルヴからは沈黙だけが返る。だけどまだ見ている。

　聞こえたのは、聞きたくない声だった。

「お前の身体からだはもう治らねえ。大本をもうあたしが美お味いしくいただいたからな。それが最後の命だ。だっつーのに……死しに際ぎわにまで噓うそついてんじゃねー」

「噓うそ……？」

「噓うそだろ。だってよ」

　ダークエルフがこれ見よがしに彼というＲリボＶルヴにすり寄った。腕をいっぱいに開いて彼の脚あ部しを抱き、胸元を押しつけ、淫いん猥わいに舌を出して笑った。

「これはあたしのものだ。ゼッテェ盗ませてやんねえ……って言っても。お前の中には何もねえからな」

「……？」

「練れん介すけって精せい霊れい杖じようがある今のあたしには感じられるぜ。こんなことをしても、あたしが魔術に使えるような強い負の感情、暗き精霊がお前の中にはいない。嫉妬も怒りも憎悪も絶望もない。つまり──お前は練れん介すけのことを、好きでもなんでもないんだ」

「そんな、ことは、ない……私は、センパイのことが、本当に……」

「へえ？　じゃあ練れん介すけのことが好きな理由を言ってみろよ」

「それは、それ、は……私のことを助けてくれたから……」

「じゃあ、あそこで助けたのが俺じゃなかったら、そいつに告白したんだな」

　ＲリボＶルヴからの声は、静かで感情の込められていないものだったが、万ばん離りの耳にそれは残酷な死刑宣告のように聞こえた。

　それは、だって。

　そうだと答えるしかない。

　あのとき流れた涙の意味を、自分自身は覚えている。嬉うれしかったのだ。

　陽ようレベルの大事な存在になってくれる人の候補をようやく見つけられた、そのことが嬉うれしかったから涙が出たのだ。眼前にいた誰かへの感謝ではなく、自らの幸運に震えたのだ。

　だから。相手が誰だったとしても、きっと自分は泣いていた。

　泣くほど欲しい誰かを手に入れる過程を、つまりは恋を、始めていた。

「お前も卑いやしいぜ、眷けん属ぞく。腹が減ったから食い物を盗んで、眠くなったから寝床を盗むみたいなもんで、お前は結局、何が欲しいかなんてどうでもいいんだ。好みも誇りも何もなく、ただ必要なものを補充しようとしているだけ。あの女とは真逆だな。そいつはゴブリンとしては正しいのかもしんねーが、まるっきり人としちゃ壊れてる」

　だって、仕方ない。そうしないと消えてしまうから。大事とは、好きとは、そういうことではなかったか。他の人の好きとは、違うのか。陽ようちゃんの好きは──どうだったのか。

　彼女にはもう聞けなさそうだった。だから、せめて、

「じゃあ。センパイは、どうして……」

「理由なんか考えるまでもなく、なんとなく、こいつだけいればいいって確信できるのが……好きってことじゃないのか。少なくとも、俺はそうだ」

　次第に視界が暗くなっていく。センパイに見られているのに、消えていく。

　悲しくなった。

「……やっぱり、駄目だったんだ。私は……いたかった、だけなのに。いていいのかいけないのか、ずっとわかんなくて……誰も、見てくれなくて。お母さんも、私を……」

　ＲリボＶルヴが、静かに嘆息したような気がした。

「それは、いていいんだ。特に母親なら──いるのに見ないほうが間違ってる」

「見るときも、あったよ。でも……お母さんが私を見るのは、いなければよかったって、言うときだから。プラマイ、ゼロ、じゃん」

　少しの間があってから、彼は独り言のように呟つぶやいた。けれどそれは確かに万ばん離りに向けられた言葉で、何かに対する共感で、あるいは──同じ目線からの、憂いだった。

「どれだけ自分の人生にいてほしくないものでも、いることで困ったことになるんだとしても……いるんだから、しょうがないのにな。何でわかんないのかな」

　身体からだの全部から大切なものが揮発していく。彼の声は、抜けていく自分の中身の代わりに、そっと溶けて混ざったような気がした。

　ああ。今の感覚だけで、もういいかと思ってしまった。

　消えるのは嫌だ。でも、この人に見られながら消えるのなら。

　理由はわからないけど、そう思えた。

　──それは、つまり。彼の理屈で言うと──

　狭くなった視界の真ん中に見つめて、懸命に、震える声を絞り出した。

「はじめて……誰かを、好きに、なれたのかも。だから……センパイ。好き、です」

　彼の返答は、とても静かに。

　そして真摯に。




「悪いな。お前の気持ちには応えられない」




　万ばん離りは目を細めて、仕方なさそうに苦笑した。

「あー、やっぱりかぁ……欲しいのに、なあ……」

　そしてそのまま瞳は閉じられて。

　終わった初恋と共に、もう目覚めることはない。
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　突然の暗闇が消きえ失うせた格納庫を出て、全てが終わったのを悟った。

　変形させていた肉体部分を普通の人間のものに戻し、枇び杷わ谷たに唯ゆい夏かは人知れず溜ため息いきをつく。

　どうするつもりなのだろう。背後の格納庫の中は滅茶苦茶めちやくちやだ。焼け焦げ、物は散乱し、並んでいたＲリボＶルヴのうち二騎が消失し、ＲリボＶルヴ用の出入り口たる鉄てつ扉ぴも完璧にぶち破られている。監視カメラ程度は事前に処理しているだろうが、それだけで済むようなレベルは遥はるかに超えていた。

　外の光景もそうだ。

　地面に座り込むような姿勢になっている、前部装甲が外れたＲリボＶルヴ。その胴体席ボデイスペースの中にはもう誰もいない。異世界の魔マ術ギ種スが消え去ったあとに現れた、凜りんとした雰囲気の女子生徒はいない。その近くの地面にも、今はもう制服姿の女子は横たわっていない。

　ただ、夜空の月に向かって離れがたく枝葉を寄り添わせる、二股の樹があるだけだった。

　少し離れた場所には、それとはまた別の樹き。

　もう一騎のＲリボＶルヴを飲み込んだ大樹が地面に根を張っていた。その幹の内部から掘り当てるようにして、褐色肌の女が人間の姿に戻った彼を引っ張り出す。静かに葉を茂らせるだけの二股の樹きをよそに、そちらの大樹は軋きしむ音を立てて枯れていき、後には損傷の激しい鋼鉄の残骸が残るだけになった。

　自動車や重機以上の厳密さで管理されているＲリボＶルヴが二騎もこうなっているのだ。本当に、どう後始末をするつもりなのだろうか。

「…………」

　関係ないと言えば、ない。契約はゴブリンを倒すまでだ。

　彼らがどんな状況に陥ろうと、自分は日常に戻ればいい。

　けれど。

　もう一度溜ため息いきをついて、唯ゆい夏かは歩き出した。保存していたらしい服を着ている彼を一いち瞥べつしつつも、足は止めない。

「騎体丸ごとなんて無理だけど。中の記録装置くらいは食べておいてあげるわ。ただ壊すよりは安全でしょう」

「……ありがとう、委員長。ごめん」

「あなたのためだけじゃないわ。私のためでもある」

　彼だってわかっているだろう。これも対症療法にしかならない。根本的な解決にはなっていない。これだけのことをしておいて、彼が今まで通りの立場でいられるとは限らない。

　それでも、やっておくしかなかった。

　スライムの魔マ術ギ種スであるアグヤヌバを倒して、この日々を過ごすようになってから。そして今回の騒ぎを経てから。少しは唯ゆい夏かの内面にも変化は起こっていた。

　盾としてダークエルフと朝あさ倉くら練れん介すけを使うつもりだった。だからもし彼らがいなくなっても、それは盾が一つなくなっただけのことで、より慎重に日常を暮らしていれば問題はないと考えていた。

　だが、本当にそれだけか、と思うようになってきたのだ。

　だって──

　胴体席ボデイスペースに身体からだを突っ込み、歪ゆがんだパネルを強引に開け、中の機材を引ひっ搔かき回まわして記録装置を取り外す。直接胃の中に押し込むようにして、ひとまず丸まる吞のみにした。

「……」

　だって、彼がいなくなっても、自分は自分が化け物であることを知っている。

　それを押し込めて生活するのに、きっと自分自身の無視では足りない。

　別の誰かの無視が必要だ。

　それはゴブリンの眷けん属ぞくが求めていたものと真逆で、しかし同じものなのかもしれない。

　自分一人では誤魔化せないなら。お前は化け物だけど普通なんだと、自分にとってはみんなと一緒なんだと見てくれる、そのうえで無視してくれる目が、たぶん必要だった。

　それこそが、数学的なゼロを作り出すための、本当の方程式。

　だから今はこう思っているのだ。

　失うと困る。彼にいなくなってもらっては、困る──と。

　少なくとも、テトリスの長い棒程度には。




　二騎目の証拠隠滅だ。彼が動かしていたＲリボＶルヴの残骸に歩み寄る。

　地面に腰を下ろして息を整える彼の、申し訳なさそうな目。

　先程、彼が言っていたことを思い出した。格納庫を出た唯ゆい夏かにもそれは聞こえていた。

　だからこそ、違う、と確信できる。

　彼と共にいることを求めているのだとしても。

　それは彼を必要としているだけだ。利害関係という理由があるだけだ。

　理由なしにそう思っているものではない。

　だから、大丈夫だ。

　枇び杷わ谷たに唯ゆい夏かは、彼の隣にいる褐色肌のダークエルフからそっと視線を逸そらす。




　──盗む必要なんて、あるわけない。
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　今できる事後処理を可能な限り行って、帰路につく。今日はもうとりあえず眠りたい。

　だが気になることがあった。

　帰り道、シーナの様子がおかしかったのだ。学校からずっとだ。

　どことなく不機嫌そうな半眼でこちらを見ていたかと思えば、歩く距離感をじりじり縮めてきて、何かを言おうとして途中で止め、鼻を鳴らし、距離を取り、耳をぴこぴこさせ、また斜め後ろあたりを歩きながらじーっと見てくる……そんなことの繰り返し。

　獲物に飛びかかろうかどうしようか迷っている猫のような気配だった。

　マンションのエレベーターに乗っている最中に、さすがに気になって聞いてしまう。

「えーと……どうかしたか？」

「べっつにー？　なーんでも」

　シーナは口を尖とがらせて言った。明らかに何かある態度なんだけど、という困り顔で視線を向けていると、隣に立っていた彼女はむくーと頰を膨らませ、肩を練れん介すけの身体からだにぶつけてきた。それだけでは飽き足らず、手を伸ばして背中を叩たたいてくる。かと思えばわきわきと肩を摑つかむような動き。

「いや、マジで何なんだよ……」

「あーもう、わかんねーのかよ。気付けよ。くそ、しょーがねーな！」

　自室のある階にエレベーターが到達すると、シーナは練れん介すけの背中をぐいぐい押して先に進ませた。そんなことしなくても行くんだけど、と困惑しながら家の鍵を開け、後ろからタックルされるように玄関に入って──

　振り向いたところで、押し倒された。

「……！」

　玄関に尻餅をついた練れん介すけに、正面からシーナが跨またがって、むにい、と抱きついている形。

　その健康的で肉感的な膨らみが胸板に手加減なく押しつけられている。自分の太ふと股ももの上に彼女の褐色の太ふと股ももがあるのは非常に背徳的な組み合わせで、その心地ここち好よい重みと質感は夢のように官能的だ。その上側にある頼りないチェックのスカートの裾はそれを引き立てる一流の副菜。

　逃がさないというように、こちらの肩を摑つかんでいる手。おそるおそる見上げると、ジト目で睨にらんでいるシーナの顔があった。

「ええと、シーナ……これは……？」

「ちょっと裁判だ。これはお前に正直に言わせるスタイル。正直に言わなかったら速攻でお仕置きが飛び出るスタイル」

　お仕置きはまんじゅうのように怖かったので、どうあれ正直に答えようと思った。

　シーナは数秒、口元をもごもごさせながら練れん介すけを見て、それから意を決したように、

「お前さ。最後……ちょっと心揺れてなかったか？」

「最後って？」

「それは、ほら、その、あれだ。ゴブリンの眷けん属ぞくが……お前のことを、……きだ、みたいな」

　くぐもった感じでよく聞こえなかったが、わかった。だからやはり、正直に。

「揺れてなんかないよ」

「で、でもさ。なんか言葉、優しかっただろ。そんな気がしたぞ」

　視線を逸そらして小さく言うシーナ。練れん介すけはふっと頰を緩めた。

「あんな状態でよく言うなって思っただけだよ。あと、自分のこととかと合わせて、色々な」

　彼女だって気恥ずかしいのだろうから、おあいこだ。練れん介すけは自分から腕を伸ばして、彼女の背中に回した。そこにそっと力を込めつつ、彼女の耳元で、

「信じてくれよ。俺は、シーナさえいればいい。だからここにいるんだ」

　やがて、彼女の額が練れん介すけの肩にこつんと落ちた。

「……よし。無罪」

　裁判は迅速に終わったが、彼女はまだ動かなかった。

　と思ったら再びがばっと身を起こして、至近距離から見つめ合う。

　ジト目成分はなくなっていたが、照れたような感じは変わっていなかった。

「あー、なんつーかさ……わかっちゃいたんだ。でも微妙に信じられなかったっつーか──お前が、あたしのために何を捨てようとしたかぐらいわかってるからな。そのわりに、あたしはお前に何にもしてやってねーなって思ったから」

「何もしてくれてないなんてことはないだろ。絶対ない。俺はずっと幸せだ」

「だっ、だからそーいうのを真顔で言うから余計にこう、物差しがズレちまうっていうか……たまには褒ほう美びとかやんねーと駄目だなって思ったんだよ！　お前じゃなくて、あたしの気分的に！　狼おおかみ飼ってたとしてだな、すげー懐なついてるのはいいけど何にも餌とか欲しがらねーとこっちが不安になるだろ!?　そういうの！」

　一気に言ってから、咳せき払ばらい。

「というわけで、だな。……あたしは今から、お前の口を吸おうと思う」

「は？」

　古風というか、色気も何もない言い方だが、それは、つまり？

　目がそこに吸いついてしまう。形のよいシーナの唇。

「そうしたい気分なんだよ。黙って貰もらっとけ」

「や、ええと、今は──ほら、な！　心の準備が！」

　これまでに何回も繰り返してきた言い訳で時間を稼ごうとしたが。




[image: ]

　今回は、口元に生まれた柔らかな感触で、一方的な奇襲がなされた。




　背筋が震える。限りなく近い距離感の吐息。自分の中に彼女がいて、彼女の中に自分がいる。小さな水音のようなもの。人生で一番、生々しい温度。頭が蕩とろけて、その粘膜と粘膜の接触のことしか考えられなくなった。

　どれだけの時間が経たったのか。

　彼女は軽く身を起こし、いつものように八重歯を見せて、笑う。

「へへー。心の準備なんて待たねーことにした」

「…………」

「なんかあれだな、うん。別にもっと前にやっててもよかったんだけど、ちょっと変な感じするな」

「…………」

「あ、勘違いすんな、ダークエルフは尻が軽いとか思うなよ。言ったかもしんねーけど、気に入ったやつだけで、誰にでもするわけじゃねーから。いいか、つまり、あたしの中ナ身カを触らせてやるぐらいお前のことは信頼してる、ってことだからな。もっと別んトコもいいんだけど──ま、さすがに今日は勘弁してやるか」

「…………」

「ってオイ、いつまでもボケッとしてんなよ。感想とかないのか？」

　練れん介すけは彼女の顔をぼうっと見上げていたが、やがて、肩を落としながら表情を緩めた。

「マジかよ盗まれた……って感じだ」

「だろ？　ダークエルフも、ゴブリンなんかに負けねぇくらい盗みは上う手まいんだぜ」

　どこか自慢げにシーナは言う。

　そんな顔を見てしまえば、練れん介すけとしては他の盗みにも思いを馳はせるしかない。

　出会ったときから今に至るまで。

　とっくの昔に盗まれていて、今も盗まれ続けている──

　唇なんかよりも、遥はるかにベタなもののことを。
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　朝起きて、さあどうしよう、と思った。

　ローカル中心のニュースをつける。ネットニュースも確認する。まだそこに目立った異変はない。だが時間の問題のはずだ。

　最低限の証拠隠滅をしただけで、ＲリボＶルヴと格納庫の片付けなどできてはいなかった。だから当然のようにこれから騒ぎになり、犯罪だと思われれば捜査がされることになるだろう。生徒も二人消えている。その代わりに学内にこれまでなかった樹きが生えているのは……それと比べれば些さ細さいなことか。目立たない場所を選んだし、錯覚として流されるかもしれない。

　格納庫の防犯カメラやＲリボＶルヴの記録装置など、直接的なものはあらかじめ対処できていたとしても、現代日本において警察の捜査力を侮あなどることなどできなかった。この自分という存在に辿たどり着つくのは、悲観主義ではなく、現実にありうる未来だ。

　どうするか。今のうちに全てを割り切り、現金を下ろし、逃亡生活に入るか。それとも一いち縷るの希望にかけて、いつものように──

　と頭を回転させていたら、家に一応設置してある固定電話が鳴った。朝から誰だ。今は自分たちの未来に関わる大事な決断について考えているところなのだ。邪魔しないでもらいたい……と思っても、電話は止まらない。最悪の可能性を想像してナンバーディスプレイを覗のぞいてみたが、そこには実家の電話番号ではなく、非通知と表示されていた。

「んあー……うっせぇ……」

　ベッドで眠るシーナが耳をぴこぴこさせながらシーツをかぶったので、彼女のために電話を取った。

　台所のほうに移動し、小声で、

「もしもし？」

「もしもし。朝あさ倉くら練れん介すけくんだね」

　知らない男の声だった。眠気が一気に覚め、緊張感が練れん介すけの全身を包む。

「どなたでしょうか」

「名刺の肩書きを言えば、長門輝獣対策局。正確に言えば長なが門と南駆動騎士団の者だ」

　眉を寄せる。動きの早い警察かと思ったが、駆動騎士団？　街を輝獣から守る組織は、確かにＲリボＶルヴの関係者ではあろうが、騎士校内部の事件に口を出してくるとは思えない。ならば別件か？　成績優秀者には在学中から配属のスカウトが来ることもあるというが、その類の──

「君にお願いがある。今日は普通に学校に登校してくれないか。放課後、迎えの車を寄越すから、それに乗って来てほしい。話があるんだ」

「……何の話、ですか？」




　電話の向こうから、一つ、吐息のようなものが聞こえて。




「それは勿もち論ろん──魔マ術ギ種スたちの戦争の話に決まっているだろう」











あとがき






　キャー二巻です！　コロナで世界が大変な中、なかなか書店さんにも行きにくい状況で一巻が発売されたにもかかわらず……皆様の応援のおかげでこうして二巻を出すことができました。ありがとうございます！

　昨今は新シリーズも自動的に続刊が出るというわけではなさそうなので少しばかり不安だったのですが、コイツは読み通り世界には褐色好き・ダークエルフ好きが多かったんだなと思うしかないですね。むしろメインストリームな可能性がありますね。これからも世界は安泰だ。だけどみんなもっともっと業界を盛り上げていこうぜ！　具体的には小説でも漫画でもアニメでもゲームでもとにかく魅力的な褐色キャラをワンサカ、な……わかるだろ……？

　少しだけ今巻の中身について。あえて言うと一巻は『決意』の話だったわけですが、二巻は『覚悟』の話となっているのかと。ちょっとだけ表と裏の関係性というか、やり残していたことのカタをつける感じで、セットで必然的に乗り越えなくてはならない過程だったとも言えます。そうして決意と覚悟を終えた練介たちが、これから本格的にどう戦っていくのか……というところが三巻の予定です。結構意味深にヒキを入れたラストにしちゃったし、書いて……いいですよね……？（編集部方向をチラチラ見やる）あと次は今までなんだかんだ誤魔化しつつ背景ガジェットとして配置していた要素が、いよいよ本格的に絡からんでくる……かも。




　さて、事前にツイッターなどでも報告させていただききましたが、一巻で素晴らしいイラストを描いていただいたコダマさんが今作のイラスト担当をご降板されることになりました。非常に残念ではありますが、致し方のない事情によるものです。文句のつけようもないキャラデザに最高の表紙、挿絵の数々……この作品はコダマさんのお力なくしては生まれませんでした。心からの感謝しかありません。今までありがとうございました！

　そして見ての通り、二巻からはニリツさんにご担当いただけることになりました。こちらもまた最高のイラストをいただけて感謝の限りです。これからもよろしくお願いします！

　自分は今までマジでイラストレーターさんには恵まれていると思っていて、毎回「俺の頭の中にしかいなかったこの子が実際に絵になってこんな素敵に！　最高！」というウハウハな気分を味わうのですが、今作では特別に一粒で二度美お味いしい気分を味わえたのだとポジティブシンキングしております。なので読者の皆さんにもコダマさん版のシーナとニリツさん版のシーナ、どちらも等しく好きになっていただけると嬉うれしいです。

　最後になりましたが、メカデザインの黒くろ銀ぎんさん、担当編集の阿あ南なん様、関係者の皆様に謝辞を。今作もいろいろお世話になりました。今後ともよろしくお願いします！

　それでは、また三巻でお会いできれば幸いです。（チラッ）
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